
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　contents









序章　何かの手違いで主役になった人達　War?

第一章　〝彼〟のいない平和的な学園都市　City.

第二章　これから先の事、選択するべき事　Dream.

第三章　わずかな余白と次へと繫がる予兆　Girl.

第四章　善人になる権利と突っぱねる権利　Black.

第五章　たとえヒーローにはなれなくても　Knight(s).

終章　ささやかなる祝宴と招かれる暗雲　Witch.












序章　何かの手違いで主役になった人達　War?









「クウェンサー!!　出てきやがったぞ例のデカいヤツが！　オブジェクトだ。ホントにありやがったんだあの怪物兵器!!　どうすんだ。あんなもん対戦車ミサイル程度じゃどうにもならねえぞ!!」

「決まってんだろヘイヴィア。何とかするしかない!!」

「ヘイ。ヘイヘイ!!　何で立ち向かう方向で話をまとめてんだ？　あれ見りゃ分かんだろ無む謀ぼうだって!!　相手は全長五〇メートル以上の巨体に、大小合わせて一〇〇門以上の砲を備えた化け物だぜ！　っつーか、核が一発二発直ちよく撃げきしても動き回る巨体だぜ。砲撃なんてされなくても、その辺適当に走り回っただけで部隊は壊かい滅めつしちまうよ!!」

「主砲分かるか？　あれだけ馬ば鹿かデカい下位安定式プラズマ砲なんだ。砲身内部を真空にして、磁力線で保護しなけりゃ自身の熱量で機体を吹き飛ばす羽は目めになる。……何か方法はないか？　具体的にあの主砲の内部に干渉するための方法は!!」

「んおっ？　良い事思いついた。俺スゲェ！　ちょっと俺天才なんじゃねえの!?」

「なにヘイヴィア」

「最高。これ最高だって!!　この方法なら俺もクウェンサーもほぼ確実に助かるはずだぜ!!」

「もったいぶってないでさっさと言って！」

「戦場の隅っこで死んだふり」

「踏ふみ潰つぶされてしまえッッッ!!!!!!」







「……、」

　巨大なスクリーンに目をやりながら、浜はま面づら仕し上あげはポップコーンの入れ物を摑つかむ手をわなわなと震ふるわせていた。

　チョイスを間違えた。

　この馬ば鹿か映画はどう考えても恋人と一いつ緒しよに観みるものじゃない。

「ま、しょせんはきぬはたが勧めたきぬはた映画だから」

　と呟つぶやいたのは、隣となりの席に座っている『恋人』だ。

　名前は滝たき壺つぼ理り后こう。

　こんな日であってもこんなイベントであってもこんな映画館であっても、彼女は相変わらずのピンクジャージだった。ひょっとしたら結婚式やお葬式でもお構いなしなのかもしれない。滝壺にとって衣類とは着心地最優先なのだった。よって、浜面としてはジャージよりも快適なエロ水着やバニースーツの登場を願ってやまない訳なのである。

　その滝壺としても、映画からは半分以上興味が失われているらしく、

「はまづら。この後どうするんだっけ？」

「生あい憎にくだけど、メシを食ったら『時間』になるだろうな。麦むぎ野のや絹きぬ旗はたと合流。今日は『例のあれ』を済ませなくちゃならねえ」

　それにしても、と浜面は思う。

　スクリーンの中で広がっている薄うすっぺらい戦せん闘とうシーンではなく、己の脳裏にある『本物の』戦争を思い浮かべながら、

「……生き残っちまったなぁ第三次世界大戦」

　誰だれが主役に躍おどり出るかなんて、分からないものである。








第一章　〝彼〟のいない平和的な学園都市　City.









　　　　１




　学園都市。

　東京西部の未開拓地を切り開いて作られた街。面積は東京都の三分の一ほどで、外周は高い壁で覆おおわれている。人口はおよそ二三〇万人、その八割は学生である。ありとあらゆる科学技術を研究し、学問の最高峰とされるこの街には、もう一つの顔がある。人工的かつ科学的なプロセスを経て組み上げられた、超能力者養成機関である。

　学生を対象に『開発』されるこの能力は各人によって様々な種類に分かれるが、その価値や強さ、応用性などによって、無能力レベル０、低能力レベル１、異能力レベル２、強能力レベル３、大能力レベル４、超能力レベル５と六段階で分類される。

　ちなみに、浜はま面づら仕し上あげは無レ能ベ力ル者０。

　厳密には『目に見えないレベルで、何らかの能力は使える状態』にあるらしいのだが、そんなのは知った事ではなかった。書類の上だけに存在する、○○系能力者という所に何を書いていたのかももう曖あい昧まいだった。

　だがガッカリするのは早い。

　この男、実は第三次世界大戦の最激戦区を渡り歩いてきた、稀け有うな経験を持つ。しかも第四位の超レ能ベ力ル者５を独力で倒すというオマケつきだ。惚ほれた女のために世界規模の戦乱を潜くぐり抜けたというのだから、もうこの時点で『普通の高校生』の枠を軽く超えてしまっていると言っても良いはずだ。

　激戦区のロシアでは軍に蹂じゆう躙りんされかかっていた集落を守り抜き、学園都市から送られてきた数々の刺し客かくを返り討ちにして、見事に戦場帰りを果たしたあの男。

　世紀末帝王HAMADURAの取り戻した日々はと言えば……、




「はまづらぁぁあああ!!　テメェ、ドリンクバーの往復にどれだけ時間かけてんだあ!?」




　ファミレスに響ひびき渡る少女の声に、複数のグラスを手にした浜面仕上は、ビクゥ!!　と肩を震ふるわせる。

（……か、変わってねええええ!!　あれだけの事があったのに、俺の生活何にも変わってねええええええ!!）

　世紀末帝王改めドリンクバー往復係の少年は心の中でそんな事を叫ぶが、まぁ世の中なんてそんなものである。戦争を経験しようが何だろうが、小者は小者の道を突き進むのみなのだ。

　ちなみにたった今ドリンクの催さい促そくをした少女の名前は麦むぎ野の沈しず利り。

　話せば長くなる事請け合いだが、第四位の超レ能ベ力ル者５だ。スラリとした長身で、ふわふわした茶色い髪が特徴の少女だが、顔の三分の一ほどは特殊メイクで、眼球も片方は義眼だった。

　テーブルには、他ほかにも少女が二人。

　片方は絹きぬ旗はた最さい愛あい。髪型はボブ。背の低い中学生の少女で、ニットでできたワンピースを着ている。やたらと太ふと股ももが露ろ出しゆつしているのは確信犯であるらしく、見えそうで見えない、でもちょっとだけ見えそうな脚の組み方を常に研究しているようだった。

　もう片方は滝たき壺つぼ理り后こう。先ほど浜はま面づらと一いつ緒しよに映画を見ていた少女だ。肩の所で切り揃そろえた黒髪と、年がら年中ピンク色のジャージをまとっているのが特徴と言えば特徴か。

　絹旗は携帯電話で掲示板を覗のぞいていたようだが、『戦争の激戦区だったロシアの復興状況と、学園都市からの派遣人員について』とか堅苦しい話題に飽きたらしく、電話はテーブルの上に放り出し、大皿に載ったポテトの方に意識を向けていた。彼女はポテトを口に運びつつ、もう片方の手で麦野の顔の特殊メイクを軽くつつき、

「……間近で見ても超分からないものなんですね。傷どころか眼帯状のバンドまで。特殊メイクなんて、カメラで撮った映像を編集して、初めて超見分けがつかなくなるレベルだと思っていましたけど」

「汗はかかないし、毛穴も常に変化しない。気温で肌の色は変わらないし、鳥肌も立たない。やっぱ、長時間通常の環境にいると違和感は出るわよ。小こ奇ぎ麗れいすぎてもなじめないってヤツかな。……っつか、さっきから何で特殊メイクに喰くいついている訳？」

「いやなに、ＣＧでホクロも傷跡も翼つばさも角も超付け加えられる時代に、こう、アナログな特殊メイクとか持ち出されますとね。映画好きの血が超騒さわぐというか色々あるのですよ!!　こう、昔ながらの怪人系スプラッターを追い掛けていた血が超ぐつぐつと!!」

（……近づきたくないなあ……）

　浜面は正直にそう思ったのだが、これ以上彼女達を待たせると特殊メイクなしのスプラッターになりかねない。

　だが、ドリンクを運んだら運んだで、

「浜面テメェ遅すぎ。っつーか何これ。ちゃんと氷も入れてこいよ！　テメェの手でちょっとぬるくなってんじゃん!!　普通ならこれやり直しが基本のクオリティだぞ!!」

「まぁまぁやめましょうよ。浜面は所しよ詮せん超浜面なんですから。しかもやり直させたらさらに時間がかかります。ここはオトナな私達が超我が慢まんするとしましょう」

「ひでえ言われようだ」

　浜面は肩を落とし、唯一攻こう撃げき的てきでない少女の方を見て、

「そんなに文句があるなら自分で取りに行けよな。その点、変に不満ばかり言ってきたりしない我が姫はやっぱり俺のストライクゾーン。なあ滝たき壺つぼ、滝壺？」

　浜はま面づらは助け舟を求めるように己の恋人へ声を掛けたが、当の彼女はと言えば、両目を開けたまま微動だにせず、

「……ぐーすかぴー……」

「ね、寝てるぅーっ!!　先ほどまでのおデートがよっぽどお疲れだったのか!?」

「まぁ浜面のエスコートだから超仕方がないんじゃないですか？　退屈しない方が不思議なぐらいです」

「テメェの勧めた映画のせいだろ!!　あんな馬ば鹿か映画の極きわみを教えやがって!!」

「……エンディング直前の超クライマックスで、超巨大なインド象と一いつ緒しよに全員揃そろって踊り出す所とか超最高だったでしょう浜面？」

「そこが一番分かんない……」

　馬鹿映画マニアの絹きぬ旗はたには、頭を抱える浜面の苦悩など理解する気がないらしい。

　彼女は浜面が持ってきたドリンクをわずかに口に含んでから、不満一〇〇％な顔を浮かべると、

「……麦むぎ野のと同じ事を言うのは超アレですけど、確かにこのぬるさは飲み物の許容量を超えていますね。ぶっちゃけ罰ばつゲームを超提案したいほどに」

　すると、麦野は自分の所へ運ばれてきた、サーモンのムニエルの載った食器（鉄製のフライパンを模したもの）を軽く摑つかむと、何な故ぜか甘ったるい猫なで声で、

「じゃっあー、これで浜面ちゃんを往復ビンタとかどうでしょー？」

「ジュージュー鳴ってんじゃねえかよ!!　っつかたとえ冷めてても大だい打だ撃げきだよ!!　あと何でゾクゾク背筋を震ふるわせてんだよお前!!」

　浜面は思わず絶叫するが、絹旗の方は軽く息を吐はいて、

「駄だ目めですよ。そんなもんじゃ浜面には超ご褒ほう美びにしかなりません。どうせ頭の中で勝手に裸エプロンとかに変換して超楽しむに決まってんですから」

「どんだけ恐ろしい家庭なんだよ!!　あと家庭って言葉を聞いて鳥肌立てるなよ二人とも!!　逆にそのシチュエーション以外で裸エプロンを連想する方が難しいよ!!」

　向かいの席に座っていた絹旗はその大声に、気味悪そうな調子で耳を塞ふさぐ。が、その時肘ひじがぶつかったのか、テーブルの上に広げていたマイナー映画のパンフレットが絹旗の膝ひざ元もとへ落ち、さらに床へと滑すべっていった。

「超浜面ァああああああああ!!」

「何だよ俺のせいかよ!!　……分かった分かった、拾う、拾うよ!!　だから店ん中であからさまに気合入れて大能力レベル４クラスの力を振り回そうとするんじゃねえ!!」

　嘆きながらテーブルの下へ潜もぐり込むミスター下働き浜面仕し上あげ。目的の薄うすっぺらいパンフレットはすぐに見つかった。『野人Ｎのゾンビ脱出大作戦』と記された、元々のセンスなの翻ほん訳やくが壊かい滅めつ的てきなのどっちなの？　というタイトルにげっそりした浜はま面づらは、ひとまずパンフレットから視線を外す。

　すると真正面。

　ニットの超ミニのワンピースを着ている絹きぬ旗はた最さい愛あいの両足と、その付け根の部分を覆おおう可愛かわいらしい布切れが目の前に。

　ここで。

　仕事も私生活も充実し、計画的に人生を進め不意のアドリブも満点評価のデキる男であったのなら、軽く太ふと股ももに触れた上その事をジョークの一種として笑って処理する事すらできたかもしれない。

　だが浜面は超浜面。

　彼は驚おどろきのままに、真上に向かって飛び上がった。

「きぬは……痛ってえ!?」

　ガゴン!!　という凄すさまじい音と共に、馬ば鹿かの頭がテーブルを突き上げた。

　被害を受けたのは、ドリンク片手に肘ひじを突いてぼんやりしていた麦むぎ野の沈しず利りと、その向かいで両目をばっちり開けたまま眠っていた滝たき壺つぼ理り后こうだった。

　より正確には、麦野のグラスからドリンクが発射され滝壺がまともに浴びた。

　滝壺は開いていた両目の焦点をゆっくりと合わせ、

「……はまづら……？」

「ろくに情報を集める事もなく、わずかに寝ぼける素そ振ぶりすら見せず、何かあれば俺が元凶だと真っ先に思うその思考回路。何な故ぜ俺の周りはこんなのばっかりなんだ」

　テーブルの下からパンフレットを持ってのろのろと出てきた浜面は、そこで驚きよう愕がくの事実を目もく撃げきする。

　頭からドリンクを被かぶった滝壺が、まったくもう、と呟つぶやきながらジャージの上を脱いでいた。

　その下にあった、薄うす手でのシャツを強引に隆起させる二つのカタマリは、

「（……やっぱデカいわね）」

「（……いや総合的に見れば私の方が超スタイルは良いはず）」

「（……ヤベエ、俺の目に狂いはなかった）」

「？」

　滝壺だけがぼんやりした目で周囲を見返している。

　彼女はあまり感情の起伏のなさそうな目のまま、

「そろそろ時間？」

「そう……ですね。軽く食べ終わりましたし、そろそろ本題に超入りますか」

「ええ」

　麦むぎ野のが、若じやつ干かんながら沈んだ、彼女らしくない声で短く答える。

　浜はま面づらは席に腰掛けつつ、

「場所は分かっているのか？」

「そっちについては超調べてあります。というか、基本的にアレは第一〇学区にしか超ありませんからね」

「じゃあ行くか」

　麦野が素そつ気けない調子で言う。

　浜面はわずかに探りを入れるように、

「大だい丈じよう夫ぶなのか」

「問題ない」

　彼らは本来『アイテム』と呼ばれる小グループに属していたが、その形は完かん璧ぺきではない。かつてここにいたはずの人間が一人、欠けている。

　その欠けたピースを浮き彫りにさせるように、麦野が呟つぶやいた。

「……フレンダの墓参り、さっさと済ませてしまおう」




　　　　２




　再会した途と端たん、まず一発本気で顔をぶん殴なぐられた。

　そしてその後に、本気で抱き締しめられた。

　第三次世界大戦の激戦区から帰ってきた学園都市最強の超レ能ベ力ル者５、一方通行アクセラレータを待っていたのは、そんな感じの出来事だった。

　ちなみに殴ったり抱き締めたりした人物は、黄よ泉み川かわ愛あい穂ほというジャージの女教師だった。一方通行アクセラレータは現在、彼女のマンションに居い候そうろうしている身である。

　独特の、色の抜けた白い髪。獣けもののような凄すご味みのある、異質な赤い瞳ひとみ。線の細い体は現代的なデザインの杖つえで支えられているが、一方通行アクセラレータの体つきに華きや奢しやな印象を抱く者はいないだろう。それは最新科学の力で徹てつ底てい的てきに鍛きたえ上げられた、超レ能ベ力ル者５という兵器の塊かたまりであるからだ。

　殴るにしても抱き締めるにしても、彼に対してこうした『人間らしい扱い』をできる人物は、学園都市の中でも稀まれなのかもしれない。

　ちなみに、その『稀』な事ができる人間が、この広いマンションの中にはまだいる。

　例えば、




「ぎゃーす!!　なーんーでー前後左右上下六方向から屈折レーザーがクネクネ襲おそいかかってくるのーっ!?　ってミサカはミサカは脅きよう威いのコンボにわなわなしてみたり!!」




　と両手でコントローラーを握ったまま奇怪な口調で叫び声を発する、見た目一〇歳前後の少女・打ち止めラストオーダーであったり、

「くくくレーザーは足止めでミサカのド本命は溜ため技極ごく太ぶとビーム砲じゃあああ!!」

　そんな打ち止めラストオーダーと顔つきはそっくりで、そのまま高校生に成長したような腹黒少女・番外個体ミサカワーストであったり、

「……これ、私の知っている製造計画の個体じゃないわよね……？」

　番外個体ミサカワーストへ怪け訝げんな目を向けている女性研究者・芳よし川かわ桔き梗きようであったりする。

　ちなみに番外個体ミサカワースト、諸事情によって片腕は折れている状態のはずなのだが、床に置いたコントローラーを片手五本指でキーボードのように叩たたく事で、両手を自由に使う打ち止めラストオーダーを翻ほん弄ろうしまくっている（ＬＲボタンはハンデとして無視）。

　何な故ぜかピンクと白のアオザイを着ている番外個体ミサカワーストの独どく壇だん場じようである。

『ぬおお、こうなったらミサカ達の脳波で作るネットワークを経由してダイレクトにコマンドを送ってやるーっ！　ってミサカはミサカは裏技を使うけど何故か反応がない!?』『ふふふ第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンのこのミサカの体内にはコマンドを弾はじくための機械が満載だからなあ』などと独自のトークを繰くり広げている二人の少女。

「そういえば、その民族衣装はどこで手に入れたの？　ってミサカはミサカは尋ねてみたり」

「？　そうか、コマンドを弾く関係で、このミサカの記き憶おくはネットワークと常時共有されている訳じゃないのか」

「私があげたのよ」

　悪意満点でまともに質問に答えようとしない番外個体ミサカワーストの代わりに、研究者の芳川が答えた。

「福引で当てたんだけど、サイズが合わなくてね」

　常時、悪態や嘲ちよう弄ろうが顔に浮かぶ番外個体ミサカワーストには似合わない、ピンクや白という明るいカラーにはそういう理由があったりする訳だが、打ち止めラストオーダーが引っ掛かったのはそこではなかった。

「……またオトナが乳の自じ慢まんをしている、ってミサカはミサカは警戒心を募つのらせてみる」

「そっちの話じゃないわよ。背丈とか胴回りとか全体的に。大体、単純なバストだけなら、そっちの子の方が大きいわよ」

　すると、打ち止めラストオーダーはゲーム画面から目を離はなし、隣となりに座るアオザイ少女番外個体ミサカワーストを静かに見上げた。

　そして少女は言う。

「希望はある、ってミサカはミサカは拳こぶしを握ってみたり」

「いやあ、ミサカは第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンだから、使っている成長促進剤は別物だよ？」

　ガッガッガッガッガッ!!　とコントローラーに怒いかりをぶつける打ち止めラストオーダーだが、画面の中ではしっかり返り討ちに遭あっている。

　と、さっきから不審な会話ばかりしている二人の少女に、黄よ泉み川かわはわずかに眉まゆをひそめていた。

　彼女はソファに寝転がっている一方通行アクセラレータに向けて、直球で質問する。

「で、あっちの高校生は誰だれじゃんよ？　小さいののお姉さん？」

「いやあ」

　返事をしたのは一方通行アクセラレータではなく番外個体ミサカワーストだった。

　対戦ゲームのリザルト表示の待ち時間に、少女は黄泉川の方へ首を回し、片目を瞑つぶる。

　彼女はどこか人を馬ば鹿かにしたような調子で、

「どっちかって言うと、ミサカはこの子の妹になるのかな？」

「？」
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『素養格付パラメータリスト』。

　かつて、学園都市の『暗部』と真っ向から戦った浜はま面づら仕し上あげや、その周辺にいる人達の安全を守るデータ。切手の四分の一ほどのサイズのチップの中に収められた命いのち綱づな。使い方によっては学園都市に多大なダメージを与える事になるとは思うが、同時にそう簡単にはいかないだろうとも浜面は考えている。

　元々、学園都市の科学技術は『外』と比べても二、三〇年もの開きがある上、研究所の資料については街の『中』でさえ非公開なものが多い。情報の取り扱いについてはかなり神経質なシステムが組み込まれているに違いない。

　そして、浜面としてもそのつもりはなかった。

　彼の目的は学園都市の打倒ではなく、その街の中で平へい穏おんに暮らしていく事だからだ。

　ただ安全性を確保するだけなら、学園都市から離はなれるという選せん択たく肢しもある。

　しかし、今はまだそこまでの準備は整っていない。

　彼の命より重要な少女、滝たき壺つぼ理り后こうは、とある事情から学園都市の治ち療りようを受ける必要があるからである。







　さて。

　学園都市には他の地域にはない設備や施設がたくさんある。街の至る所には風力発電のプロペラがあり、警備や清掃用のロボットが行き来し、畜産や農業のための『食材を作る工場』があちこちに建っている。

　だが、それ以外にも違いはある。

　この街には、墓地が圧倒的に少ないのだ。

　住民の八割は学生であり、親元を離はなれて寮りようで生活をしている。仮に街の中で彼らが死亡したとしても、（徹てつ底てい的てきな焼却処分によって、ＤＮＡマップを解析できない状態にした上で）骨はやはり親元へと帰されるのが常だ。つまり、街の中に墓を建てたいという希望がほとんどない訳である。

　学園都市唯一の墓地は第一〇学区にあり、その形状はエレベーターを使った立体駐車場に似ていた。

　射しや撃げき演習場のようにパーティションで区切られた『ブース』の中で暗証番号を入力すると、骨こつ壺つぼの入ったコンパクトな墓石が、リフトやエレベーターの力を借りて自動的に運ばれてくる仕組みだ。

　耐水性の厚紙でできたトレイの中に収まる範囲でなら、献花やお供そなえ物も許される。が、微生物の繁はん殖しよく状況をスキャンし、一定数を超えたと判断された場合は、やはり自動的にダストシュートへ放り込まれるようになっている。

　前述の通り、ここへ学生の骨が収められるのは稀まれだ。

　それはつまり、引き取りたいと名乗り出る者がいなかったのを意味する事が多い。

　犯罪者や、『置き去りチヤイルドエラー』と呼ばれるコインロッカーベビーにも似た家庭からの意図的な追放者、そして暗部と関かかわるために『表』の身分を抹まつ消しようした者などなど。

「……麦むぎ野ののヤツ、遅いな」

　浜はま面づらがポツリと呟つぶやく。

　彼らは『墓地』であるビルの中には入らず、味気のない出入り口の近くにあるベンチに腰掛けていた。おそらく本来は喫煙スペースとして用意されていたのだろう、誰だれも使っていないボックス状の灰皿が、余計な寂せき寥りよう感かんを与えてくる。

『墓地』には、麦野だけが入っている。

　かつて、その手でフレンダを殺害した麦野だけが。

　語るべき事は色々あるだろう。

　その言葉を盗み聞きしたいとは思わなかったし、その顔を盗み見たいとも思わない。

　ぼんやりと青空を見上げながら、浜面は言う。

「フレンダって、何が好きだったっけ？」

「さば」

　と答えたのは、隣となりに座っている滝たき壺つぼだった。

　絹きぬ旗はたもため息をついて、

「なんか缶詰ばっかり超食べていた人でしたよね。金には困っていなかったはずなんですけど」

　人物について過去形で語る事には、まだ多少の違和感がある。

　その違和感が消えるのを望むべきか、望まざるべきか。

　それすらも、未熟な浜はま面づらにはまだ判断できない。
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　テレビゲームは番外個体ミサカワーストの圧勝という形で終わり、打ち止めラストオーダーはぶーぶー言いながらコントローラーを手放した。

　一〇歳前後の容姿をしている打ち止めラストオーダーは、床の上にごろんと転がり、番外個体ミサカワーストの体の一点を指差すと、

「……あのおっぱいがミサカの集中力を散らせているの、ってミサカはミサカは敗因を分析してみたり」

「おやまあ。他人の身体的特徴を揶や揄ゆして八つ当たりとは、司令塔もやっぱりミサカ達の一員って感じだねえ。根っこは黒い黒い☆」

　番外個体ミサカワーストの嘲ちよう笑しようを受けても打ち止めラストオーダーは気にせず、今度は近くにいたクローン技術の元研究者、芳よし川かわ桔き梗きようの方へ体の向きを変える。

「一体何を食べたらそんなに大きくなるのかミサカに説明しなさい、ってミサカはミサカは情報の開示を求めてみる」

「食べているものはみんな一いつ緒しよよ。だって愛あい穂ほが作っているんだから」

　愛穂、というのはこのマンションの家主の体育教師、黄よ泉み川かわ愛穂の事である。

　年中緑色のジャージを着ている色気ゼロの女性なのだが……打ち止めラストオーダーの見る限り、あれより巨大な胸囲の女性とお目にかかった事がないぐらいスタイルが良い。

「理り不ふ尽じんだ……ってミサカはミサカは栄養学では説明のできない現象に嘆いてみたり」

「あら。みんな同じものを食べてこの結果なんだから、それってつまりあなたにも同じ可能性が与えられているという事ではないかしら？」

「……ッッッ!!!???」

「だからそんなに慌あわてる必要はないのよ。あなたは本来あるべき歳月の帳ちよう尻じりが合っていない。時間の経過がそれらを埋め合わせたら、自然と魅み力りよく的てきなプロポーションになるわ」

　芳川の言葉に、まるで救いの光でも浴びたかのような表情になる打ち止めラストオーダー。

　その時だった。

　ボトッと、芳川の懐ふところから何かが落ちた。

　それは奇怪な健康器具だった。

　ベルトを使って胴体の一部分に巻きつけるための機構が備わっており、見たところ、女性の体の一部分にとても干渉するように設計されているようであった。

　つまり。

　平たく言えば、豊胸マシンの疑惑である。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　大人の汚さを目まの当たりにした打ち止めラストオーダーから表情が消える。

　やがて彼女は、わなわなと震ふるえる唇くちびるを動かし、

「……『自然と』魅み力りよく的てきなプロポーションになるってさっき言った、ってミサカはミサカは確認を取ってみる」

「ほ、ほほほ。いやこれは大学時代の友人から似え非せ科学の商品ではないかと調査依い頼らいが来ていて専門家のあたくしが……」

「もうそんなオトナの言葉には騙だまされない!!　ってミサカはミサカは例のマシンへ手を伸ばしてみたり!!」

「いけないわ最終信号ラストオーダー!!　それは成熟した肉体を持つ女性が使わなければ胸部が爆発してしまう恐ろしい機械なのよ!!」

「だからそんな言葉には惑わされないとミサカは言ったはずだ!!　ってミサカはミサカは制止を振り切ってみたり！　そもそも成熟した肉体を持つ女性ならこんな機械は必要としないはずでは!?」

　手持ち無ぶ沙さ汰たな番外個体ミサカワーストは、ソファで寝転がっている一方通行アクセラレータへ声を投げかけた。

「生物関係の研究者とは思えないぐらい胡う散さん臭くさい通販に引っ掛かってるねえ。……ところで、あの大おお騒さわぎは止めないの？」

「面倒臭くせェ……」

　心底うんざりしたような声と共に寝返りを打つ第一位。すると、代わりとでも言うかのように、家主の爆乳体育教師、黄よ泉み川かわ愛あい穂ほが（からかっている）芳よし川かわ桔き梗きようと（からかわれている）打ち止めラストオーダーの間に入った。

「はいはいそこまでじゃんよ。これ、効果がないって桔梗が嘆いていたヤツじゃん。っつか、これに限らずダイエットマシンとか小顔になるベルトとか『肉体を変質させる機器』を集める癖くせ、いい加減に直した方が良いじゃんよ」

　言って、黄泉川は奪い合う二人から豊胸マシンを取り上げてしまう。

「この世で最も必要としない人物に希望の光を奪われた!!　ってミサカはミサカは戦せん慄りつしてみたり!!」

「駄だ目めよ愛穂！　あなたのようなクラスの大物がさらに機材の後押しを受けたら、きっとこの世の理ことわりが崩ほう壊かいしてしまうわ!!」

　しかし事態は彼女達の予測を上回った。

「……あれ？　何もしてないのに、何でもくもく煙が出ているじゃんよ？」

「有り余る乳パワーが逆流したのかも!!　ってミサカはミサカは未知の現象を前にわなわなしてみる!!」

「非科学的だわ……ッッッ!!!???　そんな、まさか、でも、愛あい穂ほなら、あるいは!!」

　あまりの光景に科学的視点が揺らぎそうになる芳よし川かわ。

　ところで、この中の女性陣で唯一、番外個体ミサカワーストだけは例のマシンには喰くいついていない。

　一方通行アクセラレータは寝転がったまま質問した。

「オマエは喰いつかねェのか？」

「あなたにつけても巨乳にできるなら、ちょっとは」
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　第一〇学区。学園都市の墓地の前。

　浜はま面づら、滝たき壺つぼ、絹きぬ旗はた達がどこか密度の薄うすい、スカスカな印象のある会話をしていると、『墓地』のビルの自動ドアが開いた。浜面達がそちらへ目を向けると、麦むぎ野のが出てきたところだった。

　彼女の表情に変化はない。

　涙が伝ったような跡も、目が充血している様子もない。

　とはいえ、確実に中では何かがあったのだろう。

　その痕こん跡せきすらも、浜面達には伝えたくないと考えている程度の、何かが。

「終わったか？」

　浜面が尋ねると、麦野は『おう』と素そつ気けなく答え、

「終わったよ」

　実際には何も終わっていないのかもしれない。

　だが、麦野はそう付け足した。

　何かを区切るように。







　ところで。

　彼らがしんみりしているところ申し訳ないが、第一〇学区というのは学園都市の中で最も地価が安く、治安も悪い事で有名だった。唯一の墓地がこの学区にある事自体、方々で建設拒否された施設が、巡り巡って第一〇学区に落ち着いた、という経緯がある。

　そんな訳で。

　年とし頃ごろの女の子を三人も引き連れている（ように見えるが実は全く逆の）浜面仕し上あげクンときたら、辺りにたむろしている不良少年達からすれば格好のマトなのだった。

『バスと電車、どっちで帰った方が早いんだっけ？』という話をしていた浜面達の行く手を阻はばむように現れたのは、五人の男達。

　戦隊モノなら全員イエローに認定されてしまいそうな雰ふん囲い気きの不良少年達は、何やら出鼻を挫くじいて話の主導権を握りたがっているのか、唯一の男手である浜はま面づらへ威圧的な視線を投げかけつつ、

「ちとちと待て待てそこのお財布クン。今ボク達バイト中なんで協力してくんね？　クソを殴なぐると成績に応じて金が入るバイトなんだけど」

「ちなみに黙だまって財布渡してもぶん殴るから。逃げようとしてもぶん殴るし命いのち乞ごいしてもぶん殴る。状況分かった？」

（まずい……そこそこヤバそう）

　頭の中身が死ぬほど軽そうな言葉を発する少年達だが、浜面はスーパーヒーローではないので、素直に体に嫌いやな震ふるえが走った。特に危険アリなのが二番目にしゃべったヤツ。どうも構えや腰の落とし方から察するに、プロレス系だ。レフェリーもおらず、柔らかいマットもない路上のケンカでは、あの手の投げたり絞しめたり関節を極きめたりするタイプは、下へ手たに鈍器や刃物を持った素人しろうとよりも危ない事を、浜面は実経験から理解している。

　とはいえ。

　一方で、浜面は安心してもいた。格かく闘とう技ぎに頼たよっているという事は、おそらくこの不良達は、浜面と同じく『無能力レベル０であるが故ゆえに不良になったタイプ』の人間だ。重力を操って投げ技の威力を一〇倍増しにするグラヴィティレスラーなんていう反則キャラでもない限り、『学園都市で最も恐ろしいタイプ』ではないだろう。

　そして、滝たき壺つぼはともかく、連れの麦むぎ野のと絹きぬ旗はたは、まさに『学園都市で最も恐ろしいタイプ』だった。

　麦野は第四位の超レ能ベ力ル者５、絹旗も銃じゆう撃げき戦せんに対応できるクラスの大レ能ベ力ル者４だ。言ってみれば、不良のケンカに戦車や爆撃機を平気で持ち出すような状況に等しい。相手が反則第一ヒールレスラーだろうが人喰い熊ぐまを投げ飛ばす柔道の達人だろうが、基本的に真正面から戦った場合、麦野や絹旗達の敵ではない。

　なので、

「……おいおい、やめておけよ」

　浜面は純粋に、絡からんできた不良少年達を哀あわれに思ってこう助言した。

　自然と世紀末帝王モードになった彼は、

「小僧ども。これは親切心から教えてやる事だから、一言一句完全に覚えておくんだ。そうしないと命の保証もできない。……この世の中には、関かかわり合っちゃあならないものがある。アンタらは今、そいつの一歩手前まで踏ふみ込んでいる。あと一歩だ。その距きよ離りでアンタらは終わる。そいつを理解したら、ここは素直に回れ右しておけ」

　しかし。

　そこで、何な故ぜか麦むぎ野のと絹きぬ旗はたの二人が奇妙な目配せをすると、




「「きゃーん。こわーい、はまづら助けてえ」」




　黄色い声の意味が分からなかった。

　そして左右それぞれの腕に巻きつくように、麦野と絹旗の二人が腕を組んでくる理由が全く理解できない。

　彼女達の実情を知る浜はま面づらが、とても真正直に全身から鳥肌を発する。

[image: ]

　が、五人の不良少年達や滝たき壺つぼ理り后こうはそれらを裏表なくストレートに受け取ったらしく、特にジャージ少女の方は何やら対抗心を燃やし始め、浜面の背中から首へ両腕を回し、おんぶスタイルでぎゅっと抱き締しめると、

「……勝手に取らないで。はまづらは、私のものだから」

　その瞬しゆん間かん。

　浜面仕し上あげは、人間の頭の中にある大事な線が切れる音を確かに聞いた。それは五人の少年達のものだった。

「お、おう」

　しばしパクパクと口を開閉していた不良の一人は、

「おうおうおうおうおう!!　どうなってんだ!?　テメェその大富豪っぷりはどういうつもりなんだぁええコラ!?」

　なんかアザラシやオットセイみたいな声を発しているが、きちんと殺気はマックスである。真正面からズンズン近づいて浜はま面づらの首元を片手で摑つかもうとする。

　が。

　そこで、実は微妙に浜面の腕の関節を極きめていた麦むぎ野のが、わずかに体をねじった。肘ひじに走る痛みから逃れるため、浜面は麦野の動きに合わせて、回転扉のように体の向きを変えざるを得なくなる。

　そして浜面の首を狙ねらっていた不良少年の手の狙いが逸それた。

　首から肩へ。

　開いた五本の指が、ちょうど突き指する形で。

「にゅわああああああああああああああって痛ええ!?　テメェ!!」

「きゃー、はまづらチョーかっこいー」

　殊こと更さらバカっぽい声援を発する麦野は、とどめとばかりに浜面の腕をひねり、彼の腰を蹴けって不良達のど真ん中へと躍おどり出させる。一方、絹きぬ旗はたの方はいつの間にか浜面の背中に張り付いていた滝たき壺つぼを綺き麗れいに引き剝はがしていた。

「な、なんっ……」

　状況を理解できずに、未いまだに目を白黒させている浜面だが、すでに不良少年達の覚悟は決まっている模様。

「冗談も大たい概がいにしろテメェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

「そこの悪あく魔まみたいな女に言えェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　浜面仕し上あげの選せん択たく肢しは一つ。

　逃げる。故ゆえに歩道脇の花か壇だんの土を蹴り上げてプロレス男に目め潰つぶしを決め、その隙すきに包ほう囲い網もうを一気に突破する。
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　煙を噴いた豊胸マシンは黄よ泉み川かわに没収され、芳よし川かわは自室のＨＤレコーダーの番組予約をするため、一度部屋に引っ込んでしまった。

　放ったらかしのリビングのテレビの方は、すでに黄泉川の方が録とりたいドラマを指定してしまっているのだ。無限にチューナーがあれば良いのに、と芳川はブツブツ呟つぶやいていた。

　そのテレビは今、こう言っている。

　おそらくレポーターも、番組の構成を考えている連中も、最前線の匂においは嗅かいだ事もないだろうが。

『……わずか一二日で終結した第三次世界大戦ですが、その終結間ま際ぎわには数多くのオカルティックな証言が得られました。これは専門家の間では「サードウォー症」と呼ばれ、大戦前のイギリスクーデター時にあった「ブリテン・ザ・ハロウィン」同様、戦時下のストレスが生み出した集団ヒステリーであり、早急に手厚い補償を行う必要があるとの見方がある一方……』

　一方通行アクセラレータとしてもやる事はない。

　ただソファに寝転がっている彼は、そこで違和感を覚えた。

　見れば、ただでさえ狭いソファに、さらに打ち止めラストオーダーが潜もぐり込んで来ている。

「……何してやがる」

「ミサカもお昼寝、ってミサカはミサカは簡潔に答えてみたり」

「おい」

「……ねー」

　第一位が文句を言う前に、一〇歳前後の見た目の少女はあっさりと寝入ってしまう。舌打ちする一方通行アクセラレータだったが、そこで別の方向から声をかけられた。

　ソファの端はしにある肘ひじ掛けの部分に腰を掛けた、番外個体ミサカワーストだ。

「取り戻した平へい穏おんの味はいかが？」

「……何が言いたい」

「別に」

　明らかに何か含みのある調子で、彼女は告げた。

　かつて、学園都市には『闇やみ』があった。強大な力を持ち、しかし何かしらの理由や事情で社会的な生活を送るのが困難な人間を、時に知人を盾たてに取り、時に生活を送るために必要な書類や立場と引き換えに、様々な『仕事』を依い頼らいする……という形でだ。

　一方通行アクセラレータもその一人。

　だがそのサイクルはすでに崩ほう壊かいしている。他ほかならぬ、一方通行アクセラレータ自身が第三次世界大戦の終結間際に取り潰つぶした。

　土つち御み門かど元もと春はる。

　結むす標じめ淡あわ希き。

　海うな原ばら光みつ貴き……は偽ぎ名めいだったか。

　思案する一方通行アクセラレータの耳に、早くも平和ボケの始まったコメンテーターの声が届く。

『……背後にオカルティックな事象が関かかわっているかどうかはさておいて、しかし実際に世界中の各都市に、巨大な黄金の輪や肋ろつ骨こつらしきものは残されている訳ですからね。いや、黄金という表現も厳密には正しくないのか。国連はあれを太平洋の無酸素海域に投とう棄きする事で、物体の処分と海流の変化による酸素供給、つまり魚介類など海洋食物資源の復興の一石二鳥を狙ねらっているようですが、調査もせずにいきなり投とう棄きというこのやり方に私は別の意図を……』

　かつて『闇やみ』の中で、四人一組で行動していた『グループ』の他の人員は今どうしているか。一方通行アクセラレータは詳しく知らないが、おそらくはこのクソッたれな街の中で、各おの々おのの『平へい穏おん』と向き合っている事だろう。

　ただ、何かが足りない。

　欠けている気がする。

　あの戦争を経て、一方通行アクセラレータは『闇』と手を切っている。よって、学園都市暗部に張り巡らされていた情報網もうから、必要なデータを閲えつ覧らんする事はできない。もちろん『傍受』の手順はあるにはあるが、進んで『闇』と関かかわりたいとも思わない。

　だから、良くも悪くも、今の彼に安否の確認はできない。

　そう。

　あの戦争に参加した人間の中で、欠けている者がいないかどうか。

　おそらく最も深い所にいたであろう、『あの男』がきちんと帰って来ているかどうか。

『……なお、大戦における学園都市側の人的損害はゼロであるとされ、それ自体は喜ばしいものの、改めて学園都市の持つ技術の専有性と、軍事的リスクを露ろ出しゆつする事となりました。これについて、学園都市側は公式の声明で……』

　勝手な事ばかり言うテレビはあてにならない。

　しかし、だとすれば、何を信用すれば良いのだろう。
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　かつて、第三位の超レ能ベ力ル者５、御み坂さか美み琴ことの体細胞を利用した軍用クローン計画があった。

　結果として、計画は失敗。必須とされるスペックは引き出す事ができずに終わったが、そのクローン技術はのちに別の『実験』のために利用され、大量の個体が生み出される。

　それが妹達シスターズ。

　打ち止めラストオーダーは現在残っている一万人近い妹達シスターズを束ねる司令塔であり、番外個体ミサカワーストはその計画の後に生み出された、イレギュラーな第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンの個体だった。

　一万人近くの脳を電気信号で連結して作られる、ミサカネットワーク。これはありとあらゆる妹達シスターズの脳内情報の集合体であると同時に、ネットワークそのものが『一つの意思』として振る舞う。

　これに『人為的に干渉するためのキーボード』として用意されたのが打ち止めラストオーダーであり、『「一つの意思」から、特に悪意的な思考・感情を強く抽出する』のが番外個体ミサカワーストだった。

　よって……。







「買い物だァ？」

　ソファに寝転がっている一方通行アクセラレータが怪け訝げんな声を発すると、ジャージ女教師の黄よ泉み川かわ愛あい穂ほが首を縦に振った。

「戦場帰りだか何だか知らないけど、こうして戻って来たからには社会の一員として歯車になりなさいって事じゃんよ」

「人使いの荒い事で」

「おや」

　黄泉川はとぼけた調子で適当な相あい槌づちを打った後、

「人間社会の中で一番苦しいのは『誰だれの役にも立たず、誰からも必要とされない事』だと思うけど？」

「チッ」

　舌打ちすると、一方通行アクセラレータはソファから起き上がる。

「教育用の心理学テキストを屁へ理り屈くつに使ってンじゃねェよクソ教師」

「いやあ、私はスクールカウンセラーとかには向かないじゃんよ。基本、問題が起きたら鉄てつ拳けん制裁だし」

「モノは？」

「食料品。チラシに赤で丸つけてあるものを」

「……そりゃまた。死ぬほど俺には似合わねェ絵が浮かぶぜ」

「だったら慣れるまで頑張る」

　黄泉川にけしかけられ、一方通行アクセラレータは仕方なく杖つえをついて立ち上がった。

　すると、宇宙船のゲームでフルボッコされていた打ち止めラストオーダー（昼寝から目が覚めた後にリベンジを申し出て、再び番外個体ミサカワーストにあしらわれている）が一方通行アクセラレータの方を見上げ、

「ミサカも！　ミサカも!!　ってミサカはミサカは一人では不安なのでお使いに付き合ってあげたり!!」

「うるせェ!!　これ以上未来予想図を俺に似合わねェ絵にするンじゃねェ!!」

　ミサカもミサカもー、と繰くり返している打ち止めラストオーダーの横では、何な故ぜかウズウズしている番外個体ミサカワーストが。

　実はこうしている今、彼女はテレビゲーム以外でも戦っていた。

　真剣勝負だった。

　というのも、前述の通り、番外個体ミサカワーストはミサカネットワークという『一つの意思』から、特に悪意的な思考・感情を強く抽出する特徴を持つ。

　この『悪意的』というのは、何も怒いかりや憎ぞう悪おだけが当てはまるのではない。

　例えば嫉しつ妬と。

　一方通行アクセラレータとずっとお話している黄泉川が羨うらやましい。自分も一いつ緒しよにお買い物に行きたい。

　そんな思考が、情報を共有している全妹達シスターズの間で広まってしまい、『一つの意思』と相互干渉を起こすと、番外個体ミサカワーストの方にもその影えい響きようが出てくる訳である。

　通常、司令塔である打ち止めラストオーダーからのコマンドは受け付けないとされる番外個体ミサカワーストだが、それでもやっぱり例外は存在するのだ。

　という訳で、

（……ぐああああ!?　行きたい、買い物に行きたい!!　ちくしょう、一方通行アクセラレータの事なんざどうだって良いのに、ネットワークが、ネットワークからとんでもない感情の波がァァああああああああああああああああああああああああ!!）

　むずむずむずむずむうずうずうずうずうずうずむずむずうずうずうずむずうずむずむずうずうずうずうずむずむずむうずうずうずうずうずうずうず───ッ!!!!!!　と、心の内から湧わき上がる力の渦にしばらく抗あらがっていた番外個体ミサカワーストだったが、やはり打ち克かつ事はできなかった。

　何な故ぜなら。

　悪意を抽出するように作られたのが、彼女なのだから。

　ぶちーん、と頭の中の細い糸が切れた番外個体ミサカワーストは勢い良く立ち上がると、一方通行アクセラレータのズボンにすがりつこうとしていた打ち止めラストオーダーを大人げなく突き飛ばし、




「みっ、ミサカが！　ミサカが一いつ緒しよにお買い物に行ってあげるぅぅぅうううううう!!」
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　数分後。

　笑顔の黄よ泉み川かわからお財布を渡され、壁に向かって体育座りをする番外個体ミサカワーストに、一方通行アクセラレータはとてもシンプルな質問をした。

「何がしてェンだ、オマエ？」

「……ミサカにももう分かんない……」
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　不良少年達を振り切るため、浜はま面づらはいろんな所を走り回った。

　誰だれからとか、どんな状況だとかによって方法は変わるが、徒歩での逃走の場合、重要なのは大きな道と小さな道を交互に使う事。これを繰くり返す事で、まず移動の足に車やバイクなどが使えない状況を作り出す。

　さらに、相手が警備員アンチスキルなど治安維持に関かかわる人間の場合は人ひと気けの少ない場所を、不良など法を無視する人間の場合は人気の多い場所を目指すのが基本となる。

　場合によっては、周囲の人間、視線、常識などが、追っ手を阻はばんでくれる事もある訳だ。

　これらを考こう慮りよした上で、逃げる際は直線的な長いルートは避さける。細かい角を何度も曲がる事で、追っ手の視線から姿を消し、見失いやすくする。

　これらは追っ手を撒まくのには有効だが、気をつけるべき事が一点。

（……くそっ！　第一〇学区は詳しくねえぞ!!　俺はきちんと北に向かって走ってんだろうな!?）

　見慣れない道で何度も何度も角を曲がり続けると、方角すら分からなくなるリスクがある。遠くへ逃げているつもりでも巡り巡ってＵターンし、気がつけば自分から追っ手の方へ戻っている、という可能性もゼロではなくなるのだ。

　こういう時の予防策としては、まずどちらの方角へ逃げるかを決めて、細かく角を曲がりつつ、全体的には一つの方角を目指して走り続ける、というのが有効になる。

　と、頭では分かっているのだが、いきなり不良に囲まれた状況で、全力疾しつ走そうしている中、頭で考えた通りに体を動かせれば誰も苦労はしない。

「はぁーっ!!　はぁーっ!!　……ち、ちくしょう。麦むぎ野のと絹きぬ旗はたの野郎……覚えていやがれ。あいつら、後で絶対尻しりを一〇〇発叩たたく。そして滝たき壺つぼはやっぱり脱ぐとすごそうな感触だった」

　全力疾走が続いたせいか太ふと股ももが痛い。肺の調子がおかしくなっている。浜面は立ち止まり、周囲を見回した。

　追っ手はもう見えない。

　近くの案内板を見ると、第七学区とあった。

　どうやら学区をまたいでしまったらしい。

　一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だけ、浜はま面づらは麦むぎ野の達の事を考えたが、即座に心配は消し飛んだ。不良少年達は全員こちらを追っていたし、仮に麦野達の方へ突っかかったとしても、超レ能ベ力ル者５と大レ能ベ力ル者４のコンビが負けるとは思えない。

（メールでこっちは無事だって事だけでも伝えておこうかな）

　と、殊勝な事も考えたりしたが、

（いやいや、無事って分かったら、即座に次の無む茶ちやぶりに巻き込まれるに決まってる。もう少し死んだふりをしておこう……）

　どん、とそこで誰だれかと肩がぶつかった。

　茶色い髪をショートヘアにした、中学生ぐらいの少女だ。

「す、済まねえ」

　浜面は反射的にそう言ったが、相手は答えない。

　ふらふらとした足取りで、彼女は雑ざつ踏とうの中へと消えていった。

（……何だありゃ。常盤ときわ台だい中学の制服だったよな……？）

　しばらく少女が消えた方を眺めていた浜面だったが、

（何だか大変そうな感じだったけど……まぁ、俺には関係ないか）

　いつまでも考えても仕方がない。

　浜面はメールのために取り出しかけた携帯電話を再びポケットにしまい、とりあえず冷たい飲み物が欲しいとキョロキョロ周囲を見回す浜面だったが、

「お、浜面。どうしたんだ、お前？」

　横合いから声を掛けられた。

　呼吸を整えつつ、浜面がそちらを見ると、彼の見知った顔があった。

「……半はん蔵ぞう？」








行間　一









　スキルアウト、というグループがある。

　学園都市では学校教育の基準に『超能力開発』があるが、そこで落ちこぼれの無レ能ベ力ル者０という烙らく印いんを押された少年少女が集まって作られた組織である。

　実際にはこのスキルアウトという名称は『マフィア』や『暴走族』というものと同じように、一つの組織を示すのではなく、分類に近いようなものなのだが、それぞれの組織は対立したり、連絡を取り合ったりして、複雑に絡からみ合っている。何も知らない外側の連中からすれば、全部一いつ緒しよにまとめて『学校では役に立たないくせに迷惑ばかりかける面倒なヤツら』でひとくくりにされている事だろう。

　実際、その印象は間違っていない。

　どんな素す性じようであるにせよ、どんな事情があるにせよ、彼らのやっている事は社会的なモラルから反する。居場所が欲しい、の一言では片付けられない事も多々やっている。

　複数あるスキルアウトは、リーダーの決定方法も、そもそもリーダーの数や統治方法もバラバラだった。

　かつて、そんな組織の中の一つに、とある少年がリーダーとして君臨していた。




　彼の名は駒こま場ば利り徳とく。

　一一月現在、すでに死亡している少年だ。








第二章　これから先の事、選択するべき事　Dream.
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　浜はま面づらと半はん蔵ぞうは、第七学区の中で、安さぐらいしか売り文句のない定食屋に入っていた。店の隅にあるテーブル席を陣取り、半蔵はビールとワンセットにしないと成立しないような味付けの料理ばかり注文している。

　浜面も、スキルアウトにいた頃ころは駒こま場ばや半蔵と一いつ緒しよに良く利用していた店だった。

　店の隅には薄うす型がたのテレビが設置されていた。ローマ正教の再編が進み、トップである教皇がマタイ＝リースからペテロ＝ヨグディスへと移った事を伝えるワイドショーをぼんやり眺めていた浜面に、半蔵が話しかけてくる。

「浜面は何か頼たのまねえの？」

「実はさっきファミレス寄ったばかりなんだ」

　と答えた浜面は、適当に塩の焼き鳥を何本か頼むに留とどまる。

「……にしても、お前って和食ばっかりだよな。しかも全然伝統とか気にしないの」

「そうだっけ？」

「焼肉屋に入っても煮魚を頼むようなヤツだよ、お前は」

　料理が運ばれてくると、半蔵はしばらく食べるのに集中した。どうやら昼食前だったらしい。浜面は串くしに刺さった焼き鳥を分解すると、細かく分けられた鳥の皮を一つずつ食べていく。

　ガツガツと食べ続ける半蔵に不審な目を向ける浜面は、

「お前どうしたの？　朝も食わなかったのか？」

「いや、ここ最近忙しくてさ。まともなモン食ってねえんだ。時間短縮ってヤツだよ。ゼリーとかビーフジャーキーとか、そんなのばっかり。座って食うのも久しぶりだな」

「？」

「浜面の方こそ、ここんトコ連絡つかなかったけど、どこで何やってたんだ？」

「戦場帰りの世紀末帝王」

「あん？」

　今度は半蔵が怪け訝げんな顔をする番だった。

　その後も、どこそこのパチスロ店の設定がアコギ過ぎてブチ切れた客がダンプで突っ込んだだの、今はＡＴＭのセキュリティが厳しくなったからジュースの自販機をコツコツ壊こわして回った方が確実だの、本当に自分で見聞きしたのか単なるウワサ話なのか分からないような情報交換を行う浜はま面づらと半はん蔵ぞう。

「へえ。浜面、オンナできたんだ」

「まーなぁ。……ただ、正直、不安もあるよ」

　浜面は分解した鳥の皮に串くしをブスブス刺しながら、

「ほら、今までのやり方じゃ、攻める事はできても守る事はできねえじゃん。あいつとは何ヶ月かで終わっちまうような関係にはしたくねえからさ。となると、そろそろ、長期的な事を考えて動き出した方が良いんじゃねえかって」

「金の問題？」

「……鍵かぎ開あけのテクを使えねえかって考えてる。車上荒らしとかじゃなくてさ、ほら、ロードサービスとかで車内に鍵を閉じ込めちまった時に、ドアをこじ開ける係とかいるだろ。俺の持ってる盗みの技術もさ、そういう方向に成長させる事ができれば、『守り』のための力になるんじゃねえかなって思う訳」

　にはは、と浜面は照れ臭くさそうに笑う。

　彼はポケットから取り出した通信教材らしき小さな参考書をテーブルの上に置くと、

「つっても、そう簡単に実用的なレベルの技術が手に入るとは思えねえけどな。セキュリティ名目のグレーゾーンの雑誌とか読んでみるとさ、電子ロックとかの方面はサッパリなんだよ」

「……まぁ、『興味の方向性』が見えてりゃマシなんじゃねえの？　文系と理系みたいなもんでさ、適性ってのはあるもんだよ。何事にもな。意外とこれさえ分かってりゃ何とかなるもんだよ。少なくとも、『無む駄だな努力』になる可能性はねえんだ。後は動いた分だけ少しずつ、確実に積み上がるだけだ」

「そんなもんかね」

「ＡＴＭ盗むために二分で重機のエンジン掛けてたお前なら、鍵関係に進むのは悪い選せん択たく肢しじゃねえと思うよ」

　その時、携帯電話の着信メロディが流れた。

　半蔵はポケットから携帯電話を取り出すと、画面だけ見てまた電話をしまった。

　彼は伝票を摑つかみ、席から立ち上がる。

　浜面は怪け訝げんな顔で、

「どうした？」

「金かね儲もうけの話」

　半蔵は苦笑して、

「っつっても、これはお前の言う『攻め』の話だ。『守り』にはならねえ。今の浜面には利益にゃならねえよ」

「そっか」

「って訳で、ちょっと急ぐからここでお別れだ。またな、浜面」

「おい、俺も出すよ」

「儲もうけ話って言ったろ。ここは奢おごってやる」

　半はん蔵ぞうは言うだけ言うと、浜はま面づらに背を向けてレジに向かう。

　彼の話に乗れない事に、ちょっとだけ寂せき寥りよう感かんを覚える浜面だったが、

「……おっ？　レジに店員いねえでやんの。今がダッシュのチャンス!!」

「テメェええええ!!　俺を残して一人で食い逃げしてんじゃねえええええええええ!!」

　直後に感情の淡い味付けは特濃ソースで塗り潰つぶされた。
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　近所のスーパーでお夕飯のお買い物。

「……、」

「……、」

　店内に流れる『何のつもりでそのチョイスなの？』という時代遅れのポップスを耳にしながら、一方通行アクセラレータと番外個体ミサカワーストは立ち尽くしていた。

　この場違い感は野球場へ試合観戦に行ったら、何かの手違いで敵対チームの応援団が居座る三塁側の応援席のど真ん中に、たった一人で放り込まれたのに匹敵する。

「これって……ひょっとして、悪意に塗り潰されたミサカ達を一般市民と並べる事で、いかに歪ゆがんでいるのかを肌で知りなさいって訳？」

　ショッピングカートを片手でガラガラと押す番外個体ミサカワースト。

　対して、一方通行アクセラレータの方はさらに不ふ機き嫌げんそうな調子で、

「……平和な光景に慣れろって事だろ」

　何やら馬ば鹿かっぽい意見に聞こえなくもないが、実は、戦場帰りの人間にとってこれほど重要な事はない。ここで違和感を拭ぬぐえず、何もない日々に溶け込む事ができないでいると、結局、その人物はせっかく帰ってきた『平和』を自ら遠ざけ、戦いの中でしか生きていけなくなってしまう。

　一方通行アクセラレータにしても、番外個体ミサカワーストにしても、今までは人々が作り出す悪意の中心点にいた。

　血が流れるのが当たり前、生き残るためにはルールの裏をかく事が大前提とされる中で、泥にまみれて這はい進んできた。

　それらの経験の積み重ねは彼らにある種の実力を与える一方、誰だれよりも『平和を自ら遠ざけかねない』リスクを孕はらんでいるのだ。

　怪物。

　恐怖の対象。

　誰かを殺さなければ価値を見み出いだされない者。

　そんな風になりたくなければ、この『場違いな空気』を取り込むしかない。これこそが『当たり前』だと思えるようになるしかない。

　……のだが。

「ヘイヘイ、そこの優等生さんよ」

「うるせェな」

「そんな特売のチラシなんてどうでも良いよ。全部盗んじゃえばタダになるじゃん」

「……オマエ、ぶン殴なぐってほしいのか？」

「なんでー？　そういや、菓子って店の外に持ち出される事には警戒しているようだけど、店の中で全部食って空き袋だけ棚の隙すき間まにねじ込んじゃう事は考こう慮りよしていないって思わない？」

「オマエはホント、根底にあンのが悪意だよな」

「逆に、値札の通りに料金を払って品物を手に入れるってプロセスが、ミサカには信じられないよ。いかに安くいかに楽して、ってのがショーバイの基本じゃない？」

「金を払わねェのは商売じゃねェ」

「そーだ。試食品で食中毒のフリしようか？」

「それやったら俺がオマエを食い殺すからな」

　ブツブツ言いながら、一方通行アクセラレータはわずかに首を傾かしげた。

（……何で俺が『常識を語る側』になってンだ？）

　場違いと言えばあまりに場違いだが、しかし一方で、こんな風に思わなくもない。

　確かに、常識を語るのは場違いかもしれない。

　だが、自分には常識が通じない、というのは、実は何の自じ慢まんにもならないのではないか、と。
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　第七学区の定食屋を出た浜はま面づらは、ポケットの中の携帯電話が震ふるえるのを感じ取った。

　取り出して画面を見てみると、『滝たき壺つぼ理り后こう』と表示されていた。

　が、通話ボタンを押して耳に当てると、彼女とは違う声が聞こえてきた。

『浜面ーっ！　ったく、超遅いんですよ基本使いっ走りのくせに！　一体どこまで超逃げてやがるんですかーっ!!』

『もーいーよ。暇ひま潰つぶしに馬ば鹿かどもサクッと叩たたいておこうと思ったのに、一人でチンピラ全員引きつけやがって。逃げるのにチンタラやってる浜面がもう一度チンタラ戻ってくるのを待ってたら日が暮れちまう。こっちからお前を捜しに行ってやるからよ』

「そ、そうか。俺は今───」

『良い、良い』

　何な故ぜか麦むぎ野のの声が遮さえぎった。

　続けて彼女はこう言う。

『なんか退屈だし、浜はま面づら捜しをゲームにしようかと考えていてね』

「？」

『私と、絹きぬ旗はたと、滝たき壺つぼ。一番浜面を見つけるのが遅かったヤツには罰ばつゲームって事にしよう。……うーん、罰ゲームの内容は……』

『どうせなら、超バニースーツを着るの刑とかにしましょうよ』

「ナニィ!!!???」

『……何やら浜面が超鬱うつ陶とうしいテンションになっているんですけど、滝壺さんって何でこんなのとくっついたんですか？』

『……大だい丈じよう夫ぶ。はまづらの良い所はそこじゃない……』

（あれ!?　バニー部分は全否定された!?）

　俄にわかに立ち上る危機感にわなわなし始めた浜面だったが、ここで詳しい事は聞けない。後で二人きりになった時に話し合おう、と浜面は心に誓う。

『それじゃ、今から浜面捜し競争の超始まりという事で。よーいドン』

　プツッと通話が切れた。

　浜面は携帯電話の小さな液晶画面を眺める。

　半はん蔵ぞうとは同じ道には行けないかもしれない。スキルアウトという集まりに戻る事もできないかもしれない。

　第三次世界大戦なんてものを乗り越えても、結局、浜面は近所の不良に追い掛け回されたら逃げる事しかできない三さん下しただ。

　ただ、それでも今の自分には人と人の繫つながりがある。

　麦むぎ野の、絹旗、そして滝壺。

　フレンダというメンバーは欠けてしまったけど、浜面達はまた『アイテム』という繫がりを取り戻した。

　いなくなった自分を捜しに来てくれる人達がいる。

　その事が、派手ではないけれど、浜面の心の奥底の支えとなっていた。

　そういう事に、改めて気づかされた。

（……ホント、いつまでも逃げ回ってるだけじゃ済まねえな）

　浜面はそう思う。

　この平和な世界での戦いは、きっと殴なぐり合いで勝敗が決まるのではない。無理矢理に他人から奪うものでもない。そんな事をしなくても、大切な人を守れるような人間になれるかどうかで、全すべてが決まるのだ。

　と、そんな風にしみじみしていた浜面だったが、

（……あれ？　滝壺達は俺を捜してくれるって言ってたけど、その間、俺はどうしてれば良いんだ？）

　好き勝手に移動して良いのか、ここでじっとしていなければいけないのか。

　実は細部のルール説明がされていないままゲームが始まってしまっていた。よって、浜はま面づらは進むも戻るもできなくなり、へっぴり腰のまま待機、という間抜けな絵になってしまう。

「おやー？」

　と、へっぴりオブジェHAMADURAに声が掛けられた。

　少女のものだ。

　浜面が振り返ると、そこにいたのは……なんと表現するべきか、丈の異常に短いミニ浴衣ゆかた（？）を着た少女だった。髪は茶色で、全体的に化粧も濃く、あっちこっちにアクセサリーが満載。何というか、『都会の高校生というものを知らないじいさんが無理矢理想像するとこんな感じ』という色彩でまとめられた少女である。

　知り合いでもあった。

　名字は知らないが、郭くるわという名前で呼ばれている女の子だ。

　彼女は肩、胴、脚などに巻きつかせた鎖くさりをジャラジャラ鳴らしながら浜面の方へ近づいてくる。

「浜面氏じゃないですか？　こんな所で何やってるんです？」

「世紀末帝王ランドマーク」

「？」

　人知れずゴール地点となっている浜面は、詳しく説明せずに淡い笑みを浮かべた。

「郭ちゃんこそ何やってんの？　また半はん蔵ぞう捜してるとか？」

　浜面の知る限り、この郭という少女は忍者マニアの可哀かわい想そうな性格をしていて、何かにつけて半蔵の事を追いかけ回していたような気がする。

　それが関係しているのか知らないが、なにかしら心境の変化があったのか、このところ口調が丁寧になっていた。

「やだなぁ。半蔵様は今ちょっと忙しそうな感じですから、私は別行動中です」

「そうなの？」

「そうですよー。っていうか、今でも本気で半蔵様を捜している最中だったら、たとえ色仕掛けを使ってでも浜面氏から持っている情報を全部引き出していますって」

「いろ、じか、け……？」

　普通なら喜ぶべきかもしれない。にも拘かかわらず浜面の声が詰まっているのは、かつてこの少女にそんな事をされた際、不意打ちを喰くらわされたからだ。

　大体郭がこんな事を言う時は危険な兆候だ、と浜面は身構える。

　その顔がよほど気に食わなかったのか、郭はムッとした顔で着物の帯へ手を伸ばすと、

「何やら信しん頼らい性せいの低そうなリアクションですね。何なら今からお見せしましょうか？」

「ちょっ待て脱ぐな脱ぐな!!　目的なき色仕掛けは際限のないエロ地獄にしかならない!!」

　怖おそれ戦おののく浜はま面づらに何を感じ取ったのか、郭くるわは帯から手を離はなす。

　彼女はこう言った。

「半はん蔵ぞう様と一いつ緒しよにいたいのはやまやまですけど、足だけは引っ張りたくありませんしね」

「そういや、何かやる事あるとかって言ってたっけ？　メシ食う時間もないとか、忙しそうな感じだったけど」

「半蔵様とは？」

「さっき会ったよ。そこの定食屋で。あいつ、相変わらず庶民派の和風家庭料理ばっかり頼たのみやがるよな」

「まぁ、中華料理屋でフツーの野菜炒めを頼むような方ですからね」

「焼肉屋で煮魚を頼むようなヤツだし」

　はっはっは、と共通の見解を得て意気投合する二人。

「となると、へえ。浜面氏も半蔵様から話は聞いているのかな？」

「軽くなら。金かね儲もうけの話だろ」

「うーん。私が今関かかわっているのとは違いそうですね」

「郭ちゃんが関わってるのって何よ？」

「いや、半蔵様が抱えている案件に私が首を突っ込んでいるだけなんですけどね。でも、あんなの抱えたまま、別件で動けるのかなあ？」

「？」

「でもまぁ、浜面氏はもう聞いているって話だし、しゃべっちゃっても大だい丈じよう夫ぶですよね」

「何が？」

「だからあれですよ。あの話───」
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　チラシの印で指示された通り、一方通行アクセラレータと番外個体ミサカワーストはショッピングカートへ商品を放り込んでいく。

「ふりかけ、海の苔りの佃つくだ煮に、しらす、明めん太たい子こ、梅干し……」

「合成物以外まともに食った事のないミサカが言う事じゃないんだろうけどさ、ご飯にかけるもの多すぎない？」

「手を抜きたがってンだろ。これが冷凍食品のオンパレードじゃねェだけマシだと思え」

「冷凍食品でもミサカにゃ贅ぜい沢たく品ひんだけどねえ」

　そこで、番外個体ミサカワーストの軽口がわずかに途切れた。

　一方通行アクセラレータが、チラシの指示にはないものを手に取ったまま、動きを止めている。何かしらのマスコットと提携しているらしく、ふりかけの瓶の上部キャップに、おまけの人形がくっついているものだ。

　これが一方通行アクセラレータの趣しゆ味みなら爆笑するより他ほかないが、流石さすがに笑いの神様はそこまで番外個体ミサカワーストに微笑ほほえんではくれないだろう。

　それでも、嘲ちよう笑しようするには足るものであるだろうが。

「ひよこのマスコットなんてベッタベタな……。親御さん、そいつは最終信号ラストオーダーへのお土産みやげですかね？」

「あのガキの本質はどォあれ、趣味嗜し好こうについては割と単純だ」

　一方通行アクセラレータは吐はき捨てるように言って、ふりかけの瓶を軽く振った。

「……オマエもミサカネットワークの一員で、『一つの大きな意思』からの影えい響きようは受けているンだよな。だったら、趣味嗜好についても似たり寄ったりか？」

「あのね。ミサカはネットワークから干渉されているとはいえ、それは『ネットワークの中の悪意や黒い部分』に特化しているんだってば。あの天てん真しん爛らん漫まんと同系に扱ってもらっちゃ困るんだけど」

「……、」

「そもそも、ミサカは『それを踏ふみにじる事』であなたに効果的なダメージを与えるように設計されているはずだけど？　ロシアの雪原でそれについては痛いほど分かったと思っていたんだけどね。大体、そんな無価値なマスコットになんて……」

　すい、と一方通行アクセラレータが無言でふりかけの瓶を軽く振ると、番外個体ミサカワーストの目線がそちらへ動く。

　逆方向へもう一度振ると、やはりアオザイ少女の目線も移動する。

「オマエ、さっきからひよこのマスコットから目を離はなせないでいるぞ」

　くっ!!　と番外個体ミサカワーストが珍めずらしく狼ろう狽ばいした。

「……ま、まさか、このミサカを最終信号ラストオーダーと同列視する事で、肉体と精神のアンバランスなプレイをご所望するとはね……」

「そもそもナンバリングで言えば、オマエの方が妹だろォがよ」
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　一方通行アクセラレータと番外個体ミサカワーストの二人は買い物を終えると、スーパーから外へ出た。

　チラシの印とは関係のないふりかけを一品追加する形で。

「いやぁ、ミサカ今まで想像もしていなかったから全く未知との遭そう遇ぐう状態だったんだけど、予想以上に気疲れするね、平和な日々っていうのは」

「……、」

　番外個体ミサカワーストの言葉を、一方通行アクセラレータは簡単に笑い飛ばせなかった。

　これで大だい丈じよう夫ぶなのか？

　たかが買い物一つでここまで疲労を感じる自分は、本当にこの世界と折り合いをつけていけるのか？

　この手の生ぬるい平和ボケを『性しように合わない』と突っぱねるのは簡単だ。かつての自分は、無意識ながらも、そうした対応をどこか格好良いものだと美化していた感もある。

　だが、突っぱねてどうなる？

　背を向けたその先に、これ以上の輝かがやくものがあるとでも言うのか？

　人を殺す事でしか価値を生み出せない怪物になりたいのなら、そういう道へ突き進むのも良いだろう。しかし一方通行アクセラレータの着地点はそこではない。となれば、突っぱねれば突っぱねた分だけ、彼の望んでいたものは遠ざかる事になる。

　本当にやっていけるのか。

（……あいつは一体どォだったンだ）

　彼はとある無レ能ベ力ル者０の少年を思い浮かべる。

　おそらくは、学園都市最強の座に君臨する一方通行アクセラレータよりも、さらに世界の深い部分で戦っていたであろう少年。当然ながら、あの男にもあの男の居場所があったはずだ。彼はそこに帰ってこれたのか。違和感はなかったのか。

　仮に極限の戦場と平へい穏おんな日々を交互に繰くり返しているとしたら、ただ『闇やみ』に留とどまり続けた一方通行アクセラレータよりも、よほど凄すさまじいのではないだろうか。

　しばし疲労感に身を委ゆだねている一方通行アクセラレータだったが、そんな彼の袖そでを、番外個体ミサカワーストがチョイチョイと引っ張った。

　一方通行アクセラレータは怪け訝げんな目を向けて、

「何だよ？」

「買い食いしようぜ。ワルの基本って聞いた事がある」

「……オマエの悪意って、守備範囲がやたらと広いよな」

　まぁ、ミサカネットワーク全体から悪意を拾っているようだから、巡り巡れば打ち止めラストオーダーなどの願望も含まれているのかもしれないが。

　そんな訳で、半ば番外個体ミサカワーストに押し切られる形で、ワンボックスカーを改造したアイスクリームの屋台で買い食いをする二人。

「ひたすら艶なまめかしく舌を這はわせてあげようか？」

「それ誰だれが喜ぶンだよ。オマエか？」

「それもそうか。最終信号ラストオーダーとの仲に壊かい滅めつ的てきなダメージを与えるためなら、乳でも尻しりでも触らせてやるけど、今やっても意味はなさそうだしねえ」

「勝手に言ってろ」

　うんざりした様子の一方通行アクセラレータ。

　アイスを手にした彼は人混みへ軽く目をやったが、そこでふと動きを止める。

　白い修道服を着た、銀髪のシスターがいた。

　その顔には疲労と焦しよう燥そうがあり、整った顔立ちから生気が削り取られているようだった。

（あいつ……？）

　一方通行アクセラレータは、その顔に見覚えがあった。

　しかし前に会った時とは、雰ふん囲い気きが随ずい分ぶんと変わっていた。

　数秒後には、その影は雑ざつ踏とうの中に消えている。

（見失った、か。ま、わざわざ血ち眼まなこになって捜し出すほどじゃねェだろ。……俺が関かかわる事で、悪い方へ流れが変わる可能性だってある訳だし）

　第一位の隣となりにいる目つきの悪い少女は、気づかなかったようだ。

「慣れないねえ」

　番外個体ミサカワーストはバニラの表面に舌を這はわせながら、率直な感想を漏もらした。

「こんな陽ひ射ざしの中で、二人で仲良く並んで自宅に帰りながらペロペロペロペロ。正直、まともじゃないよ。こんなのは普通じゃない。逆に、何にも起こらないっていうのに不安を感じない？　これが全部、何か巨大な出来事の前触れなんじゃないかって」

「期待の裏返しか？」

「さぁね。かもしれないし、そうじゃないかもしれない。自分の心なんて正確に分かる人間はいないと思うよ。心理学者だって、自分自身をテストする時には点数を甘く見積もりそうなもんだしね。自分の心を完全確実に把は握あくできているヤツがいたとしたら、そいつもそいつで狂ってる」

　番外個体ミサカワーストはニヤリと笑って、

「そちらさんは？」

「興味ねェな」

　一方通行アクセラレータは適当な調子で答える。

「俺が必要だと思ったものは全部、あの戦争からもぎ取って来た。今の俺には、必要な物は全すべて揃そろっている。その維持に必要だっていうなら、慣れねェ事でもやるだけだ」

「結局、ミサカ達が何に対して『慣れない』と思っているのかが軸になると思うんだよね」

「あン？」

「平和な空気そのものか、あるいは『誰だれかの決めた枠』の中に収まっているのがダメなのか」

「……ガキかよ」

「案外、馬ば鹿かにはできないと思うけど？　ミサカ達は『誰かの決めた枠』っていうのに、どれだけ不備があるかを、身をもって経験してる。そして足りない物は全て、自分の手でもぎ取って来た。ミサカ達の性質そのものが、『誰かの決めた枠』の概がい念ねんとは相あい容いれないって事になるんじゃない？」

「考え方を変えりゃ良い」

　一方通行アクセラレータの感情は波立たない。

「俺達にはそンな事はできねェって、どこかの誰だれかは考えてる。獣けものは血の海の中でしか生きられねェってな。だったら、そンな俺達が『誰かの決めた枠』に適応して生きていくって事自体が、どこかの誰かに対する反抗にはならねェのか？」

「にゃるほどねえ。ミサカ、そういう方が好き」

　番外個体ミサカワーストは一通りバニラのアイスクリームを舐なめつくすと、不要になったコーンの部分をバリバリと嚙かみ砕き、

「……ただ、ちょーっと、辺りから嫌いやな匂においを感じられるかな？」

「？」

「懐なつかしい匂い、とも言う」

「……、」

　その言葉を聞いて、一方通行アクセラレータはわずかに目を細めた。

　杖つえをついたまま、改めて周囲をぐるりと見回す。

　何気ない平へい穏おんな街並みが広がっていた。

　だからこそ、得られる違和感があった。色も形も完かん璧ぺきに溶け込んでいるのに、明らかに違うもの。人の皮を被かぶったエイリアンを見ているような、説明のできない感覚的な区別。

　彼らの目線の先にあるのは、

「観光バス」

「に偽ぎ装そうした、何らかの工作車両ってトコかしらん」

　ニヤニヤと、番外個体ミサカワーストは笑っている。

「学園都市は今日も相変わらずだねえ。あっれえ？　でもおかしいなー。この街の暗部組織の『人や物を盾たてにして、無理矢理に汚れ仕事を片付けさせる』ってやり方は、どこかの誰かがやめさせたはずじゃなかったっけかなあ？」

「……、」

「道は二つ」

　番外個体ミサカワーストは人差し指と中指を、一方通行アクセラレータの前でひらひらと提示し、

「安全を確保するため、危険を承知で排除するか。危険を回かい避ひするため、安全にここは見逃すか」

「決まってンだろ」

　吐はき捨てるように、一方通行アクセラレータは答える。

「ここで排除する。あいつらは『契約』を破った。未いまだにこびりついている『闇やみ』とやらに、ちょいと警告をしてやる。……余計な世話をするのは性しように合わねェが、事が『暗部』に関かかわってンなら話は別だ」

「ひゅー。ま、『闇』が動いている以上、どこかの誰かは確実に傷つけられ、命と人生の危機に見舞われる訳だし？　第一位はサービス精神旺おう盛せいな良い子ちゃんですねー？」

「……いちいち知ったよォな口聞くな。オマエは？」

「もちろん、物ぶつ騒そうな方を選ぶよ。そっちの方が楽しそうだし」




　　　　６




　浜はま面づら仕し上あげはビルの壁に背中を押しつけていた。

　そのままずるずると座り込む。

　郭くるわはここにはいない。

　先ほどまでの、彼女との会話が脳裏に浮かぶ。




『あれですよ。半はん蔵ぞう様は今、小さな女の子を匿かくまっているんです』




　実を言うと、浜面仕上は大手を振って学園都市での生活を満喫できる立場にはない。

　そもそも街の『外』へ飛び出して第三次世界大戦の渦中に巻き込まれるきっかけになったのも『学園都市の闇やみを深く知り過ぎ、不確定要素として判断されたが故ゆえの』逃とう避ひ行こうだった。

　戦争の過程で、浜面は『あるデータ』を手に入れている。

『素養格付パラメータリスト』という名前の、学園都市を揺るがすデータだ。

　だがそれも、万能ではない。

　今は天てん秤びんの釣り合いが取れているが、その傾きが一定を超えれば、学園都市は裏の裏をかいて、浜面を抹まつ殺さつする手段を組み上げるはずだ。




『詳しい事は分かりませんけど、何だか学園都市の「上」から狙ねらわれているみたいでしてね。例の子、その辺を歩かせておけば三〇分で殺されそうな感じなんですって』




　ただでさえ、天秤は極きわめて不安定だった。

　ここでさらに大きな刺激を与えれば、あっという間に片方へ大きく傾いてしまう。

　それを防ぐ意味でも、今は大人しくしていた方が良い。

　天秤が本当に命を預けるに足るものかどうか、時間を掛けて見極めた方が良い。

　それはつまり、この問題に手を出すなという事だ。

　半蔵を切り捨て、命を狙われているというその少女も見捨てろという事だ。




『名前は何だったかな』




　多分、その意見は間違っていない。

　安全策というものを徹てつ底ていすれば、自然とそういう選択だけが残る事になる。

　浜はま面づらは滝たき壺つぼ理り后こうを守ると誓った。

　少しでも危険なものは彼女から遠ざけたい。再び学園都市の『闇やみ』が彼女を吞のみ込むような事態だけは、絶対に回かい避ひしたい。

　だから、見捨てるという選せん択たく肢しは間違っていない。

　絶対に間違っていない。

　だが、




『確か……フレ……フレ、メア。……そう、フレメア＝セイヴェルンっていうんですよ。一〇歳くらいで、ふわふわした金髪の女の子。良く、駒こま場ば氏に懐なついていましたっけ？』




　路地でうずくまる浜面は、奥歯を嚙かみ締しめた。

　駒場利り徳とくというのは、かつて多くの無レ能ベ力ル者０のために学園都市の『闇』と戦い、そして死亡したスキルアウトのリーダーだ。

　言ってみれば、フレメアという少女は駒場利徳が命を懸かけて、最後の最後まで守りたいと願っていた人物なのだ。おそらく半蔵がフレメアを匿かくまっているのも、駒場の遺志を受け取っての事だろう。

　フレメア自体は、スキルアウトとは関係のない、人畜無害の無レ能ベ力ル者０だ。

　駒場が彼女を守ろうとしたのも、その人畜無害さに一因があったのかもしれない。

　そして。

　浜面仕し上あげは、セイヴェルンというファミリーネームを知っている。

　いつも駒場に懐いていた少女の本名は、今まで知らなかった。一番接していたであろう駒場でさえ、『舶はく来らい』という第一印象そのままの呼び名を使っていたほどだ。

　だが、もうごまかせない。

　知ってしまった以上は、向き合う必要がある。

「……フレンダ＝セイヴェルン」

　呟つぶやいてから、浜面は一拍空ける。

　そして、さらに付け足した。

「アイツの妹か……ッ!!」

　麦むぎ野の沈しず利り、絹きぬ旗はた最さい愛あい、滝壺理后。彼女達と共に戦っていた、かつての『アイテム』の正式メンバー、その一人がフレンダだ。

　彼女がどういう経緯で学園都市の『闇』と接触し、『アイテム』に加入したのかは知らない。

　フレンダ自身は、戦いを楽しんでいた節もある。

　だが。

　ひょっとしたら、その最初のきっかけには、フレメアの事もあったかもしれない。

　これを見捨てるのは間違っていないのか。

　こうしている今も半はん蔵ぞうという友人は学園都市の『闇やみ』と戦っている。

　フレメアという少女の死は、駒こま場ば利り徳とくとフレンダ、双方の死者の想おもいを踏ふみにじるのにも等しい。

　なのに、見捨てる事が間違っていないというのか。

（……そうだ）

　浜はま面づらは呟つぶやく。

「間違っていない……」

　自分で自分の意見を固めるため、敢あえて彼は声に出していく。

　その声は、徐々に大きくなっていく。

「間違ってなんかない。滝たき壺つぼや『アイテム』のみんなを危険から遠ざける選せん択たく肢しは絶対に間違ってなんかいない!!　あれだけの戦争を乗り越えたんだ。泥だらけになってでも、やっとこの手で摑つかみ取ったんだ!!　なくしてたまるか。俺は自分で手に入れたものを、何があっても守ってみせる!!」

　路地でうずくまったまま、浜面は両手で頭を抱える。

　そう。

　合理的に考えれば、浜面や滝壺達が身を守るために一番効果があるのは、ここで半蔵やフレメアを見捨てる事だ。

　それが最もリスクの少ない選択肢で、最も大切な人を守りやすい選択肢なのだろう。

　選ぶべきだ。

　本当に大切な人を守りたいなら。

　非情に徹てつして、目の前に迫り来る問題を上手に素通りするべきだ。

　選べ。

　選ぶんだ。

　さあ。

　浜面は舌打ちすると、頭をグシャグシャと引っ搔かき、そして、




「見捨てられるかよクソッたれが!!」




　壁に手をつき、浜面はもう一度立ち上がる。

　細い路地の奥、学園都市の『闇』を象徴するかのような影の中へと、自分の足で突き進む。

　死の危機に直面した友人を助けるために。

　二人の死者の想おもいを守るために。

　滝たき壺つぼ達へ連絡はしなかった。

　これは浜はま面づらの問題だ。

　天てん秤びんの傾きが不安定である以上、無む暗やみに彼女達を巻き込む訳にはいかない。




　必ず戻ってくるために。

　浜面仕し上あげは、敢あえて闇やみの奥へと飛び込んでいった。








行間　二









　駒こま場ば利り徳とく。

　大柄で筋肉質なその少年は初対面の人を怯おびえさせる事が多かったが、彼自身の性しよう根ねは争いを好まなかった。

　そんな少年がリーダーになった事で、学校の超能力開発からドロップアウトした無レ能ベ力ル者０達の集まる、スキルアウトの組織は徐々にモラルを手に入れるようになっていった。

　無意味な暴力は避さけ、わざわざ弱い者を集中的に狙ねらうような真ま似ねはせず、警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントが見逃している犯罪の影から、助けを求める事もできない人々を人知れず守り抜く。

　……流石さすがにそこまでお涙頂ちよう戴だいな事にはならなかった。相変わらず彼らは『自分達が学園都市から爪つま弾はじきにされた』事だけを理由に、様々な悪事を正当化させていた。居場所が欲しいとか何とか、そんな事とは全く関係のない事もたくさんやった。

　だが、何かしらの『一線』が芽生えつつあるのも確かだった。

　実際に被害に遭あっている側から聞けば耳を疑ってしまうような言い分かもしれないが、確かにモラルのようなものが生まれつつあったのは事実なのだ。

　そんな折だった。

　彼らの運命を左右する出来事が起こった。

　坂道の上に置かれた大きな雪玉を、誰だれかの掌てのひらが押したとでも言うべきか。

　緩ゆるやかな変化、無理のない成長、そんな事を悠長に言っている場合ではないほどの出来事。

　内容自体は、ひどく簡単なものだった。




　強大な能力者の手によって、無レ能ベ力ル者０が次々と襲しゆう撃げきされていったのだ。








第三章　わずかな余白と次へと繫がる予兆　Girl.









　　　　１




「こっちだ」

　半はん蔵ぞうが手招きすると、一〇歳前後の少女がその後に続く。

　彼らが向かっているのは地下街の入口だった。

　不良少年と人形のような少女。この二人の組み合わせの異質さは、寿す司しと一いつ緒しよにコーヒーを頼たのむクラスだろう。

　フレメア＝セイヴェルン。

　特徴的と言えば特徴的な格好の少女だ。白やピンクを基調として、フリルやレースでモコモコに膨ふくらんでいる。対して下はすっきりとしていた。ミニスカートと、ワインレッドで厚手のタイツのようなもので下半身を覆おおっているのだ。アイドル……それも現実の芸能人ではなく、ゲームの中にでも出てきそうなアイドルのような格好だった。

　その服装は、自分で好んで選んでいるというより、彼女の容姿を見た周りの人間が勝手に選んで押し付けているような印象もある。

　つまり、それだけの容よう貌ぼうを備えているのだ。

　その細い手足や、ふわふわした金髪、色の白い肌に透き通った青い瞳ひとみなど、まさしく『人形のような』というたとえの似合う風貌が、全体的な印象を押し上げていた。平たく言えば、彼女が着ているものなら何でも流行になってしまいそうな感じなのである。

　平時であれば、その容貌は間違いなくプラスに働いていただろう。

　だが今は違う。

　追われる身とあっては、良くも悪くも『目立つ』風貌はマイナスにしか働かない。

　半蔵も分かっていた。

　そもそも、彼は不良集団スキルアウトの中でも、特に人混みの中に紛まぎれる事に関しては天才的な腕を持つ人間だ。

　そんな彼が、極めて目立つフレメアを連れて地下街に向かっている理由は単純だ。




　フレメアの居場所を、『追っ手』に知られたからである。




　……元々、半蔵は多くの隠れ家を持っていた。いや、それが趣しゆ味みだとさえ言えた。暇ひまさえあれば隠れ家を用意する。段ボールハウスから高級マンションまで寝泊まりできる場所を街の至る所に用意し、情報収集のために使える『常時空きのあるインターネットカフェ』を探し、安物のバイクや車を隠し持って、身分をいくつも用意する。数は多ければ多いほど良い。少なくて困る事はあってもその逆はない。そんな風に考えていたのだが……。

（失敗したな）

　率直に、半はん蔵ぞうはそう判断する。

（各おの々おのの隠れ家の定期メンテをやっているところを押さえられて、そのまま尾行されたか。クソ、これじゃごまかしのために大量の蓄えをしている意味がないぞ!!）

　高級マンションだろうが段ボールハウスだろうが、長期間放っておけば傷いたんでしまう。そうならないように定期的に出入りをしているのだが、そのどこかで『追っ手』に捕ほ捉そくされた。

　相手がどこまで半蔵の事を調べているかは知らないが、複数ある隠れ家は全すべて使えないと思った方が良い。

　よって、半蔵達は別の隠れ家に向かうため、地下街を走っているのではない。

　もっとも、フレメアの方は明確な目的地を何も設定していなさそうだが。

　半蔵が手にしているのは携帯電話だが、中身をかなりいじってあるので、電話以外の電波も拾えるようにできている。

　例えば。

　街の至る所に巡回している、治安維持用の訓練を受けた教師陣……『警備員アンチスキル』の無線などだ。

（大物犯罪者の移送のために、念のため『下』もチェックしている最中だ。地下街ここに突っ込めば、後ろ暗い『闇やみ』の連中は一度下がらざるを得なくなる!!）

　そんな風に考えていた半蔵は、まだ甘かったのかもしれない。

　街の不良程度なら、今の対応で十分に『追っ手』を怯ひるませる事ができただろう。

　そして移動ルートを寸断できれば、追跡を振り切れる勝算もかなり高くなるはずだった。

　しかし、




　ゴバッ!!　と。

　いきなり地下街の天てん井じようが崩れ、『追っ手』は速すみやかに下りてきた。

　相手は警備員アンチスキルなど気にも留めていなかった。




　大量の粉ふん塵じんが舞い上がる。半蔵から三〇〇メートルほど離はなれた所に落ちた『追っ手』は、人間の形をしていなかった。

（なん、だ、あれは……？）

　粉塵の向こうに見えるシルエットは、巨大な虫の上部に人間の上半身を取り付けたような形状だった。しかも大きい。高さだけで、地下街の天井に届きそうなほどった。

　滑なめらかな動きに、思わず生物的なイメージを抱いてしまった半蔵だったが、直後にその認識は改めさせられる。

　駆動鎧パワードスーツ。

　それも八本脚。頭にあたる部分は存在せず、胴体に直接レンズやセンサーが取り付けてある。腰の部分は三六〇度回転するようにできているようだ。一体どういう操縦体系で、人間の四し肢しの動きをどうリンクさせているのか分からないが、全高が五メートル以上ある事を考えると、おそらくパイロットは胴体部分にスペースを確保した上で着込んでいるのだろう。

　が、一番の特徴はその腕か。

　左右の腕はサイズが歪いびつだった。左腕が人間の二倍程度なのに対し、右腕は四倍以上ある。そしてそれぞれ、肘ひじから下は円筒形になっていた。その先せん端たん近くには、銃剣のように別途手首が取り付けられている。

　左腕は機関銃。

　右腕は……、

「滑かつ腔こう砲ほう!?」

　戦車の主砲などに使われるタイプの砲である。

　半はん蔵ぞうが叫ぶと同時に、砲口から閃せん光こうが迸ほとばしった。

　フレメアを突き飛ばす余裕すらなかった。

[image: ]

　わずかに離はなれた壁へ砲弾が直ちよく撃げきし、衝しよう撃げき波はが炸さく裂れつした。ドォン!!!!!!　という発射音は、一いつ瞬しゆん遅れて半はん蔵ぞうの聴ちよう覚かくを叩たたいた。衝しよう撃げき波はによって耳の感覚はやられているはずなのに、さらにその上からこじ開けるように莫ばく大だいな音が襲おそいかかってきたのだ。

　だが、いちいち苦痛に文句を言っている余裕はない。

　そもそも、半蔵の体は数メートルもノーバウンドで飛ばされ、床に叩きつけられている。

　正直な話、彼は気を失っていた。

　そして三秒後、正確に意識を取り戻した。

　理由は明快で、

（……脳波レベルに応じて自動的に胸部へ放電するシールドＡＥＤが、ここで役に立ったか……）

「が……げふ……っ!!　ふ、ふれ、フレメア……ッ!!」

　脳のう震しん盪とうで起き上がる事もできないまま、朦もう朧ろうとした目を周囲へ向ける半蔵。周囲では大勢の学生が悲鳴を上げ、あちこちの出口に向かって走り始めていた。その甲かん高だかい声や足音などが半蔵の頭にガンガンとした痛みを与えてくる。

　警備員アンチスキルは数秒ほど呆あつ気けに取られたが、すぐに動き出した。八本脚の駆動鎧パワードスーツに向けて拳けん銃じゆうを二、三発撃うつが、装甲に弾はじかれるのを知ると、即座に方針を改める。彼らは迅じん速そくに学生達を避ひ難なん誘ゆう導どうさせる事で、少しでも被害を軽減させるよう努める事にしたようだ。

　ただのやられ役で終わらないところは褒ほめるべきだが、あの状態では半蔵やフレメアを守ってくれる、とまでは期待できそうもない。八本脚が本気になって突撃してきたら、『避難誘導を促す』程度の事しかできない警備員アンチスキルなど蹴け散ちらされてしまう。

（どこだ、フレメア！　くそっ!!）

　床を這はいずるように移動しながら、半蔵は見知った少女を捜し続ける。

　壁が大きく破は壊かいされ、衝撃波で周囲の柱やガラスなども砕けている中、小さな影が床の上を転がっているのが見えた。

　彼女だ。

　一〇メートル近くの距きよ離りがある。

　ここからでは無事かどうか分からない。が、少なくとも五体満足ではいるようだ。滑かつ腔こう砲ほうでまともに狙ねらわれていたにしては、奇跡と言って良い状況だ。

　ドォン!!　ドゥン!!　という、複数の砲撃音が半蔵の耳を叩いた。

　例の八本脚が、警備員アンチスキルを牽けん制せいするように砲を撃っているのだ。

　一発撃つごとに肘ひじの辺りから不要となった砲弾底部の円盤が排出され、短い方の左腕を使って新しい砲弾を装そう塡てんしていくのが分かる。どうやら砲弾は背中のバックパックのような所から取り出しているらしい。

　警備員アンチスキルを直接照準に収めるのではなく、その手前の床へ砲弾を落としているのは『追っ手』なりの良心なのだろうか。それとも、対装甲兵器で人間をいちいち狙うのが面倒だから、破片の雨で攻こう撃げきしたがっているだけか。

　防弾用のベストやプロテクターは破片の雨から彼らを守るだろうが、衝しよう撃げきだけはどうしようもない。まるでバケツで塩水を被かぶせてからスタンガンを浴びせたかのように、屈強なはずの警備員アンチスキル達が次々と意識を刈り取られていく。

　八本脚の右腕、その肘ひじの辺りから、燃えカスと共に金属製の円盤のようなものが排出された。砲撃後に必要のなくなった、砲弾の底部だ。

「う……」

　その砲撃音で、衝撃波にやられていたフレメアが呻うめき声を発した。意識を取り戻した……というよりは、半ば強引に揺り起こされたといった方が近いだろう。

　半はん蔵ぞうの手足にも、ようやく力が戻ってきた。

（標的に当たる前に、いくつかのパーツが壁や天てん井じようにぶつかってる……。使ってる砲弾は、APFS……何だっけ。あのアルファベットばかり並んでいるヤツ。爆薬じゃなくて莫ばく大だいな圧力で装甲を抜くタイプ。おまけに多層構造方式。装甲ぶち抜いた後、内部に破片と衝撃波を撒まき散らす仕組みだ）

　本来であれば、人間を直接狙ねらうのではなく、戦車や装甲車などの車両を撃うって、内部の人間を殺傷するための砲弾だ。『密閉された頑丈な箱』の中でこそ最大の破は壊かい力りよくを発揮する破片の雨と衝撃波は、だからこそ半蔵達を仕留め損なったのかもしれない。

「……フレ、メア。立てるか、フレメア!?」

「……、」

　身じろぎはするものの、まともに応答しない少女の元へ、半蔵は身を低くしたまま走る。

　駆動鎧パワードスーツが反応した。

　八本脚でこちらへ近づきつつ、右腕の主砲を容よう赦しやなく向けてくる。

　半蔵は建材の破片だらけの床の上を滑すべるような格好でフレメアに近づき、抱き上げ、そのまま通路の角へ消える。

　砲撃が来た。

　音よりも速く飛来する死の塊かたまりが、半蔵と駆動鎧パワードスーツの間にあった壁へと激突した。

　だがそこで終わりではない。

　壁の片面へとぶつかった砲弾の衝撃波はそのまま壁の中を通り、反対側の面から放射状に撒き散らされた。建材そのものを大きく震ふるわせ、巨大なスピーカーのように。

　ッッッドン!!!!!!　という爆音が、半蔵とフレメアの耳を打った。

「ぶっ───、げ、ほっ!?」

　薙なぎ倒される。壁が振動に耐えきれず、数ミリ単位の細かい破片が剝はく離りして半蔵の肌に突き刺さっていた。とっさにフレメアを庇かばうように抱き寄せられたのは、我ながら人生の好プレーベスト五に入ると半蔵は思う。

（粘着式の……非殺傷エアスタン砲……ッ!?）

　自分が生き残った事よりも、まず目の前の疑問を優先させる半はん蔵ぞう。

（弾種が、変わった？　あいつ、複数の砲弾を切り替えて使う事ができるのか!!）

　近ちか頃ごろの滑かつ腔こう砲ほうは、一つの砲身で砲弾や対空ミサイルを同時に扱うらしいから、ひょっとするとあの駆動鎧パワードスーツも誘ゆう導どう兵器すら扱う可能性がある。

（いや、近頃の、と言えば）

　のろのろとした動作で起き上がり、腕の中のフレメアの安否を確認しながら、半蔵は考える。

（学園都市の滑腔砲なら、走行中に連射しても、五〇〇〇メートル先の標的を九五％以上の確率で命中させる。いかに『小さい標的』が相手だからって、この距きよ離りで仕留め損なうはずがない……）

　当然ながら、『追っ手』に手を抜く理由はない。

　あの駆動鎧パワードスーツのスペックが、普通の戦車より劣る事もないだろう。

　となれば、何かがある。

　この環境で、この地下街で、たった三〇〇メートル先にいる生身の人間を二回も殺し損ねるような、何かが。

（……地下街……）

「そうか」

　半蔵は顔を上げた。

（精密照準に電波を使っているんだ。開けた戦場ならともかく、複雑に入り組んで電波を乱反射させるような環境だと、思った通りに補正が利きかないんだ）

　この分だと、市街戦でも苦労しそうなモデルである。

　おそらく、第三次世界大戦当時、遮しや蔽へい物ぶつの少ないロシアの原野での使用を考こう慮りよして調整されたものを、今回の作戦に流用したが故ゆえの欠点だろう。

　だとすれば、

（意図的に電波を乱反射させるような何か、あるいは強力な電磁波を精密照準の受信部に照射できるような何かがあれば、あいつの砲ほう撃げきをほぼ使い物にできなくする事も……）

　逆転のチャンスか、それとも欲が張った時こそ最大の危機か。

　ガシャガシャという八本脚の駆動音を聞いて、半蔵はとにかくこの場を離はなれようと考えた。軍用の機種なら並の自動車でも振り切れるかどうか分からないが、相手の図体の大きさを利用すれば、逆手の取りようはあるかもしれない。

（それより、回り込まれて左腕の機関銃を乱射される方が問題か。あっちは『対人』専用に調整されているはずなんだから）

　何にしても、近づかれて得をする事はない。

　狭いルートを通るのが定じよう石せきだが、あの滑腔砲で無理矢理にこじ開けられる可能性がある以上、やはり『絶対に安全』という言葉は使えない。

（出口……）

　半はん蔵ぞうはフレメアの体を抱き抱え、ゆっくりと起き上がる。

（何か、あいつの裏をかけるような、普通じゃない出口があれば……）

　分かっていても、即座に打開策が出てくる訳ではない。結果として半蔵は地下街にあらかじめ用意された複数の出口を思い浮かべてしまう。とにかく足を動かさなければ、という想おもいが、最も敵に読まれやすい選せん択たく肢しを選んでしまう。

　しかも。

　かくん、と。半蔵の膝ひざから、唐とう突とつに力が抜けた。

　一〇歳程度のフレメアの小さな体すら支える事ができず、床に膝をついてしまう。何とか倒れるのだけは防げたが、この調子では軍用の駆動鎧パワードスーツから逃げるどころか、まともにまっすぐ歩く事すらままならない。

　原因は簡単だ。

　二度にわたる砲ほう撃げきは半蔵達を殺すには至らなかったが、ダメージはゼロではなかった。衝しよう撃げき波はは半蔵の芯しんから体力を奪い、同時に平へい衡こう感覚を狂わせていたのだ。

（や、ばい）

　半蔵は息を吸おうとして、自分の顎あごが強こわ張ばっている事に初めて気づく。

（自分で自分のダメージに気づいていないとか、どれだけ黄色信号なんだっつの）

　たった数十メートル先にある出口の階段が、異様に遠い。

　このままでは逃げ切れない。

　芋いも虫むしのような速度では、駆動鎧パワードスーツの追跡を振り切る事はできない。警備員アンチスキルを平然と攻撃している事を考えると、公衆の面前へ逃げ込むぐらいでは諦あきらめさせるのも不可能だ。

『追っ手』は、確実にフレメアを殺そうとしている。

　その八本脚がギシギシと立てる音が、半蔵の耳につく。

　破は壊かいされた建材の破片を踏ふみつけ、何か巨大な影が、ぬっと角から現れた。顔を覗のぞかせる、という表現が似合う動きは妙に人間的で、それが逆に半蔵に寒気を覚えさせる。

　当然のように、言葉などなかった。

　ただ駆動鎧パワードスーツは正確に、左腕を半蔵達に向けた。

　右腕の滑かつ腔こう砲ほうではなく、対人用に特化した左腕の機関銃を。

（く……っ!!）

　正直、ここまで付き合う必要はなかったはずだ。

　駒こま場ば利り徳とくが守りたかった少女。

　だがそれは、あくまでも感傷に過ぎない。強制力はない。普ふ段だんの彼のロジックなら、自分が確実に生き残るために不利な条件は全すべて切り捨てるはずだった。

　しかし。

　一八ミリを超える口径の機関銃に対して無意味と知りつつも、半はん蔵ぞうはとっさにフレメアに覆おおい被かぶさる。何な故ぜそうしたのか、そこからどういう結果に繫つなげたかったのか。それを考えている猶ゆう予よすらなかった。

　直後に、駆動鎧パワードスーツの機関銃が火を噴いた。

　正確に。

　無む慈じ悲ひに。

　ただし。

　それは半蔵やフレメアを狙ねらったものではない。




　ガォン!!　と。

　地下街出口の階段から滑すべり降りてきた、４ドアの乗用車に対してだ。




　口径一八ミリと言えば、対装甲車両用の大型ライフル弾を超えるサイズだ。それが一〇秒で五〇発もばら撒まかれるのだから、ファミリー用の４ドアがどうなるかなど、考えるまでもない。

　階段を降り、前輪が地下街の床を踏ふんだ時点で、乗用車前面のボンネットがグシャグシャにひしゃげた。エンジンルームが砕け、オイルに火が点つく。

　一気に起爆した。

　乗用車は、駆動鎧パワードスーツどころか半蔵の元にすら届かなかった。

　熱と煙と突風だけが、まとめて彼の肌へと吹きつけられる。

（クソッ、どこの馬ば鹿かだ!?　お節介な自殺しやがって……ッ!!）

　だがそれでも金属フレームだけになった乗用車は直進した。元からあった加速度だけで、ホイールだけになった車輪を回して進んでくる。

　八本脚は無言で右腕の滑かつ腔こう砲ほうを構えた。

　あの程度の勢いで乗用車が直ちよく撃げきしても、駆動鎧パワードスーツを操る者にダメージは届かないだろう。駆動鎧パワードスーツが警戒しているのは、車内に爆発物がある可能性だ。

　躊ちゆう躇ちよなく、砲撃があった。

　閃せん光こうと共に放たれた砲弾は半蔵やフレメアの頭上を飛び越え、その奥にあった乗用車の残ざん骸がいを、さらに爆発させた。今度こそ前進は許さない。そもそも、残った金属フレームそのものが四散する勢いで爆発は巻き起こっていた。

　床に伏せていたはずの半蔵が、さらに転がされるぐらいの爆風が生じた。

　目を覆いたくなるほどの破は壊かい。

　乗用車を運転していた人間がどうなったか、想像するのも恐ろしい。

　だが、

（……なん、だ……）

　ごうごうと炎を噴き出す車の残ざん骸がい、その運転席のあった場所に人影はなかった。砲ほう撃げきで破裂したのかとも思ったが、違う。あれは、

（ま、さか、無人……？）

　炎が一段と輝かがやきを増し、熱風が半はん蔵ぞうの頰ほおを撫なでる。倒れたまま、思わず彼は顔を背そむけた。

　だからこそ、彼は気づいたのかもしれない。

　半蔵はたまたま、出口ではなく駆動鎧パワードスーツの方へ首を向けさせられていた。

　そして。

　駆動鎧パワードスーツの真後ろから迫る、もう一つの影を見た。




　浜はま面づら仕し上あげ。

　警備員アンチスキルの装備を抱えた少年が、駆動鎧パワードスーツへと忍び寄っている。




　通常であれば。

　どんなに音を殺しても、八本脚は三六〇度全すべての情報を取得し、接近する者の数と位置を正確に把は握あくしていたはずだ。車両や人間を問わず。そもそも、現代ではたった数十センチの無線操縦車両にロケット砲を積んで、草の陰から砲撃させる兵器すら実用化されているのだ。『大きな弁当箱程度のサイズの、自由に動き回る地雷』をも正確に感知できるように設計されている八本脚が、素人しろうとの高校生の接近を見逃すとは思えない。

　ただし、一点だけ例外がある。

　完かん璧ぺきなセンサー群が正常に働かなくなる瞬しゆん間かん。

　それは、

（砲撃、直後の……反動と、衝しよう撃げき波はで……ッ!?）

　そのための、無人の乗用車。

　駆動鎧パワードスーツに張り付くためのきっかけ作り。

　そして、おそらくは地下街で戦せん闘とう不能状態に追い込まれた警備員アンチスキルからもぎ取って来たであろう、浜面が両手で抱えている装備の名前は、




　HsLH-02。

　鋼鉄の扉を破るための、電リ磁ニ力ア式ハンマーだ。




　一見するとバズーカ砲のような外見だが、中身は先せん端たんの平たくなった巨大な杭くいだ。浜面はそれを一度振り子のように後ろへ振ると、砲口先端を駆動鎧パワードスーツへと叩たたきつけた。

　引き金は必要ない。

　砲口付近に衝しよう撃げきを与える事で、重量二〇キロの巨大な杭くいは亜音速で標的を叩たたく。

　ゴンッッッ!!!!!!　と。

　金属同志の激突する轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　浜はま面づらが狙ねらったのは、八本脚の一本……今まさに移動のために重量を乗せて床に下ろそうとしていた脚だった。横よこ殴なぐりの一撃は駆動鎧パワードスーツの脚を払うような格好で、そのバランスを大きく崩す。

　八本脚の右半身が大きく沈み、それでも転倒は免れる。

　そこへ二発目。

　浜面のリニアハンマーが滑かつ腔こう砲ほうの肘ひじの辺り……通常であれば、高さの関係で手の届かなかった場所へと容よう赦しやなく叩き込まれる。機械の内側から何かがねじれるような嫌いやな音が響ひびき、あれだけ巨大だった滑腔砲が釣り竿ざおのように揺さぶられた。

　だが、それだけだった。

　砲が千ち切ぎれる事も、折れ曲がる事もない。

（駄だ目めか!?）

　半はん蔵ぞうは歯は嚙がみした。リニアハンマーは『貫く』ではなく『破る』装備だ。杭の先せん端たんは平たくなっていて、扉全体に衝撃を与えて蹴け破やぶるように開け放つために設計されているのである。

　扉をこじ開けるのならそれで十分だろうが、装甲をぶち抜くためには不向きなのだ。

　駆動鎧パワードスーツは右腕を揺さぶられた以上の力で、滑腔砲を浜面の方へ勢い良く向け直した。

　しかしそこで何かに気づいたように、八本脚は動きを止める。

　右肘。

　浜面がリニアハンマーを叩きつけた場所。

　そこには砲弾を装そう塡てんするための補給口があるはずだった。普ふ段だんはスライド式の防護扉で守られているが、その防護扉がわずかに歪ゆがんでいた。

　そして、わずかだろうが何だろうが、歪んだ防護扉がスライドしなくなれば、もう開かない。砲弾を装塡できなければ、滑腔砲を放つ事はできない。仮に砲の中に砲弾が残っていたとしても、気密性に問題があれば、砲身を破壊しかねない。

　駆動鎧パワードスーツの肩が不規則に上下した。

　その動きには、明確な怒いかりが宿っていた。

　だが浜面も黙だまってはいない。

　八本脚が左腕の機関銃を浜面へ向けようとするのと、浜面が片手で摑つかんで空中に放り投げたボックス状の灰皿の底へリニアハンマーを叩き込んだのはほぼ同時だった。

　盗難防止のためかわざと重く作ってあった灰皿はぐしゃぐしゃにひしゃげ、凄すさまじい勢いで発射された。駆動鎧パワードスーツの左手首に直撃し、機関銃の狙いを逸そらす。

　ドガガッ!!　と、短い連射が浜面とは関係のない壁を砕く。

　その間に浜はま面づらはリニアハンマーを操作し、二〇キロの杭くいを砲身内へ引っ込める。今度は下から上へすくい上げるような円軌道で、強引にリニアハンマーの先せん端たんを突き上げる。

　電磁力式のアッパーカットが、八本脚の胴体下面にあるセンサー群をまともに叩たたいた。特に精密照準に重要な、レーダー受信部をひしゃげさせる。

　その辺りが限界だった。

　八本の脚の一本が、浜面のリニアハンマーを下から叩き上げた。それだけで浜面の両手からリニアハンマーが弾はじかれ、天てん井じようの建材に突き刺さる。電子制御で正確な姿勢制御を行う駆動鎧パワードスーツは、さらに役立たずの右腕を動かした。滑かつ腔こう砲ほうは使えないとはいえ、機械の力で振り回される複合装甲の塊かたまりだ。

　浜面の胴が、くの字に折れた。

　拳こぶしというよりは歪いびつなラリアットに近い攻こう撃げきを受けた浜面の体が、床に叩きつけられて何度もバウンドした。

「がァァああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

「浜面!!」

「げ、ぶっ……は、しれ。半はん蔵ぞう、今なら逃げ切れる……ッ!!」

　半蔵の間近まで転がされた浜面は、それでも起き上がり、動けない半蔵の腕を取って移動を始める。半蔵は自分の手の中からフレメアの体が滑すべり落ちそうになっているのに気づき、

「浜、面。フレメアを、この子を頼たのむ」

「馬ば鹿か野郎!!　お前も一いつ緒しよに逃げるんだよ!!」

　浜面達は熱風にも怯ひるまず、破は壊かいされ尽くした乗用車の脇わきを通って出口の階段へ向かう。

　八本脚は左腕を動かした。

　一八ミリの機関銃が即座に火を噴く。

　だが、電波を使った精密照準が使えず、補助として利用した赤外線装置は燃え盛る廃車の熱風によって、使い物にならなくなっていた。有視界の光学照準も、黒煙のせいで補正が利きかない。

　最後はほとんど運に助けられた。

　浜面、半蔵、フレメアの三人は、階段を上って地上へ飛び出す。
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　八本脚の駆動鎧パワードスーツは右腕の調子を確かめると、逃亡者の行き先を辿たどるように、出口の階段へと脚を向ける。

　そこで、通信が入った。

『おしまいだ。シルバークロース』

「もう良いのか」

『作戦の目的は達せられた』

「おいおい、必要なのは二人だけだったはずだ」

　八本脚は通信相手の言葉に対し、訝いぶかしげな声を上げる。

「つまり、フレメア＝セイヴェルンと浜はま面づら仕し上あげ。三人目はいらない。必要のない護衛を生かし続けていると、また脇わき道みちに逸それるかもしれないぞ」

『あそこまでやれば十分だろう。ここから再び分ぶん離りするとは思えない』

　通信相手は鼻で笑ったような息遣いの音を発し、

『やられ役は大変だな』

「まったくだ。キャニスター弾を使っていれば一いち撃げきで終わらせられたのに」

『そもそも、そのモデルは向いていなかったんじゃないか？　ロシア平原での野戦を想定した広域電波照準は入り組んだ都市部では精度が落ちるし、それだけの火力だと殺さないようにするのも大変だっただろう』

「インパクトが重要だったんだよ。その点ではこのモデル……エネミーブラスターが最適だ。これでも私はＴＰＯを弁わきまえて着こなす男だからな」

　駆動鎧パワードスーツは右腕の復旧を諦あきらめ、

「これから帰還するが、もう片方はどうなっている？　あっちも動かない事には始まらないんじゃなかったか」

『心配はない』

　その言葉を聞きながら、駆動鎧パワードスーツは地上で待機しているサポート要員へ連絡を取る。流石さすがに、ここまで目立つ格好で街中を闊かつ歩ぽしている訳ではない。観光用の大型バスに偽ぎ装そうした特殊車両を使って、街の風景に溶け込むようにしているのである。

　ところが、

「応答しろ。どうしたカメレオン、応答しろ。……くそ、何が起きているんだ」

『だから言っただろう、心配はないって。向こうも動き出しているよ』

　嘲あざ笑わらうように、通信相手は付け足した。

『やられ役は大変だな』







「どう思う？」

　そう呟つぶやいたのは、番外個体ミサカワーストだった。

　二〇〇メートルほど先の地下街出入り口からは、煙突のように黒煙が立ち上っていた。しかし彼女の目線の矛先は、あからさまな事件現場ではなく、目の前にある大型バスの中だった。

　正確には、『暗部』の工作車両である。

　あっという間の制圧。

　一方通行アクセラレータと番外個体ミサカワーストの二人は、無力化した工作車両を観察している。

　一見すると窓の部分に黒い日差し除よけを張り付けた観光バスのように見える。しかし実際には内部のほとんどが空洞で、戦車でも運うん搬ぱんできそうなスペースと、それだけの重量を支えるためのエンジンやサスペンションなどが完備されていた。

　作業服を着た男達が数人倒れていて、内部には特徴的な工具の他ほか、何種類もの砲弾、装甲板、巨大なバッテリーパックなどが保管されている。この工作車両はどうやら『巨大な何か』を収めるために用意された車両らしく、走行中の衝しよう撃げきで『中身』が倒れないよう、床、壁、天てん井じようにはいくつかの留め具が用意されていた。

　その工具や留め具などから察するに、

「駆動鎧パワードスーツ、か」

　一方通行アクセラレータは口の中で言う。

　当然ながら、警備員アンチスキルのものではないだろう。彼らなら、わざわざ隠す必要がない。

　自分の手で叩たたきのめした男達と、離はなれた所で噴き上がっている黒煙を交互に眺め、やがて彼は舌打ちする。

「……また面倒臭くせェ事になってそォだぜ」

「う……」

　呻うめき声が聞こえた。

　工作車両の中で倒れていた男達の一人が発したものだ。もっとも、これは男の体力が優すぐれていたというのではなく、一方通行アクセラレータ達が余力を残していたというだけに過ぎないが。

「『闇やみ』は解体されたはずだぞ」

　一方通行アクセラレータは質問する。

「人員を縛しばる人質や交渉材料は、前の大戦の終結と共に解放されたはずだ。そォなるように俺が仕向けた。オマエ達は何なンだ」

「……『新入生』さ」

「あン？」

「すぐに分かる」

　それだけ言うと、男の手足から力が抜けた。目は開いたままだったが、明らかに意識がない。

　番外個体ミサカワーストがケタケタと笑いながら、

「頭に傷きず痕あとあり。チップで意識を遮しや断だんしているみたいだね。対拷ごう問もん用って感じかな。強引に『揺さぶれば』呼び戻す事もできそうだけど、どうする」

「放っておけ」

「ここは油性マジックの出番だぜ？」

　番外個体ミサカワーストは意識のない男を放送禁止用語のミミナシホウイチにしようとしているようだったが、一方通行アクセラレータはそれ以上相手にしなかった。

　彼は工作車両の壁へ目を向ける。

　いくつかの地図があり、建物や道が蛍光マーカーで色分けされていた。どうやら何者かの行動範囲を調べているようだった。

　一方通行アクセラレータは、地図と共に張られていた写真を剝はがす。

　わざわざお高い写真用印刷紙にプリントされているのは、金髪に青い瞳ひとみの、一〇歳程度の少女だった。

　写真の中、顔の横にはやはりマーカーで名前が書かれている。

　フレメア＝セイヴェルン、と。
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　浜はま面づら達は、細い路地を何度も折れ曲がった。

　駆動鎧パワードスーツ対策だったが、途中で立ち止まった事に、特に根拠があった訳ではない。単に、彼らの体力がもたなかったのだ。

　三人とも、息が上がっていた。

「浜面……」

　半はん蔵ぞうが、低い声で友人の名前を呼んだ。

　疲労の色を見せながらも、それでも笑みを作って顔を上げた浜面に対し、半蔵は彼の襟えり首くびを摑つかんで背中をビルの壁へ叩たたきつけた。

「ふざけんな!!　浜面、何であそこで出てきた!?　よりにもよって、何でお前が自みずから関かかわっちまったんだ!!」

　ギリギリと、半蔵は歯を食いしばっていた。

　それは浜面に対する怒いかりではない。

　彼を関わらせてしまった、自分自身に向けた怒りだ。

　まるで、今日、街で彼に話しかけてしまった事、一いつ緒しよに定食屋に入った事すら失敗だったと告げているかのようだった。

「……お前は、俺達スキルアウトの誰だれも手に入れられなかったものを、手に入れようとしていただろう？」

　ある程度抑えようとしていた半蔵の声は、途中で爆発した。

「オンナができて、『先の事』を考えるようになったんだろう!?　まともな道を進もうとしていたはずだろう!!　ロードサービスの勉強はどうしたんだ!!　何でここにきて、もう一度『闇やみ』に触れちまうんだ!?　お前は……お前は、自分で描いていた夢を、自分の手で壊こわしちまったかもしれないんだぞ!!　分かってんのかよ、浜面!!」

「……知らねえよ……」

　対する浜面の瞳には、明確な意思などなかった。

　ただ彼は、弱々しく首を横に振っただけだった。

「俺だって、本当はあんなもんに関かかわりたくなかったよ」

　格好なんてついていない。

　ボロボロの言葉は、逆にそれが浜はま面づらの本音である事を示している。

「でも、放っておけなかった」

「……、」

「半はん蔵ぞうがヤバい事に関わっていて、それにはフレメア＝セイヴェルンが絡からんでいて、駒こま場ばのリーダーの顔が浮かんで、他ほかにも……他にも、セイヴェルンってファミリーネームには色々あって……」

　自分でも考えがまとまっていないのか、浜面の言葉は断片的だ。

　やがて彼は、自分の意見を綺き麗れいにまとめる事を諦あきらめ、もう一度だけ繰くり返した。

　最も重要な事だけを。

「……放っておけなかったんだ……」

　くそっ、と半蔵は吐はき捨てると、浜面の襟えり首くびから手を離はなした。

　壁に背をつけたまま、浜面はずるずると地面に座り込む。彼は半蔵の顔を見上げながら、こう質問した。

「これからどうする？」

「俺の使っている隠れ家は全部使えないと考えた方が良い。郭くるわに連絡すれば何とかなるとは思うが、彼女を待つのにも安全な場所が必要だ。……浜面、短時間で良い。身を隠せる場所に心当たりはあるか？」

「……隠れ家って、その辺の不良に求めるようなもんか……？」

　言いかけて、そこで浜面は何かを思いついた。

「いや、あるな」

「どこだ？」

　半蔵が尋ねてくる。

　浜面仕し上あげには、不良の他に、もう一つ関わりのある組織がある。

『アイテム』。

　今は学園都市の手先としての活動はしていないが、当時のコネは今でも少しは残っている。

　その『アイテム』が隠れ家として使っていたのが……、

「第三学区にある個室サロン。多少値は張るが、あそこなら使えそうだ」
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　工作車両の中を一通り調べた一方通行アクセラレータと番外個体ミサカワーストだったが、それ以上の情報は特に出てこなかった。駆動鎧パワードスーツの所有者についても、これらの装備をどこの組織が使っているのかについても。

　用済みの工作車両から一度離はなれ、二人は言葉を交わす。

　番外個体ミサカワーストはバスの中から入手した写真をひらひらと振りながら、

「どう見てもこのガキを襲しゆう撃げきしましょうって魂こん胆たんらしいね。ま、ミサカ達には関係のない話だけど」

「……、」

（……こいつは……）

　写真に写っている少女には、見覚えがあった。

　より正確には、過去に『学園都市の安全を脅おびやかす敵』として排除した、駒こま場ば利り徳とくという男の携帯電話にあった画像だ。

　大勢の無レ能ベ力ル者０を暴力から守るため、学園都市へ牙きばを剝むこうとしたあの男。彼が最後の最後まで守り抜きたかった人間の一人。

「しっかし、ガキ一人殺すのに、わざわざ軍用の駆動鎧パワードスーツまで持ち出すかね。この街の人間なら能力開発のおかげで見た目と危険度は一致しないって可能性もあるっちゃあるけど、だったら工作車両の中に能力と対処法についてのレポートがあってもおかしくない訳だし。こりゃやっぱり無レ能ベ力ル者０を念入りに……って感じかね。……ん？　どしたの第一位」

「オマエは先に帰ってろ」

　一方通行アクセラレータは買い物袋を番外個体ミサカワーストに預けると、蛍光マーカーで色分けされた地図へ目をやる。これもやはり、工作車両の中にあったものだ。

「俺はこいつを追ってみる」

「おいおい」

　番外個体ミサカワーストは呆あきれたように息を吐はいて、首を横に振った。

　彼女はフレメア＝セイヴェルンの写真を第一位に見せつけながら、

「この推定無レ能ベ力ル者０は最終信号ラストオーダーじゃないのよ？」

「だったら何だ」

　一方通行アクセラレータは吐き捨てるように言う。

「確かに守る理由は特にねェ。だが見捨てる理由にもならねェ」

「そんなに目の色を変えてっ、この変態!!　小さいから守るのね!!　このミサカの事は平気な顔で腕をへし折ったくせに!!」

「……この街の『闇やみ』の構図が知らねェトコで変動していて全ぜん貌ぼうが見えねェ。さっきのクソが言ってた『新入生』って言葉も引っ掛かる。そいつが俺達に牙を剝く可能性もゼロじゃねェから調べる必要があるって話なンだが、オマエは一から一〇まで説明しねェと分からねェタイプの馬ば鹿かか……？」

「にしても、駆動鎧パワードスーツが出てきたって事はそれなりのサイズよねえ、この『闇』。このフレメアってガキ、一体何で目をつけられたのやら」

「知るかよ。調べていきゃあ自然と分かるだろ」

　現代的なデザインの杖つえをついて、さっさと立ち去ろうとする一方通行アクセラレータ。

　番外個体ミサカワーストは複数の買い物袋の中身を整理整せい頓とんし、空き袋を用意すると、一方通行アクセラレータを引き止めるように、背後から近づいて頭に袋を被かぶせた。

「まあ待ちなって」

「ぐむう!!」

「パンスト被った昭和の強盗みたいになってるトコ申し訳ないんだけどさ」

「───、」

　一方通行アクセラレータは首筋にある、チョーカー型の電極のスイッチを入れた。

　普ふ段だんの彼は日常生活に杖を使う程度の力しかないが、このスイッチを入れると学園都市最強の超能力が使えるようになる。

『あらゆる力の向きを操作する』という極ごく悪あくな能力を使い、自分の顔を拘こう束そくするビニール袋を内側から引き裂いた一方通行アクセラレータは、

「……オマエもビニール袋みてェになってみるか……？」

「へえ。善悪超越するとお笑いもイケるようになるんだ？」

「用件を言え」

「そこまでする義理あんの？」

　番外個体ミサカワーストはニヤニヤと笑いながら、そんな事を言う。

「さっきも言った通り、フレメア＝セイヴェルンは最終信号ラストオーダーではないはずだけど」

「馬ば鹿かかオマエは」

　吐はき捨てるように一方通行アクセラレータは言った。

「俺の目的は脅きよう威いのレベルと方向性のチェックだ。そのガキがどうなろォが知った事じゃねェ。まァ、脅威の排除に必要なら利用はさせてもらうが」

「ははっ、お優しい事で」

「オマエはどォすンだ」

「えーっ？　ミサカは悪意一〇倍増しの方が好きだからなあ。何ならわざと敵に協力してやろうかって言ったらどうする？」

「尻しりを一〇〇発叩たたくとか」

　すると、何な故ぜか彼女は口元に手を当て、もじもじと腰の辺りをくねらせて、

「……ミサカ、公衆の面前でもオーケーよって言ったらどうする？」

　一方通行アクセラレータは無視して歩き始めた。

　食料品を預けられる、保冷機能付きのコインロッカーを探す一方通行アクセラレータを、番外個体ミサカワーストは慌あわてて追いかける。
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　個室サロンというのは、学園都市特有のサービス業の一つだ。言ってみれば、カラオケボックスを豪華にしたようなものに近いのかもしれない。客は時間ごとに部屋を借り、その中で自由に遊んだりパーティを開いたりできる、というものである。

　学園都市の住人の八割は学生で、その大半は管理された学生寮りようで暮らしている。授業中にしても放課後にしても、『大人の目』はありストレスの元になる。個室サロンは言ってみれば『金で買える秘密基地』という訳だ。

　一歩間違うと性犯罪の温床などになる危険性もある事から、手放しで褒ほめられるほど甘くはない。が、『自由な空間』が商売として成立する事自体、学園都市の社会心理を象徴していると言っても過言ではない。

　建物は巨大なビルで、番号付けされた部屋が商売道具となる。

　その中の一室、高層階の一部屋に、浜はま面づら達は逃げ込んでいた。

「……、」

　浜面は携帯電話の画面に目を落としていた。

　メモリには、滝たき壺つぼ、絹きぬ旗はた、麦むぎ野のなどの番号も登録されている。

　彼女達であれば、少なくとも無レ能ベ力ル者０の浜面達よりも確実に『素す性じようの知れない敵』に対する戦力になるはずだ。

　こちらの事情は当然知らないはずだが、『アイテム』の面々は街にいる浜面を捜し出すというゲームで遊んでいる。それはご破算になるが、『答え』を教えれば、彼女達は集まってくれるだろう。

　だが、

（……やっぱり、巻き込めねえ）

　しばし歯は嚙がみした後、浜面は携帯電話の電源を切った。

　フレメア＝セイヴェルンが死んだフレンダの妹だとすると、『アイテム』の面々にとっても他ひ人と事ごとではなくなってくるかもしれない。だが、だからと言って、この『闇やみ』に関かかわらせるのは話が別だ。浜面は、自分の保身のために彼女達を巻き込みたくはない。

　すると、事情を知らない半はん蔵ぞうが声をかけてきた。

「浜面、どこかに電話するならダミーのＳＩＭを使え。いくつか持ってるから、渡しておこうか？」

「いや、良いんだ」

　浜面は首を横に振った。

　彼はリモコンを握って巨大なテレビを操作しているフレメアの背中に目をやりながら、小声で半はん蔵ぞうに話しかける。

「それより、どういう事なんだ？　フレメアが『暗部』に狙ねらわれているのは分かった。でも、何であの子がそんな物ぶつ騒そうな連中に襲しゆう撃げきされなくちゃならない？」

「実は正確な事は分かってない」

　半蔵は硬い声で答えた。

「あの子自身に何かがある訳じゃない。学校の身体検査システムスキヤンじゃ無レ能ベ力ル者０扱いだからＤＮＡマップ関連で莫ばく大だいな価値がある……なんて線じゃなさそうだし、本物の『闇やみ』と接触する機会もなかったはずだ。せいぜい、俺や駒こま場ばのリーダーと接点があったところが精一杯だな」

「……、」

「となると、考えられるのはスキルアウト関連か、そこのリーダーだった駒場利り徳とく関連」

「言っちゃなんだが、不良集団だぞ」

　少し離はなれた所にいるフレメアはテレビのチャンネルを次々と変えているが、気に入った番組は見つけられないでいるようだった。ワイドショーでは、好戦的な対応をした学園都市が第三次世界大戦を引き起こした一因ではあるものの、戦後の混乱の中で戦災復興のために莫大な資金を提供しているため、各国は概おおむね学園都市を受け入れる態勢にある、といったお堅いニュースを流している。

「学園都市の『上』……政府機能を握る連中が、人の命を奪ってまで手に入れたがるようなものなんてあるのか？」

「お前も知ってると思うけど、駒場のリーダーはスキルアウトを率いて、学園都市に反旗を翻ひるがえす大規模な『計画』を企くわだててた。立案には俺も深く関かかわった。もちろん失敗に終わったがな」

　復興のバランスを調整する事で『勢力図』の更新を行おうとしているのでは？　という陰いん謀ぼう論ろんを語るコメンテーターは、フレメアの興味を刺激しなかったらしい。次々とチャンネルが切り替えられていく中、陰謀論もかき消されていく。

「その時、駒場のリーダーはスペアの『計画』も用意していたかもしれない。当時、俺達が利用しようとしていたのとは違う、街の脆ぜい弱じやく性せいだ」

「じゃあ、それが……」

「『上』の連中からすれば、対応はしたいだろう。そしてフレメアは駒場の保護対象だった。もしもの時のために、ヒントが託されていると考えているのかもな」

「でも、メインの『計画』だってあっさり潰つぶされたはずだろ。スペアがそんなに優すぐれていたら、そっちを使っていたんじゃないか？」

「俺達の計画じゃなくて、街の脆弱性ってのを片かたっ端ぱしから潰したいんだろ」

　それが駒場利徳関連、といったところか。

　だが浜はま面づらは、フレメア＝セイヴェルンのもう一つの接点を知っている。

　フレンダ。

　さらに言えば、彼女の所属していた『アイテム』。

　実戦的な大レ能ベ力ル者４、七人しかいない超レ能ベ力ル者５、そして『八人目』の可能性を秘めているとされる少女。そうした稀け有うな人材ばかりを集めた、学園都市内部の不ふ穏おん分子を抹まつ殺さつするために用意された『暗部』の少数精鋭組織。

　フレメアがフレンダの妹である以上、フレンダ経由で『アイテム』絡みの何かを手にしている可能性はある。

　あるいは、

（死んだフレンダは『アイテム』の一員だった……。ただ、俺はあいつの行動を二四時間把は握あくしていた訳じゃない。ひょっとしたら、『兼業』で他のプロジェクトにも参加していたのか……？）

　今のままでは情報が少なすぎる。

　何な故ぜ狙ねらわれているのか、どれぐらいの規模の組織から、どの程度の本気度で目をつけられているのか。向こうの目的が分かっていれば、生き残るための段取りを組み立てる一助になると思うのだが……。

「……フレメアには心当たりはない。でも、確かに『闇やみ』は駆動鎧パワードスーツまで持ち出して彼女を狙っている。逃げながらでも、そっちについて調べてみないとな」

「反はん撃げきは安全を確保してからだ」

　半はん蔵ぞうは言うと、部屋の出口のドアへと向かう。

「どこ行くんだ」

「郭くるわと連絡を取ってくる。ここも安全とは言い難がたい。ここは中継ポイントだ。郭のネットワークを使って、安全な隠れ家へ移動した方が良い」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「言ったろ。携帯電話はダミーのＳＩＭに入れ替える。仮に俺の番号に網あみを張っていたとしても、会話を聞かれたりアンテナ基地を逆探される事はないさ」

　言いながら、半蔵はドアノブを摑つかむ。

　扉を開けたところで、彼は振り返った。

「浜はま面づら」

「何だよ？」

「お前が来てくれて助かった。不愉快だが、そいつは認めるよ」

　浜面が何か答える前に、半蔵は部屋の外へ出て行ってしまった。

　何となく居心地の悪くなった浜面は視線を辺りへさまよわせたが、そこでフレメア＝セイヴェルンと目が合った。

　駒こま場ば利り徳とくが、命を懸かけてでも守りたかった少女。

　かつて『アイテム』の正式メンバーだった、フレンダの妹。

「久しぶり」

　駒こま場ばがまだ生きていた頃ころは、浜はま面づらや半はん蔵ぞうも彼女と話をした事がある。と言っても、相手の名前も知らない状態だったが。

「俺の顔は覚えてるか？」

「うん。大体、駒場のお兄ちゃんと一いつ緒しよにいる人」

　その覚え方に、浜面は微かすかに笑った。

　浜面は、もう駒場の事を過去形でしか思い出せない。

　しかし、時間の経過に伴う苦いものを、彼女に知られる訳にはいかない。

「そうそう、浜面仕し上あげってんだ。よろしく」

「私はフレメア。フレメア＝セイヴェルン」

　もっと早く、そのファミリーネームは知っておくべきだったかもな、と浜面は心の中だけで思ったが、声には出さなかった。

「大変な事になってるみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶだったか？　怪け我がは？」

「大丈夫。さっきまで耳が痛かったけど、今はもう、大体、何ともないから。にゃあ」

（……にゃあは日本のどこで覚えたんだろう？）

　以前話した時は、こんな口くち癖ぐせはなかったはずだ。

　疑問が生じたが、追及しても仕方がない。

　本来、相手が日本語を使えるだけでも僥ぎよう倖こうなのだ。

「大体、これからどうするの？」

「今、半蔵が仲間を呼んでる。だから心配しなくても大丈夫だ」

「駒場のお兄ちゃんは？」

　フレメアは、青い瞳ひとみでこちらを見上げてきた。

「駒場のお兄ちゃんと会っていないの。お電話にも出てくれないし、いつもの道を通っても顔を見ないの。大体、どこへ行っちゃったか知ってる？」

　浜面は、息を止めないように努めた。

　成功したかどうかは分からない。

「あいつは、ほら」

　笑顔なんて作れる。

　だが、彼女の青い瞳は、そこらの噓うそ発見器よりも、よっぽど透き通っている。

「見ての通り、頭の悪そうなヤツだろ。俺が言うのもなんだけど。実際、頭が悪いんだ。だから、今はずっと学校で補習を受けてる。これをやらないと、あいつ留年になっちまうんだ。しばらくそっとしておいてくれるか？」

「……うん」

　わずかに俯うつむいて、フレメアはそう言った。

　声は沈んでいたが、それは休日の遊びの約束ができなかった程度のものだった。

「大体分かった」

　フレメアは、彼女にとっては大きすぎるソファに、ぽすんと座る。

「む」

「？」

「お腹が鳴りそうで鳴らない」

　彼女は背中をソファに預けながら、何な故ぜかお腹なかに小さな掌てのひらを当てている。

　浜はま面づらはわずかに眉まゆをひそめたが、

「……何か食べたいのか？」

　そう尋ねると、フレメアは小さく頷うなずいた。

　個室サロンはカラオケボックスと同じく、内線で料理を注文する事ができる。その他にも、広い室内には冷蔵庫が備えられていた。

　フレメアの食べ物の好みなど知らないので、浜面は内線電話を使って適当に注文を出す。壁に掛けられた電話に向かって話していると、半はん蔵ぞうが部屋に戻ってきた。

「郭くるわはもうすぐ来る。……何してんだ、浜面？」

「メシの注文」

「さっき食ったばかりだろ」

「フレメアが」

「そうか。じゃあ薩さつ摩ま揚あげも頼たのんでおいて」

　注文した料理は、一〇分ぐらいでやってきた。

　基本的にはメインとなる料理ではなく、フライドポテトや野菜スティックなど、軽食系のものばかりが並べられる。

「……薩摩揚げ、やっぱ浮いてるよな」

「うっさいな。俺が全部独占するから良いんだよ」

　大皿に載っていた料理を自分の小皿に移す浜面と半蔵だったが、何やらフレメアの様子がおかしい。

　彼女はカニ玉を小皿に載せていたが、中に緑色の豆類が入っている事に気づくと、その小皿を浜面の方へ寄せてくる。

　フレメアは言う。

「グリーンピース」

「な、何だよ。何で俺の方に豆ばっかり大量投下してくるんだよ？」

　ざっざっざっざっざ、と的確にグリーンピースを排除するフレメア。

　対する浜面はと言えば、

「そっか。グリーンピースが嫌きらいなのか」

「にゃおーん」

「だがその歳としで媚こびっ媚びなのが気になるな。世の中はそんなに甘くないという事を今から知っておいた方が良いぞグリーンピース返し」

「ふぎゃあああああああああああ!?」

　排除した量の二倍も山積みにされ絶叫するフレメア。

　その後もフライドポテトの大皿に直接塩を振った半はん蔵ぞうが浜はま面づらと摑つかみ合いになったり、野菜スティックはマヨネーズかドレッシングかで論争したりと色々あったが、概おおむね、暗い雰ふん囲い気きは払ふつ拭しよくできた。八本脚の駆動鎧パワードスーツに襲しゆう撃げきされた直後だが、フレメアにも精神的なショック状態などは見られない。

　もっとも、事が事だけに、まだ感覚が追い着いていないのかもしれないが。
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　一方、そんな浜面達の動きに違和感を覚えている者が、他ほかにもいた。

　麦むぎ野の沈しず利り達、『アイテム』の面々である。

　街のどこかにいる浜面を捜すため、彼女達はバラバラに行動していたのだが、各おの々おのの地で、彼女達はきな臭くさい……そしてどこか懐なつかしい、『闇やみ』の匂においを嗅かぎ取っていた。

　例えば麦野。

　彼女は情報収集のため、ビルの壁へと寄りかかっていた。

　より正確には、眼帯と一体化した義眼のパーツから伸びた細長いケーブルを、ビルの監視カメラへ接続しているのである。もちろん、ビルには興味はない。カメラは入口に過ぎない。警備会社のネットワークに侵入し、浜面の影がないかどうか、映像アーカイブを漁あさっている最中なのだ。

　彼女は生身の脳と機械の瞳ひとみを直結させているが、これには別の意味も付加される。

　機械から直接情報を受け取れる、という事だ。

　もちろん『人間が感知できる情報』へ翻ほん訳やくする必要もあるし、『義眼』のシステムを利用しているので映像に頼たよる部分が大きいため、万能とはいかないものの、一〇本指のインターフェイスでは不可能な事もできる。

　額の裏側辺りで高速に映像検けん索さくを続けながら、麦野は空いた手で携帯電話をいじくる。

　通常の電話ではなく、複数の回線と同時に通話できる『世間話モード』だ。

「第七学区の地下街で、駆動鎧パワードスーツの暴走。あと数時間も経たてば『上』が映像やらウワサ話やらに補正をかけて『なかった事』にしそうだけど」

『そっちについては警備員アンチスキルの無線を傍受した方が超手っ取り早そうですけどね。最初に超狙ねらわれていたのは男女一組。その後に男一人超追加。彼ら三人は駆動鎧パワードスーツを超振り切って地上へ逃走。彼らの「顔」、カメラで捉とらえてます？』

「最初の二人は違う。追加については……分かんないな。煙が天てん井じようの方に集まってるから、人影らしいものしか見えない」

　ただ、と麦むぎ野のは付け加え、

「……最初の二人組、男の方は浜はま面づらとダベってるヤツじゃなかったか。それに女のガキの方、どっかで見たような……？」

『おやまあ。なんだかんだで浜面の交友関係超調べていたんですか？　病やんでる女は超怖いですねえ』

「……絹きぬ旗はた、実は近くにいる事は分かってる。そっちに太いのブチ込んでやろうか？」

『太さ大きさには超興味ないので遠えん慮りよしますよ。ともあれ、浜面捜しは超続行って方向で。ひひひ、監視カメラと無線情報、どっちが先に正解へ超辿たどり着くか見物です』

「あん？　その調子じゃ罰ばつゲームバニーは滝たき壺つぼで決定か？」

　麦野が率直に疑問を発すると、今まで一言も発しなかったウサギ系少女滝壺理り后こうが、わなわなした声でこんな事を言った。

『……北北東から信号が来てる……。これは、はまづらが他ほかの女とイチャイチャしている予感……ッ!!』

『麦野、こういう超曖あい昧まいなチャネラーが一番恐ろしいんですよ。馬ば鹿かの前で超無ぶ様ざまなバニーをさらさないためにも、お互い全力で挑みましょう』
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「郭くるわのヤツ、遅いな」

　個室サロンのソファにもたれながら、半はん蔵ぞうはそんな事を言う。

　浜面とフレメアは広い室内の備品を調べていた。棚の中にはカードゲームやボードゲームなどがいくつも収められており、大型テレビの近辺には据え置き型のゲーム機が一通り揃そろっている。テレビはブラウジングにも使えるらしかった。

　さらにＣＳも入るらしく、選べるチャンネルは三〇〇以上用意されていた。こうなってしまうと、逆にどこに自分の観みたい番組が流れているか、手探りで調べるだけでも苦労させられる。途中で番組探しを諦あきらめ、放ったらかしにされている画面では、第三次世界大戦の終戦関連のニュースが流れていた。戦争が終わって、使う必要のなくなった兵器を第二学区や第二三学区へ移送している、とか何とかだ。

　浜面は早々にテレビを諦め、ソファに座ってロードサービスの参考書に目を通していたのだが、そこで服の端はしを摑つかまれた。見れば、暇ひまそうにしているフレメアがいる。

　彼女のリクエストで、複数人で遊べるゲーム類を探す事になる。

　やはり大人数で遊ぶパーティグッズ系が多いのは、この施設の特色に沿う形なのだろう。

　このタイミングで趣しゆ味みや暇ひま潰つぶしの道具に目が向いているのは、不ふ謹きん慎しんなのかもしれない。だが、もしかすると、これも心の防御反応なのかもしれない。じっとしていて頭がおかしくなってしまっては、元も子もない。彼らの勝利条件は、無事に元の日々に戻る事、だ。あの得え体たいのしれない八本脚と運命を共にする事ではない。

「浜はま面づら、大体これで遊びたい」

　フレメアは両手を伸ばしているが、標的は背の高い棚の上の段にあるため、手が届かないようだ。

　テレビゲームのソフトが並べられている棚だった。

「これか？」

「違う。大体そんなぬるいソフトじゃない」

「じゃあこっち？」

「右右。もっと右の、いや違う左、大体そっち」

　フレメアの言葉を聞きながら棚と向き合って指を動かしていた浜面だったが、そこで背中に何か重たい感触がのしかかった。小柄なフレメアが浜面を梯はし子ご代わりに使って、よじ登っているのだ。

「これ」

　と彼女が棚から引っこ抜いたゲームソフトはと言えば、

「……いや、この、それは……」

「ブラッド＆デストロイがやりたいな」

「何だよタイトルから不ふ穏おん以外の何にも連想できねえよ！　ほら見ろ、パッケージの裏の画面写真が半分以上真っ赤じゃねえか!!」

　ザ・海外向け!!　といわんばかりのいかつい顔面の野郎どもが大勢のゾンビと銃じゆう撃げき戦せんを行うグチャグチャシューティングのようだ。しかもよくよく説明文を読んでみると、主人公はガブガブ食べる側らしい。キャッチコピーは『正義の味方を追い詰めようぜ!!』だった。

　浜面は慎しん重ちように言葉を選び、

「ほ、ほら、こっちのふわふわペットの方が面おも白しろそうではないかなー？」

「ブラッド＆デストロイ」

「人魚姫のお散歩とか」

「ブラッド＆デストロイ」

「草原の」

「やりたい!!」

　フレメアは真っ赤なパッケージを両手で摑つかむと、ソフトで口元を隠した状態で、こちらをじっと見上げてくる。

　浜はま面づらはしばし停止したが、

「……却下だけど、面おも白しろいから写メは撮らせて？」

「ぎゃおーっ!!」

　そんな感じではしゃいでいた二人だったが、そこで半はん蔵ぞうがソファから立ち上がった。

「……やっぱり郭くるわのヤツ、遅すぎるな。ちょっと、もう一回連絡を取ってみる」

　フレメアが携帯電話の画面を覗のぞき込んでいる隙すきに、浜面は半蔵に指先でジェスチャーを送る。

　ここも長くはもたないぞ、と。

「分かっているさ」

　半蔵は細い息を吐はくような調子で呟つぶやいた。

「分かってはいるんだ」
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　運転席まで二階以上の高さがある、巨大なダンプカーの中だった。

　ちょっとしたプールほどの広さもあるバケットの中には黒い石の山が積んであったが、実際には偽ぎ装そうだった。ドーム状の空間の外側に、それっぽく貼はり付けてあるだけだ。

　そして、内部は整備場になっていた。

　駆動鎧パワードスーツの、である。

　ギシギシと、化学性スプリングの軋きしむ音が聞こえた。

　駆動鎧パワードスーツの中に収まっていると、何をするにしても常にこの音に包まれる事になる。衣服の衣きぬ擦ずれの音に近いが、慣れない人間が聞き続けると精神に変調をきたす、というウワサもあった。

『シルバークロース』

「準備はできている。だが、回りくどくはないか？」

『今のままでは、まだラインが多い。もう少し枝を切っておいた方が良い』

「となると、黒くろ夜よる」

『私も出るさ』

「ラインを限定させるなら、お前は『アイテム』関連を潰つぶす方に回った方が良いんじゃないか」

『潰せるものから一つずつ、順番に潰していくのが手っ取り早いのさ。大体、お前は以前しくじっただろう。枝の伸びる方向が変化しても困る』

「あれはお前が撤てつ退たいを促したはずだがな」

『それがなかったとしたって、元々一〇〇点満点とは呼べなかったはずだ』

「剪せん定ていの意義を忘れるなよ」

『分かっている。剪定の基本は、強く太い枝を選ぶ事だ。その意味では、あの枝が最も太く、なおかつ扱いやすい』

「流血と危機感は枝を育てる水となる、か」

『予定を確認する。私は浜はま面づら仕し上あげへ向かう。お前は「蜂はち」でサポートしろ。一方通行アクセラレータの方はまだ構わない。リスクは少ない方が良い。向こうも向こうで動き始めている。外堀を埋めれば、後は磁石のように自然と繫つながる』

「だが大だい丈じよう夫ぶか。先に『アイテム』を奇襲で潰つぶしておいた方が安全だ。フレメア＝セイヴェルン襲しゆう撃げきのため浜面に関かかわれば、向こうが出てくる可能性は低くない」

『それならそれで構わない。手間が省ける』

「黒くろ夜よる」

『シルバークロース。お前が懸け念ねんしているのは麦むぎ野の沈しず利りか？　それとも絹きぬ旗はた最さい愛あいか？』

「『暗くら闇やみの五月計画』だ」

『ふん、絹旗か。なら大丈夫だ。お前の不安は杞き憂ゆうに過ぎない』

　通信相手の癖くせか。

　いつものように、侮ぶ蔑べつの調子を混ぜた答えが返ってくる。

『何な故ぜなら、単純な攻撃性なら、あの計画の当初から私の方が上だし』

　少女はあっさりした声で、

『何より、今じゃあただの能力者の枠を超えている』

「そうか」

『お前の方こそ、前より地味になっていないか？　サポート役とはいえ、二本脚なんて珍めずらしい』

「前にも言っただろう。私はＴＰＯを弁わきまえて着こなす人間だと」

　ギシギシと化学性スプリングを軋きしませながら、駆動鎧パワードスーツは応じる。

「きちんと成果は出しただろう？　今回も同じさ。どれが一番か、じゃない。エネミーブラスターにはエネミーブラスターの、ビーランチャーにはビーランチャーの、それぞれの使い方がある」

『では、予定通り』

「そうしよう」

『フレメア＝セイヴェルンか』

　嘲ちよう弄ろうの言葉で、通信相手は賞しよう讃さんする。

『まったく、大した人材だよ。あのガキは』








行間　三









　無レ能ベ力ル者０が襲しゆう撃げきされる事になった原因は、スキルアウトにあった。

　始めに能力者達へ手を出したのは彼らだったのだ。

　とはいえ、実際に殴なぐり合った訳ではない。軽い口論のようなものだった。たまたまスキルアウト側が複数人いたため、珍めずらしく不良少年側の方が強く出たのだ。

　だがその報復は、スキルアウトだけに留とどまらなかった。とりあえず無レ能ベ力ル者０であれば、街を歩いていて気に食わないのであれば、その矛ほこ先さきは確実に向けられた。実際、被害に遭あっていたのは武装したスキルアウト達ではなかった。それこそ本当の意味で何の罪もない、無レ能ベ力ル者０達だった。

　下は小学生から上は大学生まで。標的の種類に区別などなかった。その内容も凄せい惨さんだった。そして暴力の幅は、あっという間に広まっていった。

　リスクのない暴力ほど楽しい事はない。

　ネット上で呼びかけられた『正当な報復』の呼び声に、面おも白しろ半分なレスポンスが集中した。そのエスカレートの過程で、多くの強大な能力者達が実際に『参加』を表明した。もう当事者など関係なかった。ただ暴れたい、殴りたい、リスクも罪悪感もなくストレスを解消したい。それだけのために、大勢の人間が闇やみ討うちを始めたのだ。

　そんな中で、掲示板にこんな書き込みがあった。




『バカ校発見。生徒はみんな無レ能ベ力ル者０揃ぞろい。こういう学校があるから治安が悪くなる。悪の権ごん化げに鉄てつ槌ついを。ゴミ掃除の参加者求む』




　提示されたのは、どこにでもあるような小学校だった。

　通っている生徒達もスキルアウトとは何の縁もない人々だった。

　だが襲おそう側にそんな論理は通じない。そもそもが『一度でも無レ能ベ力ル者０からコケにされた事そのものが許せない』というだけの連中である。具体的にその矛先がどこへ向くか、矛を持っている張本人ですら分かっていない状態なのだ。

　駒こま場ば利り徳とくは争いを好まない性しよう根ねだ。

　しかし。

　だからこそ。

　これ以上の責任は、自分達の手で取ると、彼は考えるようになった。








第四章　善人になる権利と突っぱねる権利　Black.
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「遅い……」

　教職員の給料にしては高級過ぎるマンションの一室で、黄よ泉み川かわ愛あい穂ほは面倒臭くさそうな調子で呟つぶやいた。

「近所のスーパーまで買い物頼たのんだだけなのに、一体いつまでかかってるじゃんよ」

「遊ぶのは悪くないんじゃない」

　柔らかいソファに全体重を預け、ドラマの再放送を眺めている元女性研究員・芳よし川かわ桔き梗きようはそんな事を言う。

「子供なんだし」

「そりゃそうじゃんけど」

「むむむ」

　どこか気だるげな大人二人と違って、若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうなのは打ち止めラストオーダーだ。彼女はベランダに繫つながる窓とテレビの方を行ったり来たり、小刻みに動き回りながら、

「……嫌いやな予感がする、ってミサカはミサカは深く考え込んでみたり」

「？」

「新しいミサカがここのところ目白押し、今もあの人どこで何してんのか分かんない……はっ、ミサカ、ひょっとして出番取られてる!?　ってミサカはミサカは愕がく然ぜんとしてみたり!!」

「桔梗、これどう思うじゃんよ？」

「二次性徴期前の脳を甘く見てはダメよ愛穂。思考の幅と非連続性は並大抵のものではないわ」

「だがこのミサカはそんな不ふ憫びんなところまでお姉様オリジナルから受け継いだつもりはないっ！　ってミサカはミサカは早さつ速そく行動を開始してみたり!!　打開の鍵かぎはいつだって挑戦なのだ!!」

　バタン！　という金属質な音が黄泉川の耳を打った。

　ドアを開閉する音だ、と気づいた時には、

「……あれ？」

　小柄な少女が消えていた。

　玄関まで行き、小さな靴くつがなくなっている事に気づいた二人は慌あわてて捜そう索さくを始める。
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「おかしい」

　半はん蔵ぞうは忌いま々いましそうに携帯電話に目を落とした。

「郭くるわと連絡がつかない。何度やっても、方法を変えても」

「おい、それって」

「連中は俺がフレメアを連れて逃げている事には気づいている。俺を中心に、協力者になりそうな人間をピックアップしているのかもしれない」

「捜した方が良い」

「どうやって？」

　半蔵は聞き返した。

「闇やみ雲くもに走り回ったって見つけられる可能性は高くない。それに……そもそも、まだ生きているのかどうかだって」

「だったら!!」

　浜はま面づらは遮さえぎるように言う。

「なおさら捜した方が良い。連絡がつかないのは、郭ちゃんの運命が決定的になったからとは限らない。今まさに、その瀬せ戸と際ぎわかもしれない。余裕がなくて電話に出られないのかも。とにかく、動いた方が良い。黙だまっていたって、生存の可能性は高くならない」

　具体的にはどこからどう当たるか。

　浜面は個室サロンの中をぐるぐる回るように、ゆっくりと歩きながら考える。

「郭ちゃんの行きそうな所に心当たりは？　普ふ段だん立ち寄っている店とか」

「仮に危機的状況にあるのなら、逆にそういう所からは遠ざかるはずだ」

「何か居場所を特定できるようなもの……。ＧＰＳ、防犯カメラ、警備ロボット、何でも良い。何か使えるシステムはないか」

「郭は普通、そういうのに引っ掛からないルートを選んで歩く癖くせがある」

「それだ」

　浜面はテーブルの上に地図を広げる。

「完全に監視されない道なんて逆に珍めずらしい。特に警備ロボット。半蔵、地図にマーカーでラインを引け。街を片かたっ端ぱしから調べるより、決められたラインの周辺を当たった方が可能性は高い」

「少ないとはいっても、網あみの目だぞ。そんなに簡単じゃない……」

「警備ロボットの巡回にはパターンがある。その網の目だって、時間帯によっては使えない。前に俺が見かけた時、郭ちゃんは第七学区にいた。第七学区と周辺の学区の安全地帯を色分けして、警備ロボットのスケジュール上、ここ最近の時間帯で使えない道は排除する」

「分かった。分かったよ」

　半はん蔵ぞうは地図の上に線を引きながら、そんな事を言う。

　フレメアは不安そうな顔で浜はま面づらと半蔵を見ていたが、今は構ってやる余裕はない。

　浜面は色分けされていく地図を眺めながら、

「俺はどうしたら良い？」

「駄だ目めだ」

　半蔵は首を横に振った。

「お前はここに残れ。フレメアの安全を考えるのが第一だ」

「でも、人手が足りないんだろう!?」

「この子を一人にはしておけない！　俺達全員で危険な外へ出るのも論外だ！」

　二人はしばらく睨にらみ合っていたが、先に目を逸そらしたのは浜面だった。

　くそっ、と吐はき捨てた浜面は、室内を見回してから、

「……ここも長くはもたない、か」

「俺は出かけてくる。その間、フレメアを頼たのむ。この階の出入り口は三ヶ所だ。いざとなったら、浜面。お前がこの子を逃がしてくれ」

「約束する」

　浜面は頷うなずいて、

「お前も、必ず郭くるわちゃんを連れて来い」

　パン、と軽くお互いの手を叩たたいてから、半蔵は個室サロンから出ていく。

　ドアが閉まると、沈ちん黙もくが空気の中に溶け込んでくるような錯さつ覚かくがした。

　一人ずつ消えていく。

　そんなジンクスまで夢想してしまう。
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　黒くろ夜よる海うみ鳥どり。

　とてつもなく目立つ外見の少女だった。

　年齢は一二歳程度。黒い髪は肩けん甲こう骨こつの辺りまで伸びているが、アクセントのため、耳元の髪だけが金色に色を抜かれていた。

　服装はと言えば、白いコートに袖そでも通さず、フード部分だけを頭に引っ掛けて羽は織おっていた。その下は、パンク系……とでも言うべきか。小柄な体を締しめ付けるように、黒い革と錨びようでできた衣装を身に着けている。

　街を歩くというよりは、舞台の上の方が似合いそうな服装である。

　小こ脇わきに抱えたイルカのビニール人形が、異様な格好とは別のベクトルで違和感を与えていた。

　彼女はコソコソ動いたりしない。

　真正面から堂々と個室サロンのビルへ入る。

　エスカレーターに乗って二階へ。ホテルのフロントに似た受付カウンターへと真まっ直すぐ向かい、アルバイトの青年に向かってこう尋ねた。

「人を捜している。浜はま面づら仕し上あげ、フレメア＝セイヴェルン。この施設を利用しているのは分かっている。具体的に、何階の何号室を使っているかを知りたい」

「お客様……」

　アルバイトの青年は最初愛あい想そ笑わらいのようなものを浮かべたが、相手の表情が全く変化しない事を知ると、頭の中で応対マニュアルを思い浮かべる。

「当施設はお客様の個人情報を守秘する義務があります。申し訳ありませんが、お部屋の利用状況に関する情報も開示する訳にはいかないんです」

　客商売なら基本中の基本だし、そもそも個室サロンは『大人の監視から解放されるための秘密基地』を提供するための施設だ。外部からの求めに応じていちいち情報を開示していたら、施設の存在意義に関かかわる。

　が、そこで黒くろ夜よるは小さく笑った。

「いや、良いんだ。偽名で借りてるかもしれないし、念のために聞いておきたかっただけだから」

「は、はあ」

　客への応対として、肯定するべきか否定するべきか、いささか迷うアルバイト。

　そこで、さらに黒夜はこう呟つぶやいた。

「それにここで答えがあろうがなかろうが、どっちみちやる事は変わらないんだしな」

「？」

　青年の疑問は、声に発せられる事はなかった。

　直後。

　アルバイトの顔のすぐ横を何かが高速で突き抜け、背後にあった壁へ激突した。それは廃すたれたものの緊きん急きゆう時じのために一応用意されている、公衆電話だった。

　あまりの速度だったためか、電話はバラバラになり、硬い壁には数十センチ大のへこみが生まれていた。人間に直ちよく撃げきしていれば、命に関わるほどの威力だ。

「ひっ」

　青年は混乱したが、少女が投げたものではないという事だけは理解していた。

　他の客は騒さわがない。いや騒げない。少女の放つ不ふ穏おんな気配と、周囲の『異変』が、彼らの動きを封じている。

　少女の背後。

　何か奇妙なものが浮いていた。それは直径七〇センチぐらいの、輪の形をした機械だ。輪の内側にはシャンプーハットにも似た形状のプロペラがあり、揚力と推進力を提供している。そして輪の外側をぐるりと取り囲むように、チェーンソーのような刃が取り付けられていた。

　刃の突起に物品を引っ掛け、遠心力で力を蓄えた後、最適のタイミングで手放す事で破は壊かい力りよくのある投とう擲てきを実現する。

　その仕組みを説明するかのように、機械の刃は金属製のゴミ箱を『摑つかんで』、高速で回転させ始めた。ほんの数秒で、残像すら見えるほどの勢いに達する。

　だが青年に悲鳴を発している暇ひまはなかった。

　アルバイトの真後ろ……分厚い壁から、ギャリギャリギャリギャリ!!!!!!　という、歯車が嚙かみ合うような嫌いやな音が響ひびいた。いや、それは正しくない。より正確には、複数のチェーンソーの刃によって、壁が外側から破られた音だ。

　破る。

　切るというより崩すに近い侵攻。

「な、な……ッ!?」

　振り返る事は許されなかった。

　それより先に、青年の首の数ミリ手前へ、複数の方向からチェーンソーがピタリと添えられていた。

　青年を取り囲むように、四機の殺人ディスクが首を狙ねらっているため、彼は迂う闊かつに倒れる事すら許されない。くしゃみ一つで首が飛ぶ状況だ。

「『まだ』殺すなよ」

　黒くろ夜よるはくだらなさそうに言った。

　機械にというより、それを操っている何者かに語りかけているようだった。

（さて、『分かりやすい』方が良いかな）

　黒夜は自分の背丈ほどもある金属製のマガジンラックを適当に蹴け飛とばす。金具が外れてバラバラになったパーツの中から、棒状のものを摑むと、青年の喉のど元もとに迫る殺人ディスクを軽く叩たたいた。

「ひ、ひいい!!」

　アルバイトの口から情けない悲鳴が漏もれたが、殺人ディスクは数ミリも動かない。どういう姿勢制御機能を備えているのか、台にボルトで固定されたチェーンソーと全く同じ安定感だった。黒夜の持つ棒状の金属パーツだけが、火花と不快な切断音を散らし、斜めに鋭く裂さかれる。

　竹たけ槍やりのように尖とがった先せん端たんを、青年の眉み間けんへと突きつける。

「勘かん違ちがいしているようだから訂正をしておこう。これは映画やドラマに出てくるような拷ごう問もんシーンじゃない。何が何でもここで情報を聞き出さなくてはならない、なんて状況じゃない」

　緊きん張ちようと恐怖の汗を全身から流す青年は、頭上……上層階で悲鳴や脚を踏ふみ鳴らす音が連続するのを聞いた。騒さわぎはここだけではない。殺人ディスクは空を飛び、壁や窓を自由に裂く。上層階から直接突入する事ができるのだ。

「しゃべってもしゃべらなくても、どっちみち答えは得られるんだ」

　黒くろ夜よるはゆっくりした調子で呟つぶやく。

「どうする？　どっちでも良いのに、わざわざ死んでみるか？」

　部屋の番号を聞き出せた上、従業員用のマスターキーまで借りる事ができた。

　まずまずの戦果に、黒夜は棒状の金属パーツを適当に捨て、上じよう機き嫌げんでカウンターから離はなれる。彼女は脇わきに抱えていたイルカのビニール人形を軽く頭上へ放り投げると、マジックテープのような効果でもあるのか、それを背中のコートに貼はり付けた。

　空いた両手を、軽く開く。

「さ、て、と。……じゃあそろそろ、真ま面じ目めにお仕事しましょうか」

　ボン!!　と。

　二つの掌てのひらから、無色透明の槍やりが噴き出した。

『能力』という、この街の学生にだけ与えられた凶器だ。
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　麦むぎ野の沈しず利りは街中で立ち止まっていた。

　他の『アイテム』の人員と屈くつ辱じよくの罰ばつゲームを賭かけた浜はま面づら捜しをしている最中で、ヒントが乏とぼしくなってきた、というのもある。

　だが、もっと直接的な理由があった。

　何やら一〇歳程度の少女が、人様のコートの端はしを摑つかんでいるからだ。

　茶色い色のショートヘア。

　活発そうな顔立ち。

（……どっかで見たような……？　どこだった？　確か、何かのレポートで……）

「何よ」

「ちょっとそのビビビを止めるのだ、ってミサカはミサカは注文を出してみたり。元から微弱な波だから、それをやられるとより一層見つけにくくなるの、ってミサカはミサカは内情を話してみる」

「……？」

　麦野の眉まゆが怪け訝げんそうに動く。

　言っている事が分からない、という意味の仕草ではない。

（……こいつ、義眼や義手の事をどうやって知った？）

「ビビビー。ビビビビビー禁止ー」

　コートをぐいぐい引かれるのが面倒臭くさくなった麦野は、とにかく義眼のスイッチを切る。視界が若じやつ干かん狭くなり、遠近感が摑めなくなるが、日常生活に支障が出るレベルではない。

　謎なぞのミニ少女は頭を軽く左右に振り、頭頂部のアホ毛を風に揺らしながら、

「ようし摑つかめてきた、ってミサカはミサカはターゲットの位置を捕ほ捉そくしてみたり。まったく正規のネットワークアカウントがない相手を走査するのは大変だぜ、ってミサカはミサカは司令塔っぽい事を言ってみる」

（滝たき壺つぼみたいにサーチ系の能力でも持ってんのか？）

　と思った麦むぎ野のだったが、今はそこまで切せつ羽ぱ詰つまっていないので、浜はま面づら捜そう索さくに駆り出すような事はしない。

　代わりに、

「……っていうか、お前すごいコート着てんな。うわ、何これ。とんでもなく分厚い毛皮」

「ふふふエリザリーナ独立国同盟産だぜ？　ってミサカはミサカは自じ慢まんしてみたり。でもそっちもそっちで温かそう。これは微細なチューブの中に空気を閉じ込めるタイプの超軽量耐寒繊せん維いじゃないかね、ってミサカはミサカは博識ぶってみたり」

　ばさばさ、とまとめて摑んだコートとスカートの端はしを上下に振り、翼つばさのように羽ばたかせる打ち止めラストオーダー。

　そして彼女は気づいた。

「でも下着は寒そうだぜ、ってミサカはミサカは驚おどろいてみたり」

「スケスケなのは仕様です。セクシー系担当は色々苦労させられるのさ」

　適当な事を言い合って、二人は別れた。

　それぞれの捜し人を追うために。

　かつての第四位を知る者なら愕がく然ぜんとしたかもしれないが、これもまた、麦むぎ野の沈しず利りという人物を示すパーソナリティの変化である。
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　半はん蔵ぞうが部屋から出ていった、数分後の事だった。

　何か、浜はま面づらの神経を薄うすく薄く突き刺すような不快感があった。しばらく黙もつ考こうして、その正体が音なのだと浜面は知る。部屋はそこそこの防音が施ほどこされているはずなのだが、何か人の騒さわぐ声のようなものが聞こえるのだ。それも一方向だけではない。そういった音に取り囲まれているような錯さつ覚かくがする。

「浜面」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　不安そうな声を出すフレメアに、浜面はそう答えた。

　根拠などなかった。

　携帯電話の中にある滝たき壺つぼ達のメモリの存在が大きく膨ふくらんでいくような気がしたが、浜面は助けを求めたい感情を押し殺した。

　問題が大きいからこそ、安易に巻き込む事はできない。

「今、半蔵が頼たよりになる応援を呼びに行っている。そいつが来れば状況も変わってくるさ。だから問題ない」

　きっと半蔵は無事に郭くるわを見つけ出してここまで戻ってくる。郭は浜面達も知らない隠れ家をたくさん持っているようだから、『追っ手』に怯おびえる必要もない。一体どうすれば『勝利』になるのか、その条件すら今はまだ判然としていないが、隠れ続けるにしても、反はん撃げきするにしても、安全な居場所を確保できるのはとても大きい。だから、郭とさえ合流できればかなり状況は好転するはずだ。

　そんな風に思っていた浜面だったが。

　いきなり、耳をつんざくような騒そう音おんが彼の鼓こ膜まくを打った。

　ギャリギャリギャリギャリ!!!!!!　という巨大な歯車で壁を削り取るような轟ごう音おんは、個室サロンの扉のすぐ向こうから響ひびいてくる。

　廊下で何かが騒がしい機械が動いている、という感じではない。

　明らかに、扉の板そのものが振動している。

「な、何あれ!?　大体あんなの……ッ!!」

「下がれ!!」

　浜面はとっさにそう叫び、フレメアの前に出たが、具体的な対策は何も浮かんでいなかった。そもそも、何が起きているのかさえ把は握あくできていない。

　そして、状況だけが進行する。

『相手』にとって、都合の良いように。

　バガン!!　という大きな音と共に、扉が内側に倒れてきた。

　開いたのではなく、倒れたのだ。

　二つの蝶ちよう番つがいとノブ周辺のデッドボルトがまとめて切断されたのだと気づいたのは、扉の向こうから室内へ飛び込んできた『モノ』を視界に収めてからだった。

　蜂はちの羽を数千倍に増幅したような、空気を叩たたく音が耳を埋める。

　さらに歯車と鎖くさりが嚙かみ合う雑音が混ざり合う。

　その正体は円盤だった。

　直径は七〇センチ程度。金属製の『外枠』の内側には、シャンプーハットのようなプロペラが上下二段に取り付けられていて、揚力と推力の両方を手に入れていた。プロペラの中心軸は完全な空洞になっている。ひょっとすると、収納時は一本の杭くいの中に突き刺して保管しているのかもしれない。

　遠えん隔かく操作かＡＩで動く無人偵察機だろう。

　それだけなら害はない。

　問題なのは『外枠』だった。

　歯車と鎖の騒そう音おんの正体は、円形の『外枠』をぐるりと取り囲む、チェーンソーだったのだ。

『外枠』上面に印刷された、『Edge_Beeヤイバのハチ』という機種名が浜はま面づらの脳裏に嫌いやな使用方法を連想させる。

「くそっ!?」

　室内へ飛び込んできたのは三機。弾丸のように一気に突進してくるのではなく、空中でピタリと静止し、広い室内をゆっくりと回って浜面達を包囲しようとしている。その動きは、標的を捉とらえたスズメバチにも似ていた。

　いくら清掃ロボットや警備ロボットが氾はん濫らんする学園都市であっても、こんな物ぶつ騒そうな機械を目にする機会はそうそうない。

　心当たりと言えば、一つぐらいしかなかった。

「『追っ手』……？　でも、どうやってここを突き止めたんだ」

　浜面は呟つぶやき、そして気づいた。

（郭くるわちゃんを追って半はん蔵ぞうがここを出て行ったから……？　街にいる半蔵の動きを、防犯カメラやロボットの映像を一つ一つ分析して逆探したんだ!!　となると、郭ちゃんはフェイク。捕まえたり危害を加える必要はない。適当に通信を途絶させただけか!!）

　もちろん、簡単な事ではないだろう。

　街の映像監視網もうと通信網を自由に取り扱い、対象者の足取りを追ったり特定の携帯電話だけ使用できない状態にする。監視網もうの届かない所は、おそらく無人偵察機を利用してカバーしていたはずだ。

　やはり、『追っ手』は学園都市の政府機関と通じ、その施設を自由に使える者としか思えない。

「だ、大体どうする？」

「もちろん逃げるさ。こんな危ないオモチャとじゃれても得はしない」

　相手は自由自在に空を飛び、扉だろうが壁だろうがチェーンソーで切り崩すような殺人兵器だ。

　まともに破壊しようと思うほど馬ば鹿かではない。

　立ち向かってもこちらが怪け我がをするだけだ。

（……出口）

　浜はま面づらは周囲へ目をやりながら、

（……どうにかして、この部屋から出ねえと!!）

　個室サロンの扉は一つだけだが、そのすぐ近くにエッジ・ビーの一機が滞空しているため、まともに近づく事ができない。

　そもそも、襲しゆう撃げき者しやに攻め込まれた時点で、戦いを避さけては通れないのかもしれない。

　勝つためではなく、あくまでも逃げるという目的のために。

（相手は二重反転プロペラで姿勢制御と推力の確保を同時に兼ねる無人偵察機。となれば弱点は……）

「良いかフレメア。俺が合図したら、出口に向かって全速力で走れ」

「でも……」

「心配すんな」

　ヴィィィィィ!!　と今もチェーンソーの刃を不気味に回転させ続けるエッジ・ビーの動きを視界の端はしに収めつつも、浜面はフロアランプに目をやった。

「あれは俺が引きつける。だからお前は、あの円盤が出口から離はなれたら、真まっ直すぐ部屋の外に向かうんだ。分かったか？」

　フレメアはわずかに、コクンと頷うなずいた。

　浜面はゆっくりとテーブルに近づき、プラスチック製のグラスへ手を伸ばすと、

「今だ!!」

　叫び、浜面は出口の近くに滞空していたエッジ・ビーへ、グラスを投げつける。グラスはエッジ・ビーには当たらず、近くの壁へ激突した。しかしエッジ・ビーは反応を示す。即座に、過敏に、三機が新たな動きを示す。

　浜面を切断するために。

「走れ!!」

「でも、大体……浜面は!?」

「良いから！　必ず追い着く!!」

　フロアランプを両手で摑つかみ、敢あえて部屋の奥へ向かう浜はま面づらの怒声に押されるように、フレメアは出口へと走る。

　それを確認した浜面は、改めて向かってくる凶器へ目を移すと、フロアランプを思い切りエッジ・ビーへ投げつけた。

　今度はエッジ・ビーの一機に直ちよく撃げきしたが、それだけだった。やはり落ちない。それどころか、機体をぐるりと囲むチェーンソーにピタリと吸いついた。

「なん……」

　驚おどろく浜面の前で、フロアランプが高速回転する。遠心力を手に入れる。そして返す刀で、正確に鈍器が発射される。

　ゴッ!!　という加速は矢に匹敵した。

　全力で身をひねり、ギリギリの所で回かい避ひする。壁に直撃したフロアランプは、槍やりのように部屋の内壁へ突き刺さった。

（刃の立て方で、『摑む』と『斬きる』を切り替えてやがるのか!!）

　思えば、ドアの破は壊かいもそれほどシャープな切れ味ではなかった。何度も鋭い爪つめで裂く通常の鋸のこぎりというより、何度も指で毟むしり続けるような感覚に近いのかもしれない。

　浜面は手近にあった装飾用のパラソルを摑むが、もう迂う闊かつには投げられない。

　そして三機のエッジ・ビーも待たなかった。より攻撃的な浜面を最初に潰つぶす気になったのか、それら殺人ディスクは浜面目がけて襲おそいかかってくる。

　怯ひるみそうになる心を抑え、浜面はかろうじて前へ飛び出す。

　エッジ・ビーの速度は、滞空状態からは想像もつかないほど速い。先ほどの投とう擲てきとまではいかないが、それでも普通の投石を超えている。

　ただぶつかっただけでも救急車を呼ばれかねないような速度に、さらに特殊なチェーンソーまで加わっているのだ。まともに直撃すれば血肉をグシャグシャに抉えぐられるか、最悪、真っ二つという可能性すら否定はできない。

　そして重要なのは、侵入時、エッジ・ビーが扉を切断してきた事。

　問題となっているのは、その切れ味ではない。

　時間をかけて切断したという事だ。

　つまり、

（相手は壁にぶつかろうがチェーンソーの刃を食いこませようが、空中で全くバランスを崩さない。おそらくはジャイロや映像解析、超音波なんかで徹てつ底てい的てきに姿勢制御を行っている結果なんだろう）

　そこまでの機体なら、浜面が手にしたパラソルを投げつけたぐらいでは落ちないかもしれない。そもそも、軽く回避される可能性すらあるし、下へ手たな投擲は『投げ返される』リスクを持つ。

　だが。

　相手が二重反転プロペラを使う以上、どうしても弱点は残る。

　それは、

（どんなに高性能な機体だろうが、プロペラの動きを止めちまえば落ちるしかねえって事だ!!）

「浜はま面づら！　危ないよ!!」

　出口からフレメアの叫び声が飛んでくる。

　ギュオン!!　と三方向から同時にエッジ・ビーが浜面を襲おそう。

　高速回転する刃が届く直前で、浜面は思い切り身を沈めた。

　その程度で回かい避ひできるような相手ではない。

　だが浜面はエッジ・ビーに軌道を修正される前に、思い切り突き上げるように、畳んだパラソルの先せん端たんをエッジ・ビーの下面から内側へと差し込んだ。

　それぞれ逆方向へ回転する、二つのプロペラを阻そ害がいする形で。

　ベキベキベキ!!　という嫌いやな音が炸さく裂れつした。金属でできたパラソルの骨が砕ける音だった。だがエッジ・ビーも損害なしとはいかない。オレンジ色の火花を散らし、プロペラが欠け、何よりその動きが止まってしまう。急激な動きの阻害は、内部のモーターやギアなどにも悪あく影えい響きようを及ぼすだろう。

　勢いを殺し切れず、エッジ・ビーは床の上を跳ねた。

　バウンドした機体は別方向から浜面を襲おうとしていた他のエッジ・ビーと激突する。プロペラは停止したが、チェーンソーはまだ動いていた。二機のエッジ・ビーは互いの刃の動きに弾はじかれ、まるでビリヤードの球のように部屋の隅と隅へと吹き飛ばされていった。

　浜面は、その間を潜くぐり抜け、フレメアの待つ出口へ向かって走る。

　残る一機も浜面の背中を狙ねらおうとしたが、そこで彼は床に倒れたままの扉の隙すき間まに爪つま先さきをねじ込み、強引に跳ね上げた。側面を両手で摑つかむと、振り向きざまに思い切り叩たたきつける。

　上から下へ。

　単純な腕力で叩き落とそうとしたのではない。

　前述の通り、エッジ・ビーは二重反転プロペラによって揚力と推力を得ている。つまり、上から下へ人工的に吹き下ろす風の流れを阻害してしまえば、機体は飛んでいられなくなるのだ。

　例えば、プロペラの上から、大きな板を被かぶせて蓋ふたをしたりすれば。

　バガン!!　という轟ごう音おんと共に最後の一機を床にねじ伏せた浜面は、エッジ・ビーの上に乗せた扉の上へ、思い切り飛び乗った。そのまま垂直に二回、三回とジャンプし、全体重をかけて精密機械の塊かたまりを粉砕していく。

　無論、軍用兵器も頑丈には作られているだろうが、ひとまず繊せん細さいなプロペラをわずかでも歪ゆがめて十分な揚力を得られなくさせてしまえばこちらの勝ちだ。

「よし、これで……」

「早く!!　浜はま面づら、早く逃げよう!!」

　部屋から飛び出し、浜面はフレメアと合流する。

　その時だった。

　ギャリギャリギャリギャリ!!　というチェーンソーの轟ごう音おんが浜面の耳を打った。

　出口からもう一度中を覗のぞき込むと、最初に浜面にパラソルでプロペラを破は壊かいされ、部屋の隅へ転がされたエッジ・ビーが、起き上がっていた。円盤の側面部分を床に押し当てて、ピタリとバランスを保っていたのである。

　そして。

　チェーンソーをタイヤ代わりにしたエッジ・ビーは、そのまま転がるような格好で浜面を狙ねらい、猛烈な速度で直進してくる。

（くそっ!!　なんつー姿勢制御機能持ってんだ!?）

　本能的な恐怖から、思わず後ろへ下がった浜面だが、そこは通路の壁だ。背中に受けた衝しよう撃げきと、靴くつ底ぞこが床を滑すべった事が重なって、彼はそのまま尻しり餠もちをついてしまう。

　さらなる脅きよう威いが襲おそいかかってきたのはその時だった。

　ゾン!!　と。

　浜面が背中を預けていた壁が、斜めに大きく切断されたのだ。

　出現したのは、三メートルほどの、圧縮空気のようなもので作られた槍やり。それは壁を引き裂さくと、突進してきたエッジ・ビーを手近な床ごと粉砕してしまう。

　だが浜面は素直に喜んだりはしない。

　今の一撃。たまたま尻餅をついていたから良かったものの、立っていれば間違いなく胸部を裂かれていたはずだ。

「浜面、ダメ!!　壁が倒れる!!」

「おおおああああっ!?」

　慌あわてて横へ転がるのと、裂かれた建材が通路へ倒れ込んでくるのはほぼ同時だった。

　粉ふん塵じんの向こうから、現れる人影が一つ。

　その両手にある透明な槍の余波が、建材の粉塵をまとめて吹き散らす。

「チッ。シルバークロース、ちゃんと私に合わせろよ。経費の無む駄だだ」

　そこにいたのは一二歳程度の少女だったが、浜面は一目見ただけで、その内面にあるヘドロのようなものを受け取った。明らかに殺しと騒そう乱らんに手慣れた雰ふん囲い気き。隠しようのない『闇やみ』の匂におい。浜面や半はん蔵ぞうとはまた違った種類の、『優すぐれた闇』というヤツだろう。

　浜面は荒い息を吐はきながら、ゆっくりと立ち上がる。

　彼女の両手から噴き出し、今も軽く手を揺らすだけで壁や床を傷つけている透明な槍に、見覚えがあった。

「その能力……」

「おや。『窒素爆槍ボンバーランス』……まぁ、窒ちつ素そでできた槍やりなんだけど、ひょっとしたらお知り合いの能モ力ノと似ているかな？」

　ヒュン、と。

　周囲の壁をさらに裂さくように軽く槍を振るい、少女は薄うすく笑う。

「基本的にゃあ、シルバークロースのエネミーブラスターが使っていた滑かつ腔こう砲ほうの砲弾の一つ……APFSDSと同じだよ。莫ばく大だいな圧力を使って物体を切断する。参考になったかにゃーん？」

　緊きん張ちよう感かんも緊迫感も……下へ手たをすれば敵意や悪意さえも希き薄はくな少女の言葉。

　それでいて、槍には圧倒的に凶悪な破は壊かい力りよくが宿っている。

「しかしまあ、私の事なんて気にしている場合か？　こうしている今も、シルバークロースのエッジ・ビーは三〇機以上飛び回っているぞ。それとも、あのガキとは再会さえできれば肉にく塊かいでも構わないタイプか？」

「っ!?　フレメア、北の非常階段から逃げろ!!」

「……ふうん」

　と、『窒素爆槍ボンバーランス』の少女は適当な調子で首を動かし、柱の陰に隠れていた金髪の小柄な人影を見つけ、

「案内ご苦労。部屋の外まで出ていたから、てっきり離はなれ離ばなれになっているものと思ったが」

（……半はん蔵ぞうをわざと泳がせてここを探ったのと同じ……ッ!!）

「とにかく行け!!　フレメア！」

　相手が一二歳前後の少女である、などという条件は浜はま面づらの頭から吹き飛んでいた。

　彼は真上に跳ぶ。

　ダンクシュートのように両手で摑つかんだのは、防火用のシャッターの縁だ。そのまま全体重をかけて、強引に真下へ下ろす。

　ギロチンのように、少女の頭へと。

　少女は軽く振り返った。

　ボンッ!!!!!!　と、金属製のシャッターが火薬を詰めたスポンジのように弾はじけ飛んだ。

『窒素爆槍ボンバーランス』。

　真上に掲げた掌てのひらは、ただそれだけで分厚い鈍器を粉砕する。槍そのものは直ちよく撃げきしなかったものの、飛散した金属片が浜面の体を叩たたき、真後ろへと転がした。

「がはっ!!」

（駄だ目めだ、まともな武器もなしに立ち向かえる相手じゃねえ!!）

「浜面!!」

「行けよフレメア!!　早く!!」

　駆け寄ろうとするフレメアは、浜はま面づらの怒声に押されて肩を縮ませた。彼女は通路の真ん中でわずかに逡しゆん巡じゆんしたが、やがて背中を向け、非常階段の方へと走っていく。

　それを見て、『窒素爆槍ボンバーランス』の少女は簡潔に告げた。

「シルバークロース」

「っ!!」

　浜面はとっさに少女へ飛びかかろうとしたが、それより先に、彼女は素そつ気けない調子で腕を数回振るった。

　それだけで通路の床がブロック状に大きく裂さかれて階下に落ちた。その裂け目が、崖がけのように浜面の行く手を阻はばむ。

　必要性のある行為とは思えない。

　あれだけの破は壊かい力りよくがあれば、浜面を直接狙ねらって確実に殺害し、フレメア捜そう索さくに専念する事だってできるはずだ。

　彼女は明らかに遊んでいる。

「ひとまず追ってみるか。それで見つからなければ、その時は悲鳴作戦だ。……サクッと殺すより、足あ搔がくところを眺めた方が楽しそうだしな」

　くそっ!!　と浜面は毒づき、少女に背を向ける。

　フレメアと合流するためには回り道をしなければならないし、何より、エッジ・ビーや『窒素爆槍ボンバーランス』の少女と立ち向かうためには、もっと強力な武器が必要だ。
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　どんな学区のどんな街でも、やはり空白は存在する。

　駆動鎧パワードスーツは、複数のビルが乱立する第三学区の中で、四角く切り抜かれた場所にいた。ビルが解体されたまま放置されている一角だ。老ろう朽きゆう化かした建物の維持には金がかかるが、地価の変動で儲もうけは出せるため、土地だけを手元に置いておきたい。所有者の考えはそんなところだろう。

　今回、シルバークロースがまとっている駆動鎧パワードスーツは頭部が巨大なセンサードームになっているものの、腕が二本に脚が二本という、彼のセンスからすれば相当穏おだやかな外観をしていた。

　ただし背中からは一二本もの鉄柱が伸びていた。そしてその鉄柱に貫かれる形で、一〇機以上のエッジ・ビーが収まっていた。鉄柱一本につき一〇機なので、総計は一〇〇機を超える計算になるはずだ。その内の半分ほどが、今は駆動鎧パワードスーツの元を離はなれていた。

　鉄柱はエッジ・ビーの巣であると同時に、それ自体も高精度のアンテナとして機能していた。

　駆動鎧パワードスーツは情報収集に特化した偵察機なのだ。

　こうしている今も複数のエッジ・ビーから映像情報を得ている他ほか、清掃ロボットや警備ロボットが発する電波を傍受したり、機体装甲内部から伸ばしたケーブルを地下の通信網もうと接続して直接情報を入手したりしている。

　その目的は明快だ。

「さて、と。これで逃げ道は潰つぶせたな」

　もちろん個室サロンの内部でフレメア＝セイヴェルンを確保する予定だが、その建物の周囲へエッジ・ビーを配置したり、周辺の防犯カメラから情報を取得できる状態にしておけば、万に一つも『逃げ切られる』可能性はなくなる。

　ビルの大きさ、利用客の多さから、相当のパニックが起こると想定されているが、そんな中でも標的の顔を見逃す事はまずありえない。

（黒くろ夜よるがさっさと捕らえるのが先か。手柄がこっちに回ってくるか。いずれにしても、フレメア＝セイヴェルンはここでおしまいか）

　施設の中に浜はま面づら仕し上あげがいる事を考えると、『アイテム』の介入の可能性が浮上するが、そうなれば、彼の圧倒的で分かりやすい『力』の出番となる。

（情報収集機のビーランチャーから、別の戦せん闘とう用に着替えるか）

　駆動鎧パワードスーツの持ち主は、そこにこだわらない。

　兵器とは一つのものに固執するのではなく、状況に合わせて最適なものを選ぶ事で、最大の効果を発揮するものだというのが、彼の持論だ。故ゆえに、彼は『最強の兵器は何か』という議論に意味を見み出いださないし、兵器の性能を妄もう信しんする事もない。

（いや、その間に標的に移動されたら居場所を再び見失う。それは本末転倒だ。となると……）

　そこまで考えた駆動鎧パワードスーツが、わずかに震ふるえた。

　ピクリ、と。

　情報収集専門だからこそ、街に配置した大量のエッジ・ビーから得られた脅きよう威い。駆動鎧パワードスーツは自らの思考が無む駄だに高速化していく事を自覚する。つまり、焦あせっていてもそれを止められないのだ。

（まずいぞ）

　それは、彼が最も得意とする、真正面からの『力』押しが全く効かない者。

　本来であれば、黒夜海うみ鳥どりの管かん轄かつ。

（『アイテム』どころの騒さわぎじゃない。こいつはそもそも私と相性が悪すぎる!!）
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　浜面仕上は南側の非常階段を駆け下りていた。

　フレメアとは離はなれ離ばなれになったままだ。

　彼女を助けるためにも、武器がいる。そしてこの個室サロンは、本来であれば浜面とは生活環境が全く違う、上流階級のご子息ご令れい嬢じようが利用するための施設だ。従って、普通とはちょっと変わったサービスが展開されていたりもする。

　例えば、屋内射しや撃げき演習場とか。

　もちろん、いくら何でも実弾を扱える拳けん銃じゆうや猟りよう銃じゆうまで揃そろっている訳ではない。だが学園都市の条例に抵触しない範囲での狩猟用品……クロスボウ、ロングボウ、吹き矢ブロウパイプ、ゴム式ボルトアクションライフルなど、様々な飛び道具が保管されているはずだ。

　案内板を見て、浜はま面づらは非常階段から目的のフロアの通路へと飛び出す。普通のフロアと違って、ここにはホテルやカラオケボックスのように、等とう間かん隔かくでドアが並んでいたりはしない。広大なフロアは十字路状の通路で裂さかれ、区分けされた四つの大きな部屋が、ボーリング場や屋内射撃演習場などに割り当てられているのだ。

　だが、素直に射撃演習場に辿たどり着く事はできなかった。その直前で、通路にエッジ・ビーが現れたのだ。

　早く演習場に入れば良いと思うだろう。

　有効な武器を手に入れて反撃すれば良いと思うだろう。

　しかし、そこで浜面の精神が許容量を超えた。

　ぶるり、と全身に一度大きな震ふるえが走り、そこから小さな震えが止まらなくなる。

「あああっ……。がァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　自分より明らかに非力なフレメアを守らなくてはならない、という建前が消失した事も手伝ったのだろう。

　等身大の死の恐怖。無ぶ骨こつなチェーンソーに肉や骨を毟むしられ、裂かれるリアルなイメージ。それらが浜面の手足から力を奪い、判断能力に重大な混乱をきたす。

　どんな経験を積もうが、どんな機転を利きかせようが、第三次世界大戦の最前線を経験しようが……当然の事ながら、彼の本質は日本の学園都市の高校生である。

　何年も殺しの訓練を続けたプロの兵士ではない。

　土台となるべきものがない以上、本物の危機に直面して恐怖を覚えない方がおかしいのだ。

（何でだ……）

　二本の足で立つのが精一杯の状態で、浜面は素直に思う。

（何でだよ。何で俺ばっかりこんな目に遭あわなくちゃならねえんだ!!　戦争ってもう終わったんだろ。こんな道具は必要ないだろ!!　どういう神経してたらあんなものを生身の人間に向けられるんだ!!）

　だがエッジ・ビーは待たない。

　一直線に、標的の胴体を両断するために、浜面の元へと突っ込んでくる。

　とっさに、浜面は手近にあった消火器を摑つかみ取った。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　横よこ殴なぐりに振り回す。

　チェーンソーの刃に直ちよく撃げきし、消火器が爆発した。本来とは違う部分から、噴射用のガスが一気に漏もれたため、白い粉末と共に金属製の残ざん骸がいがロケットのように飛び、天てん井じようへと突き刺さる。

　だがエッジ・ビーの方も大きく弾はじかれた。

　チェーンソーが『斬きる』モードのまま射出された消火器に引っ掛かって、自らの力で本体を飛び跳ねさせてしまったのか。姿勢制御機能に画像処理方式が使われていて、消火器の粉末が天地の判断を鈍らせたのか。

　空中で姿勢を制御しようとしたエッジ・ビーだったが、その本体が壁へと激突した。より正確には、装飾用に斜めへ突き出した旗のポールが、シャンプーハットのような二重反転プロペラを貫いた。移動用の羽を折られ、さらに内部の基盤などが割れる音が鳴り、帽子のように壁へ掛かったエッジ・ビーを見て、浜はま面づらはごくりと喉のどを鳴らす。

（やった……？）

　その時だった。

　ピッ、という電子音と共に、エッジ・ビーのカメラの近くにあった発光ダイオードが色を変えた。

「ちくしょう!!」

　顔を青くした浜面は射しや撃げき演習場の扉を開き、その奥へと飛び込む。

　直後に爆発があった。

　バムッ!!!!!!　と鼓こ膜まくを圧迫するような轟ごう音おんが炸さく裂れつした。そして撒まき散らされたのは爆風だけではなかった。浜面の腕に鋭い痛みが走る。服を裂さいて腕に引っ掛かっているものの正体は、ルアーなどに使われる、Ｊの字の針を三本束ねた釣り針だった。

　エッジ・ビーの内部には、爆薬と数百の釣り針が入っていたのだ。爆風の威力を増すために、釘や鉄球などを仕込むのは珍めずらしくない。だが釣り針というのは悪あく趣しゆ味みだった。

　何な故ぜならば、釣り針には容易に抜けないよう、『返し』がついているからだ。三本束ねている関係で、反対側から抜く事もできない。

「～～～ッッッ!!」

　浜面はハンカチを咥くわえ、舌を嚙かまないように配はい慮りよしてから、親指と人差し指で摘つまんだ釣り針を強引に抜く。途と端たんに神経が直接破裂するような痛みが腕全体を走り回り、顔を脂汗が覆おおった。

（普通じゃねえ……）

　ハンカチで腕の傷を適当に縛しばりながら、浜面はよろよろと演習場のカウンターへ向かう。奥にはたくさんの飛び道具が立てかけられていた。本来なら従業員が管理しているはずだが、騒さわぎのせいでカウンターには誰だれもいない。

（あいつらの悪趣味、これまで見てきた『闇やみ』とも違う。あいつらは、自分が有利になる事を考慮して、戦力を保有しているんじゃない。苦しむ俺達を考慮して配備していやがる……）

　カウンターを乗り越え、並べられた武器へ目をやる。

　可能ならありったけの飛び道具で身を固めたいところだが、そこにあるのはどれもこれも一メートルを超える大型の飛び道具ばかりだった。『条例に抵触しないで破は壊かい力りよくを出す』にはそれなりのサイズが必要だったのか、あるいは客の需要で大きな道具に人気が集まったのか。ともあれ、これでは持ち運べるのは一つが限界だろう。

　できるだけ破壊力の高いもの。なおかつ素人しろうとの浜はま面づらでも扱えそうなもの。

　しばらく悩んだ浜面が手に取ったのは、

（……電動補助式ブロウパイプ）

　ブロウパイプとは吹き矢の事である。浜面が持っているのはスポーツ用に改良されたもので、全長は一一〇センチほど。ナイフや航空機などにも使われる合成樹脂で作られている。

　通常であれば、ブロウパイプに殺傷力はない。先せん端たんが針のように尖とがった『矢』を使用するものの、所しよ詮せん、推進力は人の肺活量だけだ。特定の部族では大型の獣けものを捕らえるためにも使うが、その場合は矢に毒を塗るのが定番で、飛び道具の破壊力そのものに頼たよる訳ではない。

　だが、これは電動補助式だ。

　パイプ内に息が吹き込まれるとセンサーが反応し、コンプレッサーで作られた圧縮空気を同時に送り込む。実際には機械任せでも成立するはずなのに、敢あえて人間の息を使うのは、ほとんど学園都市の条例対策だけなのだろう。何倍も何十倍も増幅された空気の力で押された『矢』は、数センチのベニヤ板を貫通させるほどの破壊力を生み出す。

　先端付近にレーザーポインターが取り付けてあるため、狙ねらいを定めるのも相当簡単であるはずだ。

　ダーツにも似た、尾び翼よくで安定させるタイプの矢を、浜面は箱ごと摑つかむ。

　武器が震ふるえを止めるのではない。

　武器を持つ覚悟が、もう一度浜面に力を与える。

（……これがあれば確実にエッジ・ビーを落とせるって訳じゃない。あの『窒素爆槍ボンバーランス』の能力者になんて、かすり傷を負わせられるかも分からない。それでも、あるとないとでは大違いだ。最低でも、こいつを使ってフレメアだけは確実に逃がす!!）

　その時だった。

　ガタッという物音が聞こえた。

　浜面はとっさに屈かがんでカウンターへ身を隠しつつ、ブロウパイプの吹き口から四〇センチほどの所を開けて矢を投入する。しかしその手が止まった。音源の正体はエッジ・ビーでも、得え体たいのしれない能力者でもなかった。

　中年の男だった。

　よれよれのスーツに、ネクタイの結び目もずれている。緊きん張ちようと恐怖のせいだろう、浮かび上がった大量の汗は、男の顔どころかワイシャツまでびっしょりと濡ぬらしていた。

　浜はま面づらはカウンターから立ち上がりつつ、

「……従業員って訳じゃなさそうだな。客か？」

　学園都市は住人の八割が学生という特殊な街だが、逆に言えば二割は大人である。『秘密基地』を借りたがるかどうかは不明だが、個室サロンを利用できない事もない。

　浜面はカウンターの奥に並べられていたロングボウを適当に摑つかみ、中年男の方へ放り投げ、

「死にたくなかったら逃げた方が良い。連中は壁もドアもぶっ壊こわして、あらゆる部屋を虱しらみ潰つぶしに調べてる。『目的』はアンタじゃないだろうけど、いつまでもこんな所にいたらとばっちりを喰くらうぞ。しかも殺人チェーンソーは爆薬も積んでいるみたいだし。逃げられるなら逃げた方が良い」

「……、」

　中年男は、のろのろとした動きでロングボウへ手を伸ばした。それは戦う決意を固めたというより、とりあえず目の前に飛んできた物を摑んでみた、という仕草でしかない。率直に言って、主体性は感じられなかった。

　ロングボウから浜面へと、ゆっくり視線を向けた中年男は、

「……き、君は、どうするんだ？」

「当然、逃げるよ。ここはまともじゃない。殺人チェーンソーはビュンビュン空を飛び回ってるし、もっとヤバそうな能力者のガキが鉄骨だって切断しそうな槍やりを振り回して遊んでやがる。いつまでもこんな所にいたら絶対にやられる。だから逃げるよ、みっともなくても」

　ブロウパイプの矢を箱から取り出し、浜面はズボンのベルトへ挟んでいく。

　焦あせりに手が震ふるえるが、気を休めている暇ひまはない。

「でもその前にフレメアって女の子を助けないといけない。俺なんかがあんな怪物と戦って勝てるとは思わないけど、最低限、あの子が安全に逃げられるように手伝いをしないと」

「何な故ぜだ」

　中年男は、子供のように首を横に振った。

「こんな騒さわぎになれば、いくら何でも警備員アンチスキルが駆けつけてくる。あいつらが虱潰しにビルの中を漁あさっているって言ったって、何百の部屋があると思っているんだ！　ここでじっとしていれば、あいつらは時間を浪費する。その間に助けが来てくれる!!　だから助かるために最も大切なのは、下へ手たに動き回る事じゃなくて隠れ潜ひそんでいる事のはずだ!!」

「そうかもしれない」

　警備員アンチスキルに解決するだけの力があれば。

　敵が何十もの『空飛ぶカメラ』を効率的に扱っていなければ。

　成果が出なかった時に、八つ当たりの爆破などは行わず、素直に帰ってくれれば。

「でも違うかもしれない。それに、さっきも言った通り、俺はフレメアって女の子をこの個室サロンから逃がさないといけない。あの子は一〇歳ぐらいの女の子だ。明らかに、俺達より簡単に死ぬ。後押ししたって生き残れる保証がないんだ。このまま放っておけない。放っておいたら、その分だけフレメアに死が殺到する。だから少しでも俺が引きつける」

「……何な故ぜだ……」

　もう一度、同じ事を中年男は呟つぶやいた。

　浜はま面づらは無む理り強じいしなかった。

「悪わりぃ。付き合えって言ってる訳じゃないんだ。アンタの命だ。アンタが選択するべきだと思う。ただ、隠れる選択をするなら、ここはやめた方が良い。俺が来ちまったから。ここに来る直前、エッジ・ビーを一機ぶっ壊こわしてる。替えのヤツがここを見回るかもしれない。だから最低でも、他の部屋に移った方が良い」

「違う。違うんだ」

　中年男は何度も首を横に振った。

　彼を単なる恐怖以外の震ふるえが襲おそっている事に、浜面は気づいた。

「何でこの局面になって、まだ周りの事なんて考えられるんだ……？」

　うわ言のような呟きが、次第に大きくなっていく。

「私は家出した娘を捜しにここまで来た。どういう経緯か、警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントに頼たよらずに危険な事件を解決しようとしている事、家の私達を巻き込まないように『秘密基地』になっている個室サロンを利用しているって事は、必死になって調べたんだ。何でもする覚悟だった。娘が取り返しのつかないトラブルに巻き込まれる前に、何があっても必ず連れ戻すって決めて、ここまで頑張ってきた」

　血を吐はくような言葉だった。

「でも、『本物』は違った。直面したら、それだけで全部砕けた。私は私の事しか考えられない。こんなものがあったって、弓矢を手渡されたって、それを娘のために使おうって思えない！　どんな材料があっても、それを自分が助かるためにはどうすれば良いかって事しか考えられない!!　……どうしたら、そんな風になれるんだ。ただの綺き麗れい事ごとじゃない。『本物』のあれを見て、どうやったら周りの事を考えられるようになるんだッッッ!!」

　生命に基づく、どうしようもない恐怖。

　その恐怖を回かい避ひするために捻ねじ曲げられた思考。

　屈した男は、地の底の味を心の舌で舐なめ取って、静かに震えていた。

「……何言ってんだよ」

　しかし。

　浜面仕し上あげの顔には、侮ぶ蔑べつの表情は浮かんでいなかった。

「アンタは自分の力で奥さん捕まえて、一丁前に家庭を作って、そいつを守るために死にもの狂いで働いてきたんだろ。娘さんが個室サロンなんて施設を日常的に利用できるぐらいの金を持っていたのだって、アンタが家族のために働き続けた結果だろ。ただレールに乗っかって、周りもやってるからって理由だけで築いてきたんじゃない。娘さんが消えて、家庭ってヤツが壊こわれそうになった時、アンタはアンタのルールを外れてでも、家族を助けに行ったんだろ」

　慰なぐさめの言葉ではない。

　傷をつけないために角を丸めた上うわっ面つらの言葉ではない。

「みんな、俺の持っていないものばっかりだ。あがいてもあがいても手に入らなくて、それでも絶対に摑つかみ取りたい、最後のゴール地点だ」

　憧どう憬けい。

　それは純粋であり、だからこそ浜はま面づらの心の内をストレートに表す。

「胸を張ってくれよ、ヒーロー。アンタは俺の憧あこがれなんだから」

　中年の男は、俯うつむいて、しばし無言のままだった。

　嚙かみ締しめていた。

　やがて、彼の体から震ふるえが止まった。一度は屈した男は、顔を上げてこう言ったのだ。

「……私も行く。黙だまっていたって状況は好転しない」

「良いのか、だって」

「君がフレメアって子を逃がさなければならないように、私も娘を助け出さないといけない」

「この混乱だ。娘さんがどこにいるか分かっているのか」

「私に似たところのある子だ。多分、下へ手たに動こうとはしていない。部屋の番号は分かっている。とにかくそこまで行ってみるつもりだ」

　そっか、と浜面は呟つぶやいた。

　彼は電動補助式ブロウパイプを摑つかみ直し、

「なら、俺ができる限りエッジ・ビーを引きつける。目的地が分かっているなら簡単だ。アンタはとにかく走れ」

「引きつけるって……自分が何を言っているのか分かっているのか!?　たとえ武器があったって不死身になれる訳じゃない。あんなものが大勢、一気に飛んできたら……ッ!!」

「俺のせいなんだ」

　遮さえぎるように、浜面は言った。

「この混乱も、エッジ・ビーが押し寄せてきたのも、変な能力者が壁をぶち破って暴れているのも、全部俺が招き寄せちまった。俺は全部解決できるほど強くない。できる限りしかできない。でもやらせてくれ。できる限りしかできなくても、俺にやらせてくれ!!」

　引き止める声を聞かず、浜面は屋内射しや撃げき演習場のドアから通路へ飛び出した。

　ちょうど、別の壁を破って『窒素爆槍ボンバーランス』の少女が顔を出したところだった。

「いい加減にフレメアと合流しろよ。そして私をあのガキの所まで案内してくれ」

「……ッ!!」

「それとも、逆をやってみるか。建物中に伝わるぐらい大きな悲鳴を上げさせてやれば、フレメアの方から近づいてきてくれるかな？　それともビビって逃げてしまうかな？」

　言葉に吞のまれる必要はない。

　何のために手に入れた武器だ。

　浜はま面づらは両手で電動補助式ブロウパイプを構え、レーザーポインターの赤い光点を少女の体の中央に当てる。それから一気に空気の吹き込み口から勢い良く息を入れた。電動のコンプレッサーが、その威力を数十倍へ膨ふくらませる。

　だんっっっ!!!!!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

　発射音ではない。弓矢と同じく、ブロウパイプは着弾音の方がはるかに大きい。だが能力者の肉を裂さいた音ではない。能力に弾はじかれた音でもない。少女は軽く身をひねっていた。ダーツ状の矢は通路の奥の壁へと突き刺さっていたのだ。

　少女の顔から余裕は消えない。

　しかし収穫だ。

　弾くのではなく避よけた。つまり当たればダメージになると判断した。防げないと思ったから回かい避ひした。あの能力者は、あくまでも窒ちつ素その槍やりを作る。三六〇度、全方位へ無敵の壁を作っている訳ではない。

　つまり、

（当てれば勝てる!!）

　第二射を撃うつため、浜面はブロウパイプの吹き込み口から四〇センチ辺りの所のパーツを開け、ズボンのベルトから抜いたダーツ状の矢を差し込んでいく。

　そこで『窒素爆槍ボンバーランス』の少女も動いた。

　轟ごう!!　と両手の先から槍を生み出し、それで左右の壁を面おも白しろ半分に切り裂きながら……ものすごい速度で一気に浜面との距きよ離りを詰める。

（くそっ、撃てるか!?）

　少女がこちらの懐ふところへ飛び込んでくるより早く、浜面は装そう塡てんを終えてブロウパイプのパーツを閉じた。

　だが両手で構えた時、すでに少女は必殺の領域に踏ふみ込んでいた。

　敢あえて片手の槍を一度消し、ブロウパイプの先せん端たんへ掌てのひらを被かぶせる少女。

「逆から吹いてやろうか？」

「ッ!?」

　とっさにブロウパイプから両手を離はなし、首を強く振って身をひねる。

　直後に窒ちつ素その槍が生まれ、ブロウパイプの内部を真まっ直すぐに貫いた。ボバッ!!　という爆風と共に、浜面の頰ほおすれすれを槍が貫き、ブロウパイプを破裂させた。鋭く尖とがった樹脂製の破片が浜面の肌を浅く裂く。

　衝しよう撃げきに薙なぎ払われた。

　床の上を転がる浜はま面づらは、ダーツ状の矢をズボンのベルトから引き抜く。直接応戦するつもりだったが、それより早く、少女の足が飛んだ。

「がっ!?」

　手首と肘ひじの間に小さな足が落ち、床へと縫ぬい止める。

　そして必殺の槍やりを生み出す掌てのひらを、突きつけるように浜面の胸へ向けた。

「フレメア＝セイヴェルン」

　素そつ気けなく、少女は呟つぶやく。

「予定通り、悲鳴であの女を呼び戻せるか、試してみるか」

　その時だった。

『黒くろ夜よる』

　特に携帯電話などないはずなのに、少女の懐ふところからノイズがかった声が飛んできた。

『問題が発生した。中断して外へ出ろ。施設内については、こちらが引き継ぐ』

「『アイテム』の増援か」

『違う。もっとまずい方だ。私の「力押し」の性質上、相性の問題であいつは止められない。元々、あいつの対処はお前の管かん轄かつだったはずだ』

「なるほど」

　言うだけ言って、少女は浜面の腕から足をどけた。

「ちょうど良かった。私としても、テンポが良すぎて手間取っていたところだ」

「ぐっ……」

　浜面は壁に手をついて必死に起き上がり、少女の行く手を阻はばもうとする。

　だが少女は予想外の行動に出た。

　手近な壁を『槍』で裂さくと、彼女はさらにその奥にあった、分厚い窓を体当たりで破ったのだ。

　甲かん高だかい音と共に、その小さな体が高層階から投げ出される。

　だが落下しない。

　水平に広げた二本の手、その先から噴き出す窒ちつ素その槍が、彼女の体を空中に留とどめている。単純な威力ではなく、『槍で気流を操作して』渦のような流れを背に生み出しているのだ。

「『アイテム』の名前を出したな」

　浜面は痛む体を引きずって、空中で静止する少女へ必死に問いかける。

「答えろ。フレメアだけじゃない。お前は、あいつらにも何かするつもりなのか」

「慌あわてるな。嫌いやでも分かるさ」

　それだけ言うと、少女は噴射を中断させ、背を下にした状態で垂直に落下していった。だが当然、彼女の目的は墜つい落らくではなく着陸のはずだ。地上付近でもう一度噴射を行うつもりなのだろう。

「くそ……」

　浜はま面づらはしばし考え、それから非常階段を目指す。

『窒素爆槍ボンバーランス』の少女は一時的に撤てつ退たいしたようだが、まだ建物の中には大量のエッジ・ビーが徘はい徊かいしている。
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　黒くろ夜よる海うみ鳥どりは地上へと着地した。

　個室サロンでの騒さわぎによって、建物の中から溢あふれ出してくる者、逆に野や次じ馬うまとして集まってくる者とが合わさって、建物の前は結構な人だかりができていた。

　彼女は『暗部』でありながら、それらの騒ぎに全く頓とん着ちやくしない。

　その表情にも余裕がある。待ち合わせの最中に携帯電話で適当にゲームをやっている学生だって、もう少しは真ま面じ目めな顔をしていそうなものだった。

「チッ。シルバークロース。問題の増援とやらはどこにいる」

　軽く周囲を見回すが、それらしい影は見当たらない。

　いるのは黒夜の動きを摑つかみ、暫ざん定ていで護衛の配置を進めようとしている、彼女の部下の男達ぐらいだ。

　黒夜は近くにあったオープンカフェの座席に腰掛けると、四人掛けの丸テーブルの空いた席にイルカのビニール人形を置き、店のお勧めらしき紅茶を適当に注文する。

　やってきたティーカップに口をつけ、

（……どこかの誰だれかは頭を抱えてんだろうけど。ま、ルートを接続するにはこれぐらい派手にやった方が良いか）

　当然、大空を飛ぶエッジ・ビーの群れも、個室サロンが襲しゆう撃げきされているのも、街の住人は目撃している。だが、だからと言って具体的に凶行を止められる者はいない。変だ、おかしい、そうは思っても、刻一刻と変化する状況にはついていけない。

　これが、住んでいる世界の違い。

『暗部』。

　そもそも上うわっ面つらの建前よりも強力でなければ、『闇やみ』は『闇』として機能しない。

（さて、シルバークロースのエッジ・ビーがフレメア＝セイヴェルンを追い込むまでは、邪じや魔まな増援は私の方で何とかしないといけない訳だが……肝かん心じんの野郎の位置情報も教えてほしいもんだ）

　その時だった。

　カツン、という足音を聞いた。

　黒夜海鳥は口元に邪悪な笑みを浮かべる。

　匂においを感じる。まともではない者の匂い。行き交う人々に紛まぎれ込もうとして、明らかに失敗している者の匂い。有あり体ていに言えば、『闇やみ』に身を浸した者だけがまとっている匂におい。

「おや？」

　黒くろ夜よるが声を上げるのと、テーブルの上に紙片が滑すべり落ちるのはほぼ同時だった。

　流は行やりものらしい紅茶の脇わきに添えられたのは、一枚の写真だった。

　フレメア＝セイヴェルンの。

「……参ったね、報告通りだ。本来なら、アンタの登場はもうちょっと先だったはずだけど」

　ニヤニヤと笑いながら、黒夜はテーブルの向かいに声をかけた。

　そこにいたのは超レ能ベ力ル者５だった。

「まったく、第四位の方が簡単だったのに」

　そう。

　やってきたのは、第一位の一方通行アクセラレータだった。







　一方通行アクセラレータはフレメア＝セイヴェルンの写真をテーブルへ投げ、相手の反応を窺うかがった。

　マーカーで色分けされた地図など、いくつかの情報を参考にこの近くまでやってきた訳だが、一番の判断材料は、先ほどの爆発と大量の無人偵察機だった。正直、ここを経由しなければ、ビルか無人偵察機の出所、どちらかに向かっていただろう。

　その足を止めてまでオープンカフェに目を向けたのは、偶然だった。

　あまりにも、分かりやすく。

　周囲の風景に複数の部下を溶け込ませた状態でくつろいでいる、『闇』の匂い満点の馬ば鹿かを見つけたからだ。

「座ったら？」

　薄うすい笑みの中に剣けん吞のんな眼光を混ぜた少女が、そんな事を言う。

「店のお勧めだってさ。名前は、んー、長ったらしくて良く分かんないな。まあ飲んでみれば？　不ま味ずいのは間違いないけど」

　一方通行アクセラレータは少女と向かいの席に腰掛け、勧められたものとは別の銘めい柄がらを注文した。

　こちらも不味かった。

「……どォしよォもねェな」

「人生なんてそんなもんだよ」

「オマエは？」

「自己紹介なんてすると思う？」

「黒夜海うみ鳥どり」

「……チッ。確認作業の方の質問かよ」

　辺りを軽く見回せば、配置しておいたはずの部下の数が二、三人足りない。顔も名前も覚えなくて良いレベルの重要度しかない連中だったが、どうやら物陰にでも引きずり込まれたらしい。

　代わりに、片腕をギプスで固めたアオザイの女が、こちらを見て軽く手を振っていた。ただしその笑みは侮ぶ蔑べつしか込められていない。

（分かりやすい手口だが、言われるまで私に気づかせなかった手並の方は褒ほめるべきかね）

　黒くろ夜よるは諦あきらめて、

「ご名答。……指の二、三本でも切り飛ばした？」

「路地にある生ゴミの自動処理オートメーシヨン装置に放り込ンで、しゃべるか肥料になるか尋ねただけだ」

「え、そのレベルでしゃべったの？　じゃあ私の方で切り飛ばしておかないとな」

「だがいただけねェな」

　一方通行アクセラレータは遮さえぎるように付け足す。

「大した情報を持ってねェ。オマエとシルバークロースってヤツの名前と、『新入生』ってキーワードぐらいか。……そォそォ、その『新入生』ってのは、みっともねェプライドの拠より所としちゃよっぽど重要らしいな。オマエ達の名前は吐はいても、そっちについてはしゃべらなかった」

「……足も含めて指全部切り飛ばすか」

　頰ほおを膨ふくらませて物ぶつ騒そうな事を語る黒夜。

　ストレス発散のためのプロセスなのか、彼女は別の席に置いてあるイルカのビニール人形を掌てのひらで撫なでながら、

「で、アンタ何なの？」

「こっちの台詞せりふだ」

　一方通行アクセラレータは吐き捨てるように、

「『闇やみ』は消えたはずだ。俺が消した。街中の『暗部組織』を縛しばる構造そのものを撤てつ廃ぱいさせた。あの忌いま々いましい第三次世界大戦の終戦間ま際ぎわで、そォなるように話を進めた。上層部の都合で操られる人間は解放されたはずだ。にも拘かかわらず、何でオマエみてェにあからさまなヤツが動いている？」

　第三次世界大戦の終結間際、彼は上層部の使いの者にこう告げている。

（今後、あのガキや妹達シスターズを盾たてに使って命令を飛ばすな。第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンも凍結しろ。殺すも作るも関係ねェ。オマエ達の都合で、これ以上あいつらの命を弄もてあそぶな）

　そして、

（俺と似たよォな境遇の連中も解放しろ。誰だれかしら、何かしらの盾を使って無理矢理に『闇』の世界で汚れ仕事を押し付けるのは許さねェ。一つの事例でも確認できたら、俺は問答無用でオマエ達に牙きばを剝むく。何度でも、何十度でも、暴ぼう虐ぎやくの数だけオマエ達を叩たたき潰つぶす）

「確かに」

　黒くろ夜よるはカップを口元に近づけ、その香りを嗅かぎ、嗅ぎ、嗅いで、やっぱり違いが分からない事に首を傾かしげつつ、

「一度は通達があった。鎖くさりとして機能していた人質や条件は白紙に戻された。喜んでいるヤツもいたんじゃないかな。それはアンタの恐怖が上層部まで伝達したというよりは、あの戦争でアンタが必要な役割をこなしたから、そのご褒ほう美びにって感じだったろうけど。……例の『借金』、戦争の功績でチャラになったんだろう？」

「……、」

「私はね、本人に出会ったら直に言ってみたい事があったんだ。いや、実を言うと今の今までサッパリ忘れてたけど、その面つらを見たら思い出した。だから言おうか遠えん慮りよなく」

　そこまで言うと、黒夜はカップを手にしたまま、一度だけ瞳ひとみを閉じた。

　そして開く。

　告げる。




「……世の中全ての人間が、仲良しこよしになりてェとか思ってンじゃねェぞ」




　直後だった。

　ゴッ!!!!!!　という爆音と共に、テーブルが真っ二つに裂さけた。
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　一方通行アクセラレータは軽く首を横に振る。

　口元に寄せていたカップがテーブルと同じように切断され、中身の液体が宙を舞う。

　彼は学園都市最強の能力者だが、首元にあるチョーカー型の電極のスイッチを切り替えなくては能力を使用できないのが欠点だった。とっさの行動に、レスポンスが間に合わない。

　だから一度目は避よけた。

　ただし二度目は必要ない。

　空いた手で首筋のスイッチを切り替えると同時、安っぽい色の紅茶が彼の上半身にぶつかり、その全すべてが弾はじかれた。一方通行アクセラレータの肌に火傷やけどの痕こん跡せきはない。そして続けざまに放たれた黒くろ夜よるの『攻こう撃げき』も、同じ末路を辿たどらされた。

　すなわち、反射。

　黒夜は椅い子すを後ろへ飛ばすように勢い良く立ち上がり、全力で身をひねり、かろうじて自らの攻撃を避さける。手にしていたカップは切断されていた。残った取っ手の部分を路上へ捨て、イルカのビニール人形を摑つかむ。

　紅茶もテーブルも向かいの席もなくなった中、ただ一人椅子に座ってくつろぐ一方通行アクセラレータは、

「……その言葉遣い、いや、演算のパターンは……」

「気づいちゃったーン？　そりゃ気づくか。何しろアンタのパターンの一部を植え付けて強化している訳だしな」

「『暗くら闇やみの五月計画』か」

　一方通行アクセラレータは鼻で笑った。

　学園都市の暗い所で行われていた、非人道的プロジェクトの一つ。学園都市最強の超レ能ベ力ル者５の思考パターンを分析した上で、その一部分を他者へ強引に組み込む事で、人格の安定性と引き換えに能力の強度を飛ひ躍やく的てきに上げようという計画。

「一部を強引に植え付けただけの小者と、第一位そのものの俺。どっちが強いか、実演しねェと分からねェレベルの馬ば鹿かなのか？」

「言ってろガキが」

「これは引き金だ」

　一方通行アクセラレータは、椅子の肘ひじ掛けを人差し指で軽く叩たたく。

「ここから俺が立ち上がれば、オマエは死ぬ。それでも立ち上がらせてみるか？」

「確かに、正面からまともに殴なぐり合えば勝算は低い。だからアンタは『後回し』にしていた訳だしね」

　ただし、と黒夜は付け足して、

「……私が今やってる戦いの勝敗条件は、真正面からの殴り合いじゃない」

「───、」

「アンタの力はさ、壊こわす事には向いていても、守る事には向いていないンじゃないの？　私と同じよォに、さ!!」

　叫び、黒くろ夜よるはイルカのビニール人形を脇わきに抱えたまま、空いた手を横に振る。

　いきなり始まった騒そう動どうを遠巻きに眺めていた野や次じ馬うま達に向けて。

　テーブルを引き裂さくほどの力を放つ掌てのひらを、生身の人間へ放つために。

　同時、一方通行アクセラレータは跳ね上がるように椅い子すから立ち上がった。

　攻こう撃げきは、風に近かった。

　黒夜と野次馬の間に割り込んだ一方通行アクセラレータは、槍やりや矢にも近いその攻撃を、即座に吹き散らす。

「引き金だ」

　弾丸のように、言葉で胸を突く。

「オマエが引いた。末路も受け取れ」

　ニィ、と黒夜海うみ鳥どりは笑う。

　彼女の周囲には、自らが吹き飛ばしたテーブルや路面などの破片がわずかに舞っていた。その中にある二つに裂けた写真を指差し、黒夜は提案する。

「出てきたぞ」

「何がだ」

「フレメア＝セイヴェルン」

　ピクリ、と学園都市最強の怪物の眉まゆが微かすかに動く。

「ちょいと遊ぼォか、第一位」

「……、」

「このガキは近くにいる。写真みてェにスッパリ首を斬きれるかどォか。勝負をしない？」

　そして。
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　浜はま面づら仕し上あげは個室ビルの建物の外へと飛び出した。

　建物の中はメチャクチャで、油断していると窓や扉を突き破ってエッジ・ビーが複数同時に飛び込んでくるような地獄だったが、それでも突破する事に成功したのだ。

　円盤の外枠に配置されたチェーンソーに怯ひるみさえしなければ、対処の仕方は色々ある。例えばシャンプーハットのようなプロペラにスプレー缶を投げ込んだり、カメラのレンズに消火器を叩たたきつけたり、バッテリー部分へ火の点ついた煙草タバコを挟んだウィスキーの瓶びんをぶつけたり、といった方法などだ。

　エッジ・ビーには物を摑つかんで遠心力で加速させ、壮絶な投とう擲てきを行う機能もあったが、チェーンソー部分では対処できない角度から投げ込んだり、下へ手たに『摑む』と砕ける瓶のようなものを使ったりすれば、十分対処はできる。

　自爆機能が機能停止のみと直結していたのも幸いだっただろう。状況に合わせて任意に起爆できる方式だったら、浜はま面づらはエッジ・ビーに近づく事すら許されなかった。

（フレメアはどこだ!?　もう外に出ているのか。それともまだ中か!?）

　騒さわぎを聞きつけて集まって来た野や次じ馬うま達をかき分け、辺りを見回して少女を捜す浜面だったが、同時に何か得え体たいのしれない違和感を覚えていた。

　何かがおかしい。

　腑ふに落ちない。

　エッジ・ビーの大群が押し寄せる建物から出られた事は、言うまでもなく幸運だった。それを望んでいないはずがない。浜面だって、それを願って必死に戦い続けていた。

　だが。

（スムーズ過ぎる……）

　素直にそう思う。

　いかに様々な経験を積んできたとは言っても、浜面の本質はその辺の不良少年と変わらない。状況を打破するために必要な、特殊な能力なども使えない。あれだけの殺人兵器───そう、人を殺すためにあらかじめ設計され、人を殺すのが当たり前となっている機械の群れ──をやり過ごせるはずがないのだ。

　一回二回なら、奇跡の範はん疇ちゆうに収まったかもしれない。

　だが、浜面が遭そう遇ぐうしたエッジ・ビーの数は一〇を超えていた。建物の中全体には、もっと多くのエッジ・ビーが展開されていたはずだろう。

　何な故ぜ生き残れた？

　単なる偶然か？

　そこに何者かの意図は介入されていないのか。

「フレメア!!　どこだ、いないのか!?」

　だが深く考えている余裕はない。

　エッジ・ビーの大群からは、あくまでも『逃げた』だけだ。全滅させた訳ではない。それに何より、あれはあくまで無人偵察機。浜面の予想が正しければ、あれを操っている『本命』の脅きよう威いは……あの能力者の少女や、以前にも見た駆動鎧パワードスーツなどは、その比ではない。

　その時だった。

　辺りを見回す浜面の耳に、聞き慣れた少女の声が届いた。

「……大体、！　こっち、浜面……来て……ッ!!」

「フレメア!!」

　慌あわててそちらへ振り返るが、やはり野次馬の数が多すぎる。その上、フレメアの身長はかなり低かった。完全に埋もれてしまっているのかもしれない。

　見つけられない。

　合流できない。

　焦あせりだけが膨ふくらみ、ただでさえ人を捜すのに不向きな混雑の中で、人物確認の精度が下がっていく。

　そして。

　戸惑っている間に、次の災さい厄やくが来た。




　ゴバッ!!　という轟ごう音おん。

　路上駐車の自動車を蹴け散ちらすように現れた、駆動鎧パワードスーツの巨大な影。




　あまりにも街並みから乖かい離りした物体だった。その違和感に、浜はま面づらは根拠もなく地下街で暴れていた八本脚と同種の匂においを感じ取る。

　二本の腕に二本の脚。

　以前の滑かつ腔こう砲ほうを備えた八本脚に比べれば『大人しいデザイン』ではあるものの、何なに分ぶん、サイズが巨大過ぎる。とてもではないが、手足を機械それぞれの部位に通せるとは思えなかった。胴体部分にスペースを用意しているのだろう。背中には無数の細い柱があり、そこには見覚えのあるエッジ・ビーがいくつも突き刺さっていた。

　野や次じ馬うま達は、そのモデルを呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　知識として『学園都市では実用化されている』事は知っていても、実際に目まの当たりにする機会はそうそうあるものではない。

　一方、駆動鎧パワードスーツは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　目もく撃げき者しやなどお構いなし。

　間にいる野次馬達など気に留めず、巨体をそのままターゲットへ突っ込ませてくる。

　つまり、フレメア＝セイヴェルンを押し潰つぶすために。

「───ッッッ!!!???」

　男女複数の悲鳴が炸さく裂れつした。

　慌あわてて転がるように避ひ難なんする人々を無視して、駆動鎧パワードスーツが真まっ直すぐ突き進む。

　浜面は動けなかった。

　フレメアがまだどこにいるか、その正確な位置が分からなかった、というのもある。だがそれ以上に、エッジ・ビーの時とは違い、圧倒的に冷たい負の感情が、浜面の皮ひ膚ふを突き破って縛しばり付け、その身動きを封じていたのだ。

　生身の殺気。

　ただの機械には出せないもの。

　完全に縫ぬい止められた浜面の眼前で、駆動鎧パワードスーツは路上駐車してあった自動車を跳ね上げた。それは空中で三回転もすると、地面に向かって落下してくる。

　その先を見た浜はま面づらはギョッとした。

　いたのだ。

　フレメア＝セイヴェルン。おそらく他の野や次じ馬うまが逃げ惑う中で押し倒されたのだろう。彼女は路上にうつ伏せで倒れていた。そして近くには、ベビーカーが放置されていた。親がパニックを起こして逃げ出したのか、あるいは野次馬の流れに分断されたのか。ポツンと残されたベビーカーの中には、性別の見分けも難しい年齢の子供が収まっている。

　浜面の足が、ようやく恐怖から引き剝はがされた。フレメアの方へ必死に走ろうとする。

　だが遅い。

　逃げろ、と彼は叫んだ。

　フレメアは頭上に迫り来る自動車と、ベビーカーを交互に見た。

　その葛かつ藤とうが、わずかに残っていた生存の可能性をゼロにした。

　自動車が、落ちる。

　ベビーカーの中に残された赤ん坊は状況を理解していないのだろう。車体を大きく回転させ、太陽光を乱反射させるサイドミラーに向けて、無邪気に小さな手を伸ばしていた。

　直後に、破は壊かい音おんが炸さく裂れつした。




　ゴッ!!　と。

　運動量、熱量、電気量。あらゆる『向きベクトル』を制御する一方通行アクセラレータの飛び蹴げりによって、自動車を横合いへ吹き飛ばす音が。




　猛烈な速度で突っ込んだ一方通行アクセラレータの体は、その場でわずかに滞空した。一方、運動エネルギーをまともに浴びた自動車は勢い良く薙なぎ払われ、野次馬のいない方向へと正確に突っ込んでいく。ビリヤードのように、運動量を交換したのだ。

　ふわり、と。

　重さを感じさせない仕草で、一方通行アクセラレータはフレメアの間近に着地する。

　鳴り響ひびいた轟ごう音おんにようやく危機感を覚えたのか、ベビーカーの赤ん坊が盛大に泣き出したが、彼はそちらを振り返らなかった。

　駆動鎧パワードスーツ。

　黒くろ夜よる海うみ鳥どり。

　直接的な脅きよう威いを与えてくる存在の位置を確認しながら、一方通行アクセラレータはポツリと呟つぶやく。

　最後の最後で、逃げる事をためらったフレメアを称しよう賛さんするように。

（……こォいう役目は、本来俺じゃなくてあのクソ無レ能ベ力ル者０のはずなンだろォけどな）

　自分自身と少女の両方に込めて、怪物は告げる。

「ヒーローにゃあ向いてねェな、クソガキ」







　その瞬しゆん間かん。

　浜はま面づら仕し上あげは困惑した。

　何な故ぜこの場面で、学園都市最強の超レ能ベ力ル者５が出てくる？

　浜面やフレメアといった無レ能ベ力ル者０と、能力開発のトップに君臨する超レ能ベ力ル者５達は、ほぼ正反対の位置に存在する。浜面としては馬ば鹿か馬ば鹿かしい限りだが、この街では、よほどの事がない限り超レ能ベ力ル者５が無レ能ベ力ル者０を助けようとは思わない。彼らがそれだけの『価値』を感じる事がないからだ。

　もちろん助けがあるのはありがたい。

　浜面が抱えている問題は、無レ能ベ力ル者０が頭を突き合わせてアイデアを出せば突破できるレベルを超えてしまっている。

　彼は第三次世界大戦の最激戦区、ロシアやエリザリーナ独立国同盟などでも一方通行アクセラレータと出会っている。ロシア軍はおろか、学園都市が『戦争』のために本気で投入した最新兵器を、生身で圧倒するような人間の手を借りられれば、どれだけ心強い事か。

　だが。

　何か、気味の悪いものを覚えているのも事実だった。

　エッジ・ビーの大群から『運良く』逃げ切れたのと同じように。

（……使えるか？）

　過去に滝壺をテロリストから守ってくれた事はあったものの、『別の理由』から、正直、あの第一位には良い印象がない。

　しかし今は選えり好みをしているだけの余裕はない。

（……何でも良い。この局面を切り抜けられるなら。あいつは駒こま場ばのリーダーをブチ殺した嫌いやなヤツだけど、だからこそ、あいつにはフレメアのために戦う理由がある!!）







　その瞬間。

　駆動鎧パワードスーツは、通信を介して同どう僚りようの歓喜の声を聞いていた。

『来た来たきたァァァああ!!　シルバークロース!!　「接点」は生み出された。あと一押しだ。ここでラインを「確定」させちまえ!!』

「向こうも狙ねらいに気づいている可能性があるが」

『気づいていたってどうにもならないさ。そのために生殺しにしてきたフレメア＝セイヴェルンだ！　ここまで来れば、もう流れは変えられない。本人達が否定しようとしてもな!!　あいつを使えば「確定」できる。チェックメイトだ、シルバークロース!!』

　駆動鎧パワードスーツの内側で、舌打ちの音が響いた。

　彼は本来、ＴＰＯを弁わきまえて着こなす人間だ。

「クソッたれが。ビーランチャーこいつは戦せん闘とう向きのモデルじゃないっての!!」

　毒づきながらも、駆動鎧パワードスーツは大きく前へ出る。

　間にあるガードレールや消火栓せんなどを、建設重機のように蹴け散ちらしながら。







　その瞬しゆん間かん。

　シルバークロースの巨大な駆動鎧パワードスーツが突とつ撃げきしていくのを、少し離はなれた所にいる黒くろ夜よるは観察していた。

　オーダーメイドの駆動鎧パワードスーツとはいえ、それだけでは学園都市第一位を粉砕する事はできないだろう。

（……それで問題ない）

　ゴッシャアアア!!　という金属の潰つぶれる轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　重機のバケットより頑丈な鋼鉄の指で地面のフレメアを摑つかみ取ろうとした駆動鎧パワードスーツの腕が、一方通行アクセラレータの能力によって丸ごとへし折られた音だった。

　衝しよう撃げきは根のように侵食し、壊こわれた腕をさらに引き千ち切ぎり、外殻に亀き裂れつを走らせ、駆動鎧パワードスーツを動かすために必要な機構へ次々と高い負荷を与えていく。

　通常であれば、それで終わっていただろう。

　だが違う。

（……この勝負、勝ち負けの定義は力技じゃない!!）

　シルバークロース＝アルファは、分厚い駆動鎧パワードスーツを『着て』いるのだ。

　つまり、




　バクン!!　と。

　突とつ如じよとして、現在進行形で破は壊かいされている駆動鎧パワードスーツの前面が開いた。

　その中身を、シルバークロースを排出するために。




　中身もまた、生身の人間ではなかった。

　アルマジロのような曲線の装甲で構成された、極めて小さな駆動鎧パワードスーツだった。

　何らかの装置やセンサーを使って姿勢制御を行っているのだろう。アルマジロは巨大なモデルから飛び出した勢いのまま、空中で勢い良く回転する。

　天地逆さまの格好で、地面にへたり込むフレメアの真上を通過する。

　いや違う。

　彼女の後ろ首を、アルマジロは正確に片手で摑み取る。

　無線機に向かって、黒くろ夜よるは力強く叫ぶ。

「シルバークロース!!　そのままさらえ！　それで決着がつく!!」

　単なる破は壊かいで止まると思っていた一方通行アクセラレータは、わずかに対応が遅れた。

　次の一手が来る。

　悲鳴と共に、周囲の人混みが左右に割れた。

　その間を突っ切って来たのは、後部に巨大なプロペラを備え、四本の脚を『滑すべらせる』事で時速八〇〇キロを叩たたき出す高速移動用モデルだ。脚の先せん端たんからは『滑走補助スリツプオイル』と呼ばれる液体を出して滑なめらかな移動を可能にするが、揮き発はつ性せいの高い『滑走補助スリツプオイル』は、追跡のヒントを一切残さない。

　動きは単調になるが、シルバークロースの所有モデルはプログラムでも動かせる。

　その前面の分厚いハッチが開く。

　フレメアを捕らえたシルバークロースはもう一度空中で半回転すると、四本脚の内部へ綺き麗れいに収まる。

　金庫のような分厚いハッチが閉じる。

　乗り換えが終わる。

　彼はＴＰＯを弁わきまえて着こなす人間だ。

　つまり。

　状況を鑑かんがみ、今は『一刻も早く逃走するのに最も適したモデル』を使っているはずだ。

　ブォン!!　と後部のプロペラの勢いが増す。

　爆風が発せられた。

　一方通行アクセラレータが装甲を摑つかむより早く、駆動鎧パワードスーツは一気に加速を開始する。

　その手が空を切った。

　そう思った時には、すでに弾丸のように街中を突っ切っている。

　黒夜海うみ鳥どりは気配を消して人混みの中に紛まぎれつつ、通信機に向かってこう話す。

「これで、私達の勝ちだ」

　取り残されたように、ベビーカーの赤ん坊の泣き声だけが炸さく裂れつしていた。

　人間の原始的な感情を刺激するその声は、しかし『闇やみ』にまでは響ひびかない。
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　時間がない。

　その一部始終を見ていた浜はま面づら仕し上あげは自衛のためにへし折れた鉄パイプ───おそらく駆動鎧パワードスーツが破は壊かいしていったものの一つだろう───を拾い、一方通行アクセラレータの方へと走った。

　使える戦力は何でも使う。

　滝たき壺つぼ、麦むぎ野の、絹きぬ旗はたと違って、あの第一位には巻き込みたくないと思うほどの義理は存在しない。

　フレメア＝セイヴェルンがさらわれてしまった以上、一刻の猶ゆう予よもない。

　彼女を守りたかった駒こま場ばを殺したのが、一方通行アクセラレータだ。

　ならば、あいつにはフレメアを守らなくてはならない『理由』がある。







　人混みに紛まぎれて街を歩く黒くろ夜よる海うみ鳥どりは、ほくそ笑む。

（フレメア＝セイヴェルンそれ自体には何の価値もない。あれは単なる無レ能ベ力ル者０だ。本来であれば、この街の『闇やみ』に関かかわる必要もなかっただろう）







「第一位!!」

　浜はま面づらは叫んだが、一方通行アクセラレータは振り返りもしなかった。

　麦野以上の怪物に対してどこまで意味があるのかも分からなかったが、浜面は折れた鉄パイプを構える。

「時間がない。協力しろ。バラバラにあの子を追うよりは効率が良くなるはずだ。少しでもあの子を助けたいって思う気持ちがあるなら協力しろ!!　あの子が誰だれだか分かっていないようならここで教えてやる。聞けば、お前も参加するべきだって分かる。あの子は……」

「───、」

　一方通行アクセラレータは軽く手を振った。

　それが浜面の持つ鉄パイプに触れた途と端たん、形勢は逆転していた。

　ゴギン!!　という鈍い音。

　一いつ瞬しゆんで彼の手から鉄パイプが飛ばされるどころか、その体が地面へと叩たたきつけられていた。一方通行アクセラレータは首筋にあるスイッチを切り替えながら、倒れた浜面へとのしかかってくる。

　確実に、無力化させるために。

　最低でも両腕の関節を外し、これ以上の戦せん闘とうを一切行わせないために。

　敵の敵が味方なんてルールはない。

　そもそも、その場限りで助ける事と、継続的に行動を続ける事は、心理的な原動力が全く違う。







　黒夜はフードだけ頭に引っ掛けた状態の白いコートを左右に揺らしながら、計画の進しん捗ちよくを再確認する。

（……重要なのはその人脈だ。フレメアは駒こま場ば利り徳とく関連で彼を殺した一方通行アクセラレータと接点を持ち、しかも同時にフレンダ＝セイヴェルン関連で浜はま面づらや『アイテム』の麦むぎ野の辺りとも繫つながりを持つ）







（……甘く、見てた……）

　浜面は押し倒されたまま、歯を食いしばる。

　一方通行アクセラレータの手が、浜面の首へ伸びる。

　このまま頸けい動どう脈みやくでも締しめられたら一発で意識を奪われる。そしてフレメアがさらわれた今、そんな事で時間を浪費すればどれほど事態が悪化するかは想像もつかない。

　何としても、逆転しなければならない。

（……何でも良い。とにかくこいつを俺の上からどかす材料は……ッ!!）

　闇やみ雲くもに手を振るうと、右手が硬い感触を摑つかんだ。地面に落ちている物にぶつかったのだ。それは拳けん銃じゆうだった。おそらく警備員アンチスキルが騒さわぎの中で落としたのだろう。

　だがこれだけでは足りない。

　大型の駆動鎧パワードスーツを片手で破は壊かいするような怪物だ。たかが九ミリを真正面から撃うった程度でどうにかなるとは思えない。







　黒くろ夜よるは携帯端たん末まつを取り出し、『上』の紛ふん糾きゆうしているやり取りを確認する。

（そう、浜面仕し上あげと一方通行アクセラレータ。この二つの点を結び、太いラインを構築させる事こそが重要だった）







　その時だった。

　一方通行アクセラレータの視線に異変を感じた。彼は浜面の方を見ていない。いかに小者とはいえ、制圧途中の相手から意識を外すなんてまともな事態ではない。

　浜面は倒れたまま、目線で一方通行アクセラレータの見ているものを追う。

　人混みの中に、誰だれかがいた。

　小さな少女だった。

　浜面は知らなかったが、それは打ち止めラストオーダーと呼ばれている少女だった。

（……使、えるか……？）

　手の中の拳銃が、ズシリという重さを改めて伝えてくる。

　第一位は確かに怪物だ。

　だが、自分自身の身を守る能力と、他者を守る能力は全くの別物だ。

　あの少女が第一位の知り合いなら、脅きよう迫はく材料として使える可能性はある。

　人混みや野や次じ馬うまの中でも、浜はま面づらと少女までの射線は通っている。距きよ離りは一二メートルほど。じっくり狙ねらって撃うてば確実に当てられる。それを材料に、あの怪物と交渉もできる。

（……どうする？）

　あれほどの怪物に、まともな手段で対抗なんてできる訳がない。

　そして、フレメア＝セイヴェルンを救出するためにも、今は一秒だって惜しい。

（……どうする）

　ぴくり、と浜面の右手が動いた。

　だが彼が具体的な行動に出るより早く、一方通行アクセラレータの反はん撃げきがあった。

　ゴン!!　という鈍い音と共に、浜面の右手首と肘の間に鈍い衝しよう撃げきが走る。

　腕の骨に全体重を預けるような格好で、一方通行アクセラレータは右手を浜面の腕へ強く押しつける。







　上層部の危機感がシナリオ通りの数値を叩たたき出している事に、黒くろ夜よるは満足する。

（そりゃそうだ。第三次世界大戦の終結間ま際ぎわ、浜面と一方通行アクセラレータはそれぞれ学園都市の『上』と交渉した。それによって、『上』はおよび腰になっている。あんなにも危険なのに。あんなにも目め障ざわりなのに、『交渉』によって手出しができなくなった）







「ぎ、ぁ……ッ!?」

　五本の指から拳けん銃じゆうが離はなれたのを確認してから、一方通行アクセラレータはもう片方の手を電極のスイッチへ伸ばした。

「……こいつが切り替わった瞬しゆん間かんに、オマエは全身の血液が逆流して死ぬ」

　冷れい酷こくな声で、一方通行アクセラレータは告げる。

「その前に一つだけ答えろ」

「何をだ」

「何な故ぜためらった。あのガキに向かって引き金を引く余裕はあったはずだ。……実際に、弾が当たるかどォかはさておいてな」

　もっとも、そうなっていれば、彼は容よう赦しやなく浜面を殺害していただろう。当たる当たらないではなく、引き金にかかった指がピクリとでも動いたその瞬間に。

　浜面は、届かない拳銃などに目はやらない。

　一方通行アクセラレータの目を、正面から見据える。

「……理由がなかった」

「何？」

「用があるのはアンタだけだ。あの子は関係ない。巻き込む理由がない」

「俺がこの状況にどォ関係している」

「駒こま場ば利り徳とく」

　浜はま面づらが名前を呼ぶと、一方通行アクセラレータの眉まゆがわずかに動いた。

　構わずに浜面は続ける。

「テメェがその手で殺した男が、最期の最期まで守りたかったのが、あのフレメアって女の子だ。……アンタは駒場のリーダーが何で学園都市の『闇やみ』と戦ったのかを知っているはずだ。だからテメェには何の関係もない無レ能ベ力ル者０のために一度は戦った。でもそれだけじゃ足りない。テメェが本当に駒場のリーダーの遺志を汲くみ取ったっていうなら、テメェにはフレメアを助けなくちゃならない理由がある」







　黒くろ夜よるの携帯端たん末まつに、メールの着信があった。

　おそらくシルバークロースの駆動鎧パワードスーツも同じ内容のメールを受け取っているはずだ。

（だから、安定した局面をひっくり返す）







　チッ、と一方通行アクセラレータは舌打ちした。

　浜面に掛けていた体重をどかし、改めて起き上がると、彼はポツリと呟つぶやく。

　過去の誰だれかにではなく。

　今、策さく謀ぼうを巡らせている何者かに。

「……俺の独断ではなく、駒場の遺志だと？　クソ、そォいう仕掛けか」







　黒夜は文面に目を通す。

　それは上層部の決定。

（浜面仕し上あげと一方通行アクセラレータ。それぞれの勢力が個別に動いていれば、学園都市も交渉を行う余裕があったはずだ。だから、『上』は一時的でも二人を野放しにした。だが、この反逆者が結束してしまったら？　一つの大きな反乱分子となったら？　もう『上』には交渉する余裕なんて残らない。リスクを負ってでも確実に潰つぶさないと安心して眠る事すらできなくなる。……非殺傷の『観察対象』から、一気に『殺害対象』まで許容の範囲が広がる）







「なん、だと……？」

　浜はま面づらは怪け訝げんな顔をしたが、一方通行アクセラレータはまともに答えなかった。

　確かに、この流れは止められない。

　今のところ、彼らの動きは黒くろ夜よる海うみ鳥どりら『新入生』の思うつぼだ。







　攻こう撃げき許可。

　過程に些いささかの疑問があるものの、現状、出現してしまった脅きよう威いのレベルは確認できた。

　一方通行アクセラレータ、浜面仕上、両勢力の人材・資金・備蓄を速すみやかに解体するべし。

　必要であれば、殺害も容認する。

　……シンプルなその文面は、まさに黒夜が『上層部』から引き出したかったものだ。

（浜面は馬ば鹿かだからさておいて、一方通行アクセラレータは気づいているだろう？　そうだろう!?　だけど今さら止められないんだよなあ!!　だって知ってしまったから。罠わなだろうが何だろうがこのままではフレメアが殺害される事は目に見えているから!!　アンタは飛び込むしかないだろう。だからこそ頭にくるんだ、アンタらみたいな甘っちょろい『卒業生』はさあ!!）

「くっく。はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　黒夜は人混みに紛まぎれている事も忘れ、思わず爆笑してしまった。

　周囲の人々が何事かとこちらへ注目する。

「『新入生』代表からの挨あい拶さつです」

　それを無視して、黒夜海鳥は口の中だけでこう呟つぶやいた。

「せいぜい楽しんでくれよ、『卒業生』の皆さん」







　ならば。

　一方通行アクセラレータは番外個体ミサカワースト宛あてに携帯電話でメールを送る。文面は、敵の狙ねらいが分かった事。彼らの標的の範囲は黄よ泉み川かわや芳よし川かわにまで及ぶ可能性が出てきたため、打ち止めラストオーダーを連れてマンションに戻った後、彼女達『善人』を、何があっても守り通せ……といったものだった。

　送信完了の文字を確認してから、彼はポツリと呟いた。

「……良いだろう、乗ってやる。その上で、真正面からぶっ壊こわすのが『あの野郎』のやり方だったよなァ」
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　車を盗むのは何度目になるだろう。

　一度個室サロンのビル前から離はなれた浜はま面づらは、立体駐車場に停とめてあった２ドアのスポーツカーの鍵かぎを外す。エンジンをかけるのには多少のコツが必要だが、浜面はそういった『表には出しにくい技術』を実際の経験で学んでいた。

「乗れ!!」

　浜面が運転席から声を張り上げ、一方通行アクセラレータが面倒臭くさそうな調子で助手席へ乗り込むと、スポーツカーは急発進する。

「……それにしても、襲しゆう撃げき犯はんの目的はフレメアだったんじゃない。俺とアンタを結びつけて、俺達を『上層部に危機感を抱かせるサイズとして扱わせる』事だったとはな……」

　車を盗むまでの間に、第一位から聞かされた『真相』を思い出し、浜面は呟つぶやく。

　一方通行アクセラレータは吐はき捨てるように、

「あいつらは上層部を焚たきつけよォとしていた。おそらく、今回の件は上層部の意思から外れちまってる。何しろ、『闇やみ』から逃れるチャンスはあったのに、わざわざもォ一度『闇』へ戻ってきたほどの戦せん闘とう狂きようどもだからな」

「まともじゃない……。どうすれば、あんな所に居心地の良さを感じられるんだ」

「問題なのは連中の異常さじゃねェ。あいつらが定めた『一個の反乱分子』の範はん疇ちゆうに、俺やオマエ以上の『外野』も加わっちまってる可能性が高いってトコだ。つまり、ラインの合流を『上』が承認したら、俺の知り合いのマンションまで襲撃されるかもしれねェって訳だ。当然、オマエの知り合いについても」

「……滝たき壺つぼ、麦むぎ野の、絹きぬ旗はた。あいつらが、もう一度引きずり込まれるってのか？」

「こォなりゃ総力戦だ。妥だ協きようなンてできねェ。事が俺達以外のどこまで広がるか分からねェ以上、被害が拡大する前に、連中を徹てつ底てい的てきに叩たたく」

　曲がりくねったスロープを減速もしないで一気に下りながら、浜面は携帯電話を取り出した。

　浜面達の『予想』が正しければ、半はん蔵ぞうも郭くるわも無事のはずだ。

　少なくとも、エッジ・ビー襲撃前に連絡の途絶えた郭については、まだラインが確定していなかったため、殺害するだけの土台が整っていないはずだ。

　むしろ、敵の『本命』、真っ先に狙ねらうのは浜面や一方通行アクセラレータである。

　敵。

『新入生』。

「半蔵、今どこにいるんだ!?」

　電話が繫つながると、浜面は早口でまくしたてる。

　その間にも、スポーツカーは立体駐車場の外へと飛び出していた。

『こっちは何とか郭を見つけたよ。それがおかしいんだ。郭のヤツ、捕まってたとか襲撃を受けてたとかそういうのじゃなくて、ただ電話会社にサービスを止められていただけだった。なあ浜面、これって……』

「フレメアが連れ去られた」

　時間がないので、浜はま面づらは相手の質問を無視して言葉を重ねた。

　とりあえず四足の駆動鎧パワードスーツが最後に消えた方角へ車を走らせるが、手て応ごたえらしいものは全く感じられない。

「第三学区の個室サロンから東に向かったはずだ！　だけど具体的な行き先が全く摑つかめない。半はん蔵ぞう、今どこにいる？　お前の方で先回りできるか!?」

『ヤツらの特徴は？』

「例の駆動鎧パワードスーツ野郎だ。四本脚で後ろにデカいプロペラがついてる。でも、いくら何でもあのまま隠れ家まで突っ走るとは思えない。必ずどこかでトレーラーとかバスみたいな大型車に格納するはずだ」

『一般車じゃなくて、特殊な大型車か。……それなら、まだ追えるかもしれないな』

「何だって？」

『やり方は色々あるって事さ』







　フレメアが連れ去られた、という言葉を聞いた途と端たん、半蔵は重たい息を吐はいた。何な故ぜ、郭くるわの携帯電話がいきなり止められたのか、その理由が分かったからだ。

　ちなみに、敵側に利用されたもう一人の間抜けである郭はと言うと、両手で顔を覆おおってめそめそしている。

「……ま、曲がりなりにも今日まで生き残った忍びの末まつ裔えいが、策に嵌はまって幼女の居場所を敵に知らせてしまうだなんて……」

「基本的に騙だまし合いの世界だから、実際の忍者なんて騙される率も半々ぐらいだったんだがな」

「違いますよ!!　忍者って言ったら、もっと、こう、華か麗れいな頭脳プレイの名手でしてね！　浪ろう人にんとか用心棒とかゴテゴテに身を守る悪代官を右う往おう左さ往おうさせる少数精鋭エリート集団っぽい匂においが重要でしてね!!」

「悪代官が頑張る江戸時代にゃすでに廃すたれた職業だよ」

　半蔵は適当に言いながら、背中に手を回した。ジャケットの隙すき間まから出てきたのは、三〇センチ四方の厚紙だ。一個一〇〇円のヨーグルトについてくるスプーンのように、耐水処理が施ほどこされており、折り目をつけるためのラインが走っていた。

　パキパキと音を立てて厚紙を折ると、それはややトリッキーな形の紙飛行機になる。

　さらに小指の爪つめほどの大きさのモーターを何ヶ所かに取り付け、小さなフラップやラダーなどを組み込み、カメラと送受信装置を機体の下面に両面テープで貼はり付ければ完成だ。

　ＭＡＶ。

　超小型の無人偵察機である。

「こんなもんがディスカウントショップの品で作れるんだから、そりゃ忍者も廃業だわな」

　自じ嘲ちよう気味に嘯うそぶき、半はん蔵ぞうは右腕だけの力でＭＡＶを宙へ放つ。

　フレメアを助けるため、遠えん隔かく制御の正義の忍者が大空を舞う。







『浜はま面づら。今、こっちで無線操縦のカメラを空に飛ばした。映像はライブでお前の携帯に送る。駆動鎧パワードスーツを格納するほどの大型車なら、数はそう多くない。上から見ればかなり目立つはずだ』

「オモチャの飛行機か」

　ハンドルを握る浜面は、スピーカーフォンに設定してから携帯電話を助手席の一方通行アクセラレータへ投げた。今もアクセルは底まで踏ふんでいる。片手で運転を続ける余裕はない。

「速度は？」

『時速一五〇キロ。相手がＦ１並にチューニングしてりゃあ振り切られる。だがこっちは道の制約はない。どんな土地でも真まっ直すぐ最短コースを突き進める』

「見つけたぞ……」

　一方通行アクセラレータが、膝ひざに載った携帯電話の画面を睨にらみながら呟つぶやいた。

「五キロ先だ。デカいダンプカーにピッタリ張り付く形で、例の駆動鎧パワードスーツが走行していやがる。ダンプの中身は空だ。山積みに見える鉄鉱石はダミーで、おそらく中に広い整備場が備わっている。その先はトンネルだ。走りながらでも回収できるよォになっているはずだ」

　半蔵は突然割り込んできた声に若じやつ干かん怪け訝げんそうな沈ちん黙もくを返したが、すぐに会話を再開させた。それどころではないと気づいたからだろう。

『まずいな。ＭＡＶは空からの監視だし、オモチャ用の電波じゃそう遠くまで操縦できない。仕掛けるなら早めにしてくれ。見失ったら元も子もない』

　浜面はわずかに目線を一方通行アクセラレータの方へ向けた。

「……巻き込んだ俺が言うのもなんだけど、あの子は良かったのか」

「どのガキの事を言っている。さっきからガキばっかり俺に関かかわってきてやがるから分からねェよ」

「ええと……」

　浜面は先ほどの事件現場にいた少女の特徴を頭の中で思い返しながら、

「歳は一〇歳ぐらいで、髪は茶髪のショートヘアで、全体的に能天気っつーかぶっちゃけ馬ば鹿かっぽそうゴギュフワ!?」

　浜面が突然変な音を出したのは、一方通行アクセラレータが彼の鼻を摘つまんで軽くひねったからだ。

「……そのガキなら心配はいらねェ。あそこにゃ俺の連れがもォ一人いたからな」

「お、親御さん……？　今、運転中だって事には気づいていますかね？」

　一方通行アクセラレータは舌打ちして指を離はなしながら、

「トンネル、か」

「学園都市第一位の能力があれば、ちゃちゃっと解決できるもんじゃねえのかよ」

「……、」

　手の内をさらす事に抵抗はあったが、不良達のリーダー、駒こま場ばは一方通行アクセラレータの弱点を突いた戦い方をしていた。すでに知られているものと判断し、一方通行アクセラレータはチョーカー型の電極を軽くさする。

「その気になりゃあ戦せん闘とう機きと追いかけっこできるがな、電波障害で力の制御を失うリスクがある。トンネルって条件は好ましくねェ。使う力がデカければデカいほど、暴走した時の反動も大きくなるモンだ」

（……ロシアじゃチラッと見たが、一体、どこまでやれる力なんだ？）

『あの』麦むぎ野の沈しず利りを第四位としてしまうほどの人間だ。ろくでもない能力なのは間違いないだろう。

　ともあれ、

「じゃあ、その能力はあてにはならねえか」

「……条件が悪いっつってるだけだ」

「同じ事だろ」

　浜はま面づらはタイヤを半ば空転させるような格好で広いバイパスへと合流し、

「こ２いドつアで仕掛けるしかねえって事はな!!」

　ゴムの悲鳴を鳴り響ひびかせながら、スポーツカーは一気に加速していく。法定速度でチンタラ走っているファミリーカーの間を縫ぬい、前へ前へと突き進んでいくと、目的のものが見えた。

　巨大なダンプカーと、四本脚の駆動鎧パワードスーツだ。

「トンネルに入るぞ」

　一方通行アクセラレータが宣言すると同時、標的は鉄筋コンクリートで作られた洞どう窟くつの中へと滑すべり込んでいった。

　浜面達も数秒のラグを空けて、同じように飛び込んでいく。

　視界がオレンジ色のライトで満たされる。

　がくん、と助手席の一方通行アクセラレータがわずかに震ふるえた。彼は何かに耐えているようだったが、浜面がそちらを見ようとすると、片手で制した。

「……ダミーで中は空洞とはいえ、重量差は一〇倍以上あるぞ」

「真正面からぶつかっても吹き飛ばされるだけだってんだろ」

「仕掛け方は分かるか？」

「あんまり褒ほめられた事じゃねえけど」

　ばぐん、と。

　目の前で、ダンプカーの荷台が開いた。『積み荷の鉄鉱石が』とか、『積み荷を載せている台の部分が』とかではない。それらをひっくるめて、本来ではありえない中途半はん端ぱな位置に亀き裂れつが生まれ、大きく上に開かれたのだ。おそらく騙だまし絵のようなものなのだろう。

　ダンプカーと駆動鎧パワードスーツは相対速度をぴったり合わせたまま、格納作業に入る。

　四足の脚の一本をダンプカーの内部へ引っ掛けた時、浜はま面づらはスポーツカーを大きく前進させ、仕掛けた。

　確かに重量差一〇倍のダンプカー相手に、チャチな２ドアを突っ込ませても意味はないだろう。文字通り、弾はじき返されるのがオチだ。

　ただし。

　どんなに大きかろうが、ダンプカーもまた地面に四ヶ所の接点を持ち、高速回転する車輪によって力を得ていて、そして何より前へ進む乗り物である。となれば当然、どの方向から力を加えられても同じ結果を招くという事はない。例えば、時速二〇〇キロ近い速度で走るダンプカーは鋼はがねの凶器だが、相対速度をぴったりと合わせた四足の駆動鎧パワードスーツは、優しく脚を載せる事に成功している。

　では問題。

　ダンプカーの斜め後ろから擦こすりつけるように２ドアをぶつけると、どのような変化が訪れるか。




　ギャギャギャギャリギャリ!!　というタイヤの悲鳴が炸さく裂れつした。

　レールに支えられたジェットコースターのように安定していたダンプカーが、突とつ如じよとして車線から大きくはみ出したのだ。




　決して力任せに車体を叩たたきつけるのではない。

　むしろ相対速度をできるだけ合わせた上で、一度金属製のボディを標的に優しく密着させ、そこから一気に力を加えて『押す』のだ。

　本来は暴走車両を強制的に停車させるために、警備員アンチスキルなどが使う運転技術である。

　浜面がそれを知っていた理由は簡単。

「昔さんざんやられたんだ！　巨乳でジャージの警備員アンチスキルにな!!」

　大きな力は必要ない。

　元々、ダンプカーは巨大な力を蓄えている。その流れをわずかでも揺らがせれば、後は勝手に制御を失う。

　ここが街中なら二次被害の恐れもあるが、ここはトンネルで、両側は分厚いコンクリートの壁だ。

　火花が散った。

　制御を失い、壁にダンプカーの側面が擦りつけられているのだ。今まさにその内部へ潜もぐり込もうとしていた四足の駆動鎧パワードスーツが大きく揺さぶられ、再び路上へ逃げ戻る。

「チャンス!!」

　窓の向こう、手の届きそうな位置に、巨大な駆動鎧パワードスーツが並走している。

「ダッシュボードの中を漁あされ、第一位!!　地図と一いつ緒しよに書くものでも見つかったら、マジックへし折って中のインクを叩たたきつけてやれ!!　レンズさえ塞ふさげりゃあいつはもう走れねえ!!」

「……そォも言ってられねェみてェだぜ」

　一方通行アクセラレータに指摘され、再び前方へ目をやった浜はま面づらは、そこで目を疑った。

　今まで壁に擦こすられていたダンプカーが、死にもの狂いの反はん撃げきとして、いきなりこちらへハンドルを切って来たのだ。

　迫り来る鋼鉄の壁。

　車体がバランスを失うのを覚悟で、浜面は急ブレーキを掛ける。大質量が目の前を横切り、バンパーが弾はじき飛ばされた。だが車体そのものはスクラップにはなっていない。ギリギリの所で浜面達は生き残っている。

　だが。

　バランスを失ったのは浜面達だけではなかった。急に車体を振ったダンプカーの方も、自分の重量に振り回される形で、今度こそ完かん璧ぺきに制御を失ったのだ。

　直線状のトンネルに対し、ダンプカーは斜めに広がる。

　どうにか軌道を戻すため、まるでＳ字を描くような無む茶ちやな挙動で必死にハンドル操作する様が、外から見ていても分かる。

　しかし、その前輪はすでに浮いていた。

　直後に重量が決定的な崩ほう壊かいを起こし、ダンプカーが勢い良く横転する。それはトンネルいっぱいに広がる壁だ。いかに急ブレーキを踏んでいるとはいえ、『車輪を回転させている』２ドアと、『側面を地面に擦りつけている』ダンプカーでは、どちらが減速するかは目に見えている。

　ぶつかる。

　浜面はとっさにハンドルを切り、２ドアの側面部分から柔らかく突っ込む選択をした。彼は自然と助手席側をダンプカーに突きつけ、一方通行アクセラレータは電極のスイッチに手をかけ、暴走覚悟でベクトルを浜面の方へ押しつけようとする。

「チッ!!　クソ野郎が、こいつも織り込み済みか!?」

「そんな……。四足の駆動鎧パワードスーツだって足止めを食らうんじゃ……ッ!!」

　言いかけた浜面は、そこで言葉を吞のんだ。

　横転したダンプカーと天てん井じようの隙すき間ま。

　普通の自動車ならまず通過できないその空間を、四足の駆動鎧パワードスーツがハードルのように飛び越えていくのが、見えた。

「噓うそ、だろ……」

　浜はま面づらが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた直後だった。

　ダンプカーと２ドアが激突した。ブレーキを使ってある程度の相対速度を合わせていたとはいえ、衝しよう撃げきはゼロにはできなかった。側面からぶつかったにも拘かかわらず、ハンドルが爆発してエアバッグが飛び出す。それは視界と両手の動きを完全に阻そ害がいした。

　そのまま二台は滑すべっていく。

　トンネルを飛び出した。

　さらに数十メートル進んで、ようやく動きを止める。浜面は自動的に気体の抜けていくエアバッグに拳こぶしを叩たたき込んで時間を短縮させながら、傍かたわらの一方通行アクセラレータへこう叫んだ。

「追えよ、第一位!!」

「……、」

「トンネルは抜けた。電波障害はもうない。だったらテメェの独どく壇だん場じようだろう!!」

　助手席側のドアはダンプカーに押し付けられており、まともに開く状態ではなかったが、怪物は気にも留めなかった。

　首筋のスイッチに手が触れる。

　バゴン!!　という物音が炸さく裂れつする。

　天てん井じようを丸ごと引き裂さいた学園都市第一位が、逃げた駆動鎧パワードスーツをさらに追う。
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「ええ、ええ。はいはい。そうです。何かトンネルの出口辺りで事故があったらしくて。は？　はいはい、大だい丈じよう夫ぶです。こっちは特に。ただ、トンネルの中で立ち往おう生じようしていて、進むも戻るもできない状態なんですよ」

　大型トレーラーの側面に背中を預け、オレンジ色の光と排気ガスの匂においに顔をしかめながら、中年の整備員は携帯電話に向かって話す。

　胸元には『丈じよう澤さわ道みち彦ひこ』と小さく刺し繡しゆうしてあった。

　彼の背後にあるのは、コンテナ型のトレーラーではない。箱型の外枠だけが入り組んだ鉄骨だけで構成してあり、中の『積み荷』も外から見える。

「荷物の『搬はん入にゆう』には少し時間がかかると思います。まぁ、三車線ですし、さっきから車と車の間をバイクがすいすい走ってますけどね。こいつも直接走らせてもらえる許可さえ……無理？　やっぱり、ですよねー」

　渋滞で遅刻が確定……といった内容なのだが、丈澤にそれほどの苛いら立だちはない。

　むしろ、時間が長引く事を歓迎している様子すら窺うかがえた。

　彼は携帯電話の通話を切ると、今度は腰に引っ掛けていた無線機を取る。

　相手はこの大型トレーラーの運転手だ。

「ご到着の件については了解もらっといたよー。ただ、輸送ルートを若じやつ干かん変更してほしいって言われたけどね」

『向こうはどうだって良いんだろう』

　運転手の声は、吐はき捨てるような調子だった。

『どうせ二度と使わない。いいや、一度も、か。完全密閉状態を施ほどこした後に倉庫で永眠。後は派生研究のために呼び出されて、分解されて、仕組みを調べてまた永眠。昆虫標本みたいなもんだ。特に急ぐ理由なんて見当たらない。半年ぐらい予定がずれても笑ってるさ』

　そんな声を聞きながら、丈じよう澤さわは今まで自分が乗っていた荷台の中身に目をやる。

　そこにあるもの。

　複数の金属固定具と強化ゴムのベルトで徹てつ底てい的てきに戒いましめられた車体。

「使わずに済んだのなら、それはそれで祝福すべきじゃない？」

『戦争で使わなかったのならな』

　HsSSV-01『ドラゴンライダー』。

　第三次世界大戦で導入される予定だった、究極の怪物軍用バイク。

　予想外に早く戦争が終わってしまったため、導入の機会を失った新型車両だった。

　そして、戦争で使われなくなった兵器類が、第二学区や第二三学区の大型倉庫へ輸送される事は、その辺のテレビのニュースでも流れている。

『だがそれ以外にも使い道はあったはずだ。そもそも、本来「ドラゴンライダー」は警備員アンチスキルの新型警けい邏らバイクだったはずだろう。それを第三次世界大戦のために接収して、ゴテゴテと改造を加えた挙げ句、一度も使われずに倉庫の奥で永眠だ。アンタらだって、そんな結末のために開発していた訳じゃないだろう』

　彼らの知る由よしもないが、シルバークロースのコレクションが『暗部』の技術の結晶だとすれば、丈澤達の『ドラゴンライダー』は『表側』の……正義の味方のために、ありとあらゆる技術をつぎ込んできたはずのモデルだった。

「ジャンルは違えど、乗り手としてはお怒いかりかい？」

『作り手としてはどうなんだ』

　最高速度、時速一〇五〇キロ。

　トレーラーの箱型鉄骨の中にある大型バイクには……胴体を貫くように配備されたジェットエンジンを軸に、円形装甲で完全に保護されたホイールの中身にはリニア機関が、さらに前輪の近くから左右後方へ翼つばさのように伸びるアーム部分には、補助動力と強制的なステアリングを兼ねたブースターが備えられている。

「そうだな」

　他ほかにも車体制御のためのジャイロ、完全電子制御の耐たい衝しよう撃げきサスペンション群、空力的にマシンを地面に保持させるための後部補助ウィングなど、『最速のマシンの動きを地べたで維持させるために必要な機構』が全すべて揃そろえられている。

「まぁ、さっきお前も言った通り、戦争なんぞのために使ってほしい訳じゃないが」

　何しろ、設計段階に求められたスペックが『時速一〇〇〇キロオーバーでロシアの荒地を自由に走行でき、時速三〇〇キロオーバーで傾斜七〇度の崖がけを走破できるものを』であり、開発陣の一番の問題は『黙だまっていても大空へ飛んでしまうこの怪物を、どうやって地上に留とどめておくか』だったほどだ。

「どんな形でも良い。一度ぐらいは、人の役に立ってほしかったとも思うよ」

　運転手はその声を聞いて、少しだけ黙だまった。

　彼はやがて、整備員に質問する。

『輸送ルートの変更理由について言っているのか？』

「アンタだってお怒いかりのくせに」

『またもや「闇やみ」が動いていやがる。こいつを勝手に召し上げて一度も使わなかった「闇」とやらが』

「児童誘ゆう拐かいだっけ」

『巻き込まれないよう道を譲ゆずれとは、良く言ってくれるぜ』

　丈じよう澤さわは携帯電話でちょっとした話を聞いていたが、運転手も車載無線でどこかの役人と連絡を取っていたのだろう。

「吠ほえても仕方ないさ」

　丈澤は自じ嘲ちよう気味に答えた。

「俺は兵器の整備員でアンタはその輸送の運転手。俺達は『ドラゴンライダー』の足場を固める係だ。こいつに乗って颯さつ爽そうと駆けつけるヒーローの立ち位置は望めない」

　その時だった。

　ガタン、という物音を丈澤は捉とらえた。トレーラーの荷台の外側に何かが当たったようだ。確認してみると、それは人間だった。高校生ぐらいの男が鉄骨に片手を添えていたのだ。

　事故の当事者か、あるいはトンネルで長時間待機させられて気分でも悪くなったのか。

　丈澤はそんな風に思ったが、答えは違った。

　少年は箱型鉄骨の荷台によじ登ると、いきなりこんな事を言ったのだ。

「こいつが良いな。ちょっと貸してくれ」

「は？」

「そこのバイクだ」

　おいおい、と丈澤は口の中で呟つぶやいてしまう。

　そうこうしている間にも、高校生ぐらいの少年は、何本もの強化ゴムで箱型鉄骨へ戒いましめられた『ドラゴンライダー』の近くで屈かがみ込む。どうやらバイクの鍵かぎ穴あなへ目をやっているらしい。

　わずかに警戒していた丈じよう澤さわだったが、その素人しろうと臭くさい仕草に肩の力を抜く。

「やめておけよ。たかが針金突っ込んだ程度で点火するような安物じゃ」

「おっ、かかったかかった」

「おおい!!　どうなってんだセキュリティ部門!!」

「ロードサービスの勉強しているんだ」

「そんなレベルじゃねえんだよ!!」

　電子的なハッキング対策として、敢あえて超精巧なアナログ錠じようを採用したのが仇あだとなったか。だがそこらの高校生にできる事ではない。

　少年は強化ゴムに戒められた『ドラゴンライダー』にそのまままたがり、

「さっきも言ったけど、ちょっとだけ貸してもらう。このバイクだ。詳しい事はできれば説明したくない。でも、協力してくれれば確実に人命救助の手助けをしてくれた事になるのだけは保証する」

「出産間ま際ぎわの妊婦さんでも病院までデリバリーするってのか？」

　丈澤は冗談を言ったが、返って来た答えは大おお真ま面じ目めなものだった。

「……もっと深刻だ」

「そうかい」

　丈澤は適当に強化ゴムを指差して、

「だが『ドラゴンライダー』の固定具とベルトは素手で外せるものじゃない。専用の工具を使って、大の大人が二人がかりでようやく言う事を聞くレベルだ。ま、そこらの学生じゃ、たとえ工具を渡しても、使い方も分からないと思うが」

「……、」

　少年は強化ゴムのベルトを摑つかみ、何かを言い掛け、言い淀よどみ、悩んで、ようやく口を開いた。

「……さっきまで、このトンネルを四足の駆動鎧パワードスーツが走っていたのは知ってるか」

「さあ？　長さだけで三キロはあるバイパス用のトンネルだぞ。先の方で何が走っているかなんて見える訳がない」

「そいつが女の子をさらってる」

　高校生が早口で言うと、丈澤の眉まゆがぴくりと動いた。

　輸送ルート変更の理由を、彼は聞かされていた。

「歳としは一〇歳ぐらい。目的は見せしめ。できるだけ残ざん酷こくに殺して、俺達の怒いかりを煽あおろうとしている。『集合』させる程度に。この場でさっさと殺さなかったのは、おそらく一度完かん璧ぺきに『手の中から滑すべり落ちる』屈くつ辱じよくを与えてから、じっくり時間をかけて殺すつもりだからだ」

「何だって？」

　だがここまでではない。

　殺す事が前提という情報までは、丈澤は知らなかった。

「後日ビニール袋にでも詰めて送り返されるか、あるいはライブ中継でもするのか。詳しい方法は知らない。考えたくもない。だからあいつが完全に行方をくらませる前に、もう一度追わなければならない」

　ジジッ、というノイズが、丈じよう澤さわの持っている無線機から聞こえた。

　緊きん急きゆう用ようの確認サインだ。これに丈澤が応こたえなければ『異常あり』とみなし、運転手が動く。具体的には、軍事機密を守るために、銃ソ身ーをド切オりフ詰シめヨたツ散ト弾ガ銃ンを携行して。

「待て」

　しかし、丈澤は黙だまっていても解決するものを、わざわざ制した。

　無線機は何も応答しない。

　高校生の少年の方が振り返った。

「何だよ」

「その子の名前を教えてくれ」

「どうして？」

「良いから早く!!　それで全部決着する!!」

「フレメアだ！　フレメア＝セイヴェルン!!　一〇歳ぐらいの女の子で、ふわふわした金髪と青い瞳ひとみが特徴！　これで良いのか、まだ他ほかにもいるか!?　血がドバドバ出るゲームに興味津しん々しんで、グリーンピースが苦手だって事も説明してやろうか!!」

　錯さく乱らんしたような少年の叫び声。

「頼たのむよ。あの子を助けるためにこいつを貸してくれ!!　突飛な話でついていけないかもしれないけど、本当にこのままじゃあの子が殺されちまうんだ!!　ついさっきまで笑っていた女の子が、本当に冷たくなって、二度と目を開あけなくなっちまうんだよ……ッ!!」

　しかし丈澤はニヤリと笑った。

『闇やみ』の情報なんてそうそう簡単に手に入れられるものではない。そしてこの少年は、フレメア＝セイヴェルンという名と、書類には載っていない、丈澤も知らない生の情報を山ほど持っていた。

　彼は正真正銘の当事者だ。

　外堀を埋める整備員や運転手と違って、『ドラゴンライダー』さえあれば悲劇を回かい避ひできる人間だ。

　それを思った時、丈澤の踏ふん切りがついた。

「待てよ。そいつはそのままじゃ乗れないんだ」

「ご丁てい寧ねいに書類なんて揃そろえるとは思っていないよな」

「もっと単純な事さ。そのダークホースは、アンタの手じゃ扱いきれないってだけだ」

「……今からプロスポーツ用の講習を受けている時間なんてないぞ」

「そういう話じゃない。世界で一〇冠を獲とった伝説のロードレーサーだろうが何だろうが、人間の握力と耐久性でそいつを運転するのは不可能だって言っているんだ」

　丈じよう澤さわは適当な調子で、トレーラーの隅に寝かせてある別の機材を指差しながら、

「そいつは、専用の駆動鎧パワードスーツとセットじゃなきゃ扱えないんだよ」







　HsSSV-01『ドラゴンライダー』は、そもそも新種の駆動鎧パワードスーツとして開発されたモデルの一例である。

　人の体に似せる、という条件を排除された設計。

　つまり、『駆動鎧パワードスーツを乗せるためのバイク』ではなく、『バイクを含めた駆動鎧パワードスーツ』という事になる。

　目的は全天候・全環境において圧倒的な機動力を確保し、迅じん速そくな部隊展開と敵勢力の制圧を行う事。

　小こ奇ぎ麗れいに整備されたサーキット上ではなく、あくまでも荒地の上で時速一〇〇〇キロオーバーを叩たたき出し、なおかつオフロードバイクの曲芸のように、時には傾斜七〇度高さ三〇メートル以上の崖がけを走破し、幅二〇メートル以上の河川を一気に飛び越えたりもする。

　機械の力で筋力を補強し、徹てつ底てい的てきな電子制御でバランスを確保するこのモデルは、その圧倒的な速度の中でも『片手持ち』のガトリング砲や滑かつ腔こう砲ほうの使用を可能とする。仮に戦線に投入されていれば、兵器の歴史は一変していたかもしれない。

「調子は悪くないだろ」

　トレーラーの荷台の隅、床に金具で固定されている木箱の陰で『着替え』を行っている浜はま面づら仕し上あげに、丈澤は適当な調子で話しかけた。

「駆動鎧パワードスーツって言っても、そいつは『ドラゴンライダー』の操縦に必要な筋力、耐久性、酸素の吸入方式なんかを確保するためのもんだ。それ自体が怪物って訳じゃない。形はほとんど人間に近いから重心がズレるなんて事もないし、そもそもの重量もほとんどない。ま、用途に合わせてモジュール装甲つけ放題だが」

　浜面は自分の両手を開閉し、調子を確かめる。

　全体的に、極めて細い。西洋の鎧よろいをさらに膨ふくらませたような既存のモデルとは違い、ほとんどフルフェイスのヘルメットをつけたライダースーツに近かった。基本的には灰色だが、要所には黒のプロテクターが取り付けられている。

　サイズの対比がほとんど人間と変わらないためか、手の先から足の先まで、ほぼ全すべてのパーツに浜面の肉体が届いていた。

『……逆にしっくり来すぎているのが変な感じだ』

　浜面の声が籠こもっているのは、ヘルメットによって完全に覆おおわれているからだ。

　ヘルメットには透明な部分は存在しない。視界やその他の情報は全て、電子機器で取得したものを内側に表示しているだけだ。

　にも拘かかわらず、違和感は存在せず、かえって鮮明に思えるほどだ。

　長時間使い続けていると、生身の視力に戻れなくなるかもしれないと懸け念ねんするレベルで。

「障害物だらけの地上で亜音速を出すっていうんだ。戦せん闘とう機きと比べて体感速度は何倍になると思う？　それぐらいの装備がないとまともに動かせない」

『……マジかよ』

「心配するな。理論上は最高速度でコケても大だい丈じよう夫ぶなようにできてる」

　そんなやり取りを眺めていたトレーラーの運転手は、呆あきれたように言った。

「ホントに大丈夫なのかね」

「かくいうお前も手伝っているじゃないか。『ドラゴンライダー』の解除作業」

「女の子を助けるって状況に酔っていないか？」

「始末書と減給で人の命を助けられるなら安いもんだ」

「……、」

　黙だまる運転手を気にせず、丈じよう澤さわは『ドラゴンライダー』にまたがった浜はま面づらへ声をかける。

「約束しろ」

『できるだけ傷つけないようにするつもりだけど、無傷で返せっていうのは難しいかもしれない』

「そいつに乗る以上は、最高のスペックを叩たたき出せ。その結果スクラップになるなら構わない。後は、そうだな……」

　ふと真ま面じ目めな顔になった丈澤は、そんな事を言う。

　これまでの表層が噓うそだったかのように、空気が冷える。

「必ずその子を助け出せ」

『……言われなくても』

　浜面の操る『ドラゴンライダー』は慎しん重ちような動作でトレーラーの荷台のスロープから、トンネルの路面へと降りる。

　そこから先は早かった。

　バォン!!!!!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした時には、すでに『ドラゴンライダー』は渋滞の車の隙すき間まを縫ぬって高速走行を始めていた。
















　ジェットエンジンの爆炎を見送りながら、丈澤はケラケラと笑う。

　どんな形でも良い。

　一度ぐらいは、人の役に立ってほしかったとも思うよ。

「……おばあさんや。わしらの可愛かわいい孫が、ようやく人を助けるために出かけおったぞ」

「結果が意義を生み出す。助けに行った、ではまだ足りないぞ」
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　率直に言って。

　実は浜はま面づら仕し上あげは、そこまで計算通りに『ドラゴンライダー』を操れた訳ではなかった。

　というより。

　加速した直後、浜面の視界が一気に歪ゆがんでいた。

『ぎ、ぁ……ッ!?』

　前後の状況が分からなくなる。あまりの速度に視覚を処理する機能は追い着かなくなっている……そう予測をつけた時には、すでにトンネルの緩ゆるやかな壁が間近に迫っていた。

『ふざ、けんな。こんなもん操れる訳ねえだろォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　視界が眩くらむ。

　音が消える。

　喉のどが奥まで乾いていくのが分かる。

　だが、

『あ、れ？』

　混乱を起こす浜面は、それでも激突しなかった。

　体が、腕が、指が、勝手に動いている。

　車線に沿って、恐るべき出力の大型バイクが、正確に、滑なめらかに、圧倒的な速度で空気を引き裂さいていく。

（……何だ、こりゃ……）

　命が助かった安あん堵どよりも、言い知れない不安が浜面の背筋を這はう。

（……いくらなんでもスムーズ過ぎる。元々、二輪の方はそんなに詳しくないはずなのに。何かが外側から、俺の動きを勝手に調整していやがるのか……ッ!?）

　そもそも、浜面の着ている駆動鎧パワードスーツの正体は、モーターや化学性スプリングで人の動きを強化するものだ。

　普ふ段だんは浜面の意思に応じてそれらが動くはずだが、当然、反対の事もできる。

　つまり、浜面の動きを支える形で、駆動鎧パワードスーツがガイドを行うのだ。

　すると、最終的に『浜面仕上というボディ』は最適のフォームで運動をする事になる。

　一見便利そうに見えるが……、

（おおおおおっ!?　にっ、二に人にん羽ば織おりでバイク運転してるようなもんだぞこれ!!　安心なんてできるはずあるか!!）

　肉体と精神の分ぶん離り。

　自分で思っている体の動きより、結果として優すぐれた結果を生み出してしまう齟そ齬ごの恐怖。

　素晴らしい挙動にごまかされつつあるが、まるで人型の檻おりに閉じ込められているような錯さつ覚かくを感じる。

『くそっ!!　気持ち悪わりぃ。ロシアの時の兵器といい、何で俺の周りにはこんな得え体たいのしれないマシンばっかり集まるんだ!!』

　丈じよう澤さわに言葉で説明されていた操縦方法が、『人工的な実感』として強引に組み込まれていく。

『ドラゴンライダー』は、複雑な操作は必要なかった。

　基本的な操縦方法は大型バイクというよりもスクーターに近い。装甲で完全に覆おおわれたハンドル内部で指を動かすだけ。ギアやクラッチという概がい念ねんはなく、スロットルとブレーキ、つまり加速と減速のみで成立していた。ハンドルの左右のグリップのどちらでも操れ、片手でも問題ないほどだ。ジェットエンジン、補助ブースター、リニア機関。様々な駆動体系は速度域に合わせて自動制御されるらしい。

　だが、初めてハンドルを握って完かん璧ぺきに操れるスケールではない。

　その程度の怪物であるはずがない。

　胴体部分をジェットエンジンが貫き、空気摩ま擦さつ低減のために先せん端たんを尖とがらせた『ドラゴンライダー』は大型かつ大重量で、本来であればまともに運転するのにも苦労させられるはずだ。

　まして、渋滞の起きているトンネルの中で、車の隙すき間まを縫ぬって進むとなれば難易度の方も跳ね上がる。これだけの大型二輪を潜くぐり抜けさせるのは、教習所の教官でも難しいだろう。

　なのに。

　立ち往おう生じようする車体と車体のわずかな隙間を、『ドラゴンライダー』は突き進む。速度表示に目をやった浜はま面づらは、そこで息を吞のんだ。すでに時速四〇〇キロを超えていた。普通車ならメーターが振り切れていないとおかしい速度だ。

　当然、浜面にそこまでの腕はない。

　プロのカースタントを行う連中にも、ここまで繊せん細さいな挙動は不可能かもしれない。

（……言われてみれば、駆動鎧パワードスーツってのは『人間の機能』を外から補強するための道具だったな）

　駆動鎧パワードスーツは、単に機械を使って手足の力を増幅させるためだけのものではない。

　これが学園都市製。

　モーターや化学性スプリングによる『外側』からの手助けもそうだが、おそらく、それだけに留とどまらない。

　普通だったら、これだけの速度域ではパニックになるはずだ。

　恐怖で何も考えられなくなり、次にどうしようと思う事すらできなくなるはずだ。

　そうならない事、不気味と感じつつも駆動鎧パワードスーツに命令を送り、マシンが『乗り手の求めているものは何か、この場合の最適とは何か』を算出するための『計算のきっかけとなる柱』を与え続けている浜はま面づらは、あまりにも冷静すぎる。

　おそらく、『内側』からの手助けもある。

　電気的な刺激や脳の温度分布などを利用して、人間と機械を繫つなげる『仕組み』が備わっている。

　めまぐるしく移り変わる五感の情報。特に視界のブレはひどく、ほとんどの物体がシューティングゲームのレーザービームのような曲線の集合体で表現されている。

　にも拘かかわらず、浜面はそこから情報を確保する。

　光景がスローで見えるのではない。あくまでも流線の風景から情報を得る。物体がピタリと静止しているのではなく、常に流れているのが当然な世界の住人へと意識を置き換える。

　認識の違い。

　それは言語に似ているのかもしれない。アルファベットは、それを知らない者には模様にしか見えないが、知っていれば頭の中に自然と情報が広がる。

　外と内から修正される五感。

　下へ手たをしたら、机にかじりついて勉強をしている時よりも高速で働く思考。

　それらが一センチ以下の誤差で大破しかねない状況での曲芸を成功させている。

『ドラゴンライダー』がトンネルを出た。

　浜面は一気にスロットルを開放させる。

　直後に衝しよう撃げきがあった。

　今まで折り畳たたまれていた、前輪部分の左右から後方へ流れる補助ブースターのアームが、一気に展開される。爆音が何重にも重なり、衝撃波を撒まき散らしながら、内燃機関によって生み出されたエネルギーをひたすらに前進のみへ割り当てる。

　本来の姿。

　速度メーターが一気に時速九〇〇キロのラインに到達する。

　生身では酸素を吸う事も、目を開ける事も難しい領域。摩ま擦さつ熱ねつで火傷やけどを負っても不思議ではない速度。二五〇メートル先の障害物が、一秒後には激突している世界。周囲の車も結構な速さで進んでいるはずなのに、止まっているどころか、むしろこちらへ突っ込んで来ているような錯さつ覚かくすら感じるほどの状況。

　それを駆動鎧パワードスーツの修正で無理矢理に押し通す。

　やはり浜面の脳裏に『心や体の動きを阻害するレベルの』恐怖は浮かばない。

　そのマシンと同じように、思考はひたすら前を目指す。

　路面の状況、落ちている小石や空き缶の位置まで正確に把は握あくし、最低限の動きだけでそれらを回かい避ひしていく。

　複数の信号を無視し、交差点を突っ切って、『ドラゴンライダー』はただ突き進む。

　しかし。

　外側のモーターや化学性スプリングが浜面の体を勝手に修正させている感覚はあるし、かと言って外側と分ぶん離りされている浜はま面づらの『内側』についても、何かしらの干渉が起こっているのは良く分かる。

　プラスに働いているから良いものの、長時間使用していると『自分というものの中心はどこにあるのか』という意識が崩ほう壊かいしそうだ。

（……携帯）

　駆動鎧パワードスーツには軍用のベストが被かぶせてあり、いくつかの持ち物を携行する事もできるようになっていた。携帯電話もそこに収まっている。

　彼はこの状況で片手を離はなして大だい丈じよう夫ぶかを思案しながら、

（……半はん蔵ぞうのＭＡＶから送られてくるデータを見ないと、『標的』の位置が把は握あくできな）

　心の中で愚ぐ痴ちをこぼすより前に、変化はあった。

　映像によって確保されている浜面の視界の隅に、小さなウィンドウが表示されたのだ。言うまでもなく、それは浜面の持っている携帯電話のデータだった。

（どんな方式で転送してんだ!?　そもそも俺は何も『操作』してねえぞ!!）

　学園都市製の軍用兵器というのは相変わらず常軌を逸している。この分だと、機械に頭の中を覗のぞかれているという妄もう想そうもそろそろ笑えなくなる時代が来るのかもしれない。

　その携帯電話のウィンドウだが、空からの遠景はほとんど標的を見失いかけていた。画面の奥で微かすかに何かが動いているが、これだけではもう動いているものの形も見分けられない。むしろ、周囲のビルや看板から、ランドマークとなるものを探した方が簡単そうだった。

（半蔵のＭＡＶもそろそろ使い物にならなくなってきた……）

　それだけ距離を離されたという事だ。

　これ以上好きにやらせると、本当にフレメアの命の保証はできなくなってしまう。

（いや）

『待てよ』

　浜面は呟つぶやき、この高速走行下でわずかに顔を上げた。視界に空を収める。ゴチャゴチャした街中では二〇〇メートル先のものを見つけるのにも苦労するが、大空であれば話は別だ。間に障害物がなく、地平線に隠される事もないため、相当遠くにあるものでも見つけられる。

　フレメアをさらった四足の駆動鎧パワードスーツは見つけられなくても、駆動鎧パワードスーツを追い掛けているものを発見できれば、連れん鎖さ的てきに標的の位置も分かる。

　とはいえ、流石さすがに数キロ、下へ手たしたら一〇キロ以上先にあるＭＡＶを見つけようというのではない。駆動鎧パワードスーツで五感を補強されているとはいえ、紙飛行機サイズのＭＡＶを探すのは骨が折れるだろう。

　浜面が追いかけるのは別。

　学園都市最強の超レ能ベ力ル者５は、その気になれば戦闘機を追えると言っていた。
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　シルバークロース＝アルファは逃走していた。

　本来であれば、この作戦はもう終わっているはずだった。

　標的である浜はま面づら仕し上あげと一方通行アクセラレータは、フレメア＝セイヴェルンという共通の保護対象を得て繫つながった。上層部にとって『看過できないレベルに膨ふくらんだ勢力』と位置づけられた時点で、シルバークロース達の目的はほぼ達成。後は連れ去ったフレメアを『いかにも』な殺し方で装飾すれば、『看過できないレベルに膨らんだ勢力』が、学園都市の暗部や上層部へ具体的に牙きばを剝むく『復讐』という動機も与えられる。

　実際に、彼らが反抗するかどうかは関係ない。

　これは一定以上の量に達した爆薬へ、起爆用の信管を差すようなものだ。相手に爆破する意思があろうがなかろうが、とりあえず爆弾処理はしなくてはならない。結果として、浜面や一方通行アクセラレータといった『卒業生』は駆く逐ちくされる事になる。

　そうなるはずだった。

　にも拘かかわらず。




　何な故ぜ、未いまだに安全圏への退たい避ひができない？




　四足の駆動鎧パワードスーツは人の形を無視している。よって、視界を確保するための目、レンズは前方だけに取り付けられている訳ではない。

　モデルの至る所に取り付けられたレンズの一つが、追っ手を捕ほ捉そくしていた。

　第一位。

　学園都市最強。

　一方通行アクセラレータと呼ばれる、白い影が。

（普通じゃない）

　シルバークロースは速度表示に目をやりながら息を吞のむ。

　時速七五〇キロ。

　ここまで来れば、まともに陸上を走行する車両の限界近くにまで達している。

　それになお追いすがるほどの怪物と言えば、

（航空機クラス）

「あの怪物!!　このハイウェイチーターに食らいついてくるだなんて、分かってはいたが予想以上の怪物だぞ!!」

　シルバークロースの視線は、高い。

　二〇メートルほど上方。

　追っ手はその背に四本の竜巻を接続し、文字通り空を切り裂さきながらシルバークロースへと突き進む。

『シルバークロース』

「無理だ。ハイウェイチーターの速度では振り切れない。いくつかの工作車両に心当たりはあるが、それは一度完かん璧ぺきに追っ手の目線から外れた際に格納しなければ意味がない!!」

　この駆動鎧パワードスーツは車ではない。地形に合わせて脚を折り畳たたんだり展開させたりする事で、起伏の激しい段差や極めて細い路地でも走破する事はできる。

　だがそれでも逃げ切れないだろう。

　何しろ相手は人間サイズだ。いかに四足の駆動鎧パワードスーツが様々な隙すき間まに潜もぐり込むといっても、流石さすがに駆動鎧パワードスーツに通れて人間に通れない、という状況は作りにくい。

「このまま取り返されれば元も子もない。ここで処分するか？」

『敗北を前提に考えるな。自ら迷い込んでどうする』

　黒くろ夜よるの声は、他ひ人と事ごとのように冷静だった。

　実際、そうなのだろう。

『一方通行アクセラレータにそれほどの力があれば、何な故ぜ最初から全力で行使しなかった。あいつは最初にダンプ型の工作車両に仕掛けてきた時、浜はま面づらの盗難車に同乗していた。理由を考えろ、シルバークロース。こうした状況であいつは無む駄だな事はしない。そこには必ず理由がある』

「……なるほどな」

　シルバークロースは分厚い駆動鎧パワードスーツの中で、さらにアルマジロのような小型モデルに身を包まれたまま、ほくそ笑む。

「電波障害……トンネルか!!」

　分かってしまえば後は早い。

　四足の駆動鎧パワードスーツを操るシルバークロースは、道路と平行に走っている地下鉄の線路へと飛び下りた。そこは騒そう音おん防止のため、コンクリートで固められた川のように一段低くなっている場所だ。

　当然、その先は街の地下……複数の路線が混じり合い、それこそ蜘く蛛もの巣のように広がるトンネル群である。

　くそが、という一方通行アクセラレータの唇くちびるの動きを、四足のレンズは正確に捉とらえた。

　直後に大空が分厚いコンクリートに覆おおわれる。

　トンネルの中へと飛び込んだのだ。

　当然、こんなトンネル程度で一方通行アクセラレータの全すべての動きを封じられる訳ではない。だとすれば、もっと早くに彼は暗殺されていただろう。電波障害は、あくまでも『起きるかもしれない』もの。そして能力についても、『どの程度弱体化するか分からない』ものである。

　しかし、上下左右をコンクリートに覆おおわれたトンネルの中、時速七〇〇キロオーバーのチェイスの最中にほんの数秒でも能力の制御を失えば、それは死に直結する。壁に擦こすりつけられた一方通行アクセラレータはミンチになって消失してしまうだろう。

　ヤツはもう追って来ない。

　トンネルの上面……地上の都市部を丸ごと破は壊かいし、めくり上げるほどの覚悟があれば追つい撃げきは可能だろうが、おそらくそれもない。彼が完全な『悪党』であれば、それも可能だっただろう。だが今の第一位は、哀かなしいかなそこまでの『方向性』を維持できない。

　平たく言えば、自己の目的のために他者を犠ぎ牲せいにできない。

　その半端な認識こそ、防衛対象の命を脅おびやかしているというのに。

「黒くろ夜よる。逃走に成功した。このトンネルは複数の路線の共用だ。工事の手間を省くために多数のルートを繫つなげている。このクラスの目くらましなら、上空からの観察で私の逃走経路を辿たどられる恐れはない」

『第一位の能力は首筋の電極のバッテリーに依存している。正確な制限時間は不明だが、明確な目的もなしにフル稼か働どうさせ続けようとは思わないだろう。あいつは必ず一度停止する。立ち往おう生じようしている間に距きよ離りを稼かせいで完全に追跡を振り切るんだ。……「ヤツら」の件もある。こんな段階で手間取ってはいられないぞ』

「了解。これで作戦は滞とどこおりなく───」

　言いかけたシルバークロースの言葉が、そこで途切れた。

　おかしい。

　後方から威圧を感じる。

　内部は暗い。自動車用のトンネルと違い、決められた線路の上を走る地下鉄は急なカーブを除けばそれほどの光源を必要としないためだ。等とう間かん隔かくに並べられた蛍光灯はほぼ役に立っておらず、前後共に、先の見渡せない闇やみが広がっていた。

　しかし四足の駆動鎧パワードスーツには関係ない。複数のレンズが軋きしんだ音を立て、ほぼ暗闇に近い状況でも確実に情報を取得する。

　映像解析用の補正が施ほどこされたウィンドウに目をやったシルバークロースは、そこで顔を引きつらせる。

「何だ、これは……」

　一方通行アクセラレータではない。

　何か巨大な、得え体たいのしれないバイクが後方から迫ってくる。それはシルバークロースのレンズを逆に捉とらえたとでも言うかのように、複数のブースターを一気に輝かがやかせる。

　爆音と共に、闇が拭ぬぐわれていく。

　学園都市第一位ではない、しかしそれでいて、フレメア＝セイヴェルンを守るために、シルバークロースを追う可能性のある人物。

「まさか……ッ!!」
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　バォン!!　という爆音が浜はま面づらの全身を包む。

　地下鉄用のトンネルは工事作業員が最低限歩ければ……というレベルの整備しか行われていない。地面も効率良く線路を敷ふ設せつする事のみを考えられていて、凸凹のあるコンクリートタイルが並べられているだけだった。

　通常であれば、こんな中を時速数百キロで走るのは自殺行為だろう。

　だが関係ない。

　浜面はスロットルレバーをひねり、ジェットエンジンと補助ブースター、リニア機関など全すべての推進装置を躊ちゆう躇ちよなく解き放つ。

（いける……単純な速度なら『ドラゴンライダー』の方が上だ!!）

　問題はあれだけ分厚い装甲の駆動鎧パワードスーツに追い着いてから、どうやって動きを封じるか、中からフレメアを救出するかだ。どうにかして、プロペラの羽を折れれば良いのだが、

『火力に困ってるなら補助ブースターを使え』

　狙ねらったように、トレーラーの整備員の声が聞こえてきた。

『不調になった時、被害を軽減させるために燃料を放出する機構がある。そいつを上う手まく使えば、摂氏三五〇〇度の大爆発を巻き起こせるぞ。左右一回ずつしか使えないがな』

『待てよ。そんな特殊操作、俺は……』

『分かっているはずだぜ。駆動鎧パワードスーツの情報制御装置とリンクしている今なら、必要な知識や技術は借りられるってな』

　身み震ぶるいがした。

　いつの間にか、浜面はロケット燃料の緊きん急きゆう放出方法を取得していたのだ。それは膨ぼう大だいな本を丸暗記しているというよりは、一輪車の乗り方にも近い。つまり、本来は反復学習によって少しずつ蓄積していくはずの『経験』が集中的に上書きされているのである。

　学校の勉強もロードサービスの技術もみんなこんな感じになれば人生は気軽になるだろうか。だが恐ろしい。知らない内に何を付け足されているか分かったものではない。やはり自分の手で習得するのが一番だ。

（今は深く考えている余裕はない）

　浜面は意識的に疑問を排除し、目の前の標的にだけ集中する。

（フレメア＝セイヴェルンを助ける方法が手の中にある。それだけで十分だ!!）

　補助ブースターは一種のアームになっていて、状況に合わせて大幅に角度を変えられる。だがそれでも、基本的には推力を後方へ流すためのものだ。真後ろから左右水平辺りまでの角度が精一杯。前方に向けるようにはできていない。

　となると、

（最低でも真横につけなくちゃ、補助ブースターの爆発には巻き込めねえ!!）

　その時だった。

　前方を走る四足の駆動鎧パワードスーツの動きに変化があった。

　右の後ろ脚にあたる部分が、突然蹴けり上げるような動作をしたのだ。

　馬のように。

　地面に落ちていた照明器具の残ざん骸がいを、高速で射出するために。

『……ッ!!』

　より正確には重量三キロ前後の金属の塊かたまりだ。『ドラゴンライダー』の耐久性がどの程度かは知らないが、余計な負荷でバランスを崩す訳にはいかない。

　ハンドル操作で照明器具の残骸を回かい避ひし、線路に沿って並ぶ柱の間を潜くぐって水平に距きよ離りを取る。単純な速度では『ドラゴンライダー』の方が速い。障害物さえなければ真横につけるのは難しくない。

　そう思っていた浜はま面づらだったが、そこで異変に気づいた。

　前方。

　ちょうどこれまでとは対向線路にあたる闇の向こうから、眩まばゆいライトの光が浴びせかけられた。

（地下鉄……ッ!?）

　浜面の背筋に悪お寒かんが走る。




　直後に、莫ばく大だいな質量の塊が『ドラゴンライダー』へ突っ込んできた。




　暴風、轟ごう音おん、震しん動どう。

　トンネル内に巨大な質量の通過に伴う諸現象が発生していた。列車の運転手も直前で気づいたのだろう。ブレーキと共に金属製の車輪とレールが擦こすれる嫌いやな音が炸さく裂れつしたが、もう遅い。大量の火花と共に、列車はそれでも三〇〇メートルほど突き進む。

　その真横を、四足の駆動鎧パワードスーツが悠々と通過していく。

　それが単なる車両とは違うためか。追っ手を排除した愉悦は、モデル全体から発散させられているようにも見えたかもしれない。

　そして。

　列車という長い壁が途切れた直後、その反対側から巨大なバイクが顔を出した。

　HsSSV-01『ドラゴンライダー』。

　浜面は地下鉄の列車と壁の間にある、わずかなスペースへバイクを突っ込ませたのだ。ほとんど壁に触れるか触れないかの曲芸を、最高速度で実行したのである。

　前述の通り、単純な速度なら四足の駆動鎧パワードスーツよりも『ドラゴンライダー』の方が速い。

　まして、障害物を排除したと油断していたとあっては、追い着かれない理由がない。

『チ……ッ!!』

　ここにきて、シルバークロースの取った行動は、向かってくる『ドラゴンライダー』へ、自分から突っ込んでいくという選せん択たく肢しだった。

　つまり、その重量差を使って、真横から追っ手を弾はじき飛ばそうとしたのである。

　だが、浜はま面づらの方が早かった。

　とっさに行動した者と、あらかじめ準備していた者の差だろう。

　補助ブースターを支えるアームが真横へ大きく動き、補助ブースターの側面部分から大量のロケット燃料が噴き出した。それらは暴風に巻き込まれる形で霧む散さんすると、ブースター先せん端たんからわずかに散った、オレンジ色の火花に反応する。

　噴出から点火まで、コンマ一秒にも満たない。

　起爆。

　音という音を圧縮させたかのような、透明な壁に近い衝しよう撃げき波はが炸さく裂れつした。

　左の補助ブースターが自らの爆発に巻き込まれて『ドラゴンライダー』からもぎ取られる。電子制御であれだけ完かん璧ぺきにバランスを保っていた大型バイクが、不自然な横よこ滑すべりを行う。

　四足の駆動鎧パワードスーツもただでは済まなかった。

　ロケット燃料をまともに浴びた上での爆発。後部のプロペラの羽は破は壊かいできなかったものの、その巨体が数メートルも横へ弾かれ、トンネルの壁へ直撃した。オレンジ色の火花を散らしながら、四足はなおも前方へ走り続けようとする。

　だがおかしい。

　超高温、そして衝撃波。損傷は無視できるレベルを超えていた。四足の内、右側の二本の挙動に異常が見られるのだ。脚を滑走させる事はできるが、地形に合わせて脚を動かし、衝撃を緩かん和わする機能が失われている。この状況で走り続ければ、莫ばく大だいな衝撃が駆動鎧パワードスーツ内部の機構を次々と破は壊かいしていく事だろう。

『なるほど』

　突とつ如じよ、浜面の耳に聞き慣れない男の声が入って来た。

　通信だ。

『何な故ぜこうも私が追い詰められるのかと思ってみれば、答えは簡単だったか。駆動鎧パワードスーツを乗せるための二輪ではなく、二輪を含めた、むしろ二輪を際立たせるための駆動鎧パワードスーツ。人体の関節を超越した設計思想の一つ。……まさか、同系シリーズのモデルをぶつけてくるとはな』

　互いの間で通信ができるのも、そのためか。

　浜面は大型バイクを操りながら、小さく、だがはっきりと呟つぶやく。

『フレメアを返してもらおうか』

『嫌いやだと言ったら？』

『もう一度爆発を起こす』

　補助ブースターを片方失い、バランスの崩れつつある『ドラゴンライダー』だが、四足の駆動鎧パワードスーツの方がダメージは大きく、速度も犠ぎ牲せいにされている。この分なら逃げ切られる可能性はもうない。

　一方、シルバークロースはわずかに笑い、

『大事な人質はこちらの手にある。勝敗条件を握られている事には自覚はあるか？』

『アンタはフレメアに手は出せない』

　しかし、浜はま面づらはきっぱりと否定した。

『それは自動車でも戦車でもなく、駆動鎧パワードスーツだからだ。どういう分配をしているかは知らないが、アンタの一挙手一投足は駆動鎧パワードスーツの動きに直結してる。機内で余計な動きをすれば、それは外にもフィードバックされるぞ。本当にフレメアに危害を加えたいなら、アンタは一度駆動鎧パワードスーツを止めて、外に出なければならない。今だって、フレメアの動きをフィードバックさせないために、何らかの方法で意識を奪っているはずだ。違うか？』

　論理は浜面のものだが、それを支える根拠は別物だ。

　浜面が『こうしよう』と表層的に考えるまでもなく、もっと心の深い部分を読み取って、機械の方が勝手にオフラインデータベース内の情報を検けん索さくし、必要なデータを浜面の知識として脳へ突っ込んでいる。

　これがすらすらと出てくる事、これが正しいと自信を持って言える事に身み震ぶるいする状況だが、今は細かい事を気にしている状況ではない。

『そうだな』

　シルバークロースは短く答える。

　とはいえ、ここで素直にフレメアが返ってくるとは思えなかった。必ず何か次の一手が来る。浜面はそう思い、全方向へ神経を尖とがらせていく。内部でどういう仕組みが働いているかは不明だが、おそらく機械の方でもそれをさらに修正・増幅させている事だろう。

『確かにこの状況はおいしくない。不都合だ。なら、多少の段取りは変更してでも、私は私の身の安全を保障させてもらおうか。……「ヤツら」の事もあるし、ここで私達「新入生」が消耗する訳にもいかないからな』

　だが、

『つまり、だ。簡単に言わせてもらおう。ここは逃げるよ、どんな手を使ってでも。幸い、このライフアーマーにはそれを実現するだけの耐久性はあるからな』




　直後。

　四足の前面ハッチが開き、アルマジロのような小型駆動鎧パワードスーツがトンネルへ飛び出した。

　四足の内部にフレメアを残したまま。

　時速五〇〇キロを超える猛もう烈れつな速度を維持したまま。




『こ、の……野郎!!』

　浜はま面づらは叫んだが、すでにその時にはアルマジロは体を大きく丸め、衝しよう撃げきを吸収させながら後方へと流れて行った後だった。

　そして走行中の四足の分厚い前面ハッチが、再び閉じてしまう。

　操縦者がいなくなれば、この駆動鎧パワードスーツはいずれどこかで致命的な大事故を巻き起こす。

『私を気にしている場合か？　彼女の意志を尊重して即席の「チップ」も取り外した。だがそのハイウェイチーターは二本腕と二本脚ではない。彼女に正確なコントロールはできないだろう』

　ようは、わざとフレメアに恐怖を抱かせるために覚かく醒せいさせたのだ。せせら笑うように、通信だけが届いてきた。

『一方通行アクセラレータと浜面仕し上あげを繫つなげるラインを手放すのは多少心配だが、ここで決定的な死が訪れれば「確定」となる。多少順序は変わったが、やはりこれで、お前達「卒業生」は上層部から標的として扱われる事になるだろう』

『くそっ!!』

　アルマジロを気にしていても仕方がない。

　今は一刻も早く四足の前面ハッチをこじ開け、フレメアを救出しなければならない。

　どういうモニタをしているのか、ここで再び整備員から声をかけられた。

『そのモデルの腕力はあくまでも操縦用だ。前面ハッチをこじ開けるほどの出力はない』

『ならどうしろってんだ!!　このまま見送れっていうのか!?』

『削り取れ』

　整備員の言葉は短く、そして的確だった。

　浜面の知識や経験を補強しているコンピュータよりも。

『四足はトンネルの壁面に押し付けられているだろう。モデルを押して斜めにし、前面ハッチの端を接触させたら、その状態を維持し続けろ。壁から離はなれそうになったら蹴けりでも入れてやれ。ハッチを塞ふさぐボルトがタングステン合金だとしても、その状態を維持し続ければ七キロほどで削り取れる』

『……ッ!!』

　浜面は改めて『ドラゴンライダー』のスロットルを調整し、相対速度を合わせて指示に従う。シルバークロースがいなくなった後の四足は、元々『滑って移動』する性質も手伝って、斜めにするのは簡単だったし、その状態でも前進を続けた。

　こうしている今も四足はトンネルの壁に接触し続けていた。金属を擦こする嫌いやな音を炸さく裂れつさせ、帯のようにオレンジ色の火花を散らしているが、そのバランスを維持させている四本の脚の調子がおかしい。ガコガコと不自然に上下させ始めている。

（地形の凹凸に対応できなくなってきているのか）

　ガコンッ!!　と駆動鎧パワードスーツが大きく揺れた。

　操縦者のいなくなった四足が、わずかな勢いに流されるように、壁から離はなれようとする。

　浜はま面づらは『ドラゴンライダー』にまたがったまま、片足を思い切り四足の胴体へ叩たたきつけた。足の裏で押しやるように、もう一度その巨体をトンネルの壁の方へ擦こすりつけさせる。

　ガリガリガリギャリギャリ!!!!!!　と凄すさまじい音がいつまでも続いた。

　いける。

　根拠もなく、いや外部から与えられた知識によって浜面は確信する。

　四足の前面ハッチを塞ふさぐボルトは、もうすぐ削り取られる。そうすれば内部に閉じ込められているフレメアを救出できる。

　だが、そこで異変が起きた。

　先ほどの補助ブースターの爆発に巻き込まれた四足の一本が、いきなりガクンと沈んだのだ。肩の関節が外れたような感じだった。大きな爆発と、壁に接触し続ける事で発生する振動にさらされ続けた結果、内部の機構に重大な損傷が発生したのだろう。

　バランスが大きく崩れる。

　浜面の力だけでは支えられなくなる。

　共倒れになる事を避さけるため、『ドラゴンライダー』を一度わずかに離した直後、四足の右前脚と後ろ脚の間接が壊れ、地面に引きずられた。脚の先せん端たんをどこにも触れさせないまま、地面に大量の火花を散らせて四足はそれでも突き進む。

　速度が落ちるのなら、それはそれで喜ぶべき事だ。

　脚の先端がどこにも触れていないのなら、その分だけ減速する。四足が完全に止まらなくても、壁にぶつけても問題ない速さになれば、フレメアは安全に保護できる。

　ところが、

（噓うそだろおい……ッ!!）

　浜面の見ている前で、あれだけ頑丈だった前面ハッチが不自然に揺れる。カタカタという振動は、装甲が削り取られ、太いボルトが今にも折れそうになっている様を如によ実じつに伝えていた。

　このままでは開く。

　フレメア＝セイヴェルンが放り出される。

　ようやく減速を始めたとはいえ、未いまだに時速三、四〇〇キロを維持した状態で。

　生身の人間が転がされれば、大根おろしのようにすり潰つぶされてしまうのは確実だ。

『ふ、ざけん、な!!』

　浜面は叫ぶと、今一度『ドラゴンライダー』のスロットルを一気に開放させる。

　フレメアを助けるためには、四足に直接乗り移るしかない。

　浜面は『ドラゴンライダー』をガタガタ揺れる四足の右前脚へ近づける。その手で脚の装甲を摑つかむと、シートからゆっくりと腰を上げた。

　乗り移れば、当然『ドラゴンライダー』のバイクを失う。

　一いつ瞬しゆん迷ったが、浜はま面づらは決断した。

　両手で四足の脚を摑み、両足を完全にバイクから四足に移し、浜面は高速移動を続ける駆動鎧パワードスーツにしがみつく。

　乗り手を失ったバイクは横転し、四足の壊こわれた右後ろ脚と地面の間に挟まった。オレンジ色の凄すさまじい火花が吐はき出される。

　浜面は右前脚から、装甲を伝って移動する。

　前面へ。

　四足の内部へ唯一繫つながる場所へ。

（間に合え……）

　浜面はハッチの取っ手を強引に摑む。

　本来であれば絶対に開かない。

　だが、今はそれを塞ふさぐ太いボルトそのものが折れかかっている。

『開けよちくしょう!!』

　着ているスーツに全すべての力を注ぐと、四足の内部で何かが折れる音が聞こえた。

　前面のハッチが大きく開く。

　そのままでは、フレメアはトンネルの地面へ転がり落ちていただろう。

　だがハッチの前で構えていた浜面は、片手でその小さな体を抱き留める。

　たった三〇分ほどの別べつ離り。

　しかし、浜面は再会に全身の力が抜けるほどの安あん堵どを感じた。

「……っ!?　な、何!!　大体……っ!?」

　もっとも、顔が見えていないせいで当のフレメアには不審人物扱いされているようだったが。

（……とりあえず、フレメアが落ちるのは避さけられた。後は四足が止まるまでしがみついていれば……）

　そこで、新たな問題が出てきた。

　四足の速度を生み出しているプロペラを回すエンジンから、黒煙が噴き上がったのだ。

　爆発や、その後の振動の影えい響きようが出てきたのか。

　それとも、自爆する機能でもあるのか。

　とにかく、吹き飛ぶ可能性が出てきた以上、のんびり速度が落ちるのを待っていられない。

『くそったれ……』

　だが、今も四足は時速三、四〇〇キロは出している。

『ドラゴンライダー』用のスーツなら耐えられるかもしれないが、フレメアは助からない。一いつ緒しよになって地面を転がれば、彼女はすり潰つぶされてしまう。

『どうすりゃ良いんだ、ちくしょう!!』
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　一方通行アクセラレータは地下鉄トンネルの入口で『着地』していた。

　ほんの数分前まで、彼は地面に足を着けていなかった。背中から四本の竜巻を生み、その力を利用して猛もう烈れつな速度で飛行していたのだ。

　だが電波障害の強いトンネル内部で、その力を発揮する事はできない。

　失った時間は数分だが、あの駆動鎧パワードスーツの速度を考えれば、そのロスはとても大きい。

（これがトンネルである以上、ヤツは必ずどこかから出てくる。だが候補が多すぎる。複数の路線が共用で使っているこのトンネルなら、その気になれば街の隅々まで移動できる）

　一方通行アクセラレータの速度と道順を無視して最短コースを進める『飛行』があれば、闇やみ雲くもに全すべての候補を回る、という選せん択たく肢しもある。だがバッテリーの消耗は避さけられない。そして、フレメア＝セイヴェルンを取り巻く環境の中で、彼の能力が最大の切り札として機能する。目先の問題だけで使い果たしてしまっては、最後の最後で生死を悪い方向へ分けてしまう可能性も否定できなくなる。

　しばし考え、一方通行アクセラレータは携帯電話を取り出した。

　かける相手は番外個体ミサカワーストだ。

「あのガキはどォなった？」

『開口一番がそれかね親御さん。一応マンションまで帰しておいた。今は黄よ泉み川かわとかっていう家主さんにあれこれ質問されている最中』

　黄泉川は街の治安を司つかさどる警備員アンチスキルで、マニュアル以外でも動くタイプの人間だ。ひょっとしたら、『闇』の情報規制の中で、独自に問題の片へん鱗りんを摑つかんでいるのかもしれない。

「『新入生』の影はあったか？」

『四人組がツーセット。でもありゃ主力って感じじゃないねえ。おそらく見張り。あなたが必要以上に頑張っちゃって作戦に支障が出始めたら、標的をさらって心理戦に持ち込もうとしていたんじゃない？　適当に潰つぶしておいたけど』

「周囲にセンサーとカメラを設置して、退路を複数用意した上で現状維持。下へ手たに隠れ家に移動しよォとすれば逆に移動中を狙ねらわれるし、そもそも黄泉川に勘かん付づかれると厄やつ介かいだ。例のツーセット、まだ生きてるなら刃物で脅おどせ。定時連絡は『異常なし』で押し通させろ」

『用件はそれだけ？　っつか、全部済ませちゃってるよ。ツーセットは物陰で縛しばって無線機と遠えん隔かくトラップを口元に置いてある状態だしね。ミサカ、こう見えて夏休みの宿題は早めに済ませるタイプなの』

　冗談は無視して一方通行アクセラレータは告げる。

「……どォにかして、黄よ泉み川かわ達には気づかれないよォに、地下鉄第三共用トンネルの情報を片っ端ぱしから探れ。フレメア＝セイヴェルンってガキをさらった駆動鎧パワードスーツが内部を走っているはずだ。どこの出口から出てくるかを知りたい」

『どうにかねえ。それってどのレベルまで？　ぶん殴なぐって気絶させるのもありな方向？』

「……、」

『オウ、沈ちん黙もくで語るのはなしにしようよ親御さん。分かった分かりました、平和的に煙けむに巻いておきますよ』

　番外個体ミサカワーストは、ニヤニヤ笑いが目に浮かぶような、緊きん張ちよう感かんのない声で言う。

『しかしまぁ、「出口から出てくる」のを素直に待っていて大だい丈じよう夫ぶなのかね。ミサカ達のいる「闇やみ」ってのが容よう赦しやないのは分かっているはずだよね。トンネル内で血みどろの「決着」がつくって可能性もあるんじゃない？』

「一〇〇％完かん璧ぺきな対応なンざ、どンな人間にもできねェ。そもそも、今の俺が闇雲にトンネルの中に飛び込ンでも失敗する確率の方が高い」

　それに、と一方通行アクセラレータは呟つぶやいて、

「俺の後に、別口の駆動鎧パワードスーツとバイクがトンネルに飛び込ンでいった。予想通りの人物なら、クソ野郎がフレメアに手を出す暇ひまを与えないよォに努力するだろ」

『おやまあ、他人の力をあてにするなんて珍めずらしい』

　番外個体ミサカワーストは皮肉げな言葉を発する。

『ただそれなら、そいつに直接トンネル内の状況を教えてもらった方が早いかもしれないね』

「番号を交換するとでも思うか？」

『交換しなくても番号を入手できれば良い』

「それだけに集中するな。トンネル内だから電波が届かないって事もありえる。常に複数の情報源を確保しろ」

『命令するのは勝手だけど、当然あなたも情報収集の努力はするんだろうね？』

　最後までギスギスしながら、彼は通話を切る。

　暴れ回るだけが戦いではない。

　正確な戦況を把は握あくするところから、すでに戦いは始まっている。
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　アルマジロのような装甲の駆動鎧パワードスーツをまとったシルバークロース＝アルファは、トンネルの暗闇のはるか向こうから、爆発音が聞こえるのを確認した。

　彼はほくそ笑みながら、地下鉄の駅ではなく工事作業員用の出入り口を使って地上へ出る。

　当然と言えば当然の事だが、これだけの軍事機密だ。大破し敵側に鹵ろ獲かくされそうになった際の対策も講じられている。重要な機構や回路は強酸で溶かした上で、さらに燃料を引火させて爆破させる事もできる訳だ。

　アルマジロのモニタには四足の損傷度なども表示されるようになっていた。

　ジェットエンジンやロケットブースターを備えたあの大型バイクほどではないが、シルバークロースの四足も普通のガソリンで駆動するものではない。そして、その燃料は完全に『引火』を示していた。

　おそらく原形も留とどめていない。

　まともに機能する回路はごくわずかで、それらも鹵ろ獲かく防止のための処理待ちのアイコンが並んでいた。

（終わったな）

　シルバークロースは率直に感想を漏もらす。

（フレメア＝セイヴェルンと共に浜はま面づら仕し上あげが死亡したかどうか、それだけが気になる。仮にここで両者とも死亡してしまうと、一方通行アクセラレータが再び『即時解体するほどの必要性のないサイズの脅きよう威い』とみなされかねない。……『アイテム』回りの麦むぎ野のや絹きぬ旗はたを焚たきつけて、一方通行アクセラレータと接触させるのが安全か）

　結果を報告するため、黒くろ夜よる海うみ鳥どりへの通信回線を開こうとするシルバークロース。

　そこで、彼の動きがピタリと止まった。

　目もく撃げきしたのだ。

　爆発し、まともに機能しなくなった四足の、カメラのレンズが捉とらえている。遠えん隔かく地ちにいるシルバークロースを目撃者にしている。

　炎の中に立つ影を。

　小さな少女を両手で抱えるその影を。

『浜面、仕上……ッ!!』

　シルバークロースは気づかなかったのだ。

　浜面が四足の壊こわれた右後ろ脚と地面に挟まれて火花を散らしていた『ドラゴンライダー』のバイクに足を乗せ、力の入らなくなった四足の右後ろ脚を全力で数センチほど持ち上げ、フレメアを抱えたまま半ばサーフィンのように離り脱だつしていた事を。

　だがシルバークロースは信じられない。

（どうして、どうやって生き延びた……？　しかも、あれはフレメア＝セイヴェルンか。浜面と違って、本当に装甲の恩恵を受けていないはずなのに!!）

　炎の中に立つその人影の詳細を調べるため、彼は大破し使い物にならなくなった四足ではなく、アルマジロと地下鉄のセキュリティ網もうをケーブルで直接繫つなぎ、監視カメラを利用しようとする。

　それが裏目に出た。




『そこにいるな』




　声が刺さる。

　視線がこちらを向いている。

　モニタに映る映像が、スピーカーから聞こえる音声が、正確にシルバークロースを射い貫ぬく。

（……駆動鎧パワードスーツ同士の通信装置から割り出された？　いや違う。これは……ッ!!）

　シルバークロースが乗っ取った監視カメラのレンズへ正確に視線を投げる浜はま面づらの腕の辺りから、ケーブルが伸びていた。

　向こうはこれみよがしに監視カメラの前に立ち、電子的な『網あみ』を張った上でシルバークロースの出方を窺うかがっていたのだ。

　当然、単なる不良少年にできる領域を超えている。

　だがシルバークロースは知っている。その足りない知識や技術を、具体的な経験のレベルまで強制的に補強させる機構を。

　彼はアルマジロの脊せき椎ついの辺りに手を当て、

（……駆動鎧パワードスーツからのマインドサポート。私と同じか!!）

　あくまでも一時的。駆動鎧パワードスーツを脱いでしまえば失われる程度のもの。だが装着し続ける限り、その知識や技術は当人のものとして自由に扱われる。

　炎の中の人影が、動く。

　駅からトンネルを伝ってきたのか、それともシルバークロースと同じく工事作業員用の出入り口を使ったのか……他ほかにも人物が見えた。一方通行アクセラレータではない。個室サロンに隠れた浜面達を逆探するために利用した、不良少年の一人のようだった。

　浜面から少年へと、フレメアが預けられる。

　彼女は生きている。そしてフレメアの身柄が移されてしまえば、シルバークロース達が掲げる『作戦』は失敗に終わる。

　だが、もはや気にしている余裕はなかった。

　シルバークロースは、何にも増して最優先で考えなければならない事ができてしまった。

　生き残る事。

　それを真剣に考えなければならない段階へ、いつの間にか追いやられていた。

『……俺が何をしようとしているかは、言わなくても分かるな』

　言葉と共に監視カメラは破は壊かいされ、ノイズだけになる。

　同時、通信を介した音声も完全に遮しや断だんされた。

　追う者と追われる者が逆転した、その瞬しゆん間かんだった。
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　ピンク色のジャージ少女・滝たき壺つぼ理り后こうは路上の自動販売機の前でぼんやりしていた。

　手にしているのは単なる缶ジュースではなく、有名喫茶店お墨すみ付つきのアイスティー……らしいのだが、率直に言って、デフォルトで大量投入されたミルクと砂糖と蜂はち蜜みつで全すべての風味が失われていた。甘さのレベルはいちごミルク級である。

（……足が痛い。歩くの疲れた……）

　理由としてはとてもシンプルな理由で、滝壺はここにいた。

　相変わらず屈くつ辱じよくのバニーを賭かけた浜はま面づら捜しを続けている『アイテム』の三人だったが、麦むぎ野のや絹きぬ旗はたと違って、滝壺は『浜面を捜すための根拠』を特に持っていなかった。そして、『他人のＡＩＭ拡散力場を感知する』彼女の性質上、滝壺は本人が思っているよりも『勘かん』というものを重視する傾向がある。

　彼女がその能力をフルに使うには、強力な副作用のある『体たい晶しよう』という粉末が必要なのだが、それがなくても『能力者が無意識に発する微弱な力』を漠然と感知する事はできる。が、それはあくまでも『漠然としたもの』でしかなく、何々の力を持った誰だれ々だれがどこどこにいる……といった、具体的で有用な使い方はできない。

　なので、何かしらの『見えない力』の後押しがあるとはいえ、結局彼女を動かしているものの正体は、曖あい昧まいで不確実な『勘』という事になるのである。

　……これで学園都市の『闇やみ』を五体満足で渡り歩いてきたというのだから、実は研究に値するものなのかもしれないが……。

「んー……」

　滝壺はぼんやりと頭上を見上げ、

（北東から信号が来てる……。多分あっち）

　その時、携帯電話が着信メロディを鳴らした。

　てくてくと街を歩き続ける滝壺は、小さな手でポケットから電話を取り出す。

　相手は絹旗最さい愛あいだった。

『やほー。そっちは浜面超見つけられました？』

「んーん」

『麦野も警備会社の管かん轄かつの問題で思ったよりも映像データを超引き出しづらいみたいですし、となるとやっぱり私が超一番乗りですかね』

「きぬはた、はまづらがどこにいるか分かったの？」

『ええまあ』

　電話の声は、そこでわずかにトーンを落とした。

『……ただ、近くに超面倒臭くさそうなのがいるのも見つけましたけど』
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　ところで。

　シルバークロース＝アルファは、過去に制裁で顔を焼かれた事がある。

　人間は中身が大事だとかいう寝言が実生活では何の役にも立たない事を、彼はそこで身をもって知らされる。

　そこからのシルバークロースの人生は、ただひたすらに顔を取り戻す事に費やされた。いくつもの『仕事』をこなすたびに学園都市の得え体たいのしれない技術が次々と投入され、できそこないの福笑いのようであった彼の顔は、少しずつ、丸めた粘土の細部を整えていくが如ごとく、修しゆう繕ぜんされていく。

　しかしそこで彼は気づいたのだ。

　元の端たん整せいな顔立ちを完全に取り戻してから、ようやく。

　たとえどれほどの技術と資金を使って、完かん璧ぺきな形で顔面を作り直したとしても。

　顔を焼かれた時のあの屈くつ辱じよくが、シルバークロース＝アルファという人相を死ぬほど醜みにくく歪ゆがめ続けているのだという事を。

　故ゆえに。

　シルバークロースは基本的に、自己の肉体に対して美的感覚を有さない。

　何を飾っても内側から醜しゆう悪あくに改ざんされるのだから、肉体という形に未練がない。

　数々の駆動鎧パワードスーツに乗り換えるその性質も、結局のところは『自らの外観、輪りん郭かく、印象に対して、全く執着を抱いていない』という心の組み立て方に頼たよる部分が大きい。

　四本脚の駆動鎧パワードスーツを操るには、四本脚の動物になるしかない。

　八本脚の駆動鎧パワードスーツを操るには、八本脚の動物になるしかない。

　間にプログラムを嚙かませる事で操縦の簡略化はできても、本当の意味で完全に駆動鎧パワードスーツを操るというのは、つまりそういう事だ。むしろ、プログラムによってスムーズに慣れさせられるのが問題のレベルを上げている。

　生身の二本の足で八本脚を操るための挙動は、当然ながら二足歩行時には何の役にも立たない。その『八足歩行法』に慣れてしまうと、今度は生身の二本の足でどうやって歩くのかを忘れたり、命令が混乱してしまう。

　足のたとえだけでこれだ。

　この問題が『全身』に広がれば、どこまで深刻化するかは言うまでもない。

　自分の体の形は何なのか。それはどう動くのか。

　誰だれもが知っていて、誰もが覆くつがえす事の出来ないその事実を、シルバークロースは自己の頭の中で毎回分解してしまう事ができる。『人の形を超えたモデルが量産化には至らない理由』を、彼の精神はねじ伏せてしまう事ができる。

　しかし。

　そこまで自己の肉体を切り捨てていた彼は、ふと思ったのだ。

　燃え盛る炎の中で、フレメア＝セイヴェルンを抱えて立ち上がったあの男。

　その光景、その立ち位置。

　それは、シルバークロースがどんなモデルの駆動鎧パワードスーツに搭乗しても、決して得られるものではないのかもしれない、と。







　追うのは簡単だった。




『ドラゴンライダー』のバイクは失われたが、それでも生身の体よりは駆動鎧パワードスーツの方が格段に動きやすい。浜はま面づらは地下鉄のトンネルの中を走っていた。自らの四し肢しを動かす分スタミナの消耗は避さけられないが、二本の足を動かす事で法定速度の自動車を超える速度を叩たたき出せるというのは、やはりメリットとして数えるべき事柄だろう。




　捜すのは簡単だった。




　駆動鎧パワードスーツからのデータを借りて電子的な『網あみ』を張り、シルバークロースはそれに引っ掛かった。距きよ離りはそれほどでもない。機械の力で増幅された浜面の足なら、すぐにでも追いつける程度のものでしかない。




　動きを読むのは簡単だった。




　この時点でシルバークロースの取れる選択肢は二つ。

　その内の一つは、一刻も早く逃走して仲間と合流し、もっと強力な駆動鎧パワードスーツに乗り換える事。だがこれは使えない。駆動鎧パワードスーツの最大のウィークポイントは、その乗り換えを行う瞬しゆん間かんなのだ。いつ浜面に追い着かれるか分からない状態で、みすみす移動式の『拠点』と接触するとは思えない。

　よって、シルバークロースが選ぶのはもう一つ。

　乗り換えを諦あきらめ、現状のアルマジロのまま、一刻も早くフレメア＝セイヴェルンを確保する事。浜面や一方通行アクセラレータを牽けん制せいするためにフレメアの命が使えるのは自明の理。そしてシルバークロースは監視カメラを使って『駆動鎧パワードスーツの浜面から生身の半はん蔵ぞう達へ』フレメアが手渡された瞬間を目もく撃げきしている。さらに『遠く離はなれたシルバークロースを追うため』半はん蔵ぞう達と別れた事も知っている。

　これが最後のチャンスだと思うに違いない。

　意図的に行き違いの状況を作り出し、無防備な半蔵を襲しゆう撃げきしてフレメア＝セイヴェルンをさらう事ができれば、再び状況を逆転させられる、と。

　よって。




　逆に奇襲を仕掛けるのは簡単だった。




　一刻も早くフレメアを再確保したいシルバークロースは絶対にもう一度トンネルを使う。その上でわざと浜はま面づらと行き違いになる状況を作りたがっているため、最短コースをストレートに進んでくる事はない。

　そこを迂う回かいした上で、なおかつできるだけ早くフレメアを再確保するためのコース。

　二番手。

　割り出しさえ終われば、後はアルマジロをまとったシルバークロースを待つだけで良い。




　ゴバッ!!!!!!　と。

　物陰から跳ちよう躍やくした浜面の飛び蹴げりが、アルマジロの背中へ砲弾のように突き刺さる。




　爆はぜた。

　轟ごう音おんと共にアルマジロの体がトンネルの地面に叩たたきつけられ、さらに五、六回もバウンドした。緩ゆるやかに曲がる壁面に激突し、その体をようやく止めたモデルはゆっくりと起き上がる。

　奇襲には成功したが、浜面は内心で焦あせりを感じていた。

（……ベストのタイミングで、全体重を乗せて、ノーガードの相手に叩き込んだのにまだ動くかよ。こいつ、生なま半はん可かな硬さじゃねえぞ）

　あのアルマジロは、時速五〇〇キロオーバーで走行する四足から躊ちゆう躇ちよなく飛び降り、その後も通常通りのスペックを維持している。搭乗者の命を守る事に関しては折り紙つきなのだろう。装甲の方も、単純に硬い感じではなかった。何かしらの電子制御で衝しよう撃げきを逃がす機構でもあるのかもしれない。

『表側』の技術の結晶である、警備員アンチスキル用大型警けい邏らバイクから派生した『ドラゴンライダー』の搭乗用スーツ。

『暗部』の技術の結晶である、シルバークロースのコレクションの一つ。

　両者は互いを打ち倒すべく、正面から睨にらみ合う。

　搭乗用スーツとアルマジロは、共に言葉を交わさなかった。

　その前に、すでに一歩が踏ふみ出されていた。

　互いの拳こぶしが交差する。

　ガッシィ!!　という軋きしんだ音が響ひびいた。

　生身の肉体がぶつかる音とは違う。だがそれは、駆動鎧パワードスーツの装甲同士が衝しよう突とつしたから、という単純な理由でもない。

　シルバークロースの放った拳を、浜はま面づらの右手がいなしたのだ。

　ちょうど手首と肘ひじの間、下腕の辺りを外側から叩たたく格好で、拳の軌道を強引に曲げたのである。

　返す刀で、浜面の左拳が飛ぶ。

　下から上へ突き上げるようなアッパーカット。

　これをアルマジロは肩をわざと拳へ叩きつける形で、被害を最小に食い止める。

　当然、これらは浜面仕し上あげの技術ではない。

　おそらくシルバークロースの技術でもない。

　駆動鎧パワードスーツに組み込まれたコンピュータによる知識や技術の検けん索さくと補強。それを最大限に利用した今、彼らは並のショットガンよりも強きよう靭じんな拳に対し、先を読み、軌道を計算し、いなし、次の手を放つといった一連の動きを実行できる。それも、一秒間に三つ以上のアクションをこなす速度で。

　浜面の拳は、モーターや化学性スプリングが運動量やそのベクトルを修正する事で、銃器に等しい破は壊かい力りよくを生み出す。

　シルバークロースも『人間の動きを補強する機械』を操っているのではなく、『人の形をした兵器』に操られる事で最適の破壊力を生み出そうとしているのだろう。

　ガガガガガッガツッガツガツ!!　という硬い轟ごう音おんと火花が何度も散った。

（……単に硬い装甲同士をぶつけ合っても仕方がねえ。そこは元々『何があっても破壊されないように』設計されてんだ。真正面から抜こうとしても時間を無む駄だにするだけ）

　不良少年の拳を自動車のドアに風穴が空くレベルにまで増幅させる駆動鎧パワードスーツを操りながら、浜面はこう考える。

（だが、こいつは戦車でも装甲車でもない。あくまでも肉体の動きに合わせて、運動量を増幅させるための駆動鎧パワードスーツ。だから、その動きを止めるために使える弱点は必ずある）

　つまり、




　外側の硬い駆動鎧パワードスーツではなく、内側の柔らかい人体。




　おそらくセンサー群を潰つぶすためだろう、顔を集中的に狙ねらってくるアルマジロの拳を敢あえて避さけず、浜面は巻きつけるように二本の腕で拘束する。

　駆動鎧パワードスーツの腕は単なる機械のアームとは違う。その内部には人間の腕がそのまま収まっている。

　つまり。

　体重とてこの原理を使って、肩と肘ひじ、二ヶ所を同時にへし折れば、内部の人体も一いつ緒しよに破は壊かいする事になる。

　当然、浜はま面づらは関節技になど詳しくない。

　組み伏せる事もせず、立ったまま、警戒する相手の関節を砕く方法など知らない。

　全すべては機械の補強。

　トロッコを手で押して、レールの先を眺めるような感覚。

　高速で動く四し肢しが、他人のような冷静さで相手の腕を砕く。

『がァァああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!』

『柔道とかプロレスは怖こええよな。レフェリーのいない路上のケンカじゃ絶対にやり合いたくないタイプだぜ……ッ!!』

　機械でできた駆動鎧パワードスーツそのものは、いくらでも関節の自由度を調整できる。反対側に折り曲げても壊こわれずに済むかもしれない。

　しかし中身の人体は違う。

　そして『人間の動きに合わせて』稼か動どうする駆動鎧パワードスーツは、人体の損傷によって命令を送れる組み合わせのパターンが激減する。

（両手足を全部砕く必要はねえ。後は足の一本でもへし折ればこいつは動けなくなる……ッ!!）

　ミシリ、という異様な音が聞こえたのはその時だった。

　砕いたはずの、アルマジロの右腕が不自然に震える。

　まるで何かのモードを切り替えるように。

『なァめるなァァあああああああああああああああああああああああああああ!!』

『ッ!?』

　へし折られ、浜面に摑つかまれたままの右腕を、シルバークロースは左手の力で、肘の所から強引に引き千ち切ぎる。

　バランスを崩した浜面の腹へ、シルバークロースは強烈な蹴けりを叩たたき込んだ。

　浜面の背中がコンクリート壁に叩きつけられ、その壁面に細かい亀き裂れつが走る。

『がッ!?』

　さらに二発。

　三発。

『……ッッッ!!!!!!』

　駆動鎧パワードスーツをまとっていても、流石さすがに体内から息が吐はき出される。呼吸困難になった浜面はアルマジロの右腕から両手を離はなした。

　尋常じゃない。

　あれだけの攻こう撃げきは確かに浜はま面づらへダメージを与える。だがそれ以上にただでさえ折れている腕を引き千ち切ぎる激痛の方が大きいだろう。正直、ショックで舌を嚙かんでいないのが不思議なぐらいだ。

　朦もう朧ろうとする視線を正面へ投げると、アルマジロに異変があった。

　その装甲が、泥のようにグズグズと崩れ始めていたのだ。

『……「中身」を壊した程度で駆動鎧パワードスーツが止まると思うのは間違いだ』

　粘性のある黒いオイルのようなものと、帯状のゴムのようなものがしなやかに伸び、地面に落ちた腕を絡め取った。そして切断したはずの腕を、外側から強引に再接続させていく。それは装甲というよりは、もはや艶なまめかしい凹凸を持つ黒い腕そのものだった。

（……蟹かにの甲こう羅らと同じ。外殻を使って千切れた腕を繫げてやがる……ッ!?）

　素顔と共に、その声がクリアになる。

　声色だけなら、鈴を転がすようなと表現できる美声。

「一定の水準を超えた駆動鎧パワードスーツは、結局のところ、サイボーグと同じ本質を得る。人間を外から補強するか、中から補強するか。その違いでしかない」

　ずぞぞぞぞぞぞぞ、という水っぽい音と共に、シルバークロースの『外殻』が変質していく。その中身は、長髪で端たん整せいな顔の青年だった。その上から、薄うす汚よごれたマントのようなものを被かぶせた格好へと変わっていく。

　これまでにあった、分厚い装甲で覆おおわれたロボットのような外観ではない。

　まさしく、人工的な筋肉だけを外側から無理矢理補強させたような、デザインとして不完全なままシルバークロースの半身を覆う。

　化学性スプリングの、その『繊せん維い』が直接蠢うごめいているのが見える。

　ある種、艶なまめかしくさえ映るその凹凸に、『Emergencyエマージエンシー』というモデル名が赤い文字で表示される。

「故ゆえに、人体の破は壊かいに意味はない。それはそのまま外殻によって補強される。手足の骨や筋肉はもちろん、血管損傷による失血、各種内臓の破損や機能停止、それらは全すべて駆動鎧パワードスーツを経由バイパスする事で戦せん闘とうは続行される。そして」

　ぎちぎちぎち、という歯車の軋きしむような音が鳴り、マントに覆われた右半身から、先端が鋭く尖った、歪いびつな形の細長い腕が何本も飛び出した。

「脳も」

　ぶるり、と浜面は背筋に悪お寒かんが走るのを、確かに感じた。

　コンピュータによる、知識や技術の補正。

「……元々、『ヤツら』に対抗するために用意した戦力だ。まともな訳がないだろう？」

　どの程度の損傷を『経由バイパス』で補えるのかは不明だが、少なくとも生身の殺し合いを超越しているのは間違いない。額に鉛弾を一発撃うち込む程度では、もはや決着はつかないのだ。

「自覚しろ。その上で楽しもうか。……『人間を超える』というのがどれほどおぞましいのかを見せてやる」







　実際のところ。

　シルバークロースの戦術は、駆動鎧パワードスーツのシルエットを変える前から、アルマジロの右腕をへし折られる前から、散弾銃並の肉弾戦を繰くり広げる前から、すでに始まっていた。

　一番最初に、奇き襲しゆうで飛び蹴げりを受けたその瞬しゆん間かんから。

　結局、経験の差というヤツだろう。シルバークロース＝アルファは長期にわたって様々な駆動鎧パワードスーツを操ってきたからこそ、駆動鎧パワードスーツの戦闘にとって重要なのは何か、敵として現れた場合に叩たたき壊こわすにはどうすれば良いか、その答えにも心当たりがあった。

　要点。

　最も重要なポイント。

　それは装甲や関節部分などの外装でも、バッテリーやモーターなどの駆動部分でもない。そうした表面的な所よりも、まず最初に掌しよう握あくしなければならないものがある。

　それは、

（コンピュータによる知識や技術の補強、修正）

　どんなに強力な拳こぶしでも、当たらなければ意味はない。どんなに堅けん牢ろうな装甲でも、その隙すき間まを潜くぐるように攻こう撃げきを放たれれば意味はない。

（私もお前も、戦せん闘とうや格闘技のプロという訳ではない。経験のレベルで再調整された思考こそが最適の攻撃パターンを弾はじき出す。……ならば、補強スクリプトさえ逆算できれば、一〇〇％の精度でクロスカウンターを決める事ができる）

　そのため、シルバークロースは戦闘が始まったその瞬間から、カメラのモードをハイスピード対応にさせた上で、常に解析作業を続けていた。目の前の浜はま面づらと戦いながら、しかし同時にコンピュータに処理を進めさせていたのだ。

　そして結果は弾き出された。

　無限の可能性が、有限の選せん択たく肢しに絞り込まれる。

　浜面仕し上あげは当然のように、ほぼ無限に近い自由な攻撃パターンを持つ。だが、その最初の動き、始動の一手目は五パターンしかない。〇・一秒の単位で爆発的に広がる可能性を、事前に潰つぶす。全すべての始動に対してクロスカウンターを決められる環境を整えれば、シルバークロースの勝利は確定する。そのために彼は駆動鎧パワードスーツのシルエットを変化させたのだ。先端の尖った歪いびつな形の七本の腕は、浜面の取る全ての行動に対し、腋わきの装甲の隙間から肺と心臓を正確に貫き、同時に背部のコンピュータを粉砕するために身構えている。

　浜はま面づらは気づいていない。

　だからこそ、シルバークロースを攻こう撃げきするために最後の一歩を踏ふみ込んでしまう。

　それが自らの胸へ尖った先端を突き刺す事に繫つながるとも知らず。

（……破は壊かい力りよくの追求、その弊へい害がいか）

　可能性という檻おり。

　袋小路の未来。

（整えられた死へ向かえ、無レ能ベ力ル者０!!）




　鈍い音が炸さく裂れつした。

　駆動鎧パワードスーツの関節部分の隙すき間まから潜もぐり込み、その内部の人体まで叩たたき壊こわす、鈍い音が。




　その瞬しゆん間かん。

　鋭く尖った七本のアームは、確かに始動五つの可能性全すべてを正確に捕ほ捉そくしていた。ありとあらゆる浜面の行動は全て迎撃され、彼の心臓は貫かれ、同時に駆動鎧パワードスーツを操るコンピュータが粉砕される事で、『経由バイパス』すら許さない徹てつ底てい的てきな死を与えるはずだった。

　にも拘かかわらず。

　すり抜けた。

　七本のアームの照準から外れた。

　あらかじめ設定されていた始動五つの選せん択たく肢し。

　そのいずれにも当てはまらない未知の攻撃が、その拳こぶしが、凄すさまじい勢いでシルバークロース＝アルファへと突き進んだのだ。

（な……）

　息を吞のむシルバークロースは、直後に知った。

（こいつ、選択肢の幅から脱するために、最後の最後でコンピュータの補助を切っ）

「……ッ!?」

　とっさに七本の腕を振るうが、もう遅い。

　そもそも自らが指定した範囲内でのみ、最大の威力を発揮するように配置された兵器だ。その外からやってくる攻撃に対して有効な迎撃を行えるはずがない。

　いくつもの尖った先端が、浜面の駆動鎧パワードスーツを浅く裂さいた。

　だがそこが限界だった。

　浜面の動きを止める事はできず、自動車のドアに風穴を空けるほどの拳がシルバークロースへと叩き込まれる。

　横から回すように、胴へ直撃する一撃。

　バッテリーとコンピュータを束ねた『弱点』が、まともに打ち抜かれる。

　同時、軋きしんだ音を立てて、シルバークロースの全可動部が停止した。最新鋭の兵器が高価な枷かせに変わった瞬しゆん間かんだ。

「……お、前……」

　手足をまともに動かせず、前傾のまま固まったシルバークロースは、かろうじて口だけを動かした。

「……パターンを読んでいた事が、読まれていたとでも言うのか……」

『何、訳の分からねえ事を言ってやがる』

　対して、浜はま面づらは吐はき捨てるように答えた。

　本当に、シルバークロースの真意を摑つかめていないまま。

『単に、俺は気づいただけだ。こいつは自分の手でやらなくちゃならねえって事をな』
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　シルバークロース＝アルファを撃げき破はした。

　彼はまだ意識がある状態のようだが、制御用のコンピュータが壊こわれた今、全すべての関節は固まってしまい、自分で駆動鎧パワードスーツを脱ぐ事すらできないようだった。中ちゆう途と半はん端ぱに崩れた形状のモデルに覆おおい被かぶせられるような格好で動きを止めている。

　その事実を確認した浜面は、ようやくトンネルの壁に背をつけ、安あん堵どの息を吐はいた。

　この十数分の時間がやけに濃密だ。

　今さらのように、浜面の全身から命の危機を訴える嫌いやな汗が噴き出していた。

「浜面!!」

　暗いトンネルの向こうから、半はん蔵ぞうが走ってきた。

「無事か？」

『何とかな……』

　言いながら、浜面は駆動鎧パワードスーツの手の指を、わずかに開閉させる。

『だがスーツはやられた。運動量の増幅は無理。思考の補助も、そのパワーを前提にしたものだ。この壊れかけのモデルで使ったら自分の骨格を破は壊かいしかねない。……ホントにただのライダースーツだぜ』

　シルバークロースのように『固まる』現象が起きなかっただけでもマシだったかもしれない。それに運動量の増幅はなくとも、普ふ段だん着ぎよりは頑丈であるのは変わらない。

　ひとまずヘルメットを外し、じかに外気を吸い込みながら、浜面は尋ねる。

「フレメアは？」

「近くにいる。お前の事を変身ヒーローか何かと勘かん違ちがいしているようだった」

「顔を隠した程度で何やっても許されるんなら、なってみても良いけどな」

　ギチリ、という音が聞こえた。

　浜はま面づらと半はん蔵ぞうは闇やみの向こうへ目をやる。

　地下鉄の暗いトンネルの奥から、わずかな音が聞こえていた。自然界のものとは違う。太いバネが軋きしむような音にも近い。

　改めてヘルメットを被かぶり直し、暗視モードに切り替えた浜面は、そこで息を止めた。

『……クソッたれが……』

「何だ浜面？　何が見える？」

　金属の塊かたまり。

　蠢うごめく脚。

　無機質なレンズ。

『駆動鎧パワードスーツだ』

「今さっきお前の手で倒しただろう!?」

『一機二機じゃない。一〇機以上いやがる……。シルバークロースだけじゃなかったんだ!!』

　そういう事か……という呟つぶやきを浜面は聞いた。

　壊れた駆動鎧パワードスーツに身動きを封じられたままのシルバークロースだ。

　彼は自じ嘲ちよう気味な声で、

「あの女……人のハンガーから勝手にコレクションを出撃させたな」

　具体的な脅きよう威いが見える浜面が最初に一歩後ろへ下がり、それが見えていない半蔵が想像上の恐怖に押されてさらに大きく後退した。そして弾はじかれたように二人は走り出す。先ほどまでの安あん堵どや解放感はすでにない。

『フレメアと合流しよう！　さっき近くにいるって言ってたよな!?』

「郭くるわのヤツに任せてる。近くにあいつの隠れ家があるからそっちに向かう！　だがあのレベルの駆動鎧パワードスーツを揃そろえられたら太た刀ち打うちできないぞ。どうする浜面!?」

『決まってる……』

　駆動鎧パワードスーツはもう使い物にならない。

　敵側の戦力は無限を思わせるほど、次から次へと投入されてくる。

　終わりは見えない。

　どこまで逃げれば良いのか。逃げ続ける事はできるのか。そもそも逃げる事が正しいのか。

　再び追われる者となった浜面は、しかし前を見据えながらこう答えた。

『フレメアを助けるためには、あいつらを出し抜くしかねえ!!』








行間　四









　街の通信機能を一時的に麻ま痺ひさせ、警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントへ通報できない状況を作った上で、リスト化した凶悪な能力者達である『標的』を集団で襲おそって無力化させる。

　計画は着々と進んだ。スキルアウトと言っても様々な組織があるが、連絡を取ると概おおむね賛同の意見を取り付けられた。人員、金銭、物資。それらが計画の成じよう就じゆに必要な量に達するのを、駒こま場ばや周りの少年少女達が実感し、喜んでいた。

　しかし同時に、駒場利り徳とくはこうも考えていた。

　そう甘くはないだろう、と。

　いくら大勢で取り囲んだところで、強大な能力者を確実に排除できるとは限らない。たった一回の排除で全すべての標的を無力化できるとも限らない。何より、これはもう無レ能ベ力ル者０と能力者の争いの域を超えている。もっと学園都市の『上』が、この街の仕組みを維持する強大な力が、駒場達の計画を妨ぼう害がいするために動き始めるだろう。

　さらなる一手が必要だ。

　この計画、成就しても失敗しても、どんな結末が訪れても、確実に無レ能ベ力ル者０が襲しゆう撃げきされる事件を食い止められる……という『結果』を導き出せる状況を整えなくてはならない。

　だがその一手に心当たりがなかった。

　そうこうしている内に、状況が動いてしまった。

　彼らスキルアウトの計画を粉砕するため、学園都市の上層部は最悪の殺し屋を派遣してきた。そいつの名は一方通行アクセラレータ。学園都市最強の超レ能ベ力ル者５。スキルアウトの駒場とは全く別の角度から、『この街を守る』ために戦い続ける者。

　そいつを見て、そいつと戦って、ようやく駒場利徳は内心でわずかに笑った。

　最後の一手を手に入れた、と彼は思った。

　たとえ計画が成就しても失敗しても、必ず『無レ能ベ力ル者０が襲撃されるという事態を解決してくれる』最後のピースを。




　これで、俺の勝ちだ。

　決着の時、彼は最期に学園都市へ向けて、心の内でそう呟つぶやいた。

　想おもいを託せる相手と出会えた幸運に感謝しながら。








第五章　たとえヒーローにはなれなくても　Knight(s).
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　黒くろ夜よる海うみ鳥どりはデパートの屋上に立っていた。

　彼女の能力があれば、地上の道路を使わなくても移動はできる。流石さすがに飛行機のように常時飛んでいられる事はできないが、ビルの屋上から他の建物の屋上へ移動していくだけでも、大幅なショートカットができる。

『仕事場』へ向かう途中だった。

『新入生』の下っ端ぱどもが、浜はま面づらやフレメアを追跡し、彼らが逃げ込んだ廃ビルの位置を特定している。

　途中のビルで足を止めたのは、摑つかんでいる携帯電話の方へ意識を集中させたためだ。

　白いコートのフード部分だけを頭に引っ掛けたまま、携帯電話を握っている。イルカのビニール人形は足元に置かれ、小さな足でぎゅむぎゅむと踏ふまれていた。

「そう、そうだ。シルバークロースの『コレクション』を全部出せ。バイタルは見た。あいつはもう使えない。コレクションは保管しているだけ経費の無む駄だだ。ここでまとめて出しちまえ」

　話している相手は、シルバークロースの部下として活動していた人間だ。主に駆動鎧パワードスーツの整備のために駆り出されていた。

『自動制御の場合、挙動がかなり単調になり、動きを読まれやすくなるリスクが生じますが』

「向こうに装甲を抜くだけの火力がなければ関係はない。物量でも押せる。……何より、あれを出さずに終わらせるのは、宝の持ち腐れだろう」

『……ファイブオーバー……』

「科学技術は常に進歩し、『最新鋭』の基準も向上していくという良い見本だ。私達『新入生』向きってヤツだよ。分かったらさっさと投入しろ。シルバークロースのヤツも、個人の嗜し好こうなど気にせずさっさとあれを出していれば良かったんだ」

『しかし、あのモデルは……』

「そうか。あれだけは完全自律ＡＩではなかったな。駆動鎧パワードスーツの特性、か。人間の脳を演算のコアに指定し、それらを徹てつ底てい的てきに補強する形で駆動用コンピュータが周囲を取り囲む」

　黒夜はしばし思案し、

「なら、仕方がない」

『ファイブオーバーの投入は中止する方向で？』

「逆だ。死に掛けのシルバークロースをファイブオーバーの中に詰め込んでおけ。それで演算のコアに設定できる。必要なのは、シナプスのネットワークだけだ」

　冷れい徹てつな言葉だった。

　あらゆる反論を上から押し潰つぶすほどの。

『か、確認しますが、多くのモデルは自動制御であり、シルバークロースを詰めたファイブオーバーも、ほぼプログラムのみで動くような形となります。……何しろ意識がありませんから。そして自動制御の場合、該当モデルの動きはかなり単調なものになります。また、出力の繊せん細さいな調整も、複雑な作戦行動も難しくなります。つまり』

「フレメア＝セイヴェルンの命の保証はできない、か」

　黒くろ夜よるは鼻で笑う。

「構わんよ、もう殺しても。浜はま面づら仕し上あげと一方通行アクセラレータの間にラインが繫つながり、一つの勢力として上層部も認識をしている。あのガキの役目はもう終わった。まとめて殺したところで、私達のデメリットになる事はない。……早く済ませて『ヤツら』に専念するぞ」

　携帯電話の通話を切り、コートの内ポケットにしまうと、彼女は代わりにチョコレートのバーを取り出した。一本で朝食の代わりになるとか宣伝されていたヤツだ。

（さ・て。浜面とフレメアはこれで始末できたとして、ネックはやはり一方通行アクセラレータか）

　チョコレートとクッキーと蜂はち蜜みつと生クリームを混ぜて練ったような菓子を頰ほお張ばりながら、

（あいつの『反射』は核かく攻こう撃げきすら弾はじくと言われているが、原理は単なるベクトルの制御に過ぎない。過去にはその性質を逆手に取り、拳こぶしを手前に引く事で、逆方向へ『反射』させた拳を一方通行アクセラレータへ直撃させたという事例もある。……この辺りは、『暗くら闇やみの五月計画』で思考の一部を植え付けられた私にも分はあるだろう。平たく言えば、タイミングはすでに私の頭に収録されている）

　そこまで思案した黒夜は、不意に顔をしかめると、

「まっじぃ……。っつーか甘い。脳は常に糖分を必要としていますじゃごまかせないぞ。健康食品って名目で味に対するこだわりをおろそかにしているんじゃないのか」

　呟つぶやきつつ、ふと彼女はその声を内ではなく、外へ向けた。

「ここんとこ外ればっかりだけど、良かったら食ってみる？　ってか、食い物にしても待ち人にしても、欲しい時に欲しいものが現れてくれないから困っちゃうよねえ」

　ニヤニヤと笑い、黒夜海うみ鳥どりは振り返る。




「絹きぬ旗はた最さい愛あいちゃん？」




　その声を聞き、絹旗は無言のまま前へ出た。

　小さな両手には何も握られていないが、そもそも彼女は戦せん闘とうの際には『素手』を最も信しん頼らいするような人間だ。その細い腕には、自動車を摑つかんで持ち上げるほどの『力』が備わっている。

「ったく、浜はま面づら捜しにそこらを超走ってみれば、また面倒臭くさい人間がちょっかい出しているようじゃないですか。私がここへ来た理由は、超分かっているみたいですね」

「タイミングは悪いけど、来てくれた事には感謝しようかね。ラインの太さが実証できた。一方通行アクセラレータと浜面仕し上あげから派生して、アンタや麦むぎ野のみたいな『アイテム』回りも釣り上げられたんなら上出来。そりゃあ立派な『一大組織』だ。上層部が懸け念ねんし、抹まつ殺さつに精を出す程度には」

「あなたが何をしようが超勝手ですが、わた───」

「絹きぬ旗はたちゃんよお」

　何か言いかけた絹旗を遮さえぎるように、黒くろ夜よるは蔑さげすみの声を重ねる。

[image: ]

「悪いんだけど、ここは私が気持ち良ーく一人語りをするための場面でさ。正直、アンタにゃいちいち口出しできる権利ってのはないんだわ。分かる？　権利。難しい言葉だから理解できないかな？」

「『新入生』……」

　絹旗はわずかに呟つぶやいて、

「新しい枠組みに入れた事が、そんなに嬉うれしいんですか？」

「だからさー、会話なんて望んでないっての。まあ、その、あれだ。別に嬉しいも何もないよ。私は単に元の場所へ戻っただけだ。ここが私の居場所なんだ。だから壊こわすし、だから殺す」

　黒くろ夜よるは気負わない。

　彼女を拘束しているものも、特にない。

「って言っても、『上』が再編したのには切せつ羽ぱ詰つまった事情もあるみたいだがな。何せ『ヤツら』が動き出してる。そうそう、『ヤツら』ってのは浜はま面づら仕し上あげだの一方通行アクセラレータだのじゃない。『ヤツら』は外側からの脅きよう威い……つまり、私達とは『別の法則』を使うような連中だ。だから制御ができない。そのために私達は再編された。とはいえ、呼び出しを受けなかった絹きぬ旗はたちゃんには理解できないかあ」

「……『成績』もろくに叩たたき出せなかった劣等生が、見ない間に随ずい分ぶんと超大きな口を叩くようになりましたね」

「あっれえ？　『暗くら闇やみの五月計画』の事言ってるう？」

　ニヤニヤと笑いながら、黒夜は足元にあるイルカのビニール人形を踵かかとで蹴けり上げる。

　どういう仕組みなのか、跳ね上がったイルカは少女の背中、真っ白なコートに張り付いた。

　そして、

「攻こう撃げき性せいの一点なら『最も近づけた』個体ってのが私だ。まァ、あンまり溢あふれすぎたせいで研究者連中ブチ殺しちまって、プロジェクトは破は綻たん。都合の良い『犬』を作りたがってた連中からすりゃあ、確かに劣等だったかもしれないねェ。なァ、そォだろう。優等生の絹旗ちゃーン？」

　ガラリと、その口調が変わる。

　ボンッッッ!!!!!!　という爆音が発せられた。

　黒夜の左右へ伸ばした腕の先から、全長三メートルほどの『窒素爆槍ボンバーランス』が噴き出したのだ。

　それを見た絹旗は、一度だけ両目を瞑つぶる。

　そして開く。

「……掌てのひらから噴射するしか能のねェ超クソ野郎が、私に勝てるとでも思ってンですか」

　彼女の口調も、変わる。

　まるで黒夜に引きずられるように、内に秘められた暴力性が顔を出す。

　黒夜と違って派手な物理現象が起きているようには見えない。だが彼女の周囲の窒ちつ素そは確実に制御下に置かれていた。ライフル弾程度の衝しよう撃げきなら、三六〇度どの方向からでも確実に防御する『窒素装甲オフエンスアーマー』である。

　彼女達の共通点。

『暗闇の五月計画』。

　学園都市最強の超レ能ベ力ル者５の演算方法の一部分を意図的に植え付ける事で、能力者の性能を向上させようというプロジェクト。

　個人の人格を他者の都合で蹂じゆう躙りんするその計画は、ある意味において、確かに二人の少女へ力を与えていた。

　ただし、その力は同類であっても同種ではない。

　演算方法の理想モデルとされた第一位。その精神性の『どこを切り取り、どこを植え付けるか』によって、その能力の細部に変化があったのだ。

　片方は攻こう撃げき性せい。

　片方は防護性。

　共に『空気中の窒ちつ素そを操る』大レ能ベ力ル者４でありながら、黒くろ夜よる海うみ鳥どりと絹きぬ旗はた最さい愛あいの間には確かな区別があった。

　故ゆえに、か。

　それとも、精神を変質させられる前から、傷を舐なめ合う思考に持ち合わせがないのか。

　悪夢のような実験を乗り越えた二人は、会話で物事を解決に導こうとしたり、暴力を振るう事にためらいを見せるような雰ふん囲い気きは抱いていなかった。




　ただ真正面から叩たたき潰つぶす。

　己の目的の障害となるべき人物を、完かん膚ぷ無なきまで。




　ゴッキィィィィン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　絹旗と黒夜が正面から突撃し、空気中の窒素を凝ぎよう縮しゆくさせた攻撃を放った音だ。

　だが攻撃性なら黒夜の方が上。

　右手と左手。双方から飛び出した窒素の槍やりは、絹旗の腕の隙すき間まをかいくぐり、胸と腹の中央へそれぞれ正確に突き刺さる。

　徹てつ底てい的てきな指向性によって、戦車を前後に貫けるとまで言われたその攻撃。

　しかし、直撃したはずの絹旗は、わずかな呻うめきを上げただけで、直後に笑みを作った。

「……防護性なら私の方が超一流です」

『窒素爆槍ボンバーランス』が真横に弾はじかれる。

　同じように、窒素の塊かたまりで保護された絹旗の拳こぶしで。

　そこから先は、連打の嵐だった。

「絹旗ちゃーン!!」

　片方は槍。片方は拳。それだけ見れば、有利なのは断然黒夜だ。絹旗の力は強固だが、それは拳から数センチの範囲しかない。対して黒夜の槍は三メートル。純粋なインファイトがガトリング砲に匹敵する結果を生み出す絹旗の拳だが、黒夜の槍は小型巡航ミサイルの連射に近い。その最大級の出力を出した一撃は『貫く』のではなく『爆砕』を生み、それが連続して標的を地形ごと瓦が礫れきの山に変える。そもそもの設計段階からして、攻撃性で黒夜に敵かなうはずがない。

　しかし、

「超お可哀かわいそォに」

　自動車を一〇秒でスクラップに変える拳を放ち続けながら、絹旗は鼻で笑う。

「初しよ撃げきで私を殺せなかった時点で、すでに勝敗は超決まっています。私の防護は三六〇度、私の意思に関係なく自動展開されます。装甲を超貫けないのであれば、何度振るっても無意味。どンな手を使っても、どンな角度から突き入れても、あなたは私の超柔らかい目玉に傷をつける事すらできませン。……大量の窒ちつ素そを使って標的を貫くそのやり方は普通の鋼板程度なら濡ぬれた紙のよォに引き裂さくでしょうが、同じ窒素を使う私の壁とは相性が超悪いですし」

　一方で、

「あなたは攻撃性には超優すぐれていても、防護性は全く考こう慮りよしていない。全すべての力はその両手に超集約されています。体のどこに超当てよォが、一発でももらえば生身の肉体などひしゃげてしまう。どちらが有利かなど超問うまでもありませン。……多少劣っていよォが何だろォが、私の手は必ずあなたに超届く」

　分かっていて、なお止めない。

　あらゆる攻撃をあらゆる方向から受けても致命傷にならないのなら、手を止めても安全であるはずなのに。

　目の前の敵を粉砕するため、絹きぬ旗はた最さい愛あいは容よう赦しやをしない。

「ひっはは。変わってないねェ、絹旗ちゃンよォ」

「あなたは何か超変わったンですか」

「変わったさ」

　二本の腕を振るう、それだけに特化した黒くろ夜よるは、しかし嘲あざけるように笑った。

「変わって変わって変わったさ。絹旗ちゃン。むしろ、私はまだアンタがそンなトコに留とどまってるのが不思議でならない。あったはずだ。変わる機会はいくらでもあったはずだ。なのにどォして変わらない？　どォして能力者は能力を使って戦うなンて基本中の基本から抜け出せていない？」

「……、」

「能力者の秘密は能力だけだと思ったか？　どンな能力を持っていて、どンな特徴の攻撃方法があって、どンな弱点があるか。それさえ分かれば決着がつくとでも思ったか？　そいつァ古いね。世代が違う。もォ一度言うよ、絹旗ちゃン。アンタはその気になれば、いつでも変われたはずなンだ。私みたいになァ」

　一いつ瞬しゆん、絹旗は黒夜が能力以外の兵器……例えば拳けん銃じゆうや爆弾などを併用するかと警戒した。

　それはある意味において正しく、ある意味において間違っていた。

　結果はこうだった。




　白いコートに張り付いていたイルカのビニール人形が、爆はぜた。

　中から出てきたのは、大量の腕。

　それらは黒夜の体を伝い、右上半身へと次々に接続されていく。




　手といっても、それは赤子のように小さく、ある意味でバランスの歪いびつなものだった。だが腕の長さは一メートルほどもある。質感はビニールなどの石油製品に近いか。本来硬いはずのマネキンが、球体関節などに頼たよらず滑なめらかに動いたら、こんな風になるかもしれない。人のような肌色で、作り物のような光沢で、硬く、滑らか。矛む盾じゆんした項目をそのまま実現させてしまっている。

　歪ゆがんだパイプのようにも見える十数もの腕は、まるで黒くろ夜よるの意思に従うかのように、一斉にその小さな掌てのひらを絹きぬ旗はたに向ける。

　もちろん生物的なものではないだろう。

　そして同時に、絹旗は思い出す。

　黒夜海うみ鳥どりは、掌から窒素の槍を自在に生み出す能力者だと。

　ゴッッッッバッッッ───ッ!!!!!!　と、衝しよう撃げき波はの域に達する爆音が発せられた。

　大量の『窒素爆槍ボンバーランス』が生み出され、それがさらに一点へと収束された。莫ばく大だいな破は壊かい力りよくを帯びた透明な槍やりは、思わず顔の前で両腕を交差させた絹旗の体を、数メートルも後方へ押し流した。

　ニットでできた袖そでが破けるのを絹旗は確認する。

　わずかにだが、彼女の『窒素装甲オフエンスアーマー』が貫かれている。

「義手……駆動鎧パワードスーツ……いや、超違う。それは……ッ!?」

「一定の水準を超えたサイボーグは駆動鎧パワードスーツと変わらないって事さ、絹旗ちゃンよォ。逆もまた然しかりだが」

　ギシギシギチギチ、と十数の細い腕を蠢うごめかせる黒夜。

　完全なチューブではなく、内部に短い骨が何本も接続されているらしい。それが、まるで複雑骨折した歪な腕を無理矢理動かしているかのような嫌けん悪お感かんを与えてくる。

「って言っても、未いまだに金属加工で人間を作る方法なンざ確立できちゃいないンだよねェ。結局、最後は生物の力を借りる訳よ。ミクロ方面は細菌やバクテリアの力を使った方が精巧な部品を作れるからさァ。イースト菌を使わずにパンを作るのがどれだけ大変かって話だよ」

「人の作、る……超、能力を、補強する、機械……ッ!?」

「つい最近、世代が更新したンだよ。サイボーグそれ自体は例の『木き原はら印』で研究されていたよォだが、そこからもォ一段階進ンだ訳だ」

　嘲あざ笑わらう声。

　これらの技術が、確立はしても一般には出回らない理由は明快だ。

　あまりにも、歪み過ぎる。

　この街の腐り切った上層部でさえためらうほどに、社会が急激に変動しすぎてしまう。

「しっかし、驚おどろくよォな事か？　ヒントは前からあったンだ。例えば脳を損傷した一方通行アクセラレータは外部のネットワークを使って能力の代理演算をさせている訳だし、結むす標じめ淡あわ希きってヤツは低周波治ち療りよう器きを使って精神を安定させていた。……人体一つにこだわる必要なンかない。チカラの制御を人体の外部へ持ち込む技術は仮組みされていた。私のは逆。外から入力するンじゃない。内から出力する部分に人工物を取り込ンだだけだ」

　黒くろ夜よる海うみ鳥どりは『手の先から窒ちつ素その槍やりを生み出す』能力者だ。

　人間の腕は二本しかないから、槍は同時に二本しか生み出せない。

　だったら腕の数を増やせば良い。

　一〇本でも二〇本でも付け加えた上で、槍を一極集中させればこれまで以上の破は壊かい力りよくを出力できる。

「そして」

　ざわり、という気配が絹きぬ旗はたを包む。

　ただの機械には生み出せない、人間の持つ特有の『気配』。

「カラダはいくらでも追加できるンだ。『私』っていうものがここにある『これ一つ』だとは限らねェンだよ」

　ビルの屋上を縁取る、四方の端はし。

　そこから何かが這はい出してきた。それらは全すべて、黒夜に接続されているものと同じ『腕』だった。まるで蠢うごめく蛇へびで作った膨ぼう大だいな滝たきだ。数百、数千。その全ての機械の腕が黒夜海鳥という『人体』を形作るパーツであり、『窒素爆槍ボンバーランス』を生み出すための砲台として機能する。

「イルカの中に隠してた腕はマスター……私の体に接続して、アンテナとしても使う。普ふ段だんはプログラム制御のスレイブは、マスターからの信号を検知して『私の肉体』になる訳だ。スレイブが何であるかは、説明する必要があるかなァ？」

　黒夜は口の中で含むように笑い声を洩もらしながら、告げる。

「さァて、どォするよ絹旗ちゃーン？」

「……ッ!!」

「アンタの防護性は一方通行アクセラレータの『反射』。私の攻こう撃げき性せいは一方通行アクセラレータの『ベクトル制御』に起因する。槍の射程は三メートルだが、互いのベクトルをぶつけ合えば、もっと巨大で、長大で、どォしよォもない破壊力の槍を生み出す事もできるってのは分かってンだよねェ？」

　勝ち目があろうが無かろうが、戦況は常に動く。

　黒夜海鳥は待たなかった。

　絹旗最さい愛あいにも考えている時間はなかった。

　数千もの槍が同時に発射された事で、屋上の大気の構造そのものが大きく変質する。ねじれた槍と化した空気の塊かたまりが、絹旗の腹に突き刺さった。

　拳こぶしで一撃決めるどころか、前へ踏ふみ出す余裕すらなかった。

　屋上全体を縦断するほどのサイズの槍が、絹旗の小柄な体を吹き飛ばす。

　ズッパァァァン!!　という、畳たたみに掌てのひらを叩たたきつけるような轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　絹きぬ旗はたの体が数百メートル先にある別のビルの給水タンクに直ちよく撃げきし、大量の水が爆風代わりに撒まき散らされた。

　黒くろ夜よるは破は壊かいされた給水タンクの詳細を確認しようとしたが、

「ちえー。知らない間に目が悪くなってンなァ。……これも『付け替えた』方が良いのかね。ま、ここからじゃ良く見えねェけど、あの程度じゃギリギリ生きてるかにゃーん？」

　ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ、と大量の『腕』を従えながら、黒夜は次の建物の屋上へ飛ぶため、その縁へと向かう。

「絹旗ちゃンよォ。こっちは一方通行アクセラレータと浜はま面づら仕し上あげをラインで繫つないで皆殺しにしようってンだ。何も変わらずに実行しよォとでも思ってンのかな」

　その口調に、絹旗に対する感情は込められていなかった。

　あくまでも一人語り。

　自分が満足するためだけの行為。

「確かに生身じゃ麦むぎ野のみたいな超レ能ベ力ル者５にゃ敵かなわねェが、『道具』使えば話は変わってくるって訳よ。格かく闘とう技ぎのチャンピオンだって、戦闘機にゃ勝てねェンだから」

　シルバークロース＝アルファの駆動鎧パワードスーツ。

　黒夜海うみ鳥どりのサイボーグ。

　互いに正反対の概がい念ねんから出発していながら、本質では全く同じ水準に達したもの。だからこそ彼女達は手を組み、利害によって『接続』する事を了承した。

「さ・て・とー。この調子でやりますか。本来、シルバークロースのコレクションに浜面達を任せて、私は一方通行アクセラレータの方を当たるべきだが」

　それでいて、片割れが消えても彼女は変わらない。

　絹旗最さい愛あいという防護性を薙なぎ払った時と同じように。

　だからこその悪党。

　揺らがない、という一点においてのみ、上層部からの信しん頼らいを得ているもの。

「面倒臭くせェ。先に潰つぶせる浜面を全力で潰して、それから一方通行アクセラレータをじっくり料理しますか」

　ある意味において、シルバークロースよりもよほど厄やつ介かいで。

　ある意味において、とても学園都市らしいと言える怪物が、さらなる追い討ちをかける。




　　　　２




　浜面が地下鉄トンネルから工事作業員用の出入り口を使って地上へ出ると、そこは第一九学区だった。どうやらシルバークロースを追っている間に、第三学区から移動してしまっていたらしい。

　再開発に失敗した学区。居並ぶビルはどこも汚れが目立ち、シャッターが下りている店舗が多い。しかし一方で、真空管や蒸気機関など『すでに市場から見放された技術』をもう一度研究し直す事で、最さい先せん端たん技術の開発に繫つながるのではないか……という考えの元、わざと学区の一つを寂さびれさせ、古い技術の実験場にさせている、というウワサもある。

　郭くるわに先導され、浜はま面づら、半はん蔵ぞう、フレメアが駆け込んだ隠れ家は、そうした寂れた街並みの中にいくつもある、廃ビルの一棟だった。

　元はデパートだったのだろう。大きな吹き抜けに、動きを止めたエスカレーターが交差している。商品自体は撤てつ去きよされているものの、埃ほこりの被かぶったマネキンなどはそのまま放置されている。

　半蔵は苛いら立だった調子で、

「出入り口が多すぎる……。今からバリケードで全部埋めるのは不可能だぜ」

「本来は逃げ場の多さを利点に数えていたんですよ」

　ミニ浴衣ゆかたの郭は拗すねたように反論する。

「それより、ここに籠ろう城じようするとして、具体的な勝算は？　籠城は基本的に時間稼かせぎです。それだけで解決するパターンは珍めずらしい。時間を稼いだ結果、私達にどんな勝算が生まれるんです？」

『……一方通行アクセラレータだ』

　浜面が、絞り出すような声を出した。

『俺達みたいなのにはどうしようもなくても、あの怪物なら、駆動鎧パワードスーツがどれだけ出てきたって薙なぎ払える。時間を稼ぐだけの意義が生まれる。フレメアの命を救ってくれる。どこにいるのか分からねえが、連絡さえ取れればあいつはここまで来る。俺達の事はともかく、フレメアの命を守るだけの理由はあいつにもある』

「浜面!!」

　半蔵が思わずといった調子で叫んだ。

「でも、あいつは、あの怪物は……ッ!!」

　それ以上言う前に、浜面は首を横に振った。

　不良集団であるスキルアウト達があの第一位に忌き避ひ感かんを抱く理由。あの怪物と駒こま場ばの間に何があったのか。それをフレメアに聞かせる訳にはいかない。

『今は、フレメアの命が最優先だ』

「……、」

　半蔵はそれきり黙だまったが、納得はしていないようだった。

　フレメアの不安そうな視線が、浜面、半蔵、郭の三人へ次々と向けられていく。

　郭が半蔵の代わりに話を先へと進めた。

「浜面氏。それで、その第一位との連絡手段はあるんですか？」

『ケータイの番号を交換しているような関係に見えるか』

　浜面は無理矢理に軽い調子で答え、

『ただ、あいつはあいつで独自の情報網もうを持っているようだった。そもそも、どうやって事件に介入したか、その最初の一手が全く分からないからな。おそらく街でデカい揉もめ事があれば、あいつは自然とそれを摑つかむ。この廃ビルが目立つような「何か」をしてやれば良い』

「屋上で焚たき火でもやりますかね」

『もう一押し。分かるヤツには分かるサインがあった方が良い』

　浜はま面づらは少し考え、それから自分の着ているスリムな駆動鎧パワードスーツのヘルメットを脱いだ。

　それを郭くるわに手渡す。

「焚き火の横に置いておいてくれ。衛星をチェックできる立場の人間、あるいはその報告や通信を傍受できる人間ならそれで分かる。……一応、最新鋭の試作型らしいからな」

「了解」

　郭は受け取ったヘルメットを若じやつ干かん興味深そうに撫なで回しながら、

「武器は三階東のコインロッカーの中に一通り。鍵かぎの内部構造は全部付け替えてありますが、浜面氏の腕ならマスターキーはいらないでしょう」

「さんきゅー。それと、巻き込んで済まなかった」

「いやあ、燃えてきますねえ。金や名誉のためじゃない。幼い命一つのために人知れず巨大権力に立ち向かうなんて、もー時代劇の忍者みたいでメチャクチャ生き生きとします!!」

「半はん蔵ぞう」

「分かったよ!!　どのみち、動かなきゃならねえのは一いつ緒しよなんだ。俺だって黙だまって殺されるつもりはねえ」

　郭は一方通行アクセラレータへサインを送るため屋上へ、浜面と半蔵は武器を拾いに三階東フロアのコインロッカーへ向かう。フレメアは特にする事はないが、一人でいるのが耐えられないのだろう。浜面達の背中をちょこちょこと追いかけてきた。

　コインロッカーは小さなものなら郵便受け二つ分、大きなものは縦一列貫いて清掃用具入れほどのスペースを確保しているものもある。郭の言った通り、鍵は見た目よりも複雑だった。だが複数の針金を使えば開かない事はない。

　一つずつ開けていくと、中から銃器がゴロゴロと出てきた。

「……忍者って感じじゃねえな」

「侍よりは短筒を使っていたはずだがな」

　だが、どれもこれも分厚い装甲で保護された駆動鎧パワードスーツを破は壊かいできるとは思えなかった。

「これなんかどうだ」

　一番巨大なロッカーには、浜面の背丈よりも巨大なライフルが入っていた。半蔵は銃身に刻まれた刻印を呻うめくように読み上げる。

「メタルイーターＭ５……対戦車仕様のフルオートライフルか。元はＭＸだったが、ストック、グリップを大幅に改良し、水冷の冷却機関を取りつけて、あの戦争で正式に採用されたヤツだ」

　銃器というより、そのまま鈍器にでも使えそうな、凶悪な塊かたまりだった。

「確かにこれなら駆動鎧パワードスーツにダメージを与えられるかもしれねえが、反動は半はん端ぱじゃねえぞ。素人しろうとじゃ伏せて撃うっても肩をやられるかもしれない」

「ないよりマシだ」

　ちょっとした辞書に匹敵する大きさのマガジンをいくつか取り出しながら、浜はま面づらは言う。

「敵から一方的に殴なぐられるより、自分の面つらを自分で殴った方がまだ悔しくないしな」

「そりゃ言えてる」

　半はん蔵ぞうの笑い声を聞きながら、浜面はズボンのベルトに拳けん銃じゆうを挟み、スリングベルトでサブマシンガンを提さげ、メタルイーターを肩で担かつぐ。持てるだけの銃器で武装した浜面は、傍かたわらにいる半蔵へ質問した。

「防護はどうする。バリケードでも作るか」

「出入り口の数が多すぎる。それに、相手の出力なら壁をぶち破ってでも侵入できる。今からガラクタを積んでも時間の無む駄だだな」

　半蔵は郭くるわから渡されたデパートの図面を広げながら、

「それより、順路の要所を見極めるんだ。内部を通行する際に必ず通るポイントを割り出せば、銃じゆう撃げきで足止めできる。……幸いにも、メタルイーターがあるからな」

「向こうは壁を抜けるんだろ」

「水平移動についてはな。だが縦の移動は順路に頼たよるしかない。階段、エスカレーター、エレベーターシャフト。ポイントの数は限られるし、一度に通行できる駆動鎧パワードスーツの数も決まってる。そこを待ち伏せて狙そ撃げきすれば、ある程度の数は減らせるかもしれねえ」

　フロア内を縦断して郭と合流しようとする浜面達だったが、そこで彼らは元銀行のエリアを発見した。あるものと言えばせいぜいソファとカウンターぐらいか。札束なんてある訳もないし、ＡＴＭなどの機材も撤てつ去きよされている。

　ただし、撤去する事のできないものが残されていた。

　分厚い壁に覆おおわれた巨大金庫だ。

　浜面と半蔵は顔を見合わせる。

「……どう思う？」

「電気系統は郭が確保してるし、大金庫の非常電源は『大きな箱』の内側にある。一度施せ錠じようしてしまえば、たとえケーブルを切られたって扉は開かない。俺達が設定した暗証コードを使わない限りはな」

　ただ、と半蔵はわずかに言い淀よどみ、

「時間をかければ力技でこじ開けられる可能性はゼロじゃあない。そして、中は袋小路だ。こじ開けられたらもう逃げ場はない。……やっぱりできるのは時間稼かせぎだ。問題の解決じゃない」

　それから、浜面と半蔵はフレメアの方を見た。

　全員で閉じ籠こもっても解決にはならない。だが幼い彼女を銃撃戦のど真ん中に置いておく訳にはいかない。敵が真っ先に狙ねらってくるのはフレメアのはずだ。

（最悪……）

　浜はま面づらは、わずかに黙だまる。

　考える。

（最悪、俺達がみんなここでくたばったとしても、この大金庫さえあれば。フレメアが引きずり出される前に、あの第一位の怪物がやってくるかもしれない）

　嫌いやな想像に、浜面の指先が震ふるえを発した。どうしようもない吐はき気が込み上げる。だがそれを表に出してはいけない。フレメア＝セイヴェルンの前でだけは、そういった感情は隠しておくべきだ。

「良いか、フレメア。お前はこれから金庫の中に隠れるんだ。あそこは扉や壁がとっても分厚いから、どんなヤツが来たってそう簡単にはこじ開けられない。あそこに入ってしまえば安全なんだ。分かるな」

「大体、浜面達はどうするの？」

「俺達はこれから、ちょっと派手なケンカをしてくる。……大だい丈じよう夫ぶさ。フレメアは金庫の中で待っていてくれれば良い。一度あそこに入って、もう一度あの扉が開いたら、ケンカは終わってる。だから心配すんな。必ず、俺達が必ずお前の事を守ってやるから」

「……やだよ」

　ポツリと、フレメアは呟つぶやいた。

　彼女は一度大きく震えると、浜面の腰に両手を回して抱きついてきた。

「やだよ!!　大体、そんなの噓うそだって分かるもん！　噓つき!!　私は知ってる。今の浜面みたいな目をした人達がどうなるかを知ってるんだ!!」

　癇かん癪しやくを起こしたように、彼女は叫ぶ。

　だがその根底にあるものの重さが違う。

　浜面も知っている。

　フレメア＝セイヴェルンの心の中にあった棘とげの正体を知っている。

「駒こま場ばのお兄ちゃんだって帰って来なかった!!　フレンダお姉ちゃんとだってもう連絡もつかない!!　大体みんな、今の浜面みたいな目をしてたもん!!　何かを隠したまま背中を見せて、みんな私の前からいなくなっちゃったもん!!」

　消えていった人達。

　フレメアの過去に、深く、優しく関与していたであろう人達。

　真相を知る立場にないからこそ、フレメアはその影をずっと背負い続けてきた。そして同時に彼女はこうも怯おびえていたはずだ。自分の大切な人達は、いつまた消えてしまうか分からない。それこそ理り不ふ尽じんに、不条理に、ある日突然。

「やだよ」

　最大の恐怖。

　その棘とげが、今の浜はま面づら達がまとっている不ふ穏おんな気配に対し、過敏に反応を示しているのだ。浜面の演技など通用するはずもない。彼女が背負っているものは、そんな程度でごまかせるような軽いものではない。

「もう誰だれもいなくなっちゃやだ!!　それならもう良い!!　大体、私なんかどうなったって良い!!　お願いだからやめてよ。もうどこにも行っちゃやだよ!!」

　浜面は、しばらく黙だまっていた。

　駒こま場ば利り徳とく。

　フレンダ＝セイヴェルン。

　消えてしまった彼らの事を思い出していた。そして同時に、気づいていた。ひょっとしたら、フレメアが泣かなくても良かった未来もあったのかもしれない事を。どうしてそんな優しい未来が訪れず、今こうして幼い少女が泣き叫んでいるのかを。

　そう。




　全部、浜面が弱かったからだ。




　過去の自分は……いや、今だって浜面仕し上あげは最低のクズだ。目の前で起きた問題の全すべてを自分の力で解決できるほど強くはない。

　そして、駒場やフレンダが立ち向かった事件は、いずれも学園都市の深い『闇やみ』が関かかわっていた。正直、個人の力でどうこうできるレベルを超えていた。だから同じ事件を一万回繰くり返しても、やっぱりハッピーエンドになんてできないかもしれない。

　だが、浜面仕上はあそこにいた。

　駒場利徳とフレンダ＝セイヴェルン。彼らが『消えた』その時、当事者として浜面は確かにそこにいたのだ。

　全てが終わるまで何も知らされず、何一つ手を貸せる可能性のなかったフレメアと違って、浜面には何かを変えられたかもしれない可能性はあった。たとえ弱くても、惨みじめでも、情けなくても、たった一つの選せん択たく肢しで別のものを選んでいれば、彼らは生存できたかもしれなかったのだ。

　浜面は奥歯を嚙かむ。

　真にフレメアを傷つけ、怯おびえさせていたものの正体は、シルバークロース達ではない。その原因の一いつ端たんには、間違いなく浜面仕上の名前があった。

　それでいて、浜面には、本当の意味でフレメアの心の傷を癒いやす事はできない。『結末』を知っている彼は、優しい奇跡など絶対に起こらない事が分かってしまっている。

　最高も、最上も、最善もない。

　だが、何もできないと割り切るほどに、彼は冷酷な心を持っていなかった。

（……駒こま場ば利り徳とくはもういない。フレンダ＝セイヴェルンも絶対に帰っては来ない。この子にとって大切な人達は、ことごとくが俺の目の前で消えていった。それはもう変えようのない事実で、取り戻す事はできない）

　探す。

　今の自分にできる事を。

　全すべてが終わってしまったその後に、それでもできる事を。

（……だから、これ以上はもう二度と失わせない。フレメア＝セイヴェルンがなくしたくないと思うものを、絶対に失わせない。学園都市の『闇やみ』だか上層部だか知らないが、これ以上この子を泣かせるような真ま似ねは許さない。誰だれが相手でも、どんな事があっても）

　震ふるえが、止まった。

　間近に迫る駆動鎧パワードスーツだろうが暗部の組織だろうが、もう浜はま面づらに恐怖を与える事はない。勝てるかどうか、そんな皮算用に興味はない。勝てないのなら勝てる状況を作れば良い。難題はそれを意識した瞬しゆん間かんに解くべき問題に変換される。出題者の考えている通りの模範解答なんて必要ない。屁へ理り屈くつで構わない。どうせハナから答えられる事など想定されていない出題だ。ご丁てい寧ねいな解法に付き合う必要なんてない。

「ヘイ」

　浜面は長大なメタルイーターＭ５を一度壁に立て掛けると、身を屈かがめ、フレメアと目線を合わせた。

「良いか、フレメア。お前が大切に想おもっている駒場のリーダーとかフレンダは、すげえ人達だった。俺にはできない事がいっぱいできた。多分、俺はあの人達みたいな真似はできねえ」

「そんな事ない」

　フレメアは首を横に振った。

「浜面は、私の事を見捨てなかったよ。大体、私がさらわれた時も、きちんと助けに来てくれたよ」

「それでもさ」

　浜面は一瞬だけ虚きよを突かれ、しかしフレメアの評価を自ら否定する。

「やっぱり、俺は脇わき役やくだ。ああいうスポットライトを浴びて舞台の真ん中に立てるような人間じゃない。多分、駒場のリーダーやフレンダ達だったら、こんな時もぐだぐだ迷っていないで、自分のするべき事をさっさと決断していたと思う。何を捨てて何を取るか、少なくともその選択に迷うようなヤツらじゃなかった。だから、あいつらはすごい人達だったんだ」

　美化しているかもしれない。駒場もフレンダも、本当はそんな割り切ってはいなかったのかもしれない。なんだかんだで駒場利徳は不良少年で、フレンダは『アイテム』の仲間を売った。だが、やはり、彼らは迷わなかったはずだ。『死を賭としてでも貫きたい何か』があったからこそ、彼らはその結果として自分のやり方を徹てつ底ていした。

　浜はま面づらにはできない。

　たとえどんな決意があっても、いざ頭に銃口を押し付けられたら絶対に揺らぐ。何かを選ぶにしても、それは常に迷いと躊ちゆう躇ちよの中にあって、選んだ後もそれが正しかったのかどうか、ぐじぐじ悩むに決まっている。

　その程度の人間だ。

　決してヒーローにはなれない程度の人間だ。

　しかし。

　だけど。




「でも、俺はまだここにいる」




　次は、浜面がフレメアの虚きよを突く番だった。

　誰だれもが当たり前のように持っているもの。持っていなければいけないもの。

　それを持つ事が許されなかった人達を悼いたむために、浜面はその当たり前の事実をもう一度自分の口で話す。

　今度こそ。

　演技ではなく、自分の心の中から出てくる笑みと共に。

「……簡単に『いなくなったり』しねえよ。脇わき役やくってのは往おう生じよう際ぎわが悪い事ぐらいしか取とり柄えがねえからな。大勢がバッタバッタと倒れていったって、なんだかんだで最後まで立っているもんなのさ」

「本当に？」

　恐る恐る、指を伸ばすようにフレメアは言う。

「本当に、浜面はいなくなったりしない？」

「しない」

「約束」

　言って、本当にフレメアは小指を立てた。

　そんな方法があった事を、浜面はこの瞬しゆん間かんまですっかり忘れていた。

「……そうだな」

　若じやつ干かん照れ臭くさそうに、浜面は自分の小指を伸ばす。

　その指を、絡からめる。

「約束だ」

　絡んだ小指は離はなれ、浜面に肩を押される格好で、フレメアは大金庫の中へと入っていった。浜面が外から巨大な扉を閉めるその瞬間まで、彼女は浜面の目をじっと見ていた。

　完全に扉が閉まり、ハンドルを回してロックを掛けると、半はん蔵ぞうが声をかけてきた。

「タングステン合金のボルトが二〇本。後は磁力に、扉の隙すき間まを真空化する機構も備わっている。開閉方式はタイム式。一二時間後までは、どんな操作も受け付けねえ。俺達で設定した暗証コードも、その時間までは入力できない」

「……、」

「銃じゆう撃げき戦せんが始まりゃあ相当派手なものになる。たとえ第一位の怪物がやってこなくたって、街の治安を守る警備員アンチスキルをごまかしきれない。時間が長期化すればそれだけ隠いん蔽ぺいは難しくなる。だから俺達は作戦通り、できるだけ内部で時間を稼かせいで……おい浜はま面づら。一体どうしたんだ？」

「そんなんじゃ駄だ目めだ」

　きっぱりと、浜面は言い切った。

「助けを待つとか時間を稼ぐとか、そんな風に考えていたら消耗するだけだ。確かに一番重要な芯しんは守れるかもしれない。フレメアは助かるかもしれない。でも大金庫がもう一度開いた時に、俺達の死体があったらあの子はまた泣く。流す必要のない涙で顔をボロボロにしちまう。そんなのは駄目だ。そんなのは俺達の勝ちにはならねえ」

「……なら、どうするんだ」

「必ず勝つ」

　メタルイーターＭ５を肩に担かつぎ、不良少年は一秒も間を空けずに即答した。

「俺も、半蔵も、郭くるわちゃんも、誰だれ一人欠ける事は許さねえ。向かってくる駆動鎧パワードスーツは全部ぶっ壊こわす。それを裏で操っているヤツらも粉砕する。フレメアは、もう『闇やみ』に関かかわる必要はねえんだ。元々、そんな理由なんてどこにもなかった。だから、必ずあの子を元いた場所へ帰す。命の危機なんてない、笑っている事が普通の世界へ、必ず」

　マジかよ……と半蔵は呻うめくように呟つぶやいた。

　対して、浜面はおよび腰の友人を責めたりはせず、

「無理して付き合う必要はないぞ。この中で標的にされているのは、おそらく俺とフレメアだ。お前と郭ちゃんは逃げても、連中は本腰入れて追いかけたりはしない。そして、生き残ってくれればフレメアは笑ってくれる。それでも勝ちは勝ちなんだ」

「逃げても良いとかさ！　本気でそう思ってんなら俺の見てない所でやってくれませんかねさっきのやり取り!!　幼女の涙とか指きりとかほとんど脅きよう迫はくだろ!!」

「そこで踏ふみ止とどまれるんだから、やっぱりお前も駒こま場ばのリーダーと一いつ緒しよでさ、脇わき役やくの域を超えてるよ」

　フレメア＝セイヴェルンの涙を止める事。

　改めて目的を確認した二人の不良少年は、対戦車ライフルを担いで敵を迎え撃うつ。




　たとえ、ヒーローにはなれなくても。

　浜はま面づら仕し上あげは、必ずフレメア＝セイヴェルンの笑顔を守ってみせる。




　　　　３




　最終防衛ポイントは、三階、元銀行エリアの大金庫。

　必然的に、浜面達はそこへ至るルートへ罠わなを張り、待ち伏せる形で応戦する。

「仕掛け終わりましたよん」

　広大な吹き抜け状の回廊でメタルイーターＭ５を構える浜面に、近づいてきた郭くるわはそんな事を言う。

「有線処理だからジャミング仕掛けられても問題なしです」

「ここ三階だろ。大金庫は簡単に壊こわせなくてもさ、フロアごと崩されたら『四角い箱』が地上に落ちる事にならないか？」

「貸し金庫はデータディスクや骨こつ董とう品ひんも扱うから相当デリケートにできてるはずです。多分、三階全部崩れ落ちても、独立した合金製の柱に支えられて浮かぶんじゃないですかね？」

「来るぞ」

　半はん蔵ぞうが会話を中断させるように言葉を割り込ませた直後だった。

　ゴドン!!　という轟ごう音おんと共に、吹き抜けの下、一階部分のフロアへ大量の粉ふん塵じんが流れ込んできた。

「いきなり壁を抜きやがった!!」

「構えろ浜面。戦うって決めたのはテメェだろ!!」

　じっくり狙ねらっている暇ひまなどなかった。

　粉塵の中から巨大な影が現れた。それは二足歩行の駆動鎧パワードスーツだった。右腕の先は本体よりも巨大な盾たてと直結していた。盾はあまりにも大きく分厚いため、駆動鎧パワードスーツの出力でも持ち上げられないらしい。下部に車輪がついているのが分かる。盾の中央には穴があり、人間の腕ほどの砲身が飛び出していた。そしてすでに、斜めに傾けられた砲身は回廊にいる浜面達の方へと向けられていた。

　発砲音の連続。

　機関砲は浜面のすぐ横の床を貫き、そこから一気に横へ薙なぐように襲おそいかかってきた。

「浜面氏!!」

　郭に首の後ろを摑つかまれるような格好で、強引に引きずられてその場から動く。直後に、人体を狙うというよりは、回廊の床を丸ごと砕いて崩落させるかのような連射が後を追った。崩れる鉄筋コンクリートに急せかされる形で、浜面、郭、半蔵は回廊を走る。

（何て野郎だ!!　やっぱりまともな火力じゃねえ!!）

　走りながら回廊の下へ目をやった浜面は、そこで小柄な駆動鎧パワードスーツがエスカレーターを伝って上へ昇ろうとしているのを見つけた。

「郭くるわちゃん!!　三番のエスカレーターっ!!」

「了解です」

　郭は応じて、ドラムで引いていたケーブルに直結するスイッチの一つを親指で押す。

　何度も折れ曲がるエスカレーターの、各階のフロアとの接続部分が、連続して爆発される。エスカレーターは廃材の滝たきと化した。早くも二階から三階へ飛び移ろうとしていた小柄な駆動鎧パワードスーツが、滝の勢いに吞のまれて一階へ叩たたきつけられる。

　だが、その程度で破は壊かいされる駆動鎧パワードスーツではない。

　浜はま面づらは走りながらも、長大な対戦車ライフルの銃身を振り回した。

　階下に向けて狙ねらいを定め、瓦が礫れきの中でもがいている小柄な駆動鎧パワードスーツの中心を狙って引き金を引く。

　ッッッドン!!!!!!　という、凄すさまじい爆音が炸さく裂れつした。

　右肩にものすごい衝しよう撃げきが走り、あれだけ重く巨大だったメタルイーターＭ５が真上を向いた。そう思ったが、実際には構えていた浜面の体がそのまま真後ろへ吹き飛ばされていた。首の後ろを摑つかんでいた郭の手を強引に剝はがし、二メートル以上も転がされる。

「ご……がっ、が……ッ!?」

　肩どころか、首や腰の調子まで疑いたくなるような激痛が、全身を上下に貫く。ロシアではアサルトライフルを手にした事もある浜面だったが、それとは全く桁けたが違う。そもそも地面に杭くいか何かで固定して撃うつように設計された銃なのではないだろうか。

　弾が当たったかどうかなど、全く自信がなかった。

　だが激痛にのた打ち回る暇ひまも、階下を悠長に確認する余裕もない。

　こうしている今も、巨大な盾たてのモデルの掃射は続いている。

　浜面は起き上がる事もできず、倒れたまま転がり続ける事で、砲弾の掃射と崩れ落ちる回廊から逃れていく。

　円柱状の柱の陰へ、三人で飛び込む。

　太い鉄骨が交差する場所だからか、そこだけは砲弾が貫通せずに耐えてくれた。

「クソッ。何だあれ」

　浜面は柱の陰から階下を確認する。

　彼が撃った巨大な弾丸は、確かに小柄な駆動鎧パワードスーツに直ちよく撃げきしていた。だがおかしい。衝撃で金具の壊こわれた搭乗部分の分厚いハッチが開いていたのだが、中身がないのだ。無人の内部スペースだけが、ぽっかりと口を開けている。

　爆音が、そんな浜面の思考を遮さえぎった。

　傍かたわらの半はん蔵ぞうが、立て膝ひざのまま小柄な駆動鎧パワードスーツへ追い討ちを仕掛けたのだ。流石さすがにフルオートではないが、彼は一発一発の衝撃を正確に受け流している。

　そして弾丸は、開いたハッチの内側、内部スペースをメチャクチャに破は壊かいしていく。今度こそ、無人の駆動鎧パワードスーツの動きがピタリと止まった。

「プログラムで制御されてやがる。おそらく、シルバークロースってヤツのお下がりを片っ端ぱしから使い回してるんだろうさ」

　ガキガキガキン、と複数の金属が床を叩たたく音が響ひびいた。

　さらに五機、新たな駆動鎧パワードスーツが吹き抜けの下へと巨体を現す。

　半はん蔵ぞうは慌あわてて遮しや蔽へい物ぶつの陰に隠れながら、

「……この柱ももたねえぞ」

「向こうもあそこに留とどまる理由はないはずだ。エスカレーターは崩れ落ちたんだから。上へ昇るためには、別のルートを目指す必要がある。他の階段とかエレベ───」

　言いかけた浜はま面づらは、そこで異変を感じ取った。

　真後ろ。

　ガラス張りのウィンドウの、そのさらに向こう。建物の外の何もないはずの空中に、巨体の影が漂っていた。全体的には、全長五メートル前後のカマキリに近い。四本の脚で地面に接し二本の鎌かまを構えるのではなく、二本の鎌と二本の腕を持ち、二本の脚で直立するような外観だった。そして開いた装甲の中から飛び出した半透明の羽が、浜面の肉眼では捉とらえきれない速度で、残像を残す形で羽ばたいている。

　鳥が羽ばたくのとは違う。

　そもそもあのサイズの巨体を、あんな小さな羽で持ち上げる事はできない。

（……超音波を使って、羽の範囲外の空気までまとめて攪かく拌はんさせているのか……？）

　蝶ちようや蛾がは団扇うちわのように空気を扇あおぐのではなく、羽の動きによって渦のような気流を生み出す。それによって、単に羽で扇げる空気の量よりも大きな揚力を得られるのだ。おそらくあのカマキリは、それをさらに発展させているのだろう。

　とっさに浜面はメタルイーターＭ５の銃身を振り回した。

　だがそこが限界だった。

　引き金を引くより早く、巨大な駆動鎧パワードスーツがウィンドウを叩き割ってフロアへ突とつ撃げきしてきた。半蔵と郭くるわ、そして浜面はそれぞれ左右へ分かれるように転がる。

　カマキリの背部には巨大なドラムのようなものがあった。それは大量の銃弾を収めておくためのものだ。そして、鎌かまの代わりに折り畳たたまれた前脚の先端には保護カバーがあり、二つに開いたその中には人工物の兵器が取り付けられていた。

　三本の銃身を束ね、回転するように作られたもの。

　それでいて、火薬の力は使わずに発射されるもの。

　電磁力の原理を利用して金属砲弾を撃うち放つもの。

　前脚保護カバーの側面にはこうある。




　Gatling_Railgunガトリングレールガン、と。




「───ッ!!」

　恐怖がせり上がった。

　浜はま面づらは細かい照準を定めずに、とにかく対戦車ライフルの引き金を引く。それはカマキリを破は壊かいするための動作ではない。その巨大な反動で、とにかく弾はじかれるように横へ跳ぶためだ。

　自らの腕をへし折りかねない暴挙だった。

　だが、それでもやはりマシだっただろう。

　直後に鋼はがねの暴風が襲おそった。
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　ッッッッッッッッッッ!!!!!!　と、音すら消えた。




　これまでの銃じゆう撃げき戦せんが豆鉄砲に見えるほどの破壊力だった。

　つい先ほどまで浜面のいた所が、通路ごと綺き麗れいに吹き飛ばされた。破壊の一つ一つは直径一メートルほどの円。風穴は一分間に四〇〇〇発を超える勢いで増殖し、三階部分はおろか、地上までを一気に貫き、建物そのものをわずかに傾かしがせた。

　銃口のサイズから言って『砲』ではなく『銃』にカテゴリされるはずだが、とても銃じゆう撃げきなんてレベルの破は壊かい力りよくではなかった。

　階下で侵攻の機会を窺うかがっていた駆動鎧パワードスーツのいくつかが、ほんの数秒で鉄クズと化す。

　桁けたが違う。

　一線を越えている。

　浜はま面づらはカチカチという音を聞いた。それが自分の歯の根が合わない音だと気づくのに時間がかかった。彼は目を見開いていた。カマキリの羽を収めるための腹部に刻印されたアルファベットに、目が釘付けになっていた。

　FIVE_Over.

　Modelcase_"RAILGUN".

　学園都市で七人しかいない超レ能ベ力ル者５。第三位は超電磁砲レールガンという。おそらくはその能力者の機構を機械的に再現するために作られた駆動鎧パワードスーツ。それも、『純粋な工学技術で、基となった才能を超えるほどに』と想定されたモデル。

　科学は常に進歩するものであり、昨日までの最新技術は明日もその地位や優位性を保っているとは限らない。

　一発でも十分恐ろしい飛び道具を一分間で数千発も発射するこの怪物は、科学の常識を、その恐ろしさを、存分に提示していた。

（……第三位）

　第四位の麦むぎ野の沈しず利り以上。

　その三番目を、さらに超越した駆動鎧パワードスーツ。

　恐怖の最新モデルは頭に当たる部分を小刻みに揺らし、左右それぞれ一門ずつある殺人兵器を周囲へ振る。

　足がすくむ。

　全身に震ふるえが走り、体が強こわ張ばる。

　急激に狭せばまる視界を、浜面は自覚する。

「走れ浜面!!」

　半はん蔵ぞうの叫び声が聞こえた。彼と郭くるわはそれぞれ別の方向へと逃げていた。浜面は周囲に目をやり、パニックの起こりかけた頭で必死に考え、そして。

　束ねられた複数の銃身と目が合った。

　直後、浜面は重すぎるメタルイーターＭ５を放り捨て、三階の回廊の手すりから躊ちゆう躇ちよなく飛んだ。

　爆音が撒まき散らされ、狙ねらいを外したガトリングレールガンの銃弾が、回廊の反対側の床や壁をまとめて粉砕していく。

　浜面は二階の回廊の手すりに強引にぶら下がり、慌あわてて身を乗り上げる。

　真上から破は壊かいの雨が降った。

　頭上の三階回廊と、足元の二階回廊がまとめて抜かれる。浜はま面づらが前方へ転がるようにＣＤショップの跡地へと飛び込むのと、回廊全体が崩ほう壊かいして一階フロアへ叩たたきつけられるのはほぼ同時だった。

（……貫通力は相当のものだが、精度はそれほど高くない。レールガンの銃弾が空気をかき乱す爆風から銃を支えるために、サスペンションでガッチガチに銃身回りを固めているのか）

　細かく動き続ければ照準から逃れられるかもしれない。

　そんな甘い考えは、直後に吹っ飛んだ。

　後方。

　恐怖から振り返ったその先に、ファイブオーバーは佇たたずんでいた。自らの銃弾の連射で回廊はまとめて崩されているにも拘かかわらず、空中でピタリと静止していた。超音波の振動で空気を渦状にかき回す、あの半透明の羽の力を借りているのだ。

『……び……じじ……』

　何かしらの声が聞こえた。

　意味をなしていない音。だが浜面の背筋が凍り付いた。

『……じび……ぎぎ……ざざざざじ……』

（シルバークロース……ッ!?　いや、あいつはまともに立っていられる状態じゃないはずだ。今すぐ病院に連れて行かなきゃならないぐらいのダメージは負っていたはずなのに、まだ動いてやがるのか!?）

　駆動鎧パワードスーツには傷ついた体を外側から補強する機能がある。

　それを使って復帰したのか。

　それとも、『まだ使える』という判断で、第三者の手で無理矢理に詰め込まれたのか。改めて観察してみれば、これまでと違って、シルバークロースの声には意志を感じられない。

　深く考えている余裕はない。

　ガッシャ!!　という機械音と共に、束ねられていた複数の銃身が分かれて、それぞれ自由に動き始めた。

「な……」

　それでもなおレールガン。

　戦車を三、四台縦に貫くほどの破壊力を持つ銃弾は連射性を失う代わりに、パノラマ状に二階フロアを蹂じゆう躙りんしていく。

（ちくしょ……ッ！　どんな装そう塡てん方式してやがんだ!!）

　通常、ガトリングガンは複数の銃身を回転させながら一発ずつ弾を込めていくものだが、どうもガトリングレールガンは方式そのものが違うか、モードによって切り替えられるようだ。

　とっさに意味もなく身をひねり、必死に銃弾の乱舞から逃れようとしたが、その前にフロアの床がまとめて抜けた。一辺数十メートル単位の落とし穴。今度こそ、轟ごう音おんと共に浜はま面づらの体が一階地上フロアまで落下していく。

　激痛が体を貫き、体内から酸素が絞り出される。

「が……は……ァッ!?」

　肺から空気を奪われていたためか、絶叫を放つ事すら許されない。

　それでもマシな方だっただろう。『ドラゴンライダー』用のライダースーツを着ていなければ五体満足ではいられなかったはずだ。

　四方を粉ふん塵じんで囲まれた視界ゼロの状態で、浜面は砕けた建材の上を必死に這はう。

（どうする……？）

　彼は口の奥から血が滲にじむのを味で自覚しながら、

（あいつをどうにかしない限り、他の駆動鎧パワードスーツと戦っている暇ひまなんてないぞ。でもどうする。あの馬ば鹿かデカいメタルイーターでいちいち狙ねらってなんていられない。そもそも、もうあの銃は手元にねえぞ）

　持っているのは金属製の辞書のようなマガジンが二つだけ。

　いかに強力な弾丸だろうが、それが発射できないのであれば破は壊かい力りよくを利用する事はできない。

　威力が威力であるため、急造の銃身などを作るのも相当難しい。下へ手たなもので代用しようとすれば、その爆発は浜面自身の肉体を粉々にするだろう。

　もちろん、メタルイーターＭ５以外の拳けん銃じゆうやサブマシンガンでは話にならない。

（ファイブオーバーは様々なセンサーで戦場を走査している。武器にできそうなもの、反はん撃げきに使われそうなものは物陰にあるものも含めて全すべて把は握あくされちまっているはずだ）

　そんな状況で逆転の手など打てるのか。

　思考が真っ白になりかけるのを必死で抑えつける浜面だったが、相手はわざわざ彼の決断など待っていたりはしない。

「……？」

　ようやく浅い息を吐はきつつ、浜面は疑問に眉まゆをひそめる。

　ファイブオーバーからの追撃が来ない。

　まともに歩く事もできず、いつでもとどめを刺せる状況のはずなのに。

（何だ……）

　少し考え、浜面はやっと気がついた。

　敵の最優先目標は浜面仕し上あげではない。フレメア＝セイヴェルンだ。あれだけの機械の塊かたまりなら、建物の中の人の位置を走査するのも難しくない。分厚い大金庫の中までは不可能かもしれないが、『建物の中にフレメアの反応がないのはどういう事か』を推測できるレベルのＡＩが積まれていれば、どこを目指すかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　あんな連射を浴び続けたら、大金庫の扉だって抉えぐり取られてしまう。

「くそっ!!」

　痛む体を無理矢理に起こし、浜はま面づらは自分の肉体を引きずるように歩き出す。

　傍受される恐れはあるが、携帯電話を取り出して半はん蔵ぞうと連絡を取る。

「半蔵!!　メタルイーターはまだ使えるか？　ファイブオーバー……あのガトリングレールガンが狙ねらっているのはフレメアだ!!　何としても足止めしろ!!」

『対戦車ライフルは何とか使えるが、これでブチ抜くのは難しいぜ浜面』

　半蔵は苦い調子で答える。

「あんな馬ば鹿かデカいライフルでもダメなのか!?」

『近づけば抜けるだろうな。こいつは弾丸の速度が威力に直結する。初速が一番速いから、ゼロ距きよ離りに近ければ近いほど威力も上がる。だがどうやって近づく？　あんな台風みたいな連射を続けられたら、物陰から顔を出すのも危ねえよ』

　浜面は壁に拳こぶしを叩たたきつけそうになる。

　みんなの命を守るためには、ファイブオーバーを破は壊かいしなければならない。だがファイブオーバーを破壊するためには、みんなの命を危険にさらさなければならない。

　辞書のように大きなマガジンを抱えながら、浜面はしばし考える。

　そして顔を上げた。

　崩れかけた天てん井じようから、配線のケーブルが垂れ下がっていた。

「……半蔵。ファイブオーバーを完全に壊す必要はない。足止めに徹てつする事ならできるか？」

『連中は無人のＡＩ機だぞ。破壊される事に怯おびえるような機能はついていない』

「具体的な時間は？」

『チッ。作戦遂すい行こう能力を保持しようってスクリプトがあるなら、一〇分。だが遠えん隔かく操作で「撃げき破は優先」とか切り替えられたらそれでおしまいだ』

「それで良い。やってくれ。ただしできる限りで良い。ヤバくなったら自分の判断で逃げてくれ」

『足止めして、それでどうする!?　今の状況じゃメタルイーターＭ５を使ってもあの電動カマキリは破壊できない。メタルイーターＭ５以上の火力はここにはないんだぞ!!』

「……それなら、今ある火力でどうにかするしかない」

　ようやく目的地が定まった。

　浜面は天井へ向けていた視線を、明確へ、前に向ける。

「あのファイブオーバーを、ここでブチ抜くだけだ」

『どうやって!?』

「ここは隠れ家なんだから、武器以外にも生活に必要なものは揃そろっているはずだよな。寝具とか、食料とか。一応、郭くるわちゃんに確認を取りたい。電気が使える状態って事は、冷蔵庫とか家電も一式揃っているって考えて良いのか？」

『だったら何だ？』

「照明は？　冷蔵庫や電磁調理器があるのに、まさか懐かい中ちゆう電灯だけじゃないよな」

『ＬＥＤを主要フロアに一通り！　それが何なんだ!?　あの怪物に目め眩くらましでもやるってのか!?』

「その通りだ」

　冗談に大おお真ま面じ目めで返され、半はん蔵ぞうは面食らってしまったようだ。

　だが浜はま面づらは続けてこう言った。

「……家計の味方でぶっ壊こわすんだよ」




　　　　４




　ファイブオーバー。

　モデルケース・レールガン。

　そうナンバリングされた駆動鎧パワードスーツは、破は壊かいされた回廊を飛び、緩ゆるやかな挙動で三階部分へ着地した。元々、この飛行機能はあまりにも威力の高すぎるガトリングレールガンが地形を破壊し過ぎてしまうため、自らが生み出した悪路を通過するために用意されたものだ。狭く入り組んだ屋内だろうが、ハリケーン並の強風の吹き荒れる屋外だろうが、まるで透明な床に置いたように空中でピタリと静止する性能を持つ。

　すでにＡＩは建物全体をセンサーで五回走査し、標的であるフレメア＝セイヴェルンの反応が得られない事を確認していた。

　センサーの走査を完全に受け付けない場所は少ない。その中で標的が潜もぐり込める場所はさらに少ない。

　最優先で確認すべきは、三階の銀行跡にある大金庫である。

　そこにフレメアがいてもいなくても構わない。

　いなかったとすれば、候補が一つ消えただけ。同じように全すべてのポイントを回れば、いつかは標的と遭そう遇ぐうする。

　仮に向こうが泡を食ってポイントから別のポイントへ逃げようとすれば、その動きは定期的な『全体走査』で引っ掛かる。

　つまり、無む駄だな徒労に対し、常に同じ技量で作業を続けるだけの状態を維持できれば、いつかは必ず標的に辿たどり着く状況、という訳である。

　プログラム特有の、『端はしから順番に潰つぶしていく』やり方は、複雑な条件が重なる繊せん細さいな事件の解決には向かないが、単純明快な殲せん滅めつ戦せんでは大いに役に立つ。

　ファイブオーバーは通路の流れに沿って三階を進む。『弾丸を使い過ぎる事』だけが懸け念ねん材料として挙げられているため、ＡＩのモードは可能な限り今ある道を通行する事が条件に組み込まれていた。この項目がなければ、今いま頃ごろ『全すべての壁と障害物を破は壊かいして』最短コースで突き進んでいただろう。

　と、そこで妨ぼう害がいがあった。

　より正確には、数分単位で行われる『全体走査』が、通路の角に潜ひそむシルエットを捕ほ捉そくしたのだ。

　数は二つ。

　片方は対戦車仕様の長射程ライフルを所持。

　リスク判定の結果『撃げき破は』を弾はじき出したＡＩと、壁に身を寄せて体を隠していた半はん蔵ぞうと郭くるわが攻撃に移ったのはほぼ同時だった。

　とはいえ、半蔵は無理な連射を行わない。

　通路の角から銃身を伸ばし、最低限の射撃を行って再び角へ隠れる。必要以上に壁へ接近する事は銃身をぶつけて動きを制限してしまう恐れがあるはずなのだが、そうしたミスを犯す気配もない。不自然な体勢からの射撃であるにも拘かかわらず、メタルイーターＭ５の驚きよう異い的てきな反動に体を痛める事もない。

　見る者が見れば驚嘆に値する技量だったが、そもそもＡＩにそんな高度な機能はついていない。

　ただ状況を判定する。

　弾丸を節約し、可能な限り今ある道を通行する事、という条件も考こう慮りよに入れた上で、




　容よう赦しやなく、壁ごと撃うち抜く判定が出た。




　カマキリの鎌かまが不自然な方向へ向いた事を、標的も認識したようだ。

　壁の向こうのシルエットが慌あわてて身を伏せるのと、ガトリングレールガンの掃射が行われたのはほぼ同時だった。───ッッッ───ッッ───ッッッッッ!!　と、音の領域を超えた衝しよう撃げき波はと共に、脆ぜい弱じやくな遮しや蔽へい物ぶつがまとめて崩されていく。

　標的は無力化できなかったが、ＡＩはただ作業を続ける。

　遮蔽物がなくなれば標的を狙ねらいやすくなる。

　よって作業タスクを変更する必要はない。

　どこまでも『単調な行動の結果、いつかは必ず届く』を繰くり返すＡＩ。ファイブオーバーはただ前進する。それは人間のように自分で考える最新兵器というよりも、機能を多岐に発展させたミサイルのような印象を与えるだろう。

　最適化による無む慈じ悲ひ。

　柔軟性を排してでも特化させた思考の方式が、ファイブオーバーを運用する側の人間の理想を浮き彫りにさせている。

　なおも逃走の気配を見せる二人組に対し、ガトリングレールガンで応じるファイブオーバー。

　ストレートに標的を狙ねらうのではない。

　標的が逃走に使うと思われるルートを検けん索さくし、その通路の床を、間にある壁ごと吹き飛ばしたのだ。通路の崩落によって、二人組の退路は断たれる。純粋な肉体の性能でガトリングレールガンを回かい避ひするのは不可能。

　つまり。

　次の掃射で決まる。

『単純な行動の結果、いつかは届く』の最終地点へ到達する。

　カマキリの右の鎌かまが正確無比に狙いを定める。

　その時だった。

　数分おきに繰くり返される定期的な『全体走査』が、別の反応を捉とらえた。真後ろ。数十メートル先に誰だれかがいる。そいつはキャスターのついた手押し車を、両手の力で思い切り押し、手を離はなし、こちらへ流してきた。自転車程度の速度で接近してくる手押し車の上には、一抱えほどのサイズの段ボール箱が二つほど重ねられている。

　爆発物である可能性。

　リスク判定を行ったＡＩは、速すみやかにファイブオーバーを反転させた。手押し車が懐ふところに入るより早く、ガトリングレールガンが不審物を軽々と吹き飛ばす。純粋な金属銃弾であるにも拘かかわらず、その表現は『爆発』が一番適切だった。

　段ボール箱の中身は果物だった。

　リンゴやオレンジといった丸い果物が、半数近く粉々になり、残りが箱の外へと四方八方へ散らばっていく。爆発物を懸念したため、敢えて狙いをわずかに逸らし、まず中身をさらけ出させたのだ。

　ファイブオーバーはリスク判定を行う。

　箱から転がってきた果物が、軒並み真ん中から切られて半球状になっている事は、人の目で見れば不審に思えたかもしれない。だがあくまでもプログラム的なリスク判定だけでは受け流してしまう。

　他ほかにも『おかしな事』はあったのだが、リスク判定は用途不明と判断した。

　ファイブオーバーは砲身を手押し車の残ざん骸がいから、それを流した人物の方へと向ける。

　浜はま面づら仕し上あげ。

　その瞬しゆん間かん、彼がニヤリと笑っている理由を、ＡＩのストレートな思考は判定できなかった。だがＡＩは別の事を把は握あくしていた。彼が両手で抱えているもの。ＡＣ一〇〇ボルトの家庭用電源ケーブルで繫つなげられているものの正体を、ほぼ正確に。

　金属の塊かたまりだった。

　平面的な照明を何重にも重ね、何万ものＬＥＤを束ねて作った、一つの塊だった。

　より正確には、主要フロアの照明をかき集めて手に入れた部品の一群だった。

　電磁波照射装置。

　鉄板を組み合わせて装置全体をラッパのように覆おおったその形状は、前方へ強い指向性を与えるであろう事もシミュレートできた。

　結果。

　しかし。

　リスク判定にはこう出る。強力な電磁波は電子機器に悪あく影えい響きようを及ぼす。ただし数万のＬＥＤ程度のものであれば、専用の対策が施ほどこされたファイブオーバーの諸機関へ致命的な損傷を招く恐れはない。そもそも、『強力なレールガンを武器とする』ファイブオーバー自体、磁気や電磁波を大量にばら撒まくモデルであるからだ。

　一人ずつ抹まつ殺さつする。

　ＡＩの判定は、あくまでも『単純な行動の結果、いつかは届く』。それを徹てつ底ていする事こそが、ファイブオーバーにファイブオーバーという兵器の特性を与えている。

　だからこそ。

　ファイブオーバーのＡＩには判定できなかった。

　そもそも。

　恐怖も打算も持つ生身の人間が、ガトリングレールガンなどという冗談のような兵器に真正面から立ち向かおうと考えるのは、どのような心境の時に湧わき上がる思考なのかという事を。




　つまり、圧倒的な勝利の確信。

　それなくして、わざわざ怪物の前に立つ人間などいるはずがない。




　ファイブオーバーは直前に段ボール箱を破は壊かいしていた。中に入っていたのは真ん中の所から切られ、半球状になった大量の果物。そして、『おかしな事』があった。そこには対戦車ライフル、メタルイーターＭ５に使われる巨大な弾丸が縦に突き刺さっていたのだ。

　プログラムのリスク判定が受け流していたのは、発砲に繫つながる因子がなかったためだ。

　果物の半数以上は粉砕されたが、残りは四方八方へと散らばり、転がっている。

　当然、ファイブオーバーの懐ふところ、胴体下部にも。

　そしてわざわざ果物に突き刺しているのは、安定した平面が床と接する事で『弾丸の先せん端たんが、常に上を向くように』仕向けるため。

　半はん蔵ぞうは言っていた。

　メタルイーターＭ５でファイブオーバーを貫くためには、ほぼゼロ距きよ離りから撃うつしかないと。

　だが、いくら弾丸を近づけたとしても、発射するための装置がなければ意味がない。

　ところで。

　火薬を起爆するための方法として、最も頭に浮かべやすいのは『火を点つける』事だろう。

　しかしそれだけではない。

　例えば、




　強力な電磁波は、過敏なタイプの火薬を誘ゆう爆ばくさせる。




　ファイブオーバーが鎌かまを動かすより早く。ガトリングレールガンが浜はま面づらの肉体を建材ごと粉々にするより早く。

　爆音が炸さく裂れつした。

　ドガガガガガガガガッ!!!!!!　という空気を震ふるわせる大だい音おん響きようは、遠く離はなれた浜面の耳どころか、腹にまで食い込んできた。

　輪切りにした果物の中央、半球の頂点から飛び出す形で弾丸を刺したのだ。自然と、多くの弾丸は上を向く事になる。

　しかし半数近い果物はガトリングレールガンで破は壊かいされたため、それ以外の方向にも銃弾は飛び散った。

　ファイブオーバーの真下から、全方位へと。

　それこそ一つの巨大な爆発のように、ありとあらゆる方向へ破壊の嵐あらしを撒まき散らす。

「ちくしょう!!」

　電磁波照射装置を構えていた『標的』は、慌あわてたように身を伏せた。

　だがファイブオーバーに追つい撃げきするだけの余裕はない。

　装甲にオレンジ色の火花が散る。

　リスク判定が作業を終える前に途絶し、データが破損する。

　銃身によって火薬の爆発力を整えていない以上、弾丸の威力は当然削そがれる。だが距きよ離りが距離だ。ほとんどゼロ距離射撃に近い状況は、それ相応の破壊力を生み出す。

　装甲に巨大な亀き裂れつが走り、なおもギチギチと脚を動かそうともがき、そこへ天てん井じようから大量の建材が降り注いできた。ファイブオーバーに当たらなかった分の弾丸は、フロアの天井へ甚じん大だいなダメージを与えていたのだ。

　今度こそ。

　ファイブオーバーが、止まる。

　スペック上、第三位を超えるとまで言われた駆動鎧パワードスーツが。

　その直前、ＡＩのストレートすぎる思考は、決して判定のできない音声を捉とらえていた。

　つまり。

　生身の感情の込められた、人間の声を。




「……俺の知ってる第四位は、もっともっと怖かったぜ」
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　絹きぬ旗はた最さい愛あいは、オフィスビルの屋上で、逆さまになってぶら下がっていた。

　鋼鉄でできた給水タンクは内側から破は裂れつしたようになっていて、屋上一面には広大な水みず溜たまりができている。彼女の着ているニットのワンピースの一部が、タンクの尖とがった残ざん骸がいに引っ掛かっているのだ。

　彼女の『窒素装甲オフエンスアーマー』でも、ダメージは無効化できない。腹に何発もボディブローを受けたように、体の芯しんまで衝しよう撃げきが通り、スタミナは失われていた。だが、これでもマシな方だ。能力の加護がなければ挽ひき肉になっていただろう。

（……ビルの人間が上がってこないのは超僥ぎよう倖こうですけど、これもやっぱり『上』が関かかわっているんですかね）

　しかしそんな絹旗の考えは通じなかった。

　屋上と屋内を繫つなぐエレベーターの扉が開いたのだ。

　現れたのは、オフィスビルで働くサラリーマンでも、管理会社の作業員でもなかった。

　それにしては歳としが若く、何より面つら構がまえが凶悪すぎる。

「……第一位、でしたっけ……？」

　現代的なデザインの杖つえをついた、白い髪に赤い瞳ひとみの超レ能ベ力ル者５。一方通行アクセラレータは、面倒臭くさそうな調子で給水タンクの残骸に引っ掛かった絹旗を見上げる。

「『新入生』とやらが必死になって警備員アンチスキルの介入を阻そ止ししよォとしているのを、俺の連れが傍受してな。黒くろ夜よる海うみ鳥どり、あるいはシルバークロース＝アルファ。どちらかと関わったな」

「本題は？」

「あいつらの行き先だ。『新入生』とやらがフレメア＝セイヴェルンってガキを狙ねらっている。殺される前に手を打ちたい」

「セイヴェルン……？　くそ、あの超泣き虫が柄にもない事やってるのは、そういう訳だったんですか」

「行き先に心当たりはあるのか？」

「『新入生』の下っ端ぱの通信を傍受できたんなら、そっちについても超分かるはずでは？」

「作戦に応じて機密ランクを設定してンだろ。何をするにも金がかかる。組織に関わる全すべての通信に最高ランクのセキュリティを割り当ててたら、湯水の如ごとくってヤツになる。……何より、『新入生』ってのは『上』からのサポートを完全に受けているって訳でもなさそォだしな」

「超なるほど」

「で、心当たりは？」

「ええまあ」

　絹きぬ旗はたはぶら下がったまま肩をすくめて、

「ここからそう遠くはないはずですよ」
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「浜はま面づら!!」

　通路の向こうから、半はん蔵ぞうが顔を出した。

「やったな、おい。ホントにファイブオーバーを沈めやがった!!　……なあこれ、そっちに近づいても大だい丈じよう夫ぶか。これ以上暴発しないだろうな」

「大丈夫だ。残らず発射済みだよ」

　浜面は大量のＬＥＤ照明を集めて入手した電磁波照射装置を放り捨て、通路を走って半蔵達の方へと近づいていく。

「急げ！　弾はあと何発残ってる？　メタルイーターＭ５の弾丸だ!!」

「何言ってんだ浜面。電動カマキリはもう……」

「忘れたのか」

　浜面は半蔵の両肩を摑つかんで揺さぶりながら、

「ここへ来た駆動鎧パワードスーツはファイブオーバーだけじゃない。さっきの掃射でいくつかは巻き込まれたみたいだけど、まだ何機も残ってる!!」

　そしてその全すべてが、メタルイーターＭ５の火力がなければ応戦できないほどの強度を誇る。

　確かに一機一機の性能は、ファイブオーバーよりも劣るかもしれない。

　だが、それらがまとめて襲おそいかかってきたら。あるいは、ファイブオーバー一機よりも恐ろしい戦力として機能するかもしれない。

　そもそも。

　どんな機種だって、どんなモデルだって、たった一機でも、駆動鎧パワードスーツというものは全力で応じなければならないほどの戦力なのだ。

　半蔵は慌あわてたように弾数を確認し、

「……弾は七発。だが全て必中できる保証はないし、向こうの強度によっては何発も撃うち込まなくちゃならねえかもしれねえ。これで残りを全部相手にするのは難しいぞ!!」

「でも、これ以外に無人の駆動鎧パワードスーツを無力化できる火力はありません」

　この隠れ家に何を保管しているのかは、持ち主である郭くるわが一番分かっているはずだ。

「サブマシンガンやアサルトライフルでは、いくら撃っても弾はじかれるだけです」

「どうすんだ浜面！　射しや撃げきとさっきのトラップで確実にやれると思うか!?」

「俺に考えがある」

　ガシャガシャガシャガシャ、というサスペンションの軋きしむ音が、複数の方向から聞こえてきた。

　取り囲まれようとしている。

　時間はもうない。

　唯一の救いは、浜はま面づらが今着ているものの『規格』だけか。
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　バガバガバガバガバガッッッ!!!!!!　という爆音が連続するのを、黒くろ夜よる海うみ鳥どりは耳にしていた。こうしている今も廃ビルのいくつかの窓から粉ふん塵じんが噴き出し、外壁に亀き裂れつが走り、建物自体がほんのわずかに傾き始めている。

　絹きぬ旗はた最さい愛あいとじゃれていたせいで多少手間取ったが、こうして見ている限り、シルバークロースのコレクションは有効に機能しているようだった。突入して数十分。すでに内部は破は壊かいされ尽くしている事だろう。

「……そろそろ頃ころ合あいかにゃーん？」

　呟つぶやく。彼女がイメージしているのは、人肉を耕す巨大な農作業機械だ。人間の手では面倒な重労働も、機械が端はしから端まで丁てい寧ねいに行ってくれる。ネックと言えば、生死の判定が少々ファジーで、『とりあえず確実に死亡確認を取れる』よう、肉体をグシャグシャにしてしまうところぐらいか。

（……掃除機が無人になる時代なんだから、クソ仕事なんざ全部マシンに回してしまえば良いのに）

　その『人間』と『機械』の扱いが曖あい昧まいになっているのがシルバークロースと黒夜な訳だが、彼女はその皮肉には気づいていない。

　とはいえ、このまま放っておくと、人肉が全すべてペースト状にされてしまいかねない。『肉眼で見て分かる程度』に体を保っていられる内に、中の様子を確認した方が良いかもしれない。

　無人機の作戦行動中に踏ふみ込む事は、誤射や誤判断による襲しゆう撃げきの可能性も否定できない訳だが、

「ま、その時はその時」

　新しく膨らませた予備のイルカのビニール人形を軽く撫なでながら、

「……たかが機械のオモチャ如ごとき、その気になれば一〇秒でスクラップにできるんだし」

　ぞぞぞぞぞぞぞっぞぞぞぞぞぞぞぞぞっぞぞぞぞぞぞぞぞぞ……と、黒夜のゆっくりした歩みの背後から、得え体たいのしれない音が続いた。

　彼女を補強しているもの。

　サイボーグ。

　大量の赤子の手が、付き従う巨大なマントのように、数を増す事で威圧感を手に入れるイナゴの大群のように、黒くろ夜よる海うみ鳥どりを追ってくる。

　その全すべてが黒夜の能力の発射デバイスであり、砲台。

　数百数千に及ぶ『発射地点』は単なる『窒素爆槍ボンバーランス』を放射するに留とどまらず、一つの群体として『一定範囲の気体の流れ』全てに干渉を起こす。莫ばく大だいな一本の窒ちつ素その槍やりを生み出す事も、逆に窒素を奪った空間を用意する事で、その他の酸素や水素を雪な崩だれ込ませて爆発させる事も自由自在である。

　もはや、その力量は大レ能ベ力ル者４の範はん疇ちゆうに収まらない。

　そして黒夜自身、陳ちん腐ぷなナンバリングに興味がない。

「……私も私で、敵味方の区別なくやり過ぎるって評判だからなあ。今回の場合、人命と引き換えに金を潰つぶしそうだが、さてどっちの方が怒られるのやら」

　幼い女王は戦局にさらなる混乱を招くため、廃ビルへと近づいていく。

　そこでふと、その歩みが止まった。

　ニヤリと、嘲あざけるような笑みを浮かべる。

「ま、出てくるとすれば、ここがお似合いかな」

　現代的なデザインを突く、白い人影がそこにいた。

　一方通行アクセラレータ。

　学園都市の第一位。正統なナンバリングであれば、七人しかいない超レ能ベ力ル者５のさらに頂点。

　黒夜はニヤリと笑って、

「しかしまぁ、思っていたより慎しん重ちよう派はだったね。それとも戦争を経て人格変わった？　バッテリー温存のために立ち止まって情報収集に徹てつするなんて、私の知ってる思考回路とはちょーっとズレてる気がするけど。てっきり、無む駄だに飛び回って無駄に力を消耗するものだとばかり思ってたよ。……まぁ、おかげで間に合わなかったみたいだけどさ」

　あからさまな挑発。

「守りたいのはフレメアだったのかな？　それとも浜はま面づら？　ま、どっちにしても、中でもうくたばっているしラインも『確定』している。死亡した浜面も含めて『アンタ達』は一つの反乱分子。まとめて殺害したって『上』は怒らない」

　だが、一方通行アクセラレータが着目していたのはその言葉ではなく、黒夜そのものだった。

「……足りねェ力を、無理矢理に補い続けたなれの果てか」

　吐はき捨てるように呟つぶやいた第一位の言葉にも、黒夜は気に留める様子を見せない。

「いつもいつもタイミングは悪かったんだけどさ、ようやくまっとうな条件が揃ってきたんじゃない？」

　共に強大な力を持つ者同士。

　黒夜を進ませれば無レ能ベ力ル者０の死は確定し、留めれば生存の可能性が出てくる。

「っつっても、放っといても今いま頃ごろ、中でグッチャグチャになってんだろうけど。はは、それとも、人間の形を保っているか保っていないかを線引きにしちゃってる？　墓の下に詰め込んじまえばみんな一いつ緒しよだってのに」

「……楽しいか？」

「あん？」

「まだそンな所に留とどまり続けているのが、そンなに楽しいか？」

　そんな所。

　悪党の領域。

　今まで、とある無レ能ベ力ル者０はこういう風に自分を眺めていたんだろうか、と一方通行アクセラレータは思う。

　当然ながら、黒くろ夜よるの方はそんな思考に気づかない。

　一方通行アクセラレータの質問に対し、彼女の反応はシンプルだった。

　その口調が、変わる。

「決まってンじゃン。楽しいさ。それはそれは楽しいさ!!　ここが世界の頂点なンだ。悪を極めたこの場所に、私の求める全すべてがある!!　殺しのためならいくらでも金をつぎ込める。顎あごで使える人員の数も半はん端ぱじゃない。おまけにこのサイボーグ。私の肉体は、私の生き様は、学園都市の誰だれよりも突き抜けている!!　これが楽しくない訳はないよねェ!!」

「……、」

　一方通行アクセラレータの思考の一部分、特に攻こう撃げき性せいを植え付けられた黒夜の言葉は、学園都市上層部の悪あく趣しゆ味みなセッティングで実現された、自分自身との対話にも近い。

　彼女への嫌けん悪おは、そのまま自らへと翻ひるがえる。

「ひょっとしてェ、自分は第一位の超レ能ベ力ル者５だから、チカラァ使った勝負なら絶対に負けないとか考えてる？」

　嘲あざけるような声が続く。

　イルカのビニール人形が、内側から歪ゆがんでいく。

「駄だ目めだよねェ。そォじゃないンだよねェ!!　私の後ろに控えている『こいつら』の本質は、物量でも破は壊かい力りよくでもねェ。サイボーグだっつーところにあるンだよねェ!!」

　破れたビニール人形から溢あふれた十数の腕を、右半身へ接続させる黒夜。

『体を動く人工物で補っている』の先へ進んだ、兵器の塊かたまり。

　人のシルエットを無視するどころか、人の体の枠がどこまで膨らむのかさえ曖あい昧まいになっている生命体。

「学園都市第一位だとか言っているが、オマエは過去に何度か敗北を味わっている。例えば木き原はら数多あまた。あらゆる攻撃を『反射』させるオマエの特性を逆手に取って、意図的に拳こぶしを手前に引く事で『反射』させた拳をオマエの体の方へと招き寄せる」

　何が言いたいのか、一方通行アクセラレータは理解した。

　黒夜の背後で、大量の腕がさざ波のように蠢うごめく。

「でもってェ、私の『腕』はサイボーグだ。機械だ。デジタルな数値で完全に操れる人工物だ!!　木き原はら数多あまたのパラメータを挿入すりゃあ、オマエへの対抗策にそのまま繫つながるのは言うまでもないよねェ!!」

　過去の脅きよう威いと対面させるもの。

　その口調、思考もあいまって、一方通行アクセラレータを削り取るには最適の相手。

「さァてどォする第一位。木原数多の場合はあくまで生身の拳こぶしだが、私の『槍やり』なら一発でアウトだ。死にたくなけりゃあ全力で来いよ。その上でバラバラにしてやるから」

　ガシャガシャガシャ!!!!!!　と、数千の『腕』が一斉に身構える。

　その全すべてが『窒素爆槍ボンバーランス』を自在に生み出し、さらに群体として周辺一帯の気流を完全に掌しよう握あくする。

　攻こう撃げきパターンは数十万。その全てに一方通行アクセラレータが苦手とする『木原数多のベクトル』を挿入する事で、絶対の『反射』を貫いて確実なダメージを与える事ができる。

　全方向、三六〇度からの刺し突とつの乱舞。

　たとえどこへ逃げても、空中へ飛び上がったところで安全地帯などない。シンプルな『窒素爆槍ボンバーランス』自体は届かなくても、群体としての気流制御は上空にまで及ぶ。

　防御も回かい避ひも不可能。

　となれば、一方通行アクセラレータの辿たどる道は確定である。

　対して、学園都市第一位の怪物はと言えば、

「……ふン」

　軽く吐はき捨てると、彼は道を譲ゆずるように、一歩横へ逸それたのだ。

　その瞬しゆん間かん、黒くろ夜よる海うみ鳥どりは彼の行動の真意を理解できなかった。その思考パターンの一部分を植え付けられているからこそ、違和感を拭ぬぐえない。この局面で、いやどんな状況においてでも、あの怪物が『譲る』など絶対にありえない。その行動には必ず何かしらの裏があるはずだが、何を当てはめればこんな状況に繫がるのか、候補を思い浮かべる事すらできない。

　あるいは。

　それこそが、悪の道に留とどまり続ける黒夜と、その道を捨てた一方通行アクセラレータの差異なのか。

「何だ？　どォいう……？」

　だからこそ、黒夜は疑問を発した。

　対する一方通行アクセラレータは、特に表情を変えずにこう呟つぶやいた。

「オマエは勘かん違ちがいしている」

「……？」

「機械の兵器の一番の特徴は、完全に数値で操れる事じゃねェ。単純な兵器には思想や主義なンてないってところだ。全てはそれを運用する側の意思によって決定される。クソが使えばクソな結果しか生まねェし、まともな野郎が使えばまともな結果を生み出すかもしれねェ。……ま、『兵器を運用する』って時点で、完全な善とは程遠いがな」

「私ではこれらのサイズのサイボーグを操り切る事ができねェとでも？」

「だから、俺は譲ゆずる事にした訳だ」

　質問には答えず、第一位は適当な、面倒臭くさそうな調子で続けた。

「言っておくが、オマエに、じゃねェぞ」

　ガシャン、という音が聞こえたのはその時だった。

　廃ビルの三階の窓から、何かが飛んできた。地上に落下し、何度かバウンドし、黒くろ夜よるの足元近くまで転がってきたのは、グシャグシャにひしゃげたシルバークロースのコレクションの一つ……つまり駆動鎧パワードスーツだった。

　銃じゆう撃げきの音が途切れている。

　さらに、窓から顔を覗のぞかせたのは、一ひと際きわ金のかかってそうな……、

（ファイブオーバー……？）

　銃撃が止まったという事は、内部の制圧が終わったのか。

　そんな事を考えた黒夜だったが、直後に間違いだと気がついた。

　その装甲には大きな亀き裂れつが走っていた。

　人が乗るためのコックピットを守る前面ハッチは歪ゆがんでいて、一部に隙すき間まが空いていた。

　まるで、無理矢理にこじ開けたかのように。

　そして、突入の直前、浜はま面づら仕し上あげがまとっていた『ドラゴンライダー』用のスーツは学園都市製。つまり操縦体系はファイブオーバーと同一規格という事になる。

　という事は、

（まさか……ッ!?）

　悪お寒かんが走った時にはもう遅かった。

　一方通行アクセラレータが何な故ぜ身を退ひいたのか、その理由を黒夜は『身をもって』知らされる事になる。




　黒夜海うみ鳥どりへ向けた、圧倒的な掃射。

　たった一発でも第三位を超えるレールガンが、毎分四〇〇〇発の勢いで連射される。




　電動カマキリの左右のガトリングレールガンは、まず始めに黒夜の背後に控える大量の『腕』を一気に薙ないだ。それは死を招く大おお鎌かま。ただ振り回すだけで、超能力すら組み込んだ兵器の群れが麦のように刈り取られていく。

　弾丸の帯は、左右から一気に黒夜へと迫る。

　間かん隔かくの狭せばまりは、そのままギロチンの刃に匹敵する。

「く……ソ、がァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!!!!!」

　万全の状態であれば、ファイブオーバーと真正面からぶつかっても力押しで黒くろ夜よるが勝っていただろう。だが出遅れた。その数秒の差が、彼女を特別にしていた『腕』を大量に消費させてしまっていた。

　それでも、迫り来る二条の弾丸鎌に対し、黒夜は即座に反応した。

　残った数百の『腕』を総動員し、大量の『窒素爆槍ボンバーランス』を生み出す。大気の制御によって生まれた暴風は弾丸の軌道を捻ねじ曲げ、複数の巨大な槍やりが凄すさまじい破は壊かい力りよくを持つレールガンの銃弾と激突し、次々と爆風を生み出していく。さらに気体だけでは対処しきれない事を考こう慮りよし、じかに大量の『腕』を前面に展開し、盾たてとして機能させる。

（いける）

　防戦の中で、しかし黒夜は反はん撃げきのための策を練る。

　あくまでも攻撃的に。

（膨ぼう大だいな電力を消費するガトリングレールガンは、同時に凄まじい熱も発する。永遠に連射し続ける事はできない。必ず安全装置が冷却期間を生み出す。そこを狙ねらって反撃すれば、ファイブオーバーの破壊は難しく……）

「手札の選択を誤ったな」

　そんな思考を断ち切るように、一方通行アクセラレータは素そつ気けない調子で呟つぶやいた。

　植え付けた思考パターンの大元。

　その能力の運用に最も長たけているであろう人物の声が。

「防戦ならまずは『反射』だろ。ピンポイントで力ァ集約させるベクトル操作じゃ、広範囲の連撃には向かねェ。そいつは盾を捨てて槍で弾丸の雨を弾はじく、曲芸みてェなモンだ」

「……ッ!?」

　攻撃性ではなく防護性。

　黒夜海うみ鳥どりではなく絹きぬ旗はた最さい愛あい。

「攻撃に特化していたンなら、素直に殲せん滅めつを徹てつ底ていしてりゃ良かったンだ。そこまでご自じ慢まんの力があるなら、速攻で貫いて掃射を止めちまった方が手っ取り早い」

　貫けなかった、という弊へい害がい。

　生き様が揺らいだ、という結果。

　生物としての本能が、ガトリングレールガンという破壊の権ごん化げに対して、とっさに防御行動を選択してしまった事。

　その一連の動きを、一方通行アクセラレータは面倒臭くさそうな調子で評した。




「宝の持ち腐れだな。サイボーグ」




　大量の『腕』が砕かれ、機械のパーツが爆発した。

　黒くろ夜よる海うみ鳥どりはその破片の雨に叩たたかれ、路上へ叩きつけられる。

　勝敗は確定した。




　　　　８




　浜はま面づら仕し上あげはファイブオーバーに乗り込んだまま、廃ビルの外へ出た。元々は羽を使って空中を移動する事もできたようだが、未知の技術は使わない。建物の中を通って一階まで下りてから、正面の出口を使って素直に脱出する。

　一方通行アクセラレータの近くまでやってきた駆動鎧パワードスーツの前面ハッチが開き、中から浜面は顔を出した。

「終わったか？」

「残党は目つきの悪いクローンが片付けているところだ。っつっても、メインの二人はオマエが潰つぶしたよォだから、時間の問題だろォがな。それを使ってるって事は、元々の乗り手は引きずり出したンだろ」

「まあな。今は郭くるわちゃん……忍者マニアの女の子が手当てしてるよ」

　一方通行アクセラレータは駆動鎧パワードスーツの中身に目をやる。

　特殊なスーツを着た浜面と内部スペースの間に、ケーブルが接続されていた。おそらく一度ファイブオーバーのシステムを破は壊かいした上で、自分が着ているスーツの制御装置とケーブルで結んで、都合の良いように再演算を始めたのだろう。

　同一規格だからこそ可能な、緊きん急きゆう時じの再起動モードだ。

「オマエ、情報処理のスキルでも持ってンのか？」

「やろうと思う発想と、具体的な手順を並べるのはどっちが賢いと思う？　ちなみに後者は全部機械がやってくれた」

「……炊飯器で何でもかンでも料理しよォとする女に着せたら、一から家庭料理を作るよォになンのか？」

　一方通行アクセラレータの軽口を無視して、浜面は視線を下に落とした。

　黒夜海鳥が倒れていた。

　かなりの数の『破片』が突き刺さり、出血も少なくないが、五体満足の状態だった。あれだけの掃射を受けて、実際の弾丸は一発も直ちよく撃げきしていないという事になる。やはり学園都市製の高レベル能力者。まともな常識の通じる相手ではない。

「これで『新入生』の騒そう動どうも一段落、か」

「フレメア＝セイヴェルンっつーガキは？」

「大金庫の中。タイマー制御だから半日後までは開かない」

「……面倒臭くせェな。俺の力でこじ開けてやる」

「俺も動くか。警備員アンチスキルが来る前に早いトコ武器を移動させないと、郭ちゃんに迷惑かけるかもしれない」

　そんな風に言い合い、二人は束つかの間ま、意識を黒くろ夜よる海うみ鳥どりからよそへと移していた。

　それが災いした。

　彼らは自分の戦っているものの本質を摑つかみ切れていなかったのだ。

　サイボーグ。

　機械。

　ガトリングレールガンの掃射によって、そのほとんどが粉砕された。だが、例えば機械に必要なＡＢＣのパーツの一つが欠けても、機械は動きを止める。その場合、『腕１』『腕２』『腕３』からＡとＢとＣのパーツをそれぞれ接続する事で、『腕４』を作り出す事ができる。

　つまり。

　スクラップにしたからといって、それで『腕』を無力化したとは限らない。

「……は」

　息を吐はく音が聞こえた。

　倒れる黒夜が、その小さな右腕を前へ伸ばすのを、確かに浜はま面づらは見た。

　同時。

　互いの機能を無理矢理に補い合う一〇〇前後の『腕』の塊かたまりが、一斉に起動した。

　標的は浜面仕し上あげでも一方通行アクセラレータでもない。

　フレメア＝セイヴェルン。

「はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!」

　ボン!!　という気体の爆発する音が炸さく裂れつした。

　複数の気体の奔ほん流りゆうが混ざり合い、数百メートルものサイズの、一本の巨大な槍やりと化す。その狙ねらいはメチャクチャだった。フレメアのいる大金庫は三階にあるが、黒夜の槍は地上部分……一階部分の高さを狙うが如ごとく、角度がずれてしまっている。

　だがそれで充分。

　出現させた槍を右から左へ振るだけで、廃ビルそのものが両断される。完全な倒とう壊かいに大金庫が耐えられる保証はないし、さらに続けて振り回されれば大金庫の壁は簡単に切り裂さかれてしまうだろう。

　これが学園都市製。

　科学の範はん疇ちゆうにありながら、その常識を覆くつがえすもの。

「くたばれ最後の希望!!　これが、このどす黒い真っ黒が、学園都市の『闇やみ』だァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　轟ごう音おんが炸裂した。

　槍やりが振り回された。

　その瞬しゆん間かん。

　浜はま面づら仕し上あげは後悔した。勝負がついたと思ってファイブオーバーから降りてしまった事を。黒くろ夜よる海うみ鳥どりの実像を見て、幼い少女へとどめを刺す事にためらいを覚えた事を。殺さずに終えるにしても、色々な方法があったはずなのに、その中で一番中途半はん端ぱな状況を選択してしまった事を。それが自分ではなく、自分を信じてくれたフレメアの命を危険にさらしてしまった事を。

　一方通行アクセラレータは激怒した。決着の直前、黒夜の生き様の揺らぎを嘲あざ笑わらった事を。あの余計な会話が、彼女の本質をもう一度呼び戻してしまった。この局面で、すでに決着がついた状況で、なおも『攻こう撃げき性せい』を選択するようなきっかけを与えてしまった自分自身に、ただ怒いかる。

　彼らは共に。

　最後の選択で、徹てつ底ていさが足りなかった。

（……ちくしょう……）

　浜面は歯を食いしばり、黒夜を止めようとするが、もう遅い。そもそも、たとえ特殊なスーツを着ていたとしても、ファイブオーバーのない浜面では盾たてになる事すらできない。

（……やっぱり俺じゃ、俺みたいな脇わき役やくじゃ、ヒーローみたいな真ま似ねを完かん遂すいする事はできねえのか!!）

『槍』が、全すべてを破は壊かいするために動く。

　浜面は何もできず、ただその先へ目をやった。

　暴風が吹き荒れた。

　ただ目撃するという、その最後のあがきすらも封じられた。彼は暴風の余波を顔に当てられ、思わず目を瞑つぶってしまったのだ。

　絶望の色で視界が染まる。

　これまでやってきた事の全てが、たった一撃で否定されるのを実感する。

　フレメア＝セイヴェルンはもう助からない。

　彼は勝敗条件の選定を間違っていたのだ。

　シルバークロースや黒夜を撃破する事が勝利なのではない。

　フレメアの命と笑顔を守り切る事が勝利なのだという、一番簡単な事を見失っていた。ファイブオーバーや黒夜の撃破に、心が浮かれていたと言わざるを得ない。

　守れると思ったのだ。

　強敵を倒したと確信したその時、フレメアの安全を手に入れられたと思ったのだ。

　その結果が……、

「くそォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　叫び、絶望し、しかしそこで浜面は気づいた。

　槍やりが振るわれる音はした。

　だが、それ以上がない。

　廃ビルが倒とう壊かいする音が聞こえないのだ。

（何が……？）

　恐る恐る、その目を開ける。

　おかしな光景が広がっていた。

　確かに、『槍』はあった。全長数百メートル、不自然な気体のうねりが作り出した暴力の塊かたまりは、そこらのビルなら丸ごと刈り取るほどの破は壊かい力りよくを秘めていても不思議ではない。

　しかし。

　実際には、フレメアの隠れている廃ビルには傷一つなかったのだ。

　倒れていない。

　何かが妨ぼう害がいしている。黒くろ夜よる海うみ鳥どりが最後の力を振り絞って放った、執念の一いち撃げきを受け止めている。

　それは少年だった。

　より正確には、少年の右手だった。




　上条当麻。

　その手に幻想殺しを宿した一人の少年が、『窒素爆槍』を受け止めていたのだ。




　結末は明快だった。

　まず最初に、あれだけ強大だった窒ちつ素その槍がまとめて吹き散らされた。それを見届けた黒夜は、最後の『負の希望』をへし折られたせいだろう。今度こそ意識を失った。

　完全な静寂。

　危険性を取り除かれた世界。

　彼はこの世で最も不可解な右手を軽く振って、浜はま面づら仕し上あげと一方通行アクセラレータに向けて、何の気なしにこう言った。




「久しぶり」








終章　ささやかなる祝宴と招かれる暗雲　Witch.









　こうして、『三人』は集結した。




　危険はまだ取り除かれていない。そう判断した浜はま面づら達は、フレメア＝セイヴェルンを大金庫の中から連れ出す事にした。具体的には一方通行アクセラレータが、その能力を使って大金庫の扉の機構を強引に破は壊かいした。

　最初、外側から強引にこじ開けられる扉を見てパニックを起こしそうになっていたフレメアだったが、浜面の顔を見ると安あん堵どがこみ上げたらしい。緊きん張ちようの糸が切れて思わず倒れそうになったフレメアを抱き止めようとした浜面を、彼女は泣き声を上げて逆に思い切り抱き締しめた。

「いきなりで悪いんだけど、これどういう状況？」

　と尋ねたのは上かみ条じようである。

　現代的なデザインの杖つえを突く一方通行アクセラレータは、忌いま々いましげな調子で眉まゆをひそめ、

「状況を傍受してここまで来たンじゃねェのか？」

「久々に学園都市まで戻ってみたら、なんか騒さわがしかったから首を突っ込んだだけ」

　チッ、と舌打ちする第一位。

　不幸というその性質も含め、根本的な立ち位置の違いを再確認している訳だが、上条の方にはそんな心の動きまでは読み取れない。

　代わりに浜面の方が答えた。

　説明を受けている内に、上条の顔が曇くもってきた。

　対照的に、浜面の方は多少上条の右手に興味がありそうな目を向けていた。

「それにしても、その右手。他人の能力を打ち消したりできんのか？」

「そっか。お前とは無レ能ベ力ル者０同士で殴なぐり合ったから分からなかったんだっけ」

「どォでも良い」

　一方通行アクセラレータが遮さえぎる。

「この局面でオマエが出てきた。科学の『闇やみ』をそれなりに知ってる俺達よりも、さらに世界の『深い』部分で動いているオマエが。何を抱えている。何な故ぜ、このタイミングで学園都市に戻ってきた？　今回の事件と何か関係しているのか」

「……今回、お前達を襲おそった『新入生』ってヤツらの動きは、言ってみれば準備期間の一環なんだと思う」

「準備だと？」

「新しい敵と戦うための。……いいや、本当に第三次世界大戦が終わっているのかどうか、地続きなのか本当に『新しい』のか、そこから調べないといけない段階なんだろうけど」

　その言葉に、一方通行アクセラレータと浜はま面づら仕し上あげの顔色が変わった。

　彼らも上かみ条じようと同様、あの戦争では最前線に立っていた。

「『ヤツら』と戦うために学園都市は準備を進めている。軍備を増強するのはもちろん、学園都市内部の体制を固めて、戦いやすい方向へシフトしようとしている訳だ。これはそれだけ学園都市が『ヤツら』を警戒しているって考えても良いだろう。……片手間で相手にできるようなスケールじゃないって判断しているんだ」

「『ヤツら』ってのは？」

　浜面は質問する。

「学園都市の敵ってのは、あの戦争を仕掛けてきたロシアの事か？　でも、あそこはもう戦う意思は見せていないだろう」

「……、胡う散さん臭くさい話なんだけど、信じられるか？」

　上条はわずかに黙だまり、話す内容を考えてから、再び口を開く。

「例えば、学園都市が掲げる『科学的に開発される超能力』とは全く別の、超常現象を起こす法則が存在するって事とか」

「何だって？」

「……、」

　浜面の疑問と一方通行アクセラレータの反応は、それぞれ対照的だった。

　上条は続ける。

「その『異なる法則』を自在に操る連中が組織を作っていたり、世界の暗部で色々活動していたり、学園都市と対立していたり。……そういう事を信じられるか？　学園都市だけが、この世にある不思議な現象の全すべてを扱っている訳じゃないって事を」

「魔ま術じゆつ、か」

　呟つぶやいたのは一方通行アクセラレータだった。

　彼がそれを知っている事に上条は驚おどろいたが、それでも話を先へ進めた。

「俺も詳しく知っている訳じゃない。厳密に言えば、俺は学園都市の人間であって、『外』の連中の事は知っていても、そこに所属している訳じゃないからな」

　言いかけた上条の言葉が、不意に途切れた。

　理由は簡単だ。

　背後から。

　小さな足が跳ね上げられ、ずむっ!!　と上条の右足と左足の間へと勢い良くめり込んだからだ。

　より正確に表現すると、人間の代表的な急所の一つに、である。

「ば……ばう……ッ!?」

「さっきからペラペラペラペラ。偉そうに語る前に、お前には頭を下げるべき人間に頭を下げるという大事な仕事があったんじゃなかったのか？　ったく、一体何人泣かせているのやら」

　浜はま面づらと一方通行アクセラレータは上かみ条じようの背後へ目をやる。

　そこには小さな女の子がいた。多くの黒服の男達を引き連れているのは、一二歳程度の金髪の少女だ。シックなブラウスやスカート、ストッキングなどの配色が、彼女に古いピアノのような印象を与えてくる。

　深く重く屈かがみ込んだ上条に、小柄な少女は上から目線で言葉を放つ。

「後の説明は私がやる。お前は自分が泣かせた女への言い訳でも考えている事だな」

「こ、こにょ人は……お、俺を北極海から引き上げてくれた人達だ。……って言っても、中央でふんぞり返っている小さいのじゃなくて、周りにいる人達がロシア国内に潜せん伏ぷくしてくれたおかげなんだけどな」

　そいつ、何だかウチの妹みたいなオーラが出ているなぁ、と呟つぶやきながらフレメアをつつこうとしていた少女は、上条の言葉を受けて浜面と一方通行アクセラレータへ目をやった。

「バードウェイだよ」

　と、彼女は名乗る。

「『明け色の陽ひ射ざし』のレイヴィニア＝バードウェイ。見ての通り、魔ま術じゆつ結社のボスをやってる。……新しい世界の入口へようこそ、科学で無知な子供達」








あとがき









　初めて手に取っていただいた貴方あなたも、これまで手に取っていただいた貴方も初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　ナンバリングを一新したので一冊目です。その一冊目から科学オンリー、インデックスってどこで出てくるんだっけ、という状態ですが、もうお気になさらず。今後もこんな調子でセオリーを無視する事が多々ありますので、一冊目から調子を確かめておいてくださいませ。




　今回のテーマは『科学の一線を越えちゃった技術』で、具体的には駆動鎧パワードスーツとサイボーグが大暴れです。元々この世界観では科学と魔ま術じゆつで各勢力が線引きしていますが、今回、学園都市側が『人体の定義とは何か』というその一線を越えたのは『彼らが抱えている問題のスケールがそれだけ大きくなった事』と『戦争に勝利した学園都市が、世界のバランスを崩しつつある事』の両面に起因しています。




　ファイブオーバーについては、本来、バトルもののセオリーから外れた存在だと思います。

　ただし、本編の中でも記述した通り、『科学技術は常に進歩し続けていて、昨日の最新が今日も最新とは限らない』というのを表現するために、敢あえて投入してみました。

　今のところ、ファイブオーバーは第三位より強力な銃じゆう撃げきを行えますが、その他の応用力の面で、両者が激突すると第三位が勝利する、という設定です。

　しかしそれもまた『絶対』ではなく、科学技術は常に進歩を続けます。

　一方で第三位の方には『素養格付パラメータリスト』という壁が。

　言ってしまえば、機械の性能と人間の発想、どちらが強いかいつまで通用するかの世界になっていく訳ですが……さて、件くだんの第三位はいつまで君臨できるでしょうか。




　サイボーグについては読者の皆様がイメージするものとは多少違うかもしれませんが、自由に肉体をデザインできる　→　鳥の羽だろうが魚のエラだろうが自由に取り込む事ができる　→　学園都市が最も取り入れたい、補いたい特性とは何か……と突き詰めた結果、あのような形となりました。

　彼女の戦術は、簡単に言ってしまえば『超レ能ベ力ル者５一人と大レ能ベ力ル者４数千人分の出力は、どっちが強い？』というものです。

　ただ、『能力を発生させる源』はあくまで人間一人分ですので、かなり消耗は激しそうですが。

　ちなみに、この世界観の中で義手とか杖つえとかではなく、明確なサイボーグが一番最初に登場したのは、おそらく外伝の『とある科学の超電磁砲』の、さらにコミックスの特典として製作された冊子の中にある、成なり田た良りよう悟ごさんの短編小説だったと思います。

　本編を書いていた間は、サイボーグも出してみたいなとは思っていたものの、具体的に学園都市でサイボーグが闊かつ歩ぽするようになるとパワーバランスが心配だな、と悩んでいたのですが、あれのおかげで踏ふん切りがつきました。那な由ゆ他たちゃんがいる街ならこういう事件が起こっても良いよね、という訳で『あれとはちょっと「製造目的」の違う、戦争をまたいで変異した方式の』サイボーグに大暴れさせてみました。

　成田良悟さん、ありがとうございました。




　肉体の内側を組み替えながら外側のシルエットや能力を出力する『発射地点』を変質させるサイボーグと、肉体の外側を組み替えながら内側の精神にまで最適化を施ほどこす駆動鎧パワードスーツ。作品の中でも語られているように、ここまで来てしまうと両者の線引きはかなり難しくなります。読者の皆様は、どちらがより受け入れ難がたいと感じたでしょうか？




　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさんには感謝を。少女が数千本の腕を引き連れているとか、色男がＴＰＯで着こなすとか、どんだけ面倒な設定なんだよ、とお思いでしたでしょうが、こんなわがままに毎度付き合っていただき、本当にありがとうございます。

　それから、今回はこの世界観にサイボーグを投入していただいた成田良悟さんと、駆動鎧パワードスーツのデザインをしていただいた明あき貴たか美み加かさんにも感謝を。

　そして読者の皆様にも絶大の感謝を。ナンバリングを一新したのに、その一冊目から番外っぽいノリになってしまいましたが、そうした事が許されるのは読者の皆様が応援してくれているからだと思います。これからも好き勝手やっていくつもりですので、よろしくお願いします。




　それでは、今回はページを閉じていただいて。

　次回もページを開いていただける事を願いつつ。

　この辺りで筆を置かせていただきます。




　やっと、やっと本編にバードウェイが合流……ッ!!


鎌かま池ち和かず馬ま　


















鎌かま池ち和かず馬ま

そんな訳で、改めて一発目。

いつまで続けられるか分かりませんが、どうぞよろしくお願いします。
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はいむらきよたか

広島県尾道市出身。現在は関東某所で半引きこもり状態の生活を送りながらイラストを描く日々。
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